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表紙の説明

2006年 2月に竣工した地震研究所 1号館

鉄筋コンクリート造地上 7階建，総床面積 8000 m2

基礎免震構造の採用により，震災発生時にも機能を維持し研究活動を継続させるよう設計されている．
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第1章 はじめに

平成 16年度の国立大学の法人化によりスタートした 6年間の中期計画も、18年度末に折り返し点を迎えます．こ
の間、国の厳しい財政状況の下，運営費交付金にかけられる効率化係数はかけ続けられるとともに、特別教育研究
経費による新規事業も，前年度に比して総額・件数とも大幅に縮小しています．このように学術を支える環境は極
めて厳しい状況ですが，国民の最大関心事が「安心安全」であることからもわかるように，私たち地震研究所に寄
せられる期待はきわめて大きいものがあります．この期待にこたえられなければ，地震研究所はその存在意義を厳
しく問われることとなります．
　地震研究所が存在感を示すには，災害軽減を強く意識した組織的な研究を推進することは欠かせません．組織的
な研究の規模が大きくなるほど，地震学・火山学の性格上，大学間の連携が必要となり，相互協力を制度的・財務
的に裏付ける枠組みを構築する必要があります．本年報に記されているような，全国の関連研究者との共同研究を
推進する責務を，地震研究所は全国共同利用研究所として今後も担っていくつもりです．
　その一方で今すぐに産業化や社会貢献に直結しない基礎研究であっても，地震・火山現象に関する研究活動も着
実にすすめていくことには変わりはありません．もはや論文を何編書いたかだけが問われる素朴な時代は過ぎ去り，
個々の研究が与えるインパクトや意義が真正面から問われる時代になっているのですから，地震研究所の存在を世
に示すような優れた研究成果を適切に発信して，社会の理解とサポートを得ていくことが欠かせません．地震研究
所は，今後とも新たな芽を育成し、地震・火山研究の新たな潮流をつくる工夫を続けていきたいと考えています．
　本年報には，2006年度に本所で行われた研究教育活動等が記載されていますが，所内各研究者の固体地球現象解
明のための取り組みは多様かつ多面的です．このような特徴こそが，本研究所における高度な研究活動を維持する
根源の一つであると考えています．また，このような研究活動は，技術職員との共同作業により効果的に推進され
うるものであり，各技術職員の活動内容も本年報に記載されています．
　本年報に関連資料が示されていますが，地震研究所は東京大学の一部局として，教育活動にも大きく寄与してい
ます．理学系研究科や工学系研究科と協力し，地震研究所の教員は，主に大学院教育を担当しています．地震研究
所における教育の大きな特徴は，大型野外観測や実験研究への大学院生の参加であり，これにより座学では決して
得られない貴重な経験を積むことができるものと確信しています．

東京大学地震研究所長 大久保 修平
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第2章 組織と運営

2.1 運営の仕組み

共同利用研究所としての地震研究所の運営全般に関わる問題について，学内外の学識経験者からの助言を受ける
ために，地震研究所協議会がもうけられている．協議会は１８名以内の協議員で組織され，東京大学の内外からは，
ほぼ同数で構成されている．共同利用については，研究所内外ほぼ同数の研究者１４名以内の委員で構成される共
同利用委員会があたっている．共同利用の公募は年１回行われ，応募課題の採否は共同利用委員会および教授会の
審議を経て決定される．地震研究所の運営に関しては，研究所の専任教授および助教授からなる教授会があたる．
教授会は選挙により所長を選出する．また，所長の職務を助けるため２名以内の副所長をおいている．さらに，所
の運営について所長を補佐し，所内外への迅速な対応などを行うため，若干名の教授会構成員からなる企画・運営
会議がおかれている．教員人事は，原則として公募手続きを経て，教授会の審議により決定される．地震研究所の
研究活動・教育活動・社会活動についてのチェック・レビューについては，前述の地震研究所協議会の場でもなされ
ている．また，平成６年の改組以後は具体的な成果を「年報」に掲載し，より透明性の高い運営と自己点検につと
めている．

2.2 組織

次ページ参照．

2.3 歳出

表 2.1. 歳出

(単位:千円)

年度 人件費 物件費 計 科研費 受託研究費等 奨学寄附金

平成 13年度 1,378,935 1,843,075 3,222,010 393,845 — 11,730
平成 14年度 1,468,016 2,697,276 4,165,292 228,302 — 11,620
平成 15年度 1,374,011 2,386,291 3,760,302 265,700 — 20,508
平成 16年度 1,189,966 1,496,977 2,686,943 411,100 1,077,118 21,873
平成 17年度 1,258,522 1,604,003 2,862,525 394,200 1,231,351 20,850

(注)
平成 13～15年度の物件費は経理部への移算分を除く．
平成 13～15年度の物件費は受託研究費等を含む．
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図 2.1. 組織図
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2.4 部門・センターの活動

地球流動破壊部門

教授 堀 宗朗 (部門主任), 栗田 敬, 島崎邦彦
助教授 小国健二, 武井 (小屋口)康子, 山科健一郎
助手 平賀岳彦, 三浦弥生, 西田 究, 山中佳子
機関研究員 熊谷一郎, 高嶋晋一郎
大学院生 藤澤和浩 (D3), 原田雄司 (D3), 石辺岳男 (D3), 室谷智子 (D3), 高久真生 (D3), 黄

莉萍 (D2), 市川浩樹 (D2), 佐藤広幸 (D2), 鈴木絢子 (D2), 若井 淳 (D2), 本多弘明
(D1), 網野直輔 (M2), 岩田 心 (M2), 加納いづみ (M2), 許 国豪 (M2), 宮嶋 宙 (M2),
SIVASITHAMPARAM Nallathamby(M2), 高橋昇吾 (M2), 門前 敏典 (M1), 武藤 徹
(M1), 田中 謙吾 (M1), PEIRIS Thanuja(M1)

当部門では，地球内部の流動や破壊現象の素過程の理解を通じて，その複合過程である地震や火山の噴火現象の
解明を目指してきた．部門がカバーする領域は，自然地震の発生の物理の解明や地震動の都市への影響の工学的見
積り，といった地震学・地震工学的領域からマグマの運動など火山学の領域，希ガスを用いた地球化学，弾性基礎
論や熱流体力学，惑星科学と幅広く，手法は理論的予測モデリング，数値シミュレーション，室内モデル実験，地
球物質分析，観測と多岐にわたる．また対象も地殻表層現象から，マントルプロセス，月，火星にいたる．このよ
うに研究領域，手法，対象が多岐にわたっているのが特徴ではあるが，共通しているのは基礎過程の理解を通じて，
複雑な地球現象の解明にあたる姿勢である．以下にその概要を述べる．

1. 地震発生の長期予測

日本で発生する大地震の長期予測のために種々の解析を行っている．まず，ずれの量の分布を計測し，その統計
的性質を明らかにして，活断層調査における測定量のばらつきの定量化を試みている．次に，別府湾の海底活断層
の調査を進め，過去の地震の発生時とずれの量とを同時測定して，時間予測モデルがほぼ成り立っていることを示
した．また，長期予測された十勝沖地震と実際に発生した 2003年十勝沖地震とを比較して，長期予測の検証を行っ
た．さらに，予め震源が特定できない地震について，これまで提案された手法の評価を行うとともに，それらを組
み合わせた手法を提案している．

2. 地震活動の継続監視手法の開発

大地震が発生した後で，その前の地震活動に異常があったことがしばしば報告される．しかしその異常の程度が，
どの程度稀な現象なのかは十分調査されていない．過去の数年程度の地震活動と比べて，最近の活動が有意に変化
しているかどうかを調査する手法を開発した．異常を含むモデルと含まないモデルの AICの差により，有意な異常
を検出する．統計的に独立でない地震活動は時空間 ETASモデルで表されるとし，独立な活動を対象とした．日本
の陸域の浅い地震について適用し，マグニチュード６以上の 2000年鳥取県西部地震，1998年岩手山の地震，2003
年宮城県北部の地震の前に，それぞれ，静穏化，活発化，ｂ値の低下を見出した．しかし地震活動が活発な場合に
は，わずかな変化も有意に検出でき，上記の異常よりも有意となる場合があることもわかった．また，2004年紀伊
半島沖地震前のマグニチュード頻度分布の異常を検出した．

3. 熱組成プルームの流体力学的研究

マントルダイナミクスを支配する重要な基礎過程である熱・組成プルームの流体力学的挙動の解明を目指して研
究を進めている．化学組成の異る D層̈をモデル化した下部に薄い高密度層をおいた系では密度差が大きな場合は熱
プルームの発生，小さな場合は熱・組成プルームの発生とする．地球の場合と同等な中間領域では熱・組成プルー
ムの分解が生じ，「Failed Plume」が形成されることが明らかになった．この Failed Plumeのイメージは深部マント
ルの地震波トモグラフィー像の解釈に重要な教訓となろう．また局所加熱で生成される熱プルームは加熱の空間ス
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ケールと熱境界層のスケールの競合で，大きな減速状態が存在することが発見され，「Head Strong Plume」と名付け
られた．これらの研究はフランス・IPGPのグループ（A. Davaille, I. Kumagai)との共同研究として進められている．

4. 低周波波動発生の実験的研究

近年様々なスタイルの低周波地震が幅広いテクトニックな場で発生していることが明らかになってきたが，その発
生の物理的なイメージは未だ謎に包まれている．岩石のマサツ・破壊現象に起因する波動の特性周波数帯域よりは
ずれているためになんらかの流体運動が関与していると推察されているが，現象記述が先行している現状では異っ
た発生機構の現象を未整理のまま取組んでいる可能性が高い．本研究では議論の出発点として物理的イメージの明
確なモデルの提案を目指して，固液複合系の流動に伴う圧力振動現象の実験を行ってきた．浸透流的挙動からサス
ペンション流への移行状態で大きな振幅の周期的圧力振動状態が存在することを見いだした．

5. 火星地形学

地球において開発された手法を用いて火星表層地形の成因の解明が目的である．対象としている地形・現象はマ
リネリス渓谷などに見られる大規模土石流地形の成因，火星地殻・リソスフェアの厚さの推定，凍土融解地形の成
因，凍土・クレーター相互作用などであり，火星の過去におきた表層部の大規模な環境変動をこれらの地形解析に
より明らかにすること，あわせて火星を鏡として地球の理解に役立てようというのが本研究の目的である．2006年
度から仏・ツールーズ大学と共同でリモートセンシングに基づく表層熱物性の解析の研究をスタートさせ，伊豆大
島での比較感則を行っている．

6. 統合地震シミュレーションの開発

統合地震シミュレーションとは，断層破壊から地震動までを計算する地震シミュレーション，都市内の全構造物を
一棟一棟計算する構造物応答シミュレーション，そして避難や復旧・復興過程を計算する対応行動シミュレーション
を束ねたものである．最新の地理情報システムを利用し，地盤や構造物の計算モデルを自動構築し，三つのシミュ
レーションをシームレスに行う．想定された断層破壊のシナリオによって，地震動や被害，そして対応行動が変わる
が，統合地震シミュレーションは，客観的かつ均一に地震の脅威や被害を計算することができる．計算結果は，次
世代ハザードマップの基礎データとして利用することができる．
地理情報システムの練成が完成し，統合地震シミュレーションによって，都内 23区では客観的かつ均一な計算が

できるようになった．計算結果の可視化も，地理情報システムに蓄積された構造物のテクスチャー情報を使うこと
で，より現実感のあるものとなった．対応行動のシミュレーションでは群集の避難行動が計算されるが，マルチエー
ジェントを利用し，特に避難経路等を設定せずとも広範囲での自動計算が可能となっている．スマトラ島地震のデー
タを使い，緊急時の群集の高度化を図る等，シミュレーションの高度化を進めている．

7. 地震活動予測の試みとその有効性の検証方法の探究

実効性のある地震活動の予測方法を追求するため，いくつかの仮説を設けて実験的に活動を予測する試みを継続
している．「同程度の大きさの地震が続いた時はさらに大きな地震が起こる確率が高まる」という仮説では，経験的
に 20∼30%くらいの適中率を想定して予測を提出したが，実際にそのくらいの確率が得られることが確かめられた．
ただし「同程度」というのは，ここでは Mの差が 0.4以内（小→大の順に起きた時）または 0.2以内（大→小の
時）の地震を指す．こうした結果について成果をとりまとめるとともに予測の有効性を検証する便利で分かりやす
い方法として，「タイ ムシフト（時間ずらし）検定」の利用を提案した．一方，余震活動においては，余震の発生回
数を幅を持たせて予測することを提案し，事前予測を試みているが，活発な余震活動が続いて不完全なデータしか
利用できない期間においても，あらかじめ想定した値に近い適中率を得ることが可能なことが確かめられた．

8. 火山変動の検出と活動予測

火山変動の検出やそれらのデータの解析を進め，噴火活動予測の実現を目指す研究を行っている．特に，火山変
動を検出する便利で有効な方法として，遠方の正確に同 一の地点から精密な写真計測を繰り返し，新旧の画像を
時間差実体視を利用して比較 する方法を提案しているが，本期間においても，これまでの雲仙火山ほかで得られ
たデータの整理，分析を進め，また，新たに浅間火山での調査を開始した．2004年 9月に目立つ噴火活動を再開し
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た浅間火山では，山麓のいくつか地点で繰り返し計測を行い，2004年 11月の噴火では山頂部や中腹に多数の噴石
が飛散した状況を記録した．浅間山山頂部における 2004年 9∼12月の期間の変動量はそれほど大きくなく，現在取
得している画像データでは概ね 1単位（10cm前後）以下に留まるが，画面上の多数ポイントの平均をとることに
よって，さらに細かい動きを明らかにできる可能性もある．

9. 液相を含む多結晶体の力学物性

水やメルトなどの流体相の存在が地球内部の力学物性（弾性，非弾性，粘性）に与える影響を，実験および理論
的手法により研究している．固液複合系の力学物性にはミクロな内部構造が大きな影響を与えるため，その影響を
考慮したモデルが重要となる．本研究では，部分溶融岩石を粒子状物質としてモデル化し，媒質のマクロな応力・
変形と各粒子のミクロな応力・変形との関係を明かにすることにより，マクロな力学物性をミクロな構造の関数と
して導く理論的枠組みを構築した．この理論は，既に固体が弾性体の場合に適用され，メルトの存在が弾性波に与
える影響を定量的に予測することができた．今年度はさらに，粒界拡散クリープによる粘性変形に適用し，メルト
の存在が粘性に与える影響を定量的に予測することができるようになった．その成果として，1)粘性は弾性に比べ
て粒子同士の接触状態に非常に敏感であり，差応力下で生じると予想されるメルト分布の異方性は，流動特性に大
きな異方性をもたらすこと，2)0.1%以下の非常に少ないメルトの存在下でも，メルトが全くない場合に比較してせ
ん断粘性が 5倍程度低下すること，3)0.1%以下の非常に少ないメルトの存在下でも，メルトが全くない場合に比較
して体積粘性率は非常に小さく，せん断粘性率の高々1.6倍程度であること，などが分かった．実際のマントルにお
いては，1%以下の少量のメルトのふるまいを解明することが重要であり，本研究によりそのレオロジーへの効果が
はじめて定量的に予測できた．

10. 多結晶体の弾性・非弾性特性

地球内部の地震波速度構造の解釈には，実験室における超音波帯域での弾性波速度が重要な役割を果たしてきた
が，近年，多結晶体の持つ非弾性特性により，超音波帯域での弾性波速度と地震波帯域での弾性波速度には有意な
違いが生じ得ることが実験的に示された．この違いは特に，地球内部の温度不均質がもたらす弾性波速度不均質に
大きく影響するため，3次元地震波速度構造を解釈する上で非常に重要である．本研究では，この問題に実験的に
アプローチすることを目指し，多結晶体（メルトを含む，または，含まない）の弾性・非弾性特性を，超音波帯域
から地震波帯域までの広帯域で，また，10−5歪み程度の微小振幅で精密に測定できる実験装置を開発した．岩石の
アナログ物質として，有機物の多結晶体を用い，メルトがない試料の粒径測定と，弾性・非弾性特性の精密な測定
を行った．今後は液相を含む試料で測定を行い，液相の効果を解明する．

11. 破壊現象に対する粒子系シミュレーション手法の開発

破壊現象を再現・予測する数値シミュレーションは，破壊による不連続性を扱うことが難しく，既存の数値解析手
法に限界があることが認識されている．そこで，従来の枠組みを超え，不連続かつ微分不可能な基底関数群を使っ
た離散化によって，連続体モデルの破壊現象を数値シミュレートする手法を考案している．この手法は，連続体モ
デルと等価なバネ－マスモデルを構築し，さらに，一般の粒子系シミュレーション手法と同様に効率的な数値解析
が可能である．大きな地震動を受けて損傷を受ける構造物のシミュレーションに対して，粒子系シミュレーション
手法の適用を検討している．従来の数値解析手法では破壊直前までは概ね再現・予測可能であるが，若干の材料や
構造の乱れによって起因する破壊パターンのばらつきを計算することは難しい．効率性の良さを利用して，このば
らつきを確率的に正確に計算することを試みている．破壊現象を効率良く数値シミュレートできるという特徴を活
かし，日本列島のモンテカルロシミュレーションを実施している．断層や地質構造を確率的にさまざまに変えた日
本列島のモデルを構築し，プレート運動によって引き起こされる地震と地殻変動を 100～1000年の時間スケールで
計算する．近年，観測された地震と地殻変動のデータとの比較から，どの日本列島のモデルが観測データを再現す
るかを調べる研究である．

12. 希ガス同位体による地球・惑星物質科学

地球および惑星物質の希ガス同位体組成を調べ，それをもとにマグマ活動の時空分布，地球内部からの脱ガス過
程，地表における浸食率，惑星形成・進化史などの解明を目的とした研究を行っている．希ガスは不活性であるた
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め物理的プロセスを探求するのに有用なトレーサーであり，また，4He，40Ar，129Xe，136Xeといった年代測定に応
用できる放射起源同位体を有する．精密希ガス同位体分析を遂行するために質量分析装置改良や分析試料・手法の
検討を行うとともに，小惑星および月起源物質中の希ガス同位体組成から惑星集積や惑星形成初期の火成活動史お
よび火成活動の熱源・期間について制約を得る研究，月表層試料に含まれている希ガスの起源を解明する研究，大
気組成や存在度をもとに火成活動等に伴う惑星内部からの脱ガス過程を解明する研究を進めている．

13. 巨大地震の震源過程の研究

世界で起こった新しい大地震，過去の大地震の震源過程を解析することによって地震発生の原因を探求する．地
震時の断層すべりはかなり不均質であるが，同じ震源域内で起こった再来大地震の比較から大きくすべる領域（ア
スペリティ）の位置はあらかじめ決まっていることがわかった．このことはアスペリティを場の一つの特性として
捉えることが可能であることを示し，構造，物性などに起因する様々な物理量との相関を示唆する．最近起こっ
た M7以上の地震や重要な地震については，準リアルタイムで解析結果だけでなくメカニズム・破壊様式の特徴，
テクトニックな解釈なども加えて「EIC地震学 ノート」として web上で公開している．URLは http://www.eri.u-
tokyo.ac.jp/sanchu/Seismo Note/である．

14. 大気と固体地球の共鳴振動

最近，我々を含めたいくつかのグループによって，大きな地震が起きていない期間においても地球が常に自由振
動している事実が発見された．色々な地動の観測事実から，大気の対流活動が自由振動を励起していると考えられ
ている．さらに常時地球自由振動の励起振幅を詳しく解析してみると，固体地球の振動と大気音波とが音響共鳴を
起こしている事が分かってきた．観測された共鳴振動は，長周期大気音波の存在を示唆しているが，直接の観測例
はない．一昨年度から東京大学千葉演習林において気圧計のアレー観測を行ない長周期大気音波の検出を試みてい
る．現在までの我々の微気圧計のアレー観測により，波長が数 10km程度の音波の分散を測る事に成功した (図参
照)．しかし本計画で目指す波長 100kmスケールの長周期音波の分散を測定する事はできない．この問題点を解決
するために，本計画では地震研地震観測網の観測点に微気圧計を設置し 100kmスケールのアレーを構築を予定して
いる．本年度は鋸山，筑波，油壷に気圧計を設置し試験的に観測を始めた．

15. 地動の脈動を用いた日本列島 S波速度構造の推定

周期 2秒から 20秒の帯域では,脈動と呼ばれるランダム励起された表面波が卓越していることが良く知られてい
る．海洋波浪がこの振動を励起していると考えられている．最近，脈動がランダムに励起されている表面波である
ことを利用し，観測点間の相互相関関数から表面波の郡速度異常を測る研究が注目されている．本研究ではこれら
の研究をさらに発展させ，Rayleigh波 Love波の位相速度を精度良く測定し，日本列島下の S波速度構造を推定した．

16. 粒界・界面偏析係数のマントル化学への適用

これまでの本人の研究によって明らかにされた固液間での元素分配係数と粒界・界面偏析係数の相関を利用して，
1)マントル内での様々な元素の粒界・界面への濃集度の解明，2)粒径および鉱物モードと不適合元素の粒界・界面
における存在度の関係の予想，3)単斜輝石の元素濃度から粒径を求める方法の提案，4)不適合元素のマントル内で
の移動メカニズムの推定を行った．1)によって，鉱物粒子内の元素濃度を測定することで，粒界・界面でのその元
素の濃度を推定することが可能になり，2)によって，粒径が小さいほど，単斜輝石のモード比が低いほど，岩石バ
ルクでの粒界・界面における不適合性元素の存在度が高まることが分り，3)によって，単斜輝石中の Csなどの極め
て不適合性の大きな元素濃度からマントル内での粒径が 0.5ミリと推定され，4)によって，マントル内において Y
よりも不適合性が大きい元素は粒界・界面拡散で移動することが推定された．
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地球ダイナミクス部門

教授 本多 了, 小屋口剛博 (部門主任), 瀬野徹三
助教授 中井俊一, 安田 敦
助手 三部賢治, 折橋裕二
学術研究支援員 中西無我, 新村裕昭, YuVin Sahoo
外来研究員 羽生 毅, 鈴木雄治郎, 渡邊裕美子
研究支援推進員・技術補佐員

加藤君子
日本学術振興会特別研究員

飯塚 　毅, 三谷典子, 田中宏幸
日本学術振興会外国人特別研究員

Ali Arshad, Salah K. Mohamed
大学院生 金 兌勲 (D4), 伊藤佳子 (D3), 小園誠史 (D3), 鈴木彩子 (D3), 後反克典 (D2), 賞雅朝

子 (M2), 山崎 優 (M2)
研究生 落合清勝

本部門では，地震・火山などに関連する物理素過程を明らかにするとともに，それらを生じる場としての地球の
実態を，空間的・時間的にグローバルな視点から明らかにすることを目指している．理論，データ解析，観測，超
高圧実験，元素・同位体分析など様々な方法に基づいて研究を行っており，その内容は多岐にわたる．本年度にお
けるその概要を以下に示す． 　

1. 地球テクトニクス分野

「地球テクトニクス分野」では，西太平洋ー東アジア地域のプレート運動，プレート内応力場，プレート運動原
動力，スラブ地震の成因，プレート間地震のメカニズム，衝突のメカニズムなどの考察を行っている．具体的には，
衝突の原因をスラブ脱水の観点からの考察，スラスト帯における間隙流体圧が極めて小さい場合に，上部地殻の引
き剥がしが起こることを示した．また 2004年スマトラ島沖地震が津波地震であるか否かの検討，台湾付近の発達史
に対する新たなモデルの提唱，を行った．

2. 地球ダイナミクス分野

「地球ダイナミクス分野」では，地球深部起原と思われる地球科学的現象について，モデルを構築し，主に数値
シミュレーションの手法を用いて解明している．通常の火山フロントから，かなり背弧側に火山活動が見られる事
がある．その原因としてホット・スポットやホット・リージャンという説が唱えられてきた．これに対し，折橋ら
（2006）は，水を含む遷移層が，スラブの沈み込み角度の変化に伴い持ち上げられ，脱水溶融を起こしたものという
説を提案した．この可能性を調べるために，簡単な沈み込みのモデルを作成し，定量的に検討した．この他，過去
のプルーム等の影響による高温領域と相変化の関連に関して簡単な数値実験を行っている．また，沈み込み帯の背
弧に小規模対流が生じるモデルに関して，海溝が移動する場合に，どのような影響を与えるかも調べている．

3. 理論火山学分野

「理論火山学分野」では，主に（１）火道上昇流のダイナミックス，（２）火山噴煙・火砕流のダイナミックス，と
いう２課題について，理論モデルの開発を行っている．
「火道上昇流のダイナミックス」については，マグマの１次元定常上昇流に関する解析解を得，その結果に基づ
いて，マグマの噴出率とマグマの性質および地質条件（火道の径，マグマ溜りの深さ）の関係を推定する手法を提
唱した．本年度は，この手法を気相と液相の相対速度を含む場合まで拡張し，非爆発的噴火から爆発的噴火までの
多様な噴火タイプをもたらすマグマの性質および地質条件を明らかにした．さらに，１次元定常上昇流に対して，
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気相の過剰圧力，気泡の核形成・成長の影響を調べる数値モデルを構築した．非定常な爆発的噴火については，気
泡を含む高粘性マグマの衝撃波管問題について半解析解を得た．この理論をミュンヘン大学で行われた衝撃波実験
結果に適用し，マグマの破砕基準を決定した．また，溶岩ドームを形成するような非爆発的噴火について，噴出率
とマグマ溜りの圧力の時間変動を再現する力学系モデルの安定性解析を行った．
「火山噴煙・火砕流のダイナミックス」については，火山噴煙のダイナミックスを支配する乱流混合過程を精密
に再現する 3次元数値モデルを開発し，噴煙の形成と火砕流の発生の遷移状態，傘型噴煙の拡大過程を再現した．

4. 実験マグマ学分野

「実験マグマ学分野」では，浅部マグマ活動に関する研究（火山噴出物の分析によるマグマ溜まりや噴火メカニズ
ムの解析）と深部マグマ活動に関する研究（マントル圧力下における元素分配や流体の挙動の解明）を行っている．
浅部マグマ活動に関する研究においては，火山噴火予知研究センターと共同で，富士山およびイタリア・ベスビ

オ火山の噴火噴出物の解析を行なった．富士火山では，昨年度に引き続きボーリングコア試料と東側斜面で採取さ
れたスコリアの連続試料を用いて全岩組成，ガラス包有物組成，鉱物組成の時間変化を調べている．特に古富士期
の溶岩流試料とスコリア試料を重点的に解析し，新富士期と古富士期のマグマ溜まりの温度圧力環境の違いとその
時間変化を考察した．また，噴火時における揮発性成分の挙動を斑晶中のガラス包有物の解析と高圧実験の両面か
ら検討を行なっている．ベスビオ火山については，主に 472年噴火の噴出物の解析を行ない，マグマ供給系につい
ての新たなモデルを導いた．
深部マグマ活動に関する研究においては，マルチアンビル高圧発生装置を用い，「地球化学グループ」と共同で，

マントル遷移層鉱物と含水マグマ間の元素分配を決定した．この成果は地球深部でのマグマの生成や，上部マント
ルペリドタイトの成因等を理解する上で重要となる．また，コーネル大学及び米国地質調査所と共同で，外熱式ダ
イヤモンドアンビル装置と顕微ラマン分光測定装置を用いて，地球内部のフルイドやマグマの構造に関する研究も
行っている．昨年度までの我々の研究により，地球内部のフルイドが含水マグマとの間で超臨界状態となる条件が
明らかにされてきたが，この様な相変化に伴いフルイドとマグマがどの様に臨界状態に近づくのかについて，分子
レベルでの構造変化に関する理解が進みつつある．

5. 地球化学グループ

「地球化学グループ」は，火山の諸現象や地球の物質循環・進化などを探求する研究を，本所に設置された多重検
出器磁場型 ICP質量分析計や 213nm Nd-YAGレーザーシステムを装備した四重極型 ICP質量分析計（LA-ICPMS）
を用いて行っている．
沈み込みに伴う物質循環については，リチウム同位体トレーサーを用いた研究を行っている．岩石試料中の微量
リチウム同位体分析技術を確立した．島弧地域のマントル捕獲岩，沈み込んだ海洋地殻を起源とする HIMU火山岩
などを分析し，解析を続けている．2006年には他の地域の中央海嶺玄武岩と化学，同位体組成が異なるインド洋
試料の分析結果を報告した．コア－マントル相互作用を検証する研究にも取り組んでいる．タングステン同位体の
分析法を開発し論文発表した．プリューム由来の海洋島玄武岩や下部マントル起源のキンバーライト試料の分析を
行った．その結果，分析した火山岩のタングステン同位体比は一般的なマントルのそれと同じで，コア物質の寄与
は 1%以下であることが分かった．ウラン－トリウム放射非平衡を用いて，メタンハイドレート由来の炭酸塩鉱物
の年代測定に成功した．日本海直江津沖の海底で採取された炭酸塩鉱物は 2万 5千年程度の年代を示すものが多く，
氷河期の海水準低下によりメタンハイドレートが不安定になり，放出されたメタンが酸化されて炭酸塩鉱物が沈殿
したと考えられる．
次に火山岩のみならず，変成岩や堆積岩の微小部分，例えば個々の斑晶鉱物やメルト包有物，さらには鉱物結晶

の累帯構造の各部分に残された記録を読み解いて，マグマや源岩の化学進化を解明する研究も重要な課題である．
2004年度に導入された 213nm波長 Nd-YAGレーザーアブレーション・システム（UP-213型）に独自に改良を施す
ことで高感度・低バックグランドの分析が可能になり，旧型の ICP四重極型質量分析計でありながら国際レベルの
分析精度を達成している．現在，同分析装置を用いて 1)鉱物・メルト包有物の局所微量元素分析, 2)ジルコン結晶
の局所 U-Pb年代測定, 3)ピストンシリンダーやマルチアンビル型高圧実験発生装置により生成した鉱物およびメ
ルトの局所微量元素分析を実施中であり，地震研共同利用を通じて他研究機関の共同研究も受け入れている（本年
度は一般共同研究３件）．
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地球計測部門

教授 大久保修平, 山下輝夫
助教授 新谷昌人, 宮武 隆 (部門主任), 孫 文科
助手 古屋正人, 高森昭光

研究機関研究員 菅野貴之
外来研究員 奥野淳一
大学院生 付 广裕 (D3), 堀 輝人 (D3), 木村武志 (D3), 鈴木岳人 (D3), 安田拓美 (D3),

風間卓仁 (M2), 管 孝博 (M2), 隅谷謙一 (M2), 竹内智哉 (M1)

当部門の研究には大きく分けて，理論研究，野外観測や計算機シミュレーションによる観測・実験研究，および
先端技術を応用した計測機器開発という 3 本の柱がある．具体的には地震発生物理の理論的研究，震源から生じる
強震動のシミュレーション，絶対重力計や合成開口レーダなどの最新技術による測地学の観測やグローバルな粘弾
性変形理論の研究，レーザー干渉技術・先端エレクトロニクス等を用いた観測装置の高性能化などである．

1. 地震発生物理に関する研究

(a) 流体移動および熱発生・移動を考慮に入れた動的地震すべりの数理的研究

熱多孔性媒質を仮定して，動的地震発生機構についての理論的および数値シミュレーションに基づく解析を実行
した．１次元モデルに基づいた詳細な理論解析により，系の振る舞いはただ一つのコントロールパラメタにより記
述しうることがわかった．例えば，パルス状のものや比較的継続時間の長いものなど断層滑りの多様性を，このパ
ラメタを用いることにより統一的に理解できることがわかった．さらに，コントロールパラメタの値の違いにより
滑り弱化と滑り強化も起こりうることもわかった．上に述べた，パルス状の断層滑りは，滑り強化の生成と密接に
関係している．また，これまでのいくつかの研究で見られた， 放射効率の値が１を越えるという問題も， コント
ロールパラメタにより説明可能である．数値シミュレーションに基づいて，２次元モデルの解析も行ったが，上に
述べた１次元モデルに基づいた考察が定性的には正しいということが確認された．

(b) 余効すべりの発生機構についての数理的研究

プレート境界や大規模な断層帯で見られるような，断層を挟んで力学的性質が互いに異なる媒質を仮定して，余
効すべりの発生機構を理論的に考察した． 力学モデルとしては多孔性媒質を仮定し， まず， 応力成分と空隙流体
圧を断層滑りの積分として， 解析的な表現を求めた． 断層面上ではクーロン摩擦，断層の進展についてはクーロ
ンの破壊基準を仮定し，この積分方程式を数値的に解くことにより，断層滑りの時空間変化を調べた．その結果，
準静的に成長している断層先端で高圧化した流体と断層滑りの間の正のフィードバックにより余効すべりが起きう
ることがわかった．また， Biot-Willisパラメタの値が小さいほど， 余効すべりの規模は大きいことがわかった．

2. 震源物理を用いた地震発生過程のシミュレーション研究

(a) 地震の動力学パラメータの研究

動力学モデル（震源物理モデル）を用いて過去の地震の発生過程を再解析し断層上の動力学パラメータ推定を行っ
ている．方法はMiyatake(1992)に準じているが，断層面上に摩擦構成則が働くために生じる非線形性のために試行
錯誤的なシミュレーションが加わる．すでに 2001 年芸予地震などを解析し重要な摩擦パラメータである臨界滑り
量，破壊エネルギーの分布を得ている．しかしその精度は必ずしも良くなく，また解像度にも問題があることがわ
かった．そのうち計算技術に関する部分の改良を進め，差分法における境界条件の改良を行った．

(b) 強震動シミュレーションのための動力学モデルの研究

震源の理論的研究や実験的研究から断層面には断層摩擦構成則が作用し，この摩擦パラメータの分布が断層運動
をコントロールし地震波に大きく影響することがわかっている．このような断層運動は，特に現実の地震のような
不均質な場での断層運動は数値解でしか得ることができない．強震動シミュレーションにおいて，このような震源
過程を考慮していこうとすると，強震動シミュレーションのために震源過程のシミュレーションを行う必要が生じ，
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強震動の研究だけにとっては大変効率が悪い．そこで予め，代表的な不均質断層について震源物理を考慮した震源
過程の数値シミュレーションを行っておき，断層運動について，扱いやすい近似式を作成できれば便利である．こ
のような方針で震源モデルを作成して，いくつかのアスペリティの存在する不均質な断層に応用しているが，短周
期成分についてはまだ扱えていなかった．そこで本年度は短周期地震波の成因についての基礎的研究に着手した．

(c) 地震のトリガーの研究
地震が発生すると，周囲に応力の変化をもたらし，周辺の地震を誘発させることが活動を変化させることがわかっ

ている．ここでは断層近傍をも含む動的応力の空間的特徴を震源物理を用いて研究した．

3. 絶対重力計による流体移動に伴う地震・火山活動の観測的研究

地震や噴火前後の重力の時空間変動と稠密な地殻変動の観測とを組み合わせれば，地震・火山活動と流体移動と
の関わりについて手がかりがえられる．そこで，われわれは絶対重力測定と相対測定を同時におこなうハイブリッ
ド測定をおこなって，流体の質量移動を検出するための研究をすすめている．今年度は以下の地域での重力観測を
実施した．国内での観測にとどまらず，海外での観測も実施している．

(a) 東海地方
名古屋大学との共同研究として，スロースリップの続く東海地方でのハイブリッド重力観測を継続した．また国

土地理院との共同研究として，御前崎における絶対重力観測を継続した.

(b) 宮城県
近い将来の発生確率が極めて高いと考えられる宮城県沖地震の準備・直前過程を調べるために，東北大学との共同
研究として，牡鹿半島においてハイブリッド重力観測を実施した．

(c) 宮崎県
京都大学との共同研究として，宮崎市においてハイブリッド重力観測のを実施した．フィリピン海プレートとユー

ラシアプレートのカップリングがやや弱いと想定される当該地域における重力の経年変化を，カップリングの強い
東海や北海道におけるそれと比較することが目的である．

(d) 浅間山
2004年 9月 1日の浅間山の噴火後とらえられた重力変化を解析し，降雨・地下水変動等の環境起源の重力変動を

適切に除去することの重要性が明らかになった．そこで，2005年に浅間山周辺の 2箇所で浅い簡易井戸を掘削し，
水位変化観測・重力観測を開始した．同じ井戸での観測を 2006年にも継続するとともに，6月から 10月に絶対重
力連日観測を実施した．平成 18年 7月豪雨にともなう地下水位・土壌水分の変動と，それにともなう顕著な重力変
化を検出した．観測された水位変化および重力変化を説明するために，地下水流動シミュレーションの差分コード
を開発して，地下水流動モデルを構築した．

(e) 伊豆大島火山
伊豆大島火山は，近い将来に噴火等の活動が予想されており，2005年に絶対重力観測点を 2点増設した．伊豆大

島火山観測所の 1点とあわせて 3箇所において，インターネット環境を利用した，絶対重力計の遠隔監視・遠隔制
御ができることとなっている．2006年にはこの 3点での絶対測定と島内数十箇所における相対測定とを実施し，重
力場変動からマグマの移動をモニターしている．

(f) 伊豆半島
2006年 1月から 5月にかけて，弱い群発地震活動が繰り返した伊豆半島東部において 3回ハイブリッド重力観測

を実施した．流体の関与が示唆される活動であり，活動開始から 2日以内に観測を開始できる体制を確立すること
ができた．

(g) アラスカ
米国アラスカ州南東部グレイシャー湾周辺では，アラスカ大学による潮位観測や高密度キャンペーン GPS観測に

より，場所によっては年間 30mmにも達する急激な地殻隆起現象がとらえられている．東北大学，国立天文台，東
京大学地震研究所，北海道大学の各研究機関では，アラスカ大学との国際共同研究プロジェクトを立ち上げ，これ
まで同地域で行われてきた上記観測項目に加えて，GPS連続観測や絶対重力測定などを 2005年度から 4年間にわ
たって実施することになった．
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4. グローバルな準静的な変形の理論的研究と，それを用いた地殻変動の解析

球対称な粘弾性体地球モデルについて，コサイスミックな変形およびポストサイスミックな緩和過程についての
理論的な定式化を行い，点震源の励起するグリーン関数の計算を完成させた．他のこれまでの研究では，非圧縮性
を仮定したり，自己重力を無視したりなど不適切な仮定にもとづいて定式化されていたが，本研究によりこれらの
仮定を外した一般的な取り扱いが可能となった．2005年に完成させた鉛直変位・重力変化に続き，2006年には水平
変位の取り扱いを完成させた．

5. 3-D不均質地球モデルにおいて潮汐力及び地震によって生じる重力変化に関する理論研究

これまで最も現実な 3-D不均質地球モデルについて，潮汐力及び地震によって生じる重力変化についての理論的
な定式化を行い，いくつか深さの震源に関する数値計算を完成させた．本研究により，現代測地技術で観測された
測地及び地球物理データの精確な解釈に役立と期待される．

6. 干渉合成開口レーダーを用いた地殻変動の観測

合成開口レーダー (SAR)の干渉処理を用いた地殻変動検出を行っている．この手法は，火山の火口，山間部，極
域，海外の政情不安定地域など，現場へのアクセスが不可能な地域の地殻変動の検出のための唯一の手段である．日
本の衛星 JERS1や欧州宇宙機構の ERS1/2のデータを用いて，三宅島 1983年，伊豆大島 1986年の噴火後地殻変動
を検出した．グリーンランドの Ice-dammed lakeの周囲での荷重変形を検出し，水位変化量を推定した．また米国の
キャニオンランズ国立公園での塩 (しお)テクトニクスを初めて実測し，年間 2-3mmの速度での地殻変動が 0.8mm/
年の精度で検出できることを示した．キャニオンランズ国立公園には，近年開発された Permanent Scatterer法も適
用し，その有効性を検証した．また 2006年 1月に日本の宇宙航空研究開発機構によって打ち上げられた ALOS(だ
いち)に搭載された SARセンサー PALSARのデータの解析も行っている．

7. 噴火後地殻変動の定量的モデルの提案と適用

活火山の地殻変動データには，マグマの蓄積によると思われる「膨張」とともに，局所的な「沈降」がしばしば
観測されてきた．従来はこの沈降も静的な点圧力源で説明されることが多かったが，干渉 SARデータから見ると過
去の火口や貫入位置に対応することは明らかであり，熱収縮の効果であることが強く示唆されていた．これをより
定量的に説明するモデルとして，半無限弾性体中での高温の球状物体の準静的な熱収縮変形を表現する解析解を提
示した．球体以外の形状の解の導出や他の火山へのモデルの適用をすすめている．

8. レーザー干渉計を用いた観測機器の開発

(a)レーザー伸縮計の開発

波長安定化レーザーを使った伸縮計は地殻変動から数十 Hz までの地震波まで広帯域なひずみ観測ができる．ま
た，干渉計の対称性を利用して高精度なせん断ひずみ観測も可能となる．名古屋大学と共同で犬山観測所に建設し
た 10m のレーザー伸縮計は，10−13まで波長安定化されたレーザーを光源とし，遠地地震波や地球潮汐の検出に成
功した．一方，岐阜県の神岡鉱山では東大宇宙線研究所が「重力波望遠鏡」のために掘削した地下 1000mのトンネ
ルがあり，われわれの開発した長さ 100mのレーザー伸縮計を併設し，数 mHz～数十 mHz の周波数帯域で従来よ
り 1～2 桁良い世界最高感度のひずみ観測を実現した．これまでに，地球潮汐の地形による効果や地震にともなう
ひずみステップが高い精度で検知されている．距離の絶対長を高精度に観測できる干渉計や超伝導重力計も併設さ
れ，地球自由振動や近傍の跡津川断層の運動などを複数の観測手段で連続観測している．

(b) 光ファイバーリンク方式の孔内計測センサーの開発

孔内観測機器に光干渉計測を利用するとセンサーを高精度化できるだけでなく，電気雑音・発熱の回避，波長を基
準とした自己校正，高温環境下での観測など利点が多い．鋸山観測所の深さ 80mの観測孔に設置された傾斜計は孔
外から光ファイバーでレーザー光をやりとりすることにより孔内装置を無電源化し，同観測所の 42m水管傾斜計と
同等の信号が得られることが確認されている．海底孔内計測へ向けて実用性をさらに向上させるために DSP(Digital
Signal Processor) を使ったリアルタイム干渉信号処理システムと半導体レーザーを使った省電力光源を組み込み長
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期観測を実施している．また，小型長周期振子を組み込んだ孔内設置型広帯域地震計の開発もすすめている．10m
の孔内での試験観測で脈動帯域以上の周波数帯では STS地震計と同一の信号を確認した．これらの傾斜計・地震計
は近い将来，all optical のボアホール総合観測装置として海底や深部地下などの「観測フロンティア」への設置を
めざしている．

(c) 小型絶対重力計の開発

絶対重力計は地盤の隆起や地下の密度分布を検出できるため，地殻変動や物質移動（マグマ上昇・地下水の変動
など）を実測する有効な手段である．たとえば三宅島の火山活動によって生じたマグマ貫入や空洞形成など，火山
活動時の物質移動に関する重要な観測結果が報告されている．このような用途では，野外観測機器として機動性や
経済性が求められるが，市販の絶対重力計で十分な精度を有した可搬型のものはまだ開発されていない．本研究で
は，従来より大幅に短い 2mm程度投げ上げた鏡の位置をレーザー干渉計で検出することにより重力加速度を測定
する方法を考案し，小型で安価な絶対重力計の開発をすすめている．これまでに試作した装置で，原理的に重力加
速度が検出できることを確認した．精度向上のための低振動投げ上げ装置をメーカーと共同で開発している．

9. 超精密機械工作技術と光検出技術を用いた観測機器開発

(a) ボアホール型小型傾斜計の開発

小型低周波の振り子を製作して，傾斜計の開発を行っている．この振り子は，単振り子と倒立振り子を組み合わ
せた折りたたみ振り子であり，両振り子にかかる荷重を調節することによって，数 cm程度のスケールでありなが
ら，数秒程度 (1 m程度の振り子に相当する)の周期を得ることができ，傾斜の効果を機械的に増幅することが可能
である．熱膨張による部品ごとの変形率の違いや，組み立てによる工作精度の悪化を避けるために，振り子は単一
部材を一体切り出し加工することによって形成する．また，小型化を実現するためには，振り子のヒンジ部の弾性
を極小に抑える必要がある．電界溶融法・電界研磨法といった超精密機械工作技術を用いて，厚さ 30ミクロン以下
のヒンジ厚を実現している．振り子の位置読み取りには，光ファイバーバンドルとハイパワー低コヒーレント長光
源 (SLD)を用いた変位計を利用する．これらの光源は一般的なレーザーに比べてはるかに長寿命，安価であるため，
長期にわたって装置を連続稼動するような用途に適している．
これらの技術を組み合わせて開発を進めている傾斜計は，小型・高感度・低コストといった特長を有し，地上・海
底ボアホールによるアレイ観測に適している．本年度は，昨年度に引き続き小型折りたたみ振り子，SLD強度安定
化光源の改良を行い，海底ボアホールに対応した傾斜計の開発を行った．

(b)小型地震計（加速度計）の開発

国立天文台と共同で，折りたたみ振り子を応用した小型加速度計の開発研究を行った．コンパクトで長周期な参
照用の折りたたみ振り子の位置をレーザー干渉計で読み取るフィードバック型の加速度計を試作して，特性評価を
行った．このような加速度計は，重力波検出器の能動防振装置などに用いることができると同時に，ボアホールや
海底など，限られたスペースでの地震観測や構造探査への応用にも適している．

地震火山災害部門

教授 纐纈一起 (部門主任), 壁谷澤寿海
助教授 古村孝志, 都司嘉宣
助手 飯田昌弘, 三宅弘恵, 真田靖士
客員研究員・外来研究員 Daniel Lavallee, Hugo Cruz-Jimemez
産学官連携研究員 金 裕錫, 高橋 徹, 石瀬素子, 齊藤竜彦
学振外国人研究員 Cristian Chiriazi
産学官連携アシスタント 室谷智子 (流動破壊部門 D3), 木村武志 (地球計測部門D3), 田中康久 (D3) 畑 奈緒未

(新領域研究科 D2)
リサーチフェロー 田尻清太郎
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大学院生 引間和人 (D3), 早川俊彦 (D3), 池上泰史 (D3), 行谷佑一 (D3), 田中康久 (D3), 壁谷澤
寿一 (D2), 壁谷澤寿成 (D1), 棟安敦史 (M2), 竹内宏之 (M2), 小野友也 (M1), 東條有
希子 (M1)

1. 首都圏における強震動予測手法の高度化

首都圏に被害をもたらす地震の中で近い将来の発生が懸念されるものは，沈み込むフィリピン海プレートあるい
は太平洋プレートに直接的に関わる海溝型地震であるので，こうした地震の強震動予測手法を高度化する研究を大
都市大震災軽減化特別プロジェクトのなかで進めている．海溝型地震のうち浅いプレート境界地震については，震
源モデル化をアスペリティモデル，擬似動的モデルに準拠して行い，構造モデルは各種探査結果のコンパイルとそ
の総合解析等により構築して，従来の強震動予測法を大幅に高度化することをめざしている．一方，深いプレート
境界地震やスラブ内地震は発生間隔が長いため，一回前の地震が詳しくわかっていない場合が多く，アスペリティ
モデルを適用できないので，断層面積やアスペリティ総面積などのスケーリング則を新たに構築した上で特性化震
源モデルを用いた．こうした震源モデル化手法・構造モデル化手法を，まず 1923年関東地震を対象とした強震動評
価で検証して良好な結果が得られたので，一回前がわかっているプレート境界地震（東南海地震など）とわかって
いないプレート境界地震（東海地震，首都直下地震など）に適用して強震動予測を行った．

2. 堆積平野における強震動・長周期地震動の伝播

阪神・淡路大震災以降の政府や自治体による強震計観測網，震度計観測網の展開に伴い，関東平野における強震
観測機器の分布密度は，世界に例を見ない高密度なものになっている．これら観測網の完成後，最初の中規模地震
（M5.7）が 1998 年 5 月 3 日に伊豆半島東方沖で発生し，その強震動が千葉県東部を除く首都圏の 384 観測点で観測
された．この大量の波形記録に対する解析を行い，関東平野では強震動の中でも Love 波と呼ばれる表面波が発達
し，それらが震央から首都圏に向かって特別な様式で伝播することを明らかにした．平野西側の丹沢から関東山地
にかけては基盤がほぼ露頭し，Love 波は 3.5～4.0km/s の速い速度で伝播するのに対して，平野の中心部では厚い
堆積層により伝播速度は 1.0km/s 程度にしかならない．両者の速度差から新たな波面が山地部と堆積平野の境界で
発生し，それが平野中心に向かって伝播する現象が，強震動の実記録の中で確認することができた．2004年 9月の
紀伊半島南東沖の地震では，こうした表面波が長周期地震動として関東平野だけでなく，大阪平野や濃尾平野など
でも観測された．これら長周期地震動の卓越周期は平野によって異なり，大阪・濃尾平野が 5秒前後であるのに対
して，関東平野では 7秒から 10秒以上に達していることが確認された．
このほか，2006年 11月には南カリフォルニア地震センターなどから専門家を招聘して，国際ワークショップ「長
周期地震動と地下構造」を開催した．

3. 1944年東南海地震と関東平野の長周期地震動

1944年東南海地震において，関東平野で生成した長周期地震動の特徴を明らかにするために，東京帝国大学の本
郷地震観測点と千葉県東金観測点に設置されていた今村式２倍強震計記録と，中央気象台（現気象庁）の大手町観
測点と横浜観測点に設置されていた中央気象台式１倍強震計の煤書き記録を読み取り，推定した地震計特性を取り
除くことにより，地動への復元作業を行った．その結果，東南海地震時には，都心部において周期８～13秒の長周
期地震動が，最大 5～10cm/sを超える大きさで 10分間以上にわたって長く続いたことがわかった．この地震動を用
いて速度応答スペクトルを求めたところ，大手町では固有周期８秒において最大 30cm/sの速度応答が，そして東
金地点と横浜では周期 13秒においてそれぞれ最大 60cm/sと 30cm/sになる強い応答が起きたことがわかった（い
ずれも減衰定数が h=5%の場合）．次に，東南海地震の震源断層すべりモデルと，大都市圏大災害軽減化特別プロ
ジェクトにより開発された，陸域と海域の統合地下構造モデルを用いて，東南海地震のコンピュータシミュレーショ
ンを行った．計算には海洋研究開発機構の地球シミュレータを利用した．計算波形と東金，大手町，横浜地点の観
測記録とを比較したところ，振幅，卓越周期，および継続時間などの長周期地震動の特徴が良く一致した．このこ
とから，現在の地下構造モデルの有効性が確認され，さらに震源モデルと地下構造モデルの物性値の調整を今後進
めることにより，南海トラフ地震による長周期地震動の予測のためのシミュレーションモデルが高精度化すること
が期待される．
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4. 2004年新潟県中越地震の被害調査と建物での余震観測

2004年 10月 23日に発生した新潟県中越地震（Mj6.8）では，小千谷市，川口町などで震度７相当の地震動が記
録され，地盤，構造物，道路，新幹線などに甚大な被害をもたらした．災害部門では地震直後から１ヶ月にわたっ
て建物の被害調査および余震観測を行った．K-NET小千谷（小千谷小学校敷地内）の本震地震動観測記録は兵庫県
南部地震における神戸海洋気象台（JMA神戸）の記録に匹敵するものであったが，この記録が得られた小千谷小学
校の付近で観察された構造物，とくに RC学校建築の被害は，この地震動から計算される応答に対応するものとは
いえず，総体として被害から推定される実際の応答は小さいレベルであったと判断される．そこで，建物での詳細
な被害調査を行うとともに，K-NETと同様の観測条件である自由地盤面（ free field）と実際に構造物に入力された
地震動（実効入力）の違いを特定することを目的にした余震観測を行った．観測位置は小千谷小学校敷地内の自由
地盤（山羊小屋），３階建 RC造校舎の１階と R階，対岸の東小千谷中学校付近の自由地盤（木造民家１階），4階
建 RC造校舎の１階と 4階である．その結果，23日以外で最大余震である 10月 27日の余震以降の観測結果により，
(1)自由地盤での地震動はお概ね K-NET地震動に対応すること，(2)これらに比べて建物１階での地震動は明らか
に小さいこと（1/2～1/3程度以下），(3)１階の地震動と４階の地震動は建物の応答特性に対応すること，(4)地震
動の被害は K-NET本震よりはかなり小さい地震動に対応すると推定されること，などを明らかにした．また，新
潟県で被災した実建物の基礎の非線形スウェイ抵抗に関しても，現地で水平載荷試験を行って，この建物の場合は
杭の水平抵抗と底面摩擦および側面土圧の抵抗の累加によって非線形性状が説明しうることを示した．同様の目的
で数年前から小田原の高等学校で高密度観測システムを整備し ,観測を継続している．

5. 鉄筋コンクリ－ト構造モデルの３次元震動実験

実際の設計で多くみられるような複雑なＲＣ偏心構造物を対象にして，３次元地震動を受けた立体構造物の破壊
メカニズムが入力地震動方向との関係によってどのように変化するかを実験的に解明することを主目的として，大
大特 RC 予備実験プロジェクトの一環として震動実験を計画，実施した．試験体は，４層偏心鉄筋コンクリ－ト壁
フレ－ム構造で，1970年代当時の一般的な構造設計手法により設計された建物を想定し，1× 3スパン，1/4スケー
ル縮約モデルで全く同一の 2体とする．入力加震方向は水平 2方向＋上下方向とし，予備解析結果に基づいて，水
平方向に関しては兵庫県南部地震神戸海洋気象台の記録（JMA KOBE ,1995）のＮＳ方向成分を試験体の梁間・桁
行方向に対して 45°，135°方向に設定した．試験体の想定する終局状態は，それぞれ１層耐震壁のせん断破壊およ
び極短柱のせん断破壊が先行するモードである．また，耐震壁はそれぞれ腰壁・袖壁・有開口壁など複雑な形状と
なっている．非線形化後の偏心応答性状，剛性，耐力，腰壁剛域部の変化などを解析的に検討するとともに，部材モ
デルが構造物全体の解析結果に与える影響を検討して，これらの現象を精度よく再現できる解析モデルを開発した．
　2005年度には E-Defenseで６層建物の実大振動実験を行った．そのための予備解析のために鉄筋コンクリート部
材の降伏後塑性化に伴う耐力劣化および破壊過程を評価しうる部材モデルを開発した．提案モデルの特徴は平面応
力－平面歪関係に基づいて引張歪によるコンクリートの軟化効果やせん断補強筋による拘束効果をコンクリートの
構成則を通じて考慮していることと，部材軸直交方向でのコンクリート応力とせん断補強筋応力の釣り合い仮定に
基づいてせん断補強筋効果をモデルで考慮していることなどである．実大振動実験の解析により提案モデルの検証
を行った. 　2006年度は E-Defenseで学校建築を模擬した３階建 RC建物２棟の動的崩壊過程を再現するとともに，
基礎の固定度が上部構造の応答に与える影響，外付け耐震補強の効果の検証した．既存 RC試験体では，耐震診断
の計算よりかなり高い強度と靭性を有すること，非線形効果を含むスウェイを主とする基礎支持条件による上部構
造の応答および損傷低減の効果は従来考えられているよりもかなり大きい可能性があること，を明らかにし，また，
補強試験体では外付け補強の効果とともに新しい接合部詳細がより有効であること，などを実験により明らかにし
た．なお，この新しい接合部詳細は地震研究所旧本館の耐震補強に採用されている．

6. 耐震壁の耐震補強の検証実験と応力分布の計測実験

ポリエステル製繊維シートを用いた耐震補強は安価で簡便であり，実験的な検証にもとづいた研究を背景にして
すでに様々な構造体の柱および梁に広く使用されている．本研究では実験的検証例の無いせん断破壊先行型の鉄筋
コンクリート耐震壁においてポリエステル製繊維シート補強を行い，その性能を実験的に検証することにより，広
くかつ安全に耐震補強を普及させることを目的としている．鉄筋コンクリ－ト造耐震壁，コンクリ－トブロック内
蔵耐震壁などを対象にして，組織的かつ系統的に静的加力実験を継続しており，靭性向上に極めて効果的な新しい
補強詳細，実務的に有効な簡易で経済的な補強詳細などを開発してきた．近年では耐震壁に対しても有効な耐震補
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強方法として普及実用化して利用されるとともに，実用新案特許としても申請中である．
　鉄筋コンクリート造耐震壁を対象に危険断面位置における局所的なせん断力・軸力を計測することを目的として
静的破壊実験を実施した．実験結果より，1)鉄筋コンクリート造耐震壁では塑性変形が進行するに従い危険断面に
作用するせん断力と軸力が圧縮側に集中するようになること，2)本試験体では終局時に圧縮側柱近傍で全せん断力
の 7割程度を負担すること，3)危険断面に作用するせん断力の分布は断面の応力・歪分布と強い相関を有すること，
などが明らかとなった．現在は，上記の成果に基づいて，実験結果を解析的，理論的に評価する方法を検討すると
ともに，より合理的な力の計測システムの開発に継続的に取り組んでいる．また，新しい形状のレンガまたはコン
クリ－トブロックを考案開発して，せん断抵抗に有効な内蔵型耐震壁を開発している．

7. 津波・高潮の研究

当部門で行っている津波・高潮の研究は, i) 被害津波の事例研究, ii) 津波検潮記録のデータ解析, iii) 流体力学とし
ての津波研究, iv) 津波測定技術の改良と災害防止への応用研究, の４点に分類することができる． i) 被害津波の事
例研究: 近年は 1992 年のニカラグア地震津波以来, 環太平洋の各地で大規模な津波災害が立て続けに生じている．
1993 年北海道南西沖地震津波, 1994 年東 Java 地震津波, 1996 年インドネシア Irian-Jaya 地震津波, そして 1998 年
パプアニューギニア津波である．その他に我が国で小規模な被害を伴った津波として 1994 年の北海道東方沖地震津
波，1995 年奄美近海地震津波がある．当研究室はこのような被害を伴う津波が起きるたびに, 他大学, および国外
の研究機関と共同して直後の被災現地調査を行ってきた．その結果, 熱帯地方の国々での津波の原因のうちのかなり
の部分が, 地震に伴う海底地変よりも地震に誘発された海底地滑りであることが判ってきた．また津波による海水
速度と沿岸集落の家屋被災の関係が解明された． ii) 津波記録のデータ解析: 我が国は約 400 カ所の検潮点をもって
いる．当研究室では, 我が国で観測される津波が起きるたびに検潮記録を集積し , 我が国内外の津波研究者に津波記
録のコピーを配布してきた．これらのデータによって, 地震の波源域と海底地盤変動の情報が解明できる．最近判
明してきたこととして, 本震による津波の発生後しばらくして２次的津波の発生が起きる現象があることが判って
きた．なお, 当部門では日本気象協会との共同作業でこれまで集積してきた津波検潮記録の CD-ROM化を進めてお
り，1999年中に世界中の津波研究者に提供する予定である． iii) 流体力学としての津波研究: 過去の津波データの
周波数解析から, 津波に誘発されて湾内発生した固有振動について分析した結果, 振動モードの中にほとんど誘発さ
れないモード欠落があることが発見された．このような欠落モードは「海水交換係数」の小さいモードに限られる
ことが立証された．日本海中部地震の津波 (1983) のビデオ映像から浅い海域での波状段波の形成が観察された．こ
の現象が流体力学の非線形項とエネルギー損失を考慮して数値的に再現できることが立証された．その他, 室内実
験により, Mach Stemの形成過程を解明した．また, 低気圧通過に伴う Edge 波の励起を枕崎海岸で観察し , 理論的
裏付けを行った． iv) 津波測定技術の改良と災害防止への応用研究: 津波測定技術の改良は主として宮城県江ノ島
観測所を基地としておこなっている．遅れ常数の小さな津波記録を得るため従来の検潮儀式によるのではなく, 超
音波式, および電波式水位計を津波測定に応用しうることを実証した．それらを応用した三陸地方の沿岸町村の協
力を得て津波監視ネットワークの構築を進行させている．

8. 古地震の研究

歴史地震研究とは文献史料にもとづいて，19 世紀以前の歴史時代の地震の実像を明らかにすることである．地震
史料の集積事業は，終戦直後の「大日本地震史料」(武者)の刊行のあと長い中断があったが，当研究所の宇佐美教授
によって 1970 年代に再開された．当部門が受け継いだ『新収日本地震史料』の刊行は近年まで継続され，全 21 冊，
16,812 ページの大印刷物となった．これらの史料集を広くかつ有効に活用できるように，史料検索データベースの
作成を試みた．検索キーとしたのは，巻数ページ，発生年月日，史料名，所蔵者，地震被害および有感地域，解題・
書誌などの諸項目で，検索はインターネット上で可能である．史料を集積する上で重視したものに日記中の有感地
震記事がある．日記は歴史の時代に置かれた地震計の役目を果たし，有感地震数の消長によって地震活動度の変化
を知ることができる．改組以後５年間に，史料を用いて解明を進めた地震や津波を挙げると，明応地震 (1498)，安
政東海地震 (1854) とその翌日に起きた安政南海地震 (1854) などの東海沖，南海沖の巨大地震，これらの巨大地震
に先行する内陸地震，三陸に津波をもたらした地震，および津波に特徴のある地震である．この最後に挙げた例と
して，1741 年寛保渡島大島地震津波，1792 年の島原半島眉山の斜面崩壊による有明海津波，および 1700 年の北米
カスケディア断層の地震による遠地津波がある．1700 年の北米津波は，日本側の各所で古記録が見つかり，北米で
は地震と津波による枯れ木，樹木の年輪など多くの地質学的証拠が見つかって，日米の研究が相補って北米で日付
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の確定した最古の地震事例となった．歴代の東海地震，南海地震は 100 年余の周期で起きているが，古文書の語る
津波像を裏付け，さらに先史時代の東海地震の津波痕跡を検証するため，浜名湖底の堆積物のピストン・コアによ
る採取を行った．その結果明応地震 (1498) によって浜名湖が淡水湖から塩水湖に変わったことが判明し，さらに歴
史を遡る時代の津波痕跡が検出された．

地震予知研究推進センター

教授 平田 直，加藤照之（センター長），佐藤比呂志，山岡耕春，
吉田真吾，岩崎貴哉（併任）

助教授 飯高 隆，加藤尚之，上嶋 誠
助手 波多野恭弘, 加藤愛太郎，蔵下英司，宮崎真一，中谷正生，小河 勉
日本学術振興会特別研究員

木村治夫
地震研究所研究機関研究員

山崎 健一
産学官連携研究員 岩国真紀子，加藤直子, 木村 淳，金 幸隆
大学院生 永井 悟（D3）, 村上 理 (D3)，桑野 修 (D2)，パナヨトプロス・ヤニス（D2），永田

広平（D1），仲山祥太郎（M2），秋葉麻実 (M2)，落 唯史 (M2)，森真希子（M1）新
谷陽一郎 (M1)

平成 6年 6月の地震研究所の改組に際し新設された地震予知研究推進センターの役割は，基礎研究に責任を負う
大学が中心となって実施すべき地震予知に関する全国的共同研究プロジェクトや国際共同研究の推進にある．また，
当センターには平成 12年度より，地震予知研究の全体計画の取りまとめを担う地震予知研究協議会企画部が置かれ
ている．

1. 地震予知研究協議会・企画部

(1)地震予知と火山噴火予知研究協議会の統合

　従来，地震と火山とで別々に運営されていた予知協議会が平成 18年度から統合され，地震・火山噴火予知研究協
議会となった．これは，地震予知研究と火山噴火予知研究を連携させることが学問上からも必要であることと，大学
間連携による概算要求を地震と火山で一本化しているため，その意思決定のための組織が必要であるという要請に
よる．なお，現在は過渡期であるため，同協議会の火山関連事項は，火山噴火予知研究推進センターが扱っている．

(2)地震予知のための新たな観測研究計画

平成 16年度から開始された『地震予知のための新たな観測研究計画（第２次）』（以下第２次新計画）では，地殻活
動の解明に加え，地殻活動総合シミュレーションとモニタリングのための観測研究の推進が打ち出されている．計
画は全国１２大学，４つの独立行政法人，３つの政府機関が連携・協力して推進している．地震研究所は全国共同
利用機関として大学における地震予知研究の推進の役割を担うと同時に，大学以外の機関との連携にも重要な役割
を果たしている．

(3)計画の推進

　企画部では，研究の進捗状況を日常的に把握するとともに，研究を推進するため，各種ワークショップ，シンポ
ジウム，勉強会を企画・実施している．特に年度末に開催される成果報告シンポジウムは，１年間の研究の集大成
である．平成 16年度から，成果報告シンポジウムは，大学だけでなく建議の計画に参加している研究機関が集まっ
て実施するものとなった．シンポジウムで発表された内容を含め，研究成果は，「平成 17年度年次報告（機関別お
よび項目別）」としてまとめられた．平成 16年度より成果報告書は文部科学省の科学技術学術審議会測地学分科会
地震部会観測研究計画推進委員会（以下推進委員会という）によってまとめられることになったが，作成にあたっ
ては企画部と計画推進部会が全面的に協力している．報告書のうち機関別報告書は建議の計画に参加している全機
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関の成果が分かるようになっている．また項目別報告書は平成 17年度の主要な成果をまとめたものであり，年度ご
との主要な成果が分かるようになっている．これら報告書は文部科学省のホームページに掲載されるとともに，印
刷されている．
　平成 18年度には上記に加え，個別研究課題の中間評価および協議会の外部評価を実施した．個別研究課題につ
いては，１７名の委員による第２次新計画における大学の各課題を評価してもらった．その評価に基づき平成 19年
度以降の各大学予算配分額を決定した．また４名の委員による外部評価を実施し，平成 18年 12月末に報告書が完
成した．
　平成 18年度は，第２次新計画のレビューを実施する年にあたっており，協議会からも２名の委員が参加する推進
委員会によって草案がまとめられた．草案のまとめにあたっては，毎年発行している項目別報告書が大変有効に利
用されている．

(4) 研究成果
　近年の地震予知研究計画の進展によって，プレート境界で発生する地震の準備過程の理解が急速に進んだのは

周知の通りである．とりわけ，プレート境界の状態には，固着，定常的なすべり，間欠的なゆっくりとしたすべり，
地震時のすべり，地震後のゆっくりとしたすべりがあることが，観測的・実験的・理論的研究によって明らかになり，
それらの時間的・空間的変動が GPSや相似地震の解析によってモニタリングされるようになった．これらの現象が
プレート間の摩擦構成則を用いたシミュレーションによって再現されるようになっている．一方内陸では新潟から
神戸にかけて地震活動が活発であり，かつひずみ速度の大きい領域（歪集中帯）が存在することが明らかになって
いるが，内陸地震の発生機構解明のために歪集中帯の研究が重要であるとして，これらの地域の集中的観測研究が
推進されている．詳細なトモグラフィーによって歪み集中帯深部の上部マントルにおける特徴的な構造が明らかに
なりつつあるが，現在行われているひずみ集中帯（跡津川断層周辺）での集中合同観測や 2004年新潟県中越地震震
源域の総合観測によって地殻内における歪み集中機構の詳細が明らかになることが期待されている．
なお，企画部や計画推進部会の活動は，随時地震研究所のホームページを通じて公開されている．（http ://www.eri.u-

tokyo.ac.jp/YOTIKYO/index.htm ）

2. 共同研究プロジェクト

(1)大都市圏地殻構造調査研究
平成 14年度より，5カ年計画で，大都市大震災軽減化特別プロジェクトＩ：地震動（強い揺れ）の予測：「大都市

圏地殻構造調査研究」が始まった．本プロジェクト推進室が地震予知研究推進センター内におかれ，3名の産学官連
携研究員（http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/daidai/researchers.html）と，専任の事務補佐員が研究・研究支援を行って
いる．平成 14年は房総半島，東京湾，平成 15年度は相模湾，関東山地東縁，平成 16年には関西地域，平成 17年度
は小田原・山梨と北関東で大規模な地震探査が実施され，フィリピン海プレートの形状，活断層の深部形状が明ら
かになった．また，本センター内外および，地震研究所外の研究者との共同で，断層等のモデルの研究を実施して
いる．平成 14，15，16年度の研究成果は，平成 14年度成果報告書，平成 15年度報告書及び平成 16年度としてま
とめられ出版された．本年度の重要な成果の一つは，相模湾探査のデータ処理が進み，1923年関東地震の震源断層
に対応するフィリピン海プレートの上面が明瞭にイメージングされたことである．平成 16年 6月と平成 17年 10月
にそれぞれ，第 1回，第 2回の「国際ワークショップ「Strong Ground Motion Prediction and Earthquake Tectonics
in Urban Areas」が開催された（http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/daidai/cover exabs.pdf）．本プロジェクトの進捗状況
と研究の成果は，随時プロジェクトホームぺージ（http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/daidai/）に掲載されている．

(2) 島弧地殻変形過程

総合集中観測による内陸域の歪・応力蓄積集中過程の解明

地震が発生するに至る過程は，地震発生場の状態，構造不均一と密接に関係している．したがって，地震発生層
の物性及びその空間的不均質性は，地震予測の視点から重要である．当センターは，地震地殻変動観測センターと
ともに，平成 16年度から 5ヵ年の予定で跡津川断層を取り囲む地域において，全国の大学・関係機関と共同で大規
模な地球物理的な総合観測を実施している．同地域は，日本列島の中でも地殻歪みの蓄積速度が大きい地域である．
そのため，そのメカニズムを解明することは，活断層への応力蓄積過程を明らかにする上でも，また内陸地震の発
生予測への道を切り開くためにも大変重要と考えられる．そこで，跡津川断層を含む 100km四方の地域において，
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衛星テレメータによる自然地震観測，電気伝導度構造探査，GPS観測，地震探査などを行い，総合的な理解を目指
している．
　平成 18年度は，これまでに設置した衛星テレメータ観測点の維持管理とともに，地震地殻変動観測センターと
共同で断層近傍においてバイブロサイス・自然地震を震源とするトラップ波の観測を行った．解析の面では，平成
17年度に実施した跡津川断層帯周辺の off-line型システムによる稠密自然地震観測のデータ解析を進めた．微小地
震活動を用いたトモグラフィー解析により，地震活動度が低調な断層中央部は周囲に比べ低速度であり，一方，断
層西部の地震活動度が活発な領域は高速度であることが明らかになった．断層西部の地震活動は上記の高速度域の
周囲に主に分布する．また，衛星テレメータ及び off-line型システムによって収録された自然地震データを統合し，
広域な地殻構造の推定を試みた．その結果，歪み集中帯の下部地殻の速度は，北側に比べ低速度になることが示さ
れた． 　更に，S波の異方性解析においてはこの地域のマントルウェッジ内部で顕著な異方性領域が観測されてい
る．異方性の偏向方向が地域により大きく異なることから，異方性の原因は対流による結晶軸の選択的配向よりも
マントルウェッジ内を上昇するマグマ等による不均質構造を反映している可能性が高い．このことは，歪集中帯の
成因をマントル内におくモデル等との関連性を考える上で重要である，また，Receiver Function解析において，同
地域のモホ面が検出された（地震地殻変動観測センターの項参照）．

新潟県中越地震の稠密余震観測
2004年新潟県中越地震後に各機関で実施された余震観測データの統合化を遂行した．臨時観測点の総数は，これ

までに類の無い 145点に上る．上記の統合データを用いて，トモグラフィー解析により本震断層面上の不均質構造
を推定した．その結果，震源よりも北東浅部に高速度域が存在することが明らかになった．遠地実体波による地震
時滑り量分布との比較により，この高速度域がアスペリティにほぼ一致することを示した．また，震源域の北東・
南西端には低速度域がイメージングされており，破壊のバリアーとして機能した可能性が考えられる．断層破砕帯
を取り巻く地殻構造の不均質性が破壊過程に影響を及ぼすことを明示した（地震地殻変動観測センターの項参照）．

紀伊半島東部における海陸共同構造探査
　地震研究所は海洋開発技術センターと共同で，1944年東南海地震震源域を北西-南東方向に切る測線において

大規模な海陸共同構造探査を実施した．本センターは，地震地殻変動観測センターと共同で陸域部の観測の中核と
なり，陸域部探査を実施した．具体的には，全国の大学・関連機関と共同で 519点に及ぶ観測点を 80 kmの測線上
に展開し，5点におけるダイナマイト発震を観測した（地震地殻変動観測センターの項参照）．

糸魚川-静岡構造線断層帯における構造探査・自然地震観測
平成 17年度より「糸魚川-静岡構造線断層帯における重点的な調査観測」が始まった．本センターは地震地殻変

動センター及び東京大学理学系研究科と共同で，糸魚川-静岡構造線における構造探査及び自然地震観測を実施担
当することとなり，当センターにその推進室を設置し，その運営を行っている， 　平成 18年度は，諏訪湖周辺に存
在すると見られる同構造線のセグメント境界の解明に向けた探査を実施した．反射法探査は，同地域の最浅部構造
の解明を主眼として実施した．また，反射法測線を囲むやや広い領域に off-line型地震観測システムを稠密展開し，
自然地震活動及び深部構造解明を図ることとした（地震地殻変動観測センターの項参照）．

紀伊半島中部（和歌山県地域）における稠密高精度微小地震観測

　地殻内流体の存在/移動は，地殻活動の重要な規定要因である．本センターは，地震地殻変動観測センターと共
同で，クラスター的微小地震活動が活発な和歌山県の有田地域において稠密臨時地震観測を実施して，微小地震の
高精度な震源分布と震源域の地殻構造を推定した．微小地震は，複数の大きさの異なるクラスターに分かれて限ら
れた深さに分布し，非地震発生域があることがわかった．また，約 1km/yrの速度で震源が移動することも検出さ
れた．最大主応軸は，低角で東西方向を向いており広域応力場に一致する．震源の移動・分布から，地殻内流体と
の相互作用によって微小地震活動が発生していることが示唆される．

平成 15-17年西南日本合同観測データの解析
　平成 15-17年に実施した西南日本合同観測では，中国地方に衛星テレメータによる臨時地震観測網を設置する

とともに，四国-中国地方-日本海に至る西南日本横断構造探査を実施した．これらの観測から得られたデータは，同
地域の構造を知る上で重要で，観測終了後も多面的な解析が進行している．自然地震データを用いた後続波解析，
Receiver Function解析では，これまでの定常観測網で は検出が困難であった地域においても沈み込むフィリピン海
プレートがイメージングされ，海洋地殻の詳細な構造も明らかになりつつある，また，構造探査データについては
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統合的解析・解釈が進展し，内帯側（瀬戸内海から中国地方まで）の詳細な地殻構造，外帯側（四国域）の付加体
構造，その下に沈み込むフィリピン海プレートの構造が明らかになりつつある．これらの成果は，西南日本弧の地
殻の改編過程に重要な制約条件を与えるものと考えられる．

平成 14年北海道東部構造探査データの解析
北海道中部・東部では 2つの島弧の衝突が進行している．日高衝突帯では，これまでに数多くの地殻構造探査が

行われ，日高衝突帯の深部構造が明らかになった．それに対し，海洋性島弧であると考えられている千島弧の南西
端に位置する北海道東部では，詳細な地殻構造は得られていなかった．本年度は，この北海道東部を含むオホーツ
ク海から千島海溝にいたる陸域と海域で平成 14年に実施した海陸統合地殻構造探査（地震地殻変動観測センター
と共同で実施）の解析が進展し，陸域で得られたデータの解析により，陸域探査測線下には 6km/sの P波速度を持
つ層が存在し，地殻中・下部には多数の反射面が分布していることが明らかになった．これらの結果から, 千島弧南
西端部は成熟した海洋性島弧であると考えることができる．

国際シンポジウム（SEISMIX2006）の開催
　本センターは，地震地殻変動観測センターと共同で，国際シンポジウム（第 12回大陸と縁辺域の深部地震探

査に関する国際シンポジウム（SEISMIX2006））を，平成 18年 9月に神奈川県三浦郡葉山町で開催した．このシン
ポジウムでは，これまで本センター及び地震地殻変動観測センターが行ってきた構造探査の成果をとりまとめて発
表した．沈み込み帯における日本の貢献を海外研究者に向けて示すことができた（地震地殻変動観測センターの項
参照）．

(3) 活断層構造
内陸大規模被害地震は，地下 15km ほどの地震発生層底部付近で発生する．したがって，大規模被害地震の評価

や発生メカニズムを理解するには，地震発生層底部から表層に至る一つのシステムとして断層構造を理解する必要
がある．このため，当センターでは平成 9 年度から活断層研究をスタートさせ，地殻スケールから極浅層に至る反
射法地震探査による活断層の地下構造の解明に主眼をおいた研究を進めている．平成 18年には，伊豆衝突帯北端
の曽根丘陵断層，紀伊半島の中央構造線活断層系の浅層高分解能反射法地震探査を行った．これらの断層系につい
てはいずれも大都市圏地殻構造調査の深部地殻構造探査をあわせて，地震発生層から地表近傍までの断面形状を描
き出すことに成功した．また，平成 18年は反射法地震探査システム導入 10周年として，これまで全国の大学・研
究機関との共同研究によって取得した 25断層帯・総測線長 150kmの探査資料のとりまとめを行った．

(4) 電磁気観測と比抵抗構造
電気比抵抗は，温度，水・メルトなど間隙高電気伝導度物質の存在とそのつながり方，化学組成（特に鉄の含有

量）に敏感な物理量である．これらの岩石の物理的性質は，すべて，その変形・流動特性を規定する重要なファク
ターであり，比抵抗構造を決定することによってそれらの情報を地震学的研究とは独立に抽出し得る．従って，当
センターは全国の研究者と協力して日本列島および周辺の比抵抗構造を解明するプロジェクトにおいても中心的な
役割を担っている．日本列島全域にわたる広域的かつ深部比抵抗構造を決定するため地震研究所で開発したネット
ワークMT法の調査を行い，特定の地殻活動域において比抵抗構造を詳細に決定するため広帯域MT法などによる
高密度観測を実施している．得られた構造と地殻活動との関連を探る一方で，これらの観測研究を実施するための
構造探査観測装置や測定手法および解析手法の開発を行っている．また，地震，火山活動，広域地殻変動に伴う電
磁気現象を観測して，これらの発生機構を解明しようとする研究も行われている（火山噴火予知研究推進センター・
八ヶ岳地球電磁気観測所・京都大学・東京工業大学・東海大学との共同研究）．伊豆半島の群発地震と異常隆起，伊
豆諸島の火山活動，東海地方の地殻活動を主な研究対象として，プロトン磁力計による全磁力観測や，フラックス
ゲート磁力計を用いた 3成分磁場観測，人工電流法による比抵抗変化の観測，NTT電話回線を用いた長基線地電位
差観測を行っている．2005-2006年においては，1）中部地方におけるネットワークMT観測，2）新潟－神戸歪集中
帯（跡津川断層周辺域，中越地震震源域）における広帯域MT法，TEM法観測，3)三宅島，大島における広帯域
MT法観測，4)中部糸魚川・静岡構造線の甲府盆地西縁部，諏訪湖周辺域における広帯域MT法観測，5)中国東北
地方におけるネットワークMT/GDS観測，6）3次元比抵抗インヴァージョンコードの開発，7）伊豆半島東部，伊
豆諸島の隆起・群発・火山活動に関連する特異な電磁場，比抵抗変化の調査，8）東海地方の地殻変動に関連する電
磁場変化の調査，等の研究を行った．

(5) GPS観測と地殻ダイナミクス
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プレート運動や地殻変動を計測する手段として，GPS（全地球測位システム）は最有力の武器である．当センター
では，全国の大学の地殻変動研究者で組織する「GPS大 学連 合」の本部・事務局をつとめるほか，各種の国内・国
際共同研究の企画・調整・推進 を行っている．東海地方直下で発生しているスロースリップの実態解明のため平 成
15-16年度に設置した東海地方の稠密 GPSアレイについて観測を継続しデータを取得し た．この作業は静岡県防
災局・静岡大学・東海大学等と協力しつつ実施している． 平 成 18年４月に伊東市東方沖で群発活動があったこと
に対応するため，同年６月に「GPS大学連合」による集中観測を実施した．このほか，地震予知計画及び日中韓共
同研究によってモンゴルにおけるGPS観測を継続している．平成 18年 9月 20－ 22日 には京大において共同研究
集会「測地・地殻変動に関する研究集会」を行った．ここでは地殻変動連続観測の将来について真摯な議論があっ
た．このことを踏まえ，地震予知計画の一部を地殻変動連続観測中心の課題に切り替えることとした．平成 18年
7 月 17日にジャワ島南方沖で津波地震が発生した．これに対応するために名古屋大 学 と共同して７月末にジャワ
島中部で GPS観測及び津波波高調査を実施した． 　GPSデータに基づく地殻変動モデリングも行っている．2003
年十勝沖地震後の余効変動および 2005年宮城沖地震の余効変動の時空間発展を，GPS連続観測データに基づいて
行った．余効変動およびスローイベントの発生機構に関する研究を，スタンフォード大学・インディアナ大学と協
力して行っている．また，高時間分解能GPSの地殻変動への応用を，コロラド大学と協力して行っており，2006年
9-10月に，コロラド大学から Larson 教授を招聘した．

(6) 室内実験に基づく地震発生の物理過程

室内実験により，接触面を透過した弾性波の振幅が状態・速度依存摩擦則における状態変数 (摩擦強度)と同じよ
うに変化することを明らかにした．例えば，速度 Vの定常すべりにおける透過振幅はせん断応力と同様 logVに比
例する．また，すべり速度をステップ状に増加させた直後，せん断応力は direct effectにより一度増加し，その後摩
擦強度とともに減少するのに対し，透過振幅はすべり速度の増加直後から減少しており，摩擦強度の変化だけを反
映しているように見える．接触面の力学的に結合して強度を支えている部分を力が伝わることで弾性波が透過する
ことを考えると，このように摩擦強度と透過振幅の間に相関があることが理解できる．数値シミュレーションによ
り，摩擦強度は動的破壊直前に低下し，その変化はプレスリップより顕著に現れることを指摘した．顕著に現れる
のは，摩擦強度＝せん断応力―Aln(V/V*)という関係があるので (Aは摩擦則パラメータ），地震直前にプレスリッ
プが起こって Vが増し，せん断応力が緩和すると，プレスリップと応力緩和の両方の変化を合わせた効果が摩擦強
度の変化に現れることになるからである．破壊強度の変化が透過振幅からモニターできれば地震予測にとって非常
に有効であろう．岩石は高温になると流動変形するようになるが，その流動特性は，従来，中間主応力と最小主応
力が等しい状態で行われた実験に基づき推定されてきた．しかし，実際の地球内部の岩石は３つの主応力が互いに
異なる真の３軸圧縮応力下にある．我々は真の３軸圧縮応力下で高温高圧における岩石変形実験を行い，中間主応
力の効果を明らかにしつつある．

(7) 地殻活動シミュレーション
岩石摩擦実験の結果に基づいた摩擦構成則をプレート境界面や地震断層に適用し，断層での摩擦すべり過程の数

値シミュレーションを行っている．地震時に大きくすべるアスペリティと呼ばれる領域はすべり速度弱化の摩擦特
性をもつと考えられる．一方，定常的な非地震性すべりや地震後の余効すべりの発生域はすべり速度強化の摩擦特
性で説明できる．このような摩擦特性の空間分布を考えれば，スロー地震，複数のアスペリティの連動による巨大
地震の発生，遅れ破壊等多くの現象を説明できる．アスペリティ近くの速度強化域では顕著な余効すべりが発生す
るが，余効すべりの時間関数や，余効すべりの伝播速度は，すべり速度強化域の摩擦特性に依存する．また，余効
すべりの伝播による応力変化は余震を引き起こし，余震域は時間とともに拡大していく．余効すべりの観測や余震
域の拡大の様子から摩擦特性を推定することも可能である．平成 18年度は，余効すべりや余震域拡大過程の摩擦
パラメター依存性についてシミュレーションにより調べた．また，余効すべりによる応力変化が隣接するアスペリ
ティ破壊に及ぼす影響についても検討した．

(8) 地震発生の非線形動力学と非平衡統計力学
現在から未来へと系の時間発展を計算し予測を行う決定論的な地震予知のためには，断層やプレート境界のすべ

りを記述する摩擦法則が本質的に重要となる．平成 18年度においては，とくに地震性すべりを記述するような高
速すべりの摩擦法則を，非平衡統計力学を応用した理論的手法や離散要素法シミュレーションなどの計算的手法を
用いて研究してきた．また室内実験グループとも協力し，断層ガウジの摩擦強度をより微視的な観点から研究して
いる．他方，よりグローバルな視点から，断層相互作用系のダイナミクスを統計物理におけるフラストレート力学

21



系としてとらえる試みも開始している．とくに地震予知において重要となる前震と本震の時空相関の統計性を力学
的視点から基礎付けたいと考えている．

地震地殻変動観測センター

教授 岩崎貴哉，金沢敏彦 (センター長)，佐野 修，纐纈一起（併任), 大久保修平（併任)
助教授 酒井慎一，篠原雅尚，佃 爲成
助手 萩原弘子，五十嵐俊博，望月公廣，山田知朗
産学官連携研究員 生田領野，桑野亜佐子，中東和夫
大学院生 深野哲生 (M2)，新井隆太 (M1)，大久保忠博 (M1)

地震地殻変動観測センターは，観測所等の観測拠点とテレメータ観測網を維持・活用して地震現象に関する広範
な観測研究をすすめている．また，より稠密な機動的観測を行って活断層の深部構造と島弧地殻の変形過程の研究
を進めているほか，海陸境界域においては光ケーブル式海底地震・津波観測システムと機動的な自己浮上式海底地
震計による観測研究をすすめている．また，新技術を開発して観測の高度化をすすめている．

1. 地震観測研究分野

(a) 陸・海の広域的地震観測網による研究
関東・甲信越，紀伊半島，瀬戸内海内帯西部に展開している高感度地震観測点による広域的地震観測網による観

測，および伊東沖のほか三陸沖に設置している光ケーブル式海底地震・津波観測システムによる海陸境界域の観測
を継続し，地震活動と不均質構造の研究を進めた．当センターでは，北海道大学・弘前大学・東北大学・名古屋大
学・京都大学・高知大学・九州大学・鹿児島大学や気象庁・防災科学技術研究所・海洋技術開発機構・産業総合研究
所・東京都・神奈川県など全国の大学や研究機関が観測している地震波形データを収集し，当センターのデータと
統合処理している．これらのデータは，日本列島周辺で発生する様々な地震に対する臨時観測のデータと併せるこ
とにより，より高密度な観測網が構築され，さまざまな地震活動を詳細に知ることができた．

(b) 衛星テレメータシステムによるリアルタイム地震観測研究の推進
本センターが中心となって開発した衛星地震観測テレメータシステムは平成 8年から本格運用が開始され，全国

の 9国立大学による広域的高感度地震観測のほか，光ケーブル式海底地震・津波観測システムによる海域観測のデー
タ収集とデータ流通にも利用されてきた．また，可搬型の衛星テレメータ装置 (VSAT)を利用して広域的地震観測
網と組みあわせた稠密なリアルタイム地震観測を機動的に実施することにより，高度化した地震観測研究が進めら
れてきた．平成 16年度から新たに開始された跡津川断層周辺における歪集中帯合同観測や，平成 16年新潟県中越
地震等の余震観測にも，衛星 VSATは大いに活用されている．本センターはこの衛星テレメータシステムの主・副
中継局を維持するとともに，ネットワーク全体の管理運用を担当している．このシステムでは 5000チャネル以上の
連続地震波形データを，全国の大学等の研究者に向けて常時リアルタイム配信する．本センターではこのための受
信専用装置の貸出しを行い，平成 11～18年度の間に約 30機関が利用した．これにより，これまでは限られた大学の
地震予知関係研究機関でのみ可能であったリアルタイム波形データを利用する研究が，広範な研究者に可能となっ
た．さらに平成 13年度末より，Hi-net(防災科学技術研究所)・気象庁と大学間の全面的なリアルタイムデータ交換
が開始され，本センターは大学側の窓口としてデータの受渡しを行い，全データを各大学へ配信する役割を担って
いる．このため本所と衛星システム主中継局 (群馬)および Hi-net東サブセンター (東京大手町)の間に，光ファイ
バーを利用した高速接続回線を運用している．一方，新世代の衛星通信テレメータシステムとして，平成 12年度
以降，３つの異なったシステムを試験導入してきた．これらは低消費電力かつ高帯域利用効率型であり，VSAT局
（子局）の消費電力は従来システムの 1/10以下であるため，太陽電池や風力発電機を利用した，地上回線も商用電
源も不要な完全独立型テレメータ観測も可能になった．これらの VSATの数は平成 18年度末現在で約 100局であ
り，ハブ局は本所と長野県小諸に置かれ，山間僻地・火山・離島等での観測に利用範囲を拡大中である．また平成
14～18年度には，DVB-IP方式に準拠した新たな衛星配信実験を行い，データ配信系についても次世代の衛星シス
テムに向けたシステム開発研究を進めた．この実験では波形データのみならず，気象庁や防災科学技術研究所との
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共同研究としてリアルタイム地震情報の配信も行い，全国 18大学がこれに参加した．平成 18年 12月，通信衛星の
寿命到来と契約変更を機に，衛星テレメータシステムの旧VSATシステムは大半が使用を停止した．今後は新世代
の VSATシステムと，急速に普及したフレッツ等地上常時接続回線を適宜組み合わせて利用していく．これと同時
に衛星による全国データ配信も終了した．この機能は地上の高速通信網に移行し，平成 18年度末現在，高速大容量
の広域実験網 (JGN2)や Bフレッツ等の大容量常時接続回線により運用されている．本センターは，平成 17年度か
ら開始したこの新しいデータ集配信システムの技術開発においても，中心的役割を果たしている (地震予知情報セ
ンターおよび国内６大学との共同研究)．

(c) 島弧地殻の変形過程の研究のための地震観測

総合集中観測による内陸域の歪・応力蓄積集中過程の解明

本センターは，地震予知研究推進センターと共同で，「地震予知のための新たな観測研究計画（第２次）」の一環と
して，平成 16年度から 5カ年の予定で跡津川断層を取り囲む所謂歪集中帯において大規模総合観測を実施中であ
る．これは，全国の大学・関係機関との共同研究として実施されているものである．平成 18年度は，これまでに設
置した衛星テレメータ観測点の維持管理とともに，地震予知研究推進センターと共同で断層近傍においてバイブロ
サイスを震源とするトラップ波の観測を行った．解析の面では，衛星テレメータ観測網からのデータは順調に集積
しつつあり，平成 16-17年度に行った高密度オフライン自然地震観測データとともに膨大な量の走時データが作成
された．これらの自然地震データ及び制御震源探査データから，同地域の構造の特徴が明らかになりつつある．跡
津川断層を含む地域の上部地殻には，顕著な構造差が存在する．自然地震を用いた広域トモグラフィ解析によれば，
同断層下の下部地殻に低速度体の存在することが強く示唆された．また，断層に沿った，地震活動と相関の高い不
均質構造も検出されつつある．また，衛星テレメータ観測点データを中核としたレシーバー関数解析において，モ
ホ面が検出された．

糸魚川-静岡構造線断層帯における構造探査・自然地震観測

平成 17年度から始まった「糸魚川-静岡構造線断層帯における重点的な調査観測」において，本センターは地震
予知研究推進センター及び東京大学大学院理学系研究科と共同で，糸魚川-静岡構造線における構造探査及び自然地
震観測の実施を担当している．平成 17年度に実施した甲府盆地北部の調査観測では，構造線断層帯は，西傾斜の反
射面として深さ 2kmまで確認された．また，自然地震データを用いたトモグラフィ解析でも，西傾斜の構造が見ら
れる．更に，フィリピン海プレートからの反射波も捉えることができた．平成 18年度は，諏訪湖周辺に存在すると
見られる同構造線のセグメント境界の解明に向けた探査を実施した．反射法探査は，同地域の最浅部構造の解明を
主眼として実施した．また，反射法測線を囲むやや広い領域にオフライン型地震観測システムを稠密展開し，自然
地震活動及び深部構造解明を図ることとした．次年度は深部構造解明を目指した調査が実施される予定で，これら
のデータを統合的に解析することによって，同構造線の地域的特性が明らかになるものと期待される（地震予知研
究推進センターの項参照）．

新潟県中越地震の稠密余震観測

平成 16年 10月 23日 17時 56分頃に発生した新潟県中越地震（M6.8）直後に，本センターは，地震予知研究推進
センターと共同で震源域及びその周辺に合計 56点の観測点を設置し，既設点と合わせた稠密観測網を構築した．平
成 18年度は，地震研だけでなく他大学データも合わせたデータ統合化が行われ，余震域の不均質構造がより詳細
な形で明らかになった（地震予知研究推進センターの項参照）．

紀伊半島東部における海陸共同構造探査

地震研究所は海洋研究開発機構と共同で，1944年東南海地震震源域を北西―南東方向に切る測線において大規模
な海陸共同構造探査を実施した．本センターは，地震予知研究推進センターと共同で陸域部の観測の中核となり探
査を実施した．具体的には，全国の大学・関連機関と共同で 519点に及ぶ観測点を 80kmの測線上に展開し，5点に
おけるダイナマイト発震を観測した．得られた記録はほぼ良好であり，プレート境界からの反射波を含むいくつか
の後続波が確認されている．この記録の詳細な解析によって，東南海地震震源域からその北東に至るプレート境界
構造に関し，新たな知見が得られるものと期待される．

紀伊半島中部（和歌山県地域）における稠密高精度微小地震観測
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地殻内流体の存在/移動は，地殻活動の重要な規定要因である．本センター及び地震予知研究推進センターは，ク
ラスター的微小地震活動が活発な和歌山県の有田地域において稠密臨時地震観測を実施して，微小地震の高精度な
震源分布と震源域の地殻構造を推定した（地震予知研究推進センターの項参照）．

日光・足尾地域の地震活動

近年の研究により，沈み込むプレートの上面付近から火山列の下に至るマントルおよび地殻内には，地震波低速
度域が存在することが明らかになってきた．この低速度域内にある地殻深部では，マグマの活動に関係する深部低
周波地震や地震波反射面が観測されている．日光・足尾地域はこれらの特徴が顕著に表れている所である．当セン
ターではこの地域に地震観測網を集中させ，過去 10年以上に及ぶ微小地震データを蓄積している．この長期間に
わたり蓄積された走時データを用い地震波トモグラフィー法により上部マントルから地殻最上部までの詳細な速度
構造を求め，活断層や，地震波反射面，深部低周波地震との関係を検討している．解析の結果，深部低周波地震の
発生域は低速度域の縁にあり，とくに Vp/Vsが高い地域の縁にあることが顕著である．通常の微小地震の発生して
いる場所は速度が普通かやや速く，活断層の下部は遅いことが明らかになった．地震波反射面との関係もあわせて，
さらに詳細な解析を行う予定である．

国際シンポジウム（SEISMIX2006）の開催

本センターは，地震予知研究推進センターと共同で，国際シンポジウム（第 12回大陸と縁辺域の深部地震探査に
関する国際シンポジウム（SEISMIX2006））を，平成 18年 9月に神奈川県三浦郡葉山町で開催した．このシンポジ
ウムでは，これまで本センター及び地震予知研究推進センターが行ってきた構造探査の成果をとりまとめて発表し
た．沈み込み帯における日本の貢献を海外研究者に向けて示すことができた．変動帯域で大規模な構造調査を実施
している国は数ヶ国にすぎない．今回紹介した研究成果は，地球の”現在”の姿を現すだけでなく，太古の地殻の化
石と比較することによって地球そのものの構造発達の解明に貢献できることが示されたことは大きな成果と言える．

(d) 沈み込み境界における地震発生準備過程の研究のための海底地震観測

宮城沖における速度構造探査実験

平成 16年度から開始された「地震予知のための新たな観測研究計画（第 2次）」に基づく地震予知研究の一環と
して，平成 16年度に宮城県沖地震の想定震源域において，海底地震計約 70台，エアガンおよび火薬発破による人
工震源を用いた構造探査実験を，北海道大学，東北大学，千葉大学，九州大学，海洋研究開発機構と共同して実施
した．また，この構造探査と連携し，陸域沿岸部に稠密アレー観測と臨時連続観測を行い，ダイナマイト発震点を
石巻市に設けた．平成 17年度及び 18年度は，この実験の解析を引き続き行った．その結果，牡鹿半島沖約 60kmの
地点で島弧地殻の厚さが 22-24kmで，最上部マントル速度は 8.1km/sであることを明らかにした．また，太平洋プ
レート上面の深さは約 35kmと推定された．海溝軸直交測線のデータからは，日本列島下へ沈み込む太平洋プレー
トがイメージングされ，太平洋プレートが深さ約 30kmで沈み込む角度が急に大きくなることが推定された．平成
17年 8月 16日には宮城県沖でM7クラスの地震が発生した．この地震の震源は，プレート沈み込み角が急になった
部分のプレート境界上に位置すると推定され，断層面の dip角は本研究から求められたプレート沈み込み角と調和
的である．これまでの結果と知られている大地震のアスペリティの分布を比較すると，沈み込む海洋プレートの形
状が大地震の破壊域を規定している可能性が考えられる．

茨城沖における速度構造探査実験

福島県沖から茨城県沖にかけての日本海溝陸側斜面下では，微小地震活動が活発であり，特に茨城県沖では，M7
級地震がほぼ 20年の一定周期で繰り返し発生していることがわかっている．そこで，「地震予知のための新たな観
測研究計画（第 2次）」に基づく地震予知研究の一環として，平成 16年に 1982年茨城県沖地震震源域を横断する
海溝軸平行 (150km)および直交 (140km)の 2測線で，海底地震計 27台を用いたエアガン人工震源地震波構造探査
実験を行った．それぞれの測線において，沈み込む太平洋プレートの上面までの構造が明らかになり，またプレー
ト境界からの反射波についても，測線に沿った振幅変化を追うことができた．得られた地殻構造と 1982年地震の
アスペリティとを対比すると，海溝軸平行測線に沿っては，アスペリティの南端には海山とも考えられる構造物と，
その上には厚い堆積物に覆われた深さ～3000ｍの谷が存在し，また北端は反射率の高いプレート境界面があること
がわかった．アスペリティは，これらの構造の中間に存在する P波速度～6km/sの物質がプレート境界面と接する
場所によって決められていると考えられる．また海溝軸直交測線では，アスペリティの最浅部に強い反射率を持ち，
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やはり P波速度～6km/sの物質がプレート境界面と接しており，それよりも深いプレート境界で地震時のすべりが
起こったということが明らかとなった．さらに，平成 17年には，震源位置を精度良く決定することを目的として，
1982年地震のアスペリティ全域を覆う面上に 27台の海底地震計を設置し，深さ 10kmより浅い部分の地殻構造を明
らかとするための構造探査実験を行った．この実験の解析は現在進行中であるが，現在堆積層を含む浅部構造まで
が明らかとなっている．これらの構造探査実験の結果を考慮し，平成 18年度は，福島県沖から茨城県沖にかけての
海溝陸側斜面下で，北海道大学，東北大学，千葉大学，九州大学と共同し，海底地震計 60台，大容量エアガン 4基
および火薬発破を用いた大規模な構造探査実験を行った．また，この構造探査と連携し，茨城県沿岸部において臨
時連続観測を行い，ダイナマイト発震点を日立市に設けた．この実験は，大エネルギーである発破を用いることに
より，平成 17年度までにエアガンを用いて構造探査実験を行った海溝軸に直交する測線において，沈み込む海洋プ
レートを精度よくイメージングすることと，島弧地殻下の最上部マントル速度の海溝軸に沿った方向の変化を知る
ことが目的である．本実験のデータは現在解析中である．

(e) 小繰り返し地震活動

ほぼ同じ場所で発生し，ほぼ同じ発生機構を持つ繰り返し地震は，地震の再来特性を考える上で重要である．ま
た，発生地域のすべりの状態を示す指標としても注目すべきものである．当センターでは関東から東海・東南海・
南海道地域にかけての過去 10年以上に及ぶ微小地震のデジタル波形記録を収録・保管している．この長期にわたっ
て蓄積されたデータに，平成 17年度より防災科学技術研究所・気象庁等の波形データも加え，現在は，日本全域に
わたるM2 - 4クラスの小規模繰り返し地震の抽出を行っている．また，相似地震のスケーリング則の高度化，地震
発生サイクルの揺らぎの検証を行うため，小クラスターの活動に着目した解析にも着手している．これまでの解析
の結果，茨城県以北の太平洋プレート沈み込み帯ではプレートの上部境界に発生する多数の小繰り返し地震を抽出
することができた．その空間分布は大地震のアスペリティや余効すべりの発生位置との関連性が見られる．また，
プレート境界におけるすべりの時空間変化を可視化することにより，岩手沖のエピソディックなすべりの時空間変
化，宮城・福島沖の低調なすべり，茨城県沖の比較的定常的なすべり等を大づかみにすることが可能となった．一
方，フィリピン海プレートで発生する地震は，千葉県から神奈川県東部にかけた地域を除くとスラブ内あるいは上
盤側で発生する地震が多く，現在のところ定常的な活動はあまり見られていない．しかし，発生の特徴自体は，東
北日本地域と同様，プレート境界の固着状態と関連することが示唆された．

(f) 海・陸における稠密な地震観測研究

(f-1) 余震観測

海底地震観測による紀伊半島南東沖の地震の余震観測

平成 16年 9月 5日に，紀伊半島南東沖でM7.1とM7.4の地震が発生し，東海地方から四国地方にかけて 1m以下
の津波が観測された．震源は南海トラフ直下で，プレート境界ではなくプレート内で発生した逆断層型の地震と考
えられる．この地震は，今後発生が予想されている東南海地震の想定震源域のトラフ側すぐ隣に位置し，これまで
に，この地域で同様な地震の発生は知られていなかった．東南海地震の発生予測を考える上で重要な地震であると
いえるが，陸に展開されている基盤観測網からは 100km以上離れていて震源の決定精度が悪い．このため，余震活
動の詳細を明らかにすることを目的として，海底地震計を用いた余震観測を行った．まず，「東南海・南海地震の想
定震源域における微小地震分布を把握するための海底地震観測研究」（文部科学省委託事業）の一環として，5台の
海底地震計を用い，本震発生 3日後から約一週間の観測をおこなった．その後，科学研究費補助金（特別推進研究)
によって，25台の海底地震計を用意し，北海道大学，東北大学，九州大学，海洋研究開発機構と共同で，約一ヶ月
間の観測を行った．これらのデータを解析した結果，余震は海洋地殻内と海洋プレート上部マントル内の 2群に分
かれて発生していることがわかった．プレート境界や陸側プレート内では，発生していない．これらの余震には明
瞭な面状分布は見られず，地震断層面を特定することが困難であるため，先の文部科学省委託事業で地震発生前か
ら紀伊半島沖に設置されていた長期観測型海底地震計のデータも併せて用い，本震直後の余震の震源再決定を行っ
た．その結果，M7.4の本震およびその前に発生したM7.1の地震は，どちらも海洋プレート上部マントル内に震源
が位置することがわかった．海洋プレート上部マントル内で発生していた余震は，本震と同様な逆断層型の地震が
多いが，海洋地殻内で発生していた余震は横ずれ型の地震が多く，その分布には線状配列が見られた．これらのこ
とから，本震の余震は主に海洋プレート上部マントル内で発生し，海洋地殻内で発生していた地震は，それらの地
震に誘発された地震と考えられる．
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2005年 11月三陸沖の地震震源域における海底地震観測

平成 17年 11月 15日に日本海溝よりさらに東側を震央とするM7クラスの正断層型地震が発生した．これまで，
プレートの沈み込みに伴い発生する海溝陸側斜面下における地震については複数の観測研究があり，海陸プレート
境界およびその近傍における地震活動と不均質構造との関係が明らかになりつつあるが，今回発生した地震のよう
な，海溝軸近傍下およびより陸から離れた領域下については，研究例がきわめて少ない．しかし，このような海溝
軸海側の領域は，海洋プレートの沈み込みのダイナミクスを沈み込み前から沈み込み後までを統一的に考える上で
は，陸側斜面下と同様に重要である．そこで地震地殻変動観測センターでは，東北大学と共同で，7月に海底地震
計を設置した．このうち地震地殻変動観測センターの海底地震計 5台は 10月に全台回収した．記録は解析中である
が，観測網の東から東南方向に平成 17年の地震の余震活動とおもわれる顕著な活動が検知されている．

(f-2) 海底長期地震観測

茨城沖における長期海底地震観測

房総沖から茨城県沖にかけての日本海溝沿いでは，定常的に地震活動が活発な地域であり，M7級地震がほぼ 20
年の一定周期で繰り返し発生している場所である．最近では 1982年 7月にM7.0の地震が発生しており，この地震
の震源過程の研究によると，震源域におけるプレート間カップリングがほぼ 100％であることが示唆されている．
1982年の地震発生から 20年が経過した平成 14年頃より，この震源域における地震活動が活発化していることが，
陸上の定常観測から明らかとなった．これが前震活動である可能性もあることから，M7級地震発生に至る準備過
程の研究を目的として，平成 14年 7月より海底地震計と海底圧力計を用いた長期観測を行ってきた．平成 18年度
についても，長期型海底地震計 5台を用いた観測を継続している．これまで観測された地震の震央分布を見ると，
1982年地震の本震周辺に集中的に地震が発生しており，さらに地震時すべり量が大きかったと考えられている場所
でも発生頻度が高いことがわかった．平成 17年に本海域で海底地震計と制御震源を用いた 3次元構造調査が行われ
ており，精度良く決められた地殻構造を利用して，震源と構造との関係について詳細に明らかにする予定である．
また，海溝軸より海側の太平洋プレート内では，沈み込みに伴うプレートの湾曲作用による地震が発生している．
この地震活動については，陸上観測からはその詳細を明らかにすることができない．太平洋プレート上には海山が
点在しており，プレートの湾曲に伴う海山周辺のテクトニクスについても，よく分かっていない．平成 17年「白鳳
丸」KH05-4次航海において，こうした地震活動・テクトニクスを解明することを目的として，10月 15日に 4台の
長期型海底地震計を設置し，制御震源構造調査を実施した．これらの海底地震計は平成 18年「白鳳丸」KH06-3次
航海中に，全台回収された．ここで得られた記録については，現在解析中である．

海底孔内広帯域地震計と広帯域海底地震計による長期観測と孔内観測所周辺での制御震源構造探査実験

国際深海掘削計画により，平成 11年に三陸沖日本海溝陸側斜面において海底孔内地球物理観測所 JT-1及び JT-2
が，平成 13年に西フィリピン海盆において海底孔内広帯域地震観測所WP-1が，平成 12年に北西太平洋海盆にお
いて海底孔内広帯域地震観測所WP-2が，海半球ネットワーク計画の一部として，それぞれ設置された．西フィリ
ピン海盆WP-1観測所は，平成 14年 3月からデータ収録を始め，平成 18年 6月に，海洋研究開発機構無人探査機
「かいこう 7KII」によるデータ回収を行い，無人探査機の制限により，観測を休止した．さらに平成 18年には，観
測網を補完するために四国海盆南部に設置した広帯域海底地震計を，無人探査機を用いて回収した．北西太平洋海
盆のWP-2観測所は，平成 12年から稼働していたが，平成 17年 7月の海洋研究開発機構無人探査機「かいこう 7K」
による観測所保守作業を最後に，やはり無人探査機の制限により，観測休止となった．現在，WP-1観測所からはほ
ぼ連続する合計 691日間の観測記録が，WP-2観測所からは合計 436日間の観測記録が得られている．また，三陸
沖日本海溝陸側斜面の JT-1及び JT-2観測所からは，現在までに合計 15ヶ月以上の地震記録と傾斜計記録が得られ
ており，現在も傾斜計に関しては観測を継続中である．平成 18年度は，WP-2観測点付近で，これまでに計３回行
われた制御震源と孔内地震計，海底地震計を用いた地殻構造探査実験データの解析を行い，地殻は典型的な海洋地
殻であること，最上部マントルの速度に方位依存性があることを見いだした．また，WP-2観測所で得られた遠地
地震記録を用いて，レシーバー関数解析を行い，400km不連続面と 670km不連続面も，地球標準モデルとほぼ同じ
深さに存在することが分かった．

(f-3) 微小地震観測

日向灘における海底地震観測
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日向灘は，フィリピン海プレートが，九州の下に沈み込み始める場であり，数十年間隔で M7クラスの地震が発
生している地震活動が活発な領域である．また，これまでの地震破壊過程や GPSの解析結果によると，非地震性す
べりと M7クラスの地震が相補的に発生していることが示唆されている．しかしながら，これまで日向灘において，
海底地震計を用いた地震観測はあまり行われておらず，詳しい地震活動は明らかになっていない．そこで，海底地
震観測による日向灘における地震活動の調査から，スラブの形状や応力場などの日向灘における沈み込みの特徴の
詳細を明らかにし，プレート間のカップリング状態をあきらかにすることを目的として，平成 14年度から実施し
ている機動的海底地震観測に引き続き，平成 18年 4月から 7月の約 2ヶ月半にわたって，23台の海底地震計を用い
た地震観測を日向灘で行った．海底地震計の設置および回収には，長崎大学水産学部「長崎丸」を用いた．本観測
によってえられたデータにより，観測期間中の日向灘の震源分布が精度良く求められた．また，これまでに実施し
た海底地震観測データを用いることにより，日向灘における応力場があきらかになりつつある．プレート間カップ
リングの状態と大地震との関係について，現在引き続き解析を行っている．なお本研究は，九州大学，鹿児島大学，
東北大学，長崎大学との共同研究である．

(g) 文部科学省委託事業による海底地震調査観測研究

東南海・南海地震想定震源域における長期海底地震観測

「東南海・南海地震等海溝型地震に関する調査研究」（文部科学省委託事業）の課題である「より正確な地震活
動を把握するための海底地震観測研究」のうち，「東南海・南海地震に関する調査研究」の一環として，紀伊半島潮
岬沖の東西約 50km，南北約 60kmの範囲に，長期観測型海底地震計 9台を設置し，平成 15年 12月から微小地震観
測を開始した．長期観測型海底地震計は，固有周期 1Hzの 3成分センサーと，合計 80ギガバイトの容量を持つレ
コーダーからなり，リチウム電池とともに直径 50cmのチタン球に封入され，1年間の長期観測が可能である．平成
18年度は，平成 17年度に設置した海底地震計 23台の回収と新しく整備した 2台を加えた 25台の海底地震計の設
置を 7月に実施した．また，これまで観測を行ってきた観測領域の東側 5点での観測を終了し，トラフ軸周辺で発
生する地震の震源決定精度を向上させるため，新たにトラフ軸近くに 7観測点を新設し，観測領域を南側へ拡大し
た．観測は，平成 18年 7月に地震研究所の傭船を用い，昨年度設置した 23台の海底地震計の回収と新規整備分の
2台を含む 14台の海底地震計設置作業を行った．また同一航海において，エアガン震源およびシングルチャンネル
ハイドロホンストリーマーを用いた地殻構造探査実験を行った．その後 8月に，ヘリコプターによって 11台の海底
地震計を設置し，総計 25台の海底地震計を用いた地震観測を実施中である．これまでに回収された観測データは
現在解析中であるが，気象庁一元化リストには含まれてない観測領域で発生している地震などが観測されている．
海底地震計で観測されたデータを用いた震源再決定の結果，東南海・南海地震の想定震源域でのプレート境界では
ほとんど地震活動が見られず，沈み込む海洋プレート内に活動があることが示唆された．

青森沖における長期海底地震観測

「東南海・南海地震等海溝型地震に関する調査研究」（文部科学省委託事業）の課題である「より正確な地震活動
を把握するための海底地震観測研究」のうち，「日本海溝・千島海溝周辺の海溝型地震に関する調査研究」では，初
年度である平成 16年度から平成 17年度にかけて，三陸沖北部・青森県沖で観測を行った．長期観測型海底地震計
18台を展開し，平成 17年 3月から 10月まで微小地震観測を実施した．また，観測期間中である同年 10月中旬に
は，各海底地震計の着底位置決定および地震計直下の浅部構造の推定を目的として，観測点直上を通る測線におい
てエアガンの発震を行った．解析については，まず，気象庁震源リスト（一元化リスト）にある地震について験測
および一次元速度構造による震源決定を行った．次に，海底地震計波形記録から，一元化リストにない，海底地震
計のみで記録されている地震について験測・震源決定を行った．その結果，海底地震観測網によって決定された震
源と一元化リストにある震源の位置を比較すると，震央位置に大きな変化はみられなかったが，深さ方向には大き
く変化していた．海底地震観測網で決定された震源分布では，震源がより薄い面を形成しているように見え，その
差異は特に海溝に近いところで顕著である．日本海溝・千島海溝会合部近傍では，海洋プレート沈み込みに伴う二
重深発面の下面の地震が観測されない一方，三陸沖北部では海溝に近いところまで発生している．さらに，速度構
造と矛盾の少ない震源分布を求め，プレート境界面の形状を推定する目的で，3次元速度構造トモグラフィ解析を
行った．一元化リストの地震の内，海域・陸域観測点双方で P波および S波の読み取り数が多い地震を選び解析に
用いた．決定された震源から，スラブ上面の地震を選び，プレート境界の深さ分布を推定した．観測領域の南隣で
ある 1994年三陸はるか沖地震発生域での余震観測結果と合わせて解釈した結果，三陸沖に対し日本海溝・千島海
溝会合部ではプレート境界が 10km程度浅くなっている．これは海溝会合部におけるプレート沈み込み方向の変化
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に伴うものであると考えられる．1968年十勝沖地震の北側アスペリティの空間的位置と比較すると，プレート境界
面の深さ変化がみられる地点はアスペリティの北縁に位置している．このことは，沈み込む海洋プレートの幾何学
的形状が，大地震でのすべり領域を制約する条件の一つである可能性を表していると考えられる．また，エアガン
を用いて 2次元 P波速度構造解析を行った結果，1968年十勝沖地震北側アスペリティの南外縁において島孤地殻の
薄化が検出された．これは過去にこの領域で異なる走向の測線で実施されたエアガン構造探査と調和的である．ま
た，海山が位置する場所において周辺に比べ高速度域がより浅部まで存在していることがイメージされた．

根室沖における長期海底地震観測

「日本海溝・千島海溝周辺の海溝型に関する調査研究」の二年次目である平成 17年度から平成 18年度にかけて
は，長期観測型海底地震計を用いて，根室沖千島海溝陸側斜面における微小地震観測を行った．観測域は，根室沖
の東西約 120km，南北約 100kmの範囲である．平成 17年 12月に 18台の海底地震計をヘリコプターを用いて設置
し，観測を開始した．さらに平成 18年 1月に 12台の海底地震計を追加設置し，総計 30台の海底地震計による観測
網を構築した．使用した海底地震計は，平成 16年度に青森県東方沖で使用したものと同じである．海底地震計の回
収は平成 18年 7月に地震研究所の傭船を用いて行った．また，平成 18年 5月末から 6月初めには，観測海域におい
てエアガンを用いた地殻構造探査実験を北海道大学，東北大学と共同で実施した．現在解析が進行中であるが，海
底地震計データを用いて再決定された震源は，震央については気象庁が決定した震央と大きな差異がないものの，
深さについては，精度が上がり，震源分布が面状の構造をしていることが示唆される．さらに，この領域で過去に
行われた構造探査実験の結果と震源分布を比較すると，今回得られた震源は，沈み込む太平洋プレートの上面付近
に集中し，地震が形成する面がプレート境界を表していると考えられる．

北海道南方沖および青森県東方沖における長期海底地震観測

「日本海溝・千島海溝周辺の海溝型に関する調査研究」の三年次目の計画として，平成 18年度は，初年度の観測
域である三陸沖北部に隣り合う北東部において，長期観測型海底地震計観測網を構築した．これは，三陸沖北部の
想定震源域および平成 15年十勝沖地震のアスペリティ境界域での正確な地震活動の把握と，より海溝軸に近い領域
のプレート境界面形状の推定を目的としている．平成 18年 10月に地震研究所の傭船を用いて 22台の海底地震計
を，平成 18年 11月にヘリコプターを用いて 20台を設置し，微小地震観測を開始した．総観測点数は 42点，観測
点間隔は 20kmから 25kmである．設置された海底地震計は平成 19年度中に回収する予定である．

宮城沖における長期海底地震観測

宮城沖ではプレート境界型大地震が過去繰り返し発生しており，地震調査研究推進本部による海溝型地震の発生
可能性の長期評価においても今後 20年程度以内に，M7.5，場合によってはM8クラスの地震発生が高いものとして
いる．このような宮城沖地震の想定震源域周辺の地震活動が示す空間的な特徴を把握するためには，同一の観測点
配置による観測を長期間継続して実施することにより，データの蓄積を図るとともに，地震活動の時間変化を検出
する必要がある．このため，地震地殻変動観測センターでは，平成 14年 7月より東北大学と共同して宮城沖地震の
想定震源域において長期観測型海底地震計による繰り返し観測を実施している．平成 18年は，5月と 11月に前年
度設置した地震計の回収を行った．特に 5月に回収した地震計には，通常の地震記録の他に，平成 17年 8月 16日
に発生したM7クラスの地震とその前後の地震記録が含まれている．また，11月には，新たに 5台の地震計を設置
した．この地震計は平成 19年秋に回収の予定である．なお，これらの地震観測網を補完する形で，平成 18年 4月
から 10月にかけて，東北大学および気象庁と共同で短期観測型海底地震計の繰り返し観測を併せて実施した．こ
れまで得られたデータから，地震活動と地殻・上部マントル構造との対応関係が明らかになりつつある．

(h) 海底諸観測の技術開発
海底で大振幅の地動を記録するために開発中である海底強震計は，平成 17年にスマトラ沖地震の余震域に一号機

を 1台設置した．この強震計は，センサーにMEMS技術を用いた 3成分サーボ型加速度計を用いたもので，観測期
間は約 2ヶ月である．これにより，多数の地震の加速度記録を収録することができた．平成 17年には，引き続き記
録期間を１年間にまで延長した二号機を開発し，茨城県沖に設置，観測を行った．二号機は，平成 18年 9月に回収
され，現在記録の解析中である．平成 18年は，一つの耐圧容器に加速度センサーと速度型地震計の 2種の地震計を
搭載し，記録のダイナミックレンジを広げ，多様な解析が行える記録を得ることを目的とした三号機を開発し，茨
城県沖に 5台設置した．三号機の観測期間も約 1年であり，平成 19年度に回収の予定である．

(i) 地下水観測など
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プレートの運動などに伴い地殻岩盤の変形や応力変化が生じ，間隙流体の圧力変化，既存の微小クラックの変形
や新たなクラックの生成が起きる．圧力が強まればそこの間隙流体を外部へ押しだす．深部高温高圧流体は低圧環
境である地殻上部へ移動し，さまざまな地表現象を露呈する．その有様を研究するため，西から福岡県，山口県，
島根県，岡山県，兵庫県，和歌山県，静岡県，神奈川県，長野県，新潟県における 33ヶ所にて地下水の水温，水位，
電気伝導度の観測を実施している．さらに，地中ガスの噴出の監視のためラドンをターゲットにしたガンマ線サー
ベイも各地で実施している．深部間隙水や地中ガスの移動，とくにその流体が上昇し地表付近に噴出しているとい
う作業仮説を立てて検証を実施している．2001年 3月 24日の芸予地震に関連して，山口県岩国市の民家の井戸水異
常の調査を継続している．2000年の鳥取県西部地震の発生時ごろから水温上昇が気づかれていたが,2001年 3月 23
日から井戸の持ち主による温度測定が開始された．3月 23日早朝は 49℃,芸予地震当日 24日の早朝は 48℃であっ
た．この日は白濁現象が見られた．2001年 4月末から水温連続観測を行っている．上記連続観測開始以降，40℃を
越すような極めて高い水温は１年あまり測定されなかったが，2002年 5月 29日に 41.9℃，6月 7日に 41.2℃，6月
12日に 47.0℃の高温が再び記録された．浅層地下水内に深部高温水が時々噴出しているらしい．この現象は微弱
ながら現在も時々発生している．2000年 10月 6日の鳥取県西部地震の直前には震源域近傍の深井戸の温泉で 200m
ほどの水位変化が推定されたが，その周辺地域の温泉 2カ所にて水温の連続観測を継続しており，水を採取し水質
の時間変化の調査も行っている．南海地震へ向けて 2002年度から開始した紀伊半島南部の温泉観測では，2005年，
勝浦町勝浦や潮岬（3カ所，水温および水位）において観測を開始し，本宮，湯ノ川，古座川（２ヶ所），串本を含
めて 9観測点になった．2002年度，東海地震へ向けて焼津市において地下水（水温，水位）の観測を開始したが，
2004年度は静岡県沼津市，神奈川県伊勢原市にも観測点を設置した．2004年に浜松市,2005年には焼津市にそれぞ
れ１観測点を新設した．2003年度より焼津において 1/1000℃の分解能をもつ精密観測も実施しているが，今年度
から静岡市中島にも同じような観測点を設置した．この精密水温観測点 2ヶ所において，現在水温が年間数 10m℃
の率で上昇中である．これで，水温観測点 8点，そのうち１カ所には水位計も設置した．また，1995年 1月 17日の
兵庫県南部地震発生域周辺，1995年 4月 1日新潟県北部地震震源域近傍の阿賀野市においては，地下水温観測，ガ
ンマ線サーベイを今年度も実施した．また，本震の震源から 70kmの阿賀野市出湯温泉において 2004年新潟県中越
地震の１年ほど前から電気伝導度の上昇変化および地震時の上昇変化を観測した．兵庫県南部地震の地下水の観測
では，大地震の余効の実態が明らかになってきた．武田尾温泉では，鳥取県西部地震によるコサイスミックな変動
が記録されたが，それ以降の水温にも変化が見られる．近畿地方では，2002～2003年ごろから有馬-高槻構造線付近
を境にして東南の地域では南北圧縮速度の増加，西北では微小地震活動低下および東西圧縮歪の減少が進行中であ
る．それに関連した地下水温上昇変化が兵庫県川辺郡猪名川町の自噴井で観測された．自噴井は，上記地震活動域
の西側の低活動地域内の猪名川町に位置し，その直下で地殻圧縮が進行していると解釈される．地殻内の歪や応力
の変化に伴って深部の高温間隙水が被圧し，破砕帯や微小クラック群を経由して地表付近の浅い地下水に混入して
水温を上げた．2001年に開始した精密水温観測の成果である．2002年ごろから微小な水温上昇，2003年から顕著
な水温変化．2005年初めからは，上昇率が以前の数年間平均の倍以上の 17m℃/年となった．このような地殻変動
に対応する水温変化を詳しく観測するため，2006年には静岡市においても精密水温観測を開始した．同じような観
測は焼津市でも 2003年に開始した．東海地方のこの 2点においても長期的な水温上昇傾向を示唆するデータが得ら
れている．糸魚川・静岡構造線の長野県北西部白馬村地域においては，地震研究所特定共同研究 A「内陸直下地震
の予知」として他大学等との共同で，活断層の地形学的調査，GPS観測，温泉水の水温連続観測，化学成分分析，
ガンマ線サーベイ，地電位観測，人工衛星による地温観則などを継続した．新潟-神戸構造線と糸魚川・静岡構造線
の交差するこの地域のテクトニクスの理解も進展した．

2. 地殻変動観測研究分野

ひずみ・傾斜など

南関東・東海などにおいて地殻の変動すなわち歪・傾斜などの連続観測を行うとともに，GEONET等によるGPS
観測結果と比較検討し，地震発生と地殻変動の関係に関する研究を行っている．また，地殻変動の高精度連続観測
を可能にするために開発されたボアホール地殻活動総合観測装置（歪 3成分，傾斜 2成分，温度，加速度 3成分，速
度 3成分，ジャイロ方位計から構成されている）を伊豆の群発地震発生地域の震源域，想定される東海，南海地震
発生地域などのボアホールに設置し観測を継続している．鋸山で計測されている伸縮計および傾斜計記録を平成 14
年までさかのぼって調査したところ，2004年の最初の四半期を境として，それ以前と以後で伸縮計の EW成分にト
レンドの変化が認められた．一方，NE成分はわずかにトレンドが変化したとも読み取れるが，NS成分にはトレン
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ドの変化が認められなかった．これは鋸山に近い GEONETの観測点の記録とも調和的であるが，歪傾斜連続観測
では，このような長期変動がしばしば認められるので，結論に至るまでには，しばらく様子を見る必要がある．

岩手県釜石実験場における高精度弾性波

地殻内部を伝わる弾性波は応力変化にともなう地殻内部の微細な構造変化に敏感である．したがって精密に制御
された震源を用いた弾性波の連続観測からえられる情報は,地殻内部の微細な構造変化，およびそれをもたらした
要因の分析につかうことができる．弾性波の連続観測からえられる情報は主として速度情報と Q値に関する情報で
ある．現在，容易に入手可能な変換器のなかでもっとも安定なものの一つであるクロックが弾性波速度変化の信頼
性を支配するので，長期間にわたる微細な変化を高い信頼性をもって調べることができるところに特徴がある．岩
手県釜石実験場にて，P波および S波連続観測とボアホール歪計による歪との比較観測を実施しており，ppmオー
ダーの速度変化が捉えられている．コサイスミックな速度変化や季節変動が認められている他，長期トレンドとし
て速度増加が認められている．速度連続観測方向は，通常，４方向であるが，そのうち２方向のみ S波が計測され
ている．速度変化から応力変化を推定するためには弾性波速度の応力感度係数を知る必要がある．感度係数は，残
念ながら，含水状態を含む内部構造に依存しているため，すべての方向で同じ感度をもつとは限らない．現時点で
感度係数が議論できる経路は当初から観測している経路のみであるが，速度の気圧応答が認められており，単純な
相関処理から 1.4ppm/hPaがえられる．この値は，花崗岩の室内実験によりえられた 10MPaの封圧下の応力感度係
数 0.8ppm/hPaとほぼ等しい．弾性波の長期トレンドから推定される応力増加率は 1990年代は概ね 640hPa/yearで
あったが，最近の数年間は小さくなっている．また一昨年度に設置した S波測定系による記録も解析が始まってお
り，P波と S波の変化の違いから水の影響を分離できると考えている．精密に制御された震源をもちいた弾性波の
利用は正弦波であろうとパルス波であろうと極めて正確に制御されたクロックを利用するところに特徴がある．一
方，弾性波の応答は内部の構造に依存し，深さの関数となる．一般に，より深い領域の性質を求める場合，発振子
と受振子の距離を長くすることになるが，深い領域では速度の応力感度が小さいため，トラベルタイムの変化量の
大部分が浅い領域の変化を反映したものとなる．浅い領域ほど気象変化等の擾乱の影響が大きいため，深部領域の
僅かな変化を抽出する過程で誤差が重畳することが想定される．そのための解決法として釜石で実施しているよう
に発振源を地下に設置することが考えられるが，利用可能な地下空間には限りがある．したがってボアホールに設
置可能な震源の開発が必要である．今年度は，ボアホール設置型発振子を設計・試作した．

油壷観測壕における高精度弾性波，比抵抗等，種々の比較観測

油壷観測壕において，歪・傾斜などの連続観測のほか，海半球観測研究センターと共同で，弾性波速度，比抵抗，
井戸水位等の比較観測を実施してきた．また，IPGPとの共同で閉鎖地下空間内部の微小気象変動に関する研究も
実施してきた．速度変化には長期増加トレンドのほか，コサイスミックな変動や潮汐にともなう変動が観測されて
いる．三宅島の活動が活発であった平成 12年を境として，それ以前と以後で長期速度トレンドには顕著な差が見出
されている．

名古屋大学瑞浪観測点における高精度弾性波観測

名古屋大学および東濃地震科学研究所との共同で，高精度弾性波やその他，歪計，傾斜計，総合観測装置による
連続観測との比較試験を実施している．速度変化は 10ppmオーダーまで検出されているが，他のテストサイトでは
見出されていない大きな年周変化が検出されており，空隙率 40％に達する空隙内の水の温度変化で説明可能と考え
られている．

パリ地球物理研究所観測壕における高精度弾性波観測

フランスのアルプス地方にある観測壕ではフランスの原子力庁やパリ地球物理研究所の研究者がさまざまな観測
を実施している．この観測壕は年周 60メートルにも達する水位変化をともなうダム湖に隣接しており，観測壕内に
比較的大きな応力変化をもたらしていると想定される．温度変化等の気象変動がおさえられるような観測壕で，し
かも比較的大きな外力変化があるこの観測壕は，高精度弾性波観測手法のキャリブレーションあるいは性能評価に
適したテストサイトである．そこで科学研究費により，高精度弾性波測定系を設置し，平成 16年 10月から連続観
測を開始した後，当初の契約期間である約２年間の連続計測を完了し，平成 18年９月にすべての観測機器を撤収
した．予備解析によれば，水位変動と調和的な速度変化が検出できている．

地殻応力絶対量計測技術開発
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地球科学分野の地殻応力の絶対量計測には水圧破砕法が主に用いられてきたが，1980年代からすでに疑問点が指
摘されてきた．その後のデータ蓄積やシミュレーションにより，その疑問点に関する議論がここ数年間に再燃して
いる．そこで地殻応力測定の信頼性を確保するために必要な問題点の整理と解決法の提案を目的として，地震研究
所で平成 15年および平成 16年の二度にわたり研究集会を開催した．これまでの主力であった水圧破砕法について
は，従来法のままでよいのか修正法あるいはその他の手法でなければならないのか，参加者全員の合意はえられて
いないが，水圧破砕法の問題点が水を用いて直接岩を載荷することにあることだけは確かなので，水を使用しない
乾式破砕法による応力測定プローブのプロトタイプを試作し，平成 18年度もその信頼性評価に関する現位置試験
等により開発を進めてきた．基本はジャッキ式に分類されるものであるが，水圧破砕法による測定と乾式破砕法に
よる測定結果は観測方程式レベルで比較できるので，水圧破砕法の疑問点に対する回答がえられるものと考えてい
る．平成 18年度は，主としてプローブと岩盤のカップリングが計測結果におよぼす影響に関する数値計算を実施し
た，その結果，きれつ開口部の応力集中量はプローブと岩盤のカップリングの影響を受けるが，接触領域が± 60度
以内ならば，両者が完全に剛結している場合から，両者が摩擦係数ゼロで完全にすべる状態に至るまで感度係数が
ほぼ一定であることがわかった．これは精密な測定が必要な場合，接触領域を 60度以内程度で制御すればよいこと
を示す重要な知見である．これら数値計算結果を補強するため室内検証試験および現位置試験を平成 18年度中に
実施する．

3. 強震動観測研究分野

駿河湾・伊豆半島と足柄平野における高密度の強震観測網を中心とした観測研究を継続している．駿河湾・伊豆
半島地域の強震観測網は東海地方での大規模地震発生を想定して計画されたことにより，観測点は地域を代表する
露岩上に設置された．一方，足柄平野の観測網は表層地質による強震動への影響を評価することを主目的として昭
和 62年度に設置された．観測点は露岩上と堆積層上に置かれ，２箇所の鉛直アレイも含め国際的なテストサイト
として位置づけられている．平成 9年度以降，リアルタイム地震学の分担課題を担うため，準リアルタイム機能を
持つ機器へ更新するとともに，観測点の増強を行ってきた．また，平成 11年度には大都市圏強震動総合ネットワー
クの一環として，強震動基準観測装置を八王子，鋸山，筑波の観測壕内に設置し，無線および衛星テレメータによ
るリアルタイム伝送を行っている．以上の定常観測網によって，最近の観測例では，2004年紀伊半島南東沖の地震
の長周期地震動をとらえることに成功した．
このほか，機動観測用強震計の開発を進め，開発された機器により 2000年三宅島噴火に伴う群発地震，2003年宮城
県北部の地震，十勝沖地震，2004年新潟県中越地震の余震強震観測を行った．この機器は微動観測にも対応可能な
増幅器を併せ持ち，トルコや台湾などの海外を含む各地の微動探査にも活躍した．また，こうした観測結果を含め
た強震記録の解析的研究を平行して進めており，上記地震だけでなく 1999年台湾集集地震，2000年鳥取県西部地
震，2003年宮城県沖の地震なども含め，運動学的な震源過程モデルの構築や，そのモデルをベースとして各震源断
層の動力学的挙動の解明も行った．さらには，強震動予測のための震源モデル構築をめざして，歴史を遡った 1923
年関東地震，1978年宮城県沖地震などの強震データの発掘と，それに基づいた震源過程の解析を行い，固有アスペ
リティモデルの検証などを行っている．

地震予知情報センター

教授 阿部勝征 (センター長)
助教授 鷹野 澄
助手 中川 茂樹，鶴岡 弘
研究支援推進員・技術補佐員

佐藤 　摩紀

地震予知情報センターは，全国地震予知研究情報ネットワークの全国センターとしての任を負い，全国規模で得
られた地震予知観測データの収集，整理，提供を行うとともに，全国の大学等と協調して，データ流通ネットワーク
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やデータベースなどの全国的な情報流通基盤の整備・運用を行い，全国的な共同利用を推進している．また，全国
の研究者向けに，共同利用計算機システムの提供，地震情報提供サービス，古い地震記象の利活用，首都圏強震動
総合ネットワークの構築と運用などを行っている．さらに地震や津波の発生メカニズムの研究，インターネットを
用いた地震情報提供システムの研究など，自然地震学，地震防災から情報科学までの幅広い研究活動を行っている．

1. 国立大学観測網地震カタログ (JUNEC)の公開

北大，弘前大，東北大，東大地震研，名古屋大，京都大，高知大，九州大，鹿児島大により運営されてきた地震予
知観測情報ネットワークの観測網で得られた再検測地震データを統合処理した「国立大学観測網地震カタログ（通
称 JUNEC ）」を作成し公開している．1985 年 7 月から 1998 年までを刊行し，作成されたデータは，CD-ROM に
よりデータ提供機関に還元するとともに，一般研究者にも公開している．なお，震源データに関しては国内，海外
利用者も多いことから，FTP および WWWでも公開している．

2. 新 J-array と全国地震波形データベースの利用システムの開発と運用

本センターでは，平成 7 年より，全国９つの大学の地域センター等と共同で，各大学で収集している地震波形デー
タをデータベース化してインターネットで提供する全国地震波形データベース利用システムを開発し，各大学と連
携してデータ提供を行っている．平成 18年度は，各大学に設置しているシステムのハードウェアの機種更新を行い，
性能向上と容量増を行った．また利用ソフトウェアの機能拡張・強化を行い，各大学のソフトウェアを更新した．さ
らに平成 17年度から開発開始した「チャネル情報管理システム（CIMS）」を，分散型のデータベースにして機能拡
張し，各大学の新しいハードウェアに導入した．今後，各大学で試験を行って平成 19年度には本格的な運用を開始
する予定である．このほかに，本センターでは，地球内部構造の研究等に資するために，世界の大地震 (M5.5以上，
日本付近は M5以上)発生時に日本列島で観測された気象庁や大学等の地震波形データをフィルター処理して 20Hz
にリサンプリングした新 J-array 地震波形データベースを開発し運用している．新 J-array波形データは，インター
ネットで準リアルタイムで公開している．またその中から，M7以上の大地震について，CD-ROM に収めて全国の
研究者に提供している．

3. 全国地震データ流通ネットワークの構築と運用

防災科学技術研究所の高感度基盤観測網 (Hi-net) の整備を受けて，防災科研，気象庁と国立大学が共同で高感度
地震波形データの全国リアルタイム流通システムを開発した．本システムは，地上回線でデータ交換した地震波形
データを大学の衛星システムを用いて全国にリアルタイムで配信し，全国どこでも利用可能にする，画期的なシス
テムである．本センターは，地震地殻変動観測センター，地震予知研究推進センターと共同でこのシステムの構築
と運用を行っている．平成 17年度からは，全国規模の光ファイバーによる超高速広域ネットワーク JGN2を用いた
大学間の地震波形データ交換システムの構築実験を実施している．この成果をもとに，JGN2とフレッツ回線を利用
して，衛星回線に代わる地上回線を用いた次世代データ流通ネットワークを構築し運用開始した．今後は，SINET3
など最先端のネットワークを活用して，より使いやすく信頼性の高い全国地震データ流通システムの構築を進める
予定である．

4. 全国共同利用並列計算機システムの提供

本センターは，全国共同利用の計算センターとして，データ解析やシミュレーションなどのために，高速並列計
算機システムを導入し，全国の地震・火山等の研究者に提供している．平成 19年 3月には，SGI Altix 4700システ
ムに更新し CPU 性能とメモリ容量，ディスク容量を大幅に向上した．この機種更新に際しては，仕様策定委員会を
9ヶ月間かけて合計 9回も開催し，この分野における今後の大型計算需要に耐えられるよう，可能な限り高い要求仕
様をまとめた．今回導入が決定した，SGI Altix 4700 システムは，並列計算サーバとして 156Core/512GB メモリ，
高速計算サーバとして 160Core/320GBメモリ，それらのフロントエンドサーバとして 16Core/32GBメモリを有し
旧システムの 6～8倍の性能の高速並列計算機である．平成 18年度の年間登録者数約 450 名のうち毎月 120～180名
が実際に利用し，そのうちの 3～4割（時に 5割以上）が地震研究所の外から共同利用で利用している大学や研究所
の研究者となっている．この為，本センターでは，利用マニュアルをインターネットで公開し，外部利用者にも不便
のないように努めている．また，毎年，利用者講習会を開催して初心者や並列計算利用者へ利用講習を行っている．
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5. 研究者向けの情報提供

今日では地震や火山に関する情報がインターネットで広く公開されるようになってきたが本センターでは早くか
らインターネットの情報提供システムであるWWWサーバを立ち上げ，地震・火山等の情報提供を行っている．全
国地震データ流通システムで提供されている広帯域地震波形データを利用して，震源速報等の地震情報を必要とせ
ずに，地震の発生・発震機構 (MT 解)・大きさ（モーメントマグニチュード）をリアルタイムに決定する新しい地震
解析システム GriD MTを開発して，その解析結果をWebやメールでリアルタイムに情報発信している．また，現
在までに得られた，解析結果についても 　http://wwweic.eri.u-tokyo.ac.jp/GRiD MT/ 　により公開している．世界
で起こった大地震や被害地震の震源を解析し情報発信を行う「EIC地震学ノート」については，部門の方に引き継
がれて継続中である．このほか, 我が国や世界中で準リアルタイムで提供されている地震情報を，国内の研究者に
配信するサービスも継続して実施している．また，気象庁の一元化震源のミラーサイトを運用し，大学等の研究者
に提供している．このほかに，国内外の地震カタログをデータベース化して検索し解析などに利用できる地震活動
解析システム，震源情報から各地の津波高の予測値を算出し提供する津波高予測システムなど，研究者向けに様々
なシステムを開発して提供している．

6. 古い地震記象の利活用

地震研究所には各種地震計記録（煤書き）が推定で約 30 万枚ある．この地震記録を整理し利用しやすい環境を
作るため，所内に「古地震記象委員会」が設置され，(1) マイクロフィルム化 (2) 検索データベースの作成 (3) 原
記録の保存管理などが行われている．本センターは古地震記象委員会に協力して活動を行っている．煤書き記録の
マイクロフィルム化は，平成 10 年度から作業を開始し，平成 14 年度の段階で約 22 万枚のマイクロフィルム化が
完成，同時に，記録のリスト，WEB 検索システムも作成している．URLは，http://retro.eri.u-tokyo.ac.jp/susu/で
ある．津波波形記録については，マイクロフィルム化と，スキャナーでスキャンしたデジタルデータが作成されて
いる．平成 17年度に開発した，津波波形データベースシステムは，平成 18年度にサービスを開始した．URLは，
http://wwweic.eri.u-tokyo.ac.jp/tsunamidb/である．

7. 首都圏強震動総合ネットワーク SK-netの構築と運用

平成 11 年度の補正予算で全国 6 大都市圏の拠点大学に強震動総合観測ネットワークシステムが整備され, これに
より自治体等の強震計・震度計観測網の波形データを大学に収集するシステムが構築された．本センターは，首都
圏強震動総合ネットワーク（SK-net）を担当し，当初は，東京都，東京消防庁，神奈川県，横浜市，埼玉県，千葉県
のデータ収集を行っていた．その後大大特の支援も受けて，山梨県，群馬県，栃木県，茨城県，長野県の各県ネット
ワーク向けの波形データ収集装置を順次開発しデータ収集を開始している．平成 18年度からは，静岡県より定期
的に波形データを提供して頂くことになり，最終的に，首都圏の 10都県の 14観測網から，合計 932観測点の強震
波形データを収集している．これらの観測網のデータ収集方式やフォーマットはそれぞれ異なるので，SK-netシス
テム内部では，一旦共通フォーマットに変換してデータベース化し，それから，加速度，速度，変位を求めて，最
大値，SI値，速度応答スペクトルなどとともに公開している．URLは，http://www.sknet.eri.u-tokyo.ac.jpである．
さらに，オリジナルの波形データは，地震研究所特定共同研究「首都圏強震動ネットワークシステムを利用した震
源・地下構造・地震動生成メカニズムに関する研究」を通じて，全国の大学等の研究者に利用可能である．

8. 一般向け地球クイズ

地球科学の知識を楽しく学べるように一般向けの地球クイズシステムの開発を行い地震研究所のホームページか
ら利用可能にしている．写真や図表を含む問題を作成しわかりやすくしたのが特徴である．問題はＱ＆Ａの４択方
式で，地震・火山に関する 100 問以上から構成され，基礎編・マニア編に加えて，昨年から，小中学生向けに入門
編を追加されている．このシステムはWWW上で動作するので，インターネットに接続されたマシンから自由に挑
戦することができる．URL は 　http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/quiz/である．
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火山噴火予知研究推進センター

教授 藤井敏嗣，中田節也（センター長），武尾 実，渡辺秀文
助教授 森田裕一，大湊隆雄，卜部 卓
助手 青木陽介, 金子隆之, 小山崇夫，前野 深 (平成 18年 7月着任)，及川 純
機関研究員 野口 聡，新堀賢志，ショイベッティーナ, 高崎健二
学術研究支援員 新堀賢志
研究支援推進員・技術補佐員

玄蕃教代，井上朗子，小森和子 (平成 18年 10月退職)
客員教授 宮町宏樹，鵜川元雄
客員助教授 野上健治，筒井智樹
大学院生 飯田晃子（D3），浜田盛久（D3），マニャーニ マルコ（D3），中村 　祥（D2），川

村 　希（M2），前田裕太（M2），小山田浩子（M2），岡島利幸（M2）

1. 火山センターの活動の概要

火山噴火予知研究推進センター（火山センター）では，火山やその深部で進行する現象の素過程や基本原理を解
き明かし，火山噴火予知の基礎を築くことを目標としている．このため，各種の観測や調査，理論的研究や数値シ
ミュレーション，実験や分析など多様な方法を用いて，火山の形成過程，噴火の発生機構，マグマの動態，マグマ
の移動や蓄積と関連した物理・化学現象などの諸研究を幅広く推進している．
本年度の火山センターの活動のうち特に主だったものは，全国プロジェクトとして 10月に浅間山で実施した地震

波構造探査であった（後述）．また，平成 18年３月には霧島山においてセンター構成員の研修会を実施した．
本センターでは平成 16年度に作成した「火山観測の将来構想」に基づき観測体制の整備を実施しそれによる観測

研究を続けた．すなわち，a) 観測網を強化し研究成果を上げるべき火山として，浅間山，伊豆大島，b) 研究成果が
短期的には大きく望めないが，将来のために観測を継続・改良すべき火山として，三宅島，富士山，霧島山．c) 他
機関が既に観測網を整備している等の理由で基本的には撤退する火山として草津白根火山を上げ，この方針につい
て全国の火山噴火予知研究コミュニティーで了解を得た．昨年度までに草津白根火山を東工大との共同研究に切り
替え，現在は，霧島山観測網の再整備を進めている．本年度に入り，過去に設置した観測点の管理維持・廃止に関
する問題が何カ所か発生した．このため，火山観測網に関する基本的なルールとして，常にその有効利用に努力す
ると同時に，その価値を常に評価し，維持・投資・廃止などを的確に行うことにした．
一方，社会的な活動として，火山噴火予知連絡会委員として火山センターから４名が参加し，日本の活動的火山

についての活動評価を行った．また，火山噴火予知計画に関する科学技術・学術審議会の建議（第７次火山噴火予
知計画の推進について）レビューに関連し，現在の噴火予知研究の自己評価を行った．

2. 全国共同研究

(1) 地震・火山噴火予知研究協議会（旧火山噴火予知研究協議会）の活動
平成 18年５月から火山噴火予知研究協議会と地震予知研究協議会が統合し，地震・火山噴火予知研究協議会が発

足し，これまでの火山噴火予知研究協議会は火山分科会となった．火山センターは全国大学の火山噴火予知研究の
取りまとめ機関として統合前・後の予知協議会の運営に携わった．また，統合に伴い企画部に火山センターから３
名（内１名は客員教員）が参加し，予知協議会の執行や予知協議会の外部評価の対応に当たった．火山分科会の活
動としては，浅間山の火山体構造探査の主催と有珠山で実施された集中総合観測への協力を行った．特に，浅間山
の構造探査からは，電磁気探査と地震探査とが初めて２年度連続して試行され，より総合的にマグマ供給系を理解
しようとする試みをした（後述）．さらに，浅間山では自然地震探査が集中総合観測として昨年度から来年度まで
の予定で実施している．これにより，地震と電磁気による浅間山の深部から浅部までの詳細な構造が明らかになる
と期待される．
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(2) 特定共同研究 B

本所の特定共同研究 B「カルデラの構造と活動そして現在-Out of rangeへの挑戦」（２年目）を担当し，東京大学
地震研究所で研究発表・意見交換会を実施した．また，その成果の中間報告を月刊地球の特集（28巻２号）として
出版した．特定共同研究 B「新世代無線通信データ伝送システムの開発」（１年目）を開始し，東京大学地震研究所
に全国の火山観測を担っている研究者が集まり，火山観測共通の問題を明確にし，火山において各種地球物理観測
を効率的に行える新たな観測方式について議論した．次世代の火山観測に必要なフィールドバスシステムについて，
実験装置の試作を行って行くことにした．さらに，特定共同研究 B「火山活動における噴火様式の時代的変遷と長
期噴火予知の基礎研究」が平成 17年度で終了し，その成果報告書を月刊地球の特集（28巻５,６号）として出版し
た．また，特定共同研究 B「長期的火山活動評価の定量化」（１年目）を全国の火山地質研究者を中心に開始した．

3. 火山観測研究

(1) 伊豆大島の火山観測

伊豆大島では前回の噴火から約 20年が経過し，次の噴火活動の準備過程に入っていると考えられる．本センター
では，平成 15～17年に伊豆大島の地震・地殻変動・電磁気観測網の高度化・ 高精度化を進めた．これによって，地
震観測点は平均約 2 km間隔，GPS観測網は約 3 km間隔となり，世界的に見ても極めて優れた火山観測網になっ
た．この観測網の整備によって，平成 16年 4～7月の期間に伊豆大島全体の膨張が加速し，それに同期してカルデ
ラ内の地震活動が高まる現象を見出した．地殻変動観測データを解析するとマグマの貫入場所はカルデラ北縁地下
約 4 kmの深さであると推定される．この深さに密度不連続が存在することは火山体構造探査の解析から判ってお
り，マグマが蓄積しやすい場所である．これと同期して活動度の高まったカルデラ内の地震の震源を精度良く再決
定すると，震源はほぼ垂直な北西－南東方向に並ぶ面上と，そのすぐ南側につづく北東－南西の面上の２つの領域
に分布していることが明らかになった．また，発震機構解はこの２つの領域で明瞭に異なることが明らかになった．
この震源過程は２つの面の折れ曲がり付近にマグマ貫入があったとすると矛盾なく説明できる．地殻変動で見られ
た伊豆大島全体の膨張加速はこの 4ケ月間で終わり，その後 2006年 8月まで緩やかな膨張が継続している．この観
測事実に基づいて過去の観測記録を見直すと，1990年以降 1～2年に１度の割合で，急激なマグマの貫入が間欠的
に起こっていた可能性が高いことがわかった．つまり，マグマは深部から定常的に蓄積されるばかりではなく，間
欠的に上昇が加速して浅部のマグマ溜まりに蓄積してゆく．さらに，このような間欠的なマグマ貫入の現象は，平
成 12年（2000年）の三宅島噴火の前後でその間隔やマグマ供給レートが変化したことが明らかになってきた．今
後は，個々の間欠的なマグマ貫入加速現象の規模，発生間隔を定量的に解析し，噴火準備過程の定量的な解明を目
指す計画である．
また，伊豆大島火山地下に蓄積しつつあるマグマの脱ガス状態をモニターするため，平成 17年 9月末から，三原

山頂剣ケ峰西麓で地中二酸化炭素濃度連続観測を継続し，本年度は三原山周辺で二酸化炭素濃度分布の概査を実施
した．これまでに，大島周辺の地震活動活発化と二酸化炭素濃度増加に相関があること，CO2濃度の高い期間に三
原山浅部で低周波振動が発生することを見いだした．

(2) 浅間山の火山観測

浅間山では平成 16年噴火を契機に定常観測点の強化を行ってきた．昨年度末から本年度にかけては，浅間火山観
測所，小諸火山化学研究施設，および，軽井沢測候所間のデータの光ケーブルを利用した VLANによるデータ流通
システムを平成 18年３月に完成させた．また，これまで落雷等により有線の切断が頻繁に起こっていた，浅間山東
斜面にある前掛山観測点・三の鳥居両観測点の無線 LAN化を９月に完了した．これにより，両観測点に関する維持
管理の効率化が今後は期待される．また，平成 16年の噴火により山頂部で破損を受けた，群馬県所有の光ケーブル
を地震研究所が譲り受け，地震地殻変動観測の常設点を山頂部に設けて行う研究計画を検討し，平成 19年度の整備
計画として予定している．さらに，火口や火道等火山体上部の構造を解析するためのミュオンを用いた臨時観測を
実施した．
一方，浅間山及び烏帽子火山群の深部構造を明らかにするため，全国の大学と共同で浅間山周辺部に 17点の臨時

観測点を展開し，平成 17年 7月から平成 19年度にかけて自然地震の観測を実施している．これは火山噴火予知研
究の集中総合観測として実施したものである．さらには平成 17～18年度には全国の大学および気象庁と共同で火山
体構造探査を実施した．これは，噴火予知研究の一環として行っている火山体構造探査であり，浅間山の将来的な
噴火に備え，火山下の静穏時標準構造の解明および潜在的なマグマ供給源の検出を目的としたものである．
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これまでに，浅間山の平成 16年噴火に至るマグマプロセスを解明するため，気象庁の浅間山地震観測網とのデー
タ交換を進め，平成 16年 1月以降の高精度な震源分布を得ることに成功し，浅間山周辺に展開した GPS観測網に
よる地殻変動データを統合することにより，海抜下 2 km以浅の浅間山直下のマグマ供給経路を明らかにしてきた．
また，平成 16年噴火に伴った爆発地震の解析からブルカノ式噴火のメカニズムを明らかにした．これらの成果を
Earth Planets Spaceや Geophysical Research Letterで公表した．また，浅間山の最近 50年間のマグマ供給システム
を物質科学的に理解するため，主に浅間山火山観測所に保管されている 1958年以降の噴火による噴出物試料を用
いて岩石鉱物学的な検討を行った．

(3) 浅間山の構造探査

地震構造探査
平成 18年 10月に実施された．浅間山の東西南北の４カ所，および，平成 16年噴火においてマグマがダイク貫入

したと考えられる領域の直上を加えた計５点において，250～300 kgのダイナマイト爆破を行い，爆破による地震
波動を計 650点（観測点間隔 50～150 m）の定常地震観測網と臨時に設置した地震計で観測した．その結果，ほと
んどの観測点において良質の実験データを得ることができ解析を進めた．

電磁気構造探査
平成 17年度に実施され浅間火山電磁気構造探査の解析結果（電磁気的構造）が明らかになった．へリコプターを

用いて実施した高密度空中磁気測量で得られた浅部磁化構造からは，溶岩流域に沿って再帯磁による顕著な高磁化
が認められ，浅間山山頂部が弱磁化していることが明らかになった．後者は火山活動に伴う熱消磁がその原因と考
えられる．
多点MT・AMT法比抵抗構造探査では，2次元構造解析により，山頂直下のマグマ上昇域に相当する領域が低比

抵抗であることが分かったのに加え，地殻変動から推定される貫入ダイクの下約 10 kmに顕著な低比抵抗体が存在
することを明らかにした．これは，ダイク貫入をもたらしたマグマ供給源であると考えられる．これらの成果につ
いては，地球惑星科学関連合同大会，火山学会秋季大会で発表した．また，MT観測研究の結果については，電磁
気グループとして投稿準備中である．

(4) 富士山の火山観測
現在 10点の常設地震観測点を用いて地震活動の観測を行っている．そのうち８点では広帯域地震観測を行ってお

り，５点が地表設置型広帯域地震計，３点がボアホール型広帯域地震計である．ボアホール観測点には，１ヶ所にボ
アホール型 3成分歪計および高感度温度計，１ヶ所に傾斜計が設置されており観測を継続している．平成 18年４月
には比較的継続時間の長い低周波地震を観測した．平成 17年度までに行った自然地震を用いた富士山浅部の３次元
速度構造解析では，深さ 9～15 kmの低周波地震震源域付近に低 Vp/Vs領域が見つかった．ただし，深さ 20 kmよ
り深部の解像度は不十分であった．平成 18年度には，これらの解析データに遠地地震を加味した，やや深部の３次
元速度構造解析を進めた．また，平成 15年に実施した人工地震構造探査の屈折法解析も進めており，これまでに，
富士山体下の高速度層の盛り上がりと，西に向かって傾き下がる基盤構造が見出されている．

(5) 富士山の噴火履歴
観測井掘削時に採取した試料などを活用し，富士山の約 10万年間の噴出物の解析を行っている．その結果，富士

火山のマグマは，深さの異なるマグマ溜りで分化したマグマの混合プロセスで形成されうることを示した．すなわ
ち，地下 20 km以深にあるマグマ溜りで結晶分化によってできた鉄に富む玄武岩マグマと，そこから浅部に上昇し
更に分化して生じた安山岩ないしデイサイト質となったマグマとの混合である．このマグマ過程の時間スケールを
明らかにするために，富士山東麓で約 10万年間の活動中に堆積し続けた降下火山灰層の掘削とトレンチ調査を，平
成 18年度所長裁量経費を用いて実施し，採取した降下火山灰層の解析を進めている．また，先富士火山のマグマ発
達史を明らかにするために，北東斜面の掘削によって採取した，泥流・土石流堆積物中に含まれる溶岩片・スコリ
アの岩石学的解析研究を進めた．

(6) 三宅島の火山観測
平成 12年雄山噴火以降，火山センターは雄山南西側山腹を中心に６点にプロトン磁力計を設置し，昨年度後半か

ら，京都大学と共同で全磁力連続観測を実施している．ここ数年は全磁力変化がほぼ同一傾向で推移してきている
ため，火口下の温度低下による再帯磁化がほぼ同じ速度で進行していると考えられる．なお，基準場として使用し
ていた三宅島北部の神着観測点を，より低ノイズの場所へ移設した．
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(7) 霧島山の火山観測
霧島山では，御鉢火口で平成 15年 12月より活動がやや活発化している．本センターでは活動的な新燃岳と高千

穂峰（御鉢火口）に特化した地震観測網を昨年度から整備しつつある．平成 17年度末までに，御鉢火口西にあたる
高千穂西，霧島南観測点の整備，および御鉢火口の南にあたる高千穂南観測点を新設した．平成 18年には，御鉢
火口の東北東にあたる高千穂北観測点の新設，新燃岳火口の西にある新燃西観測点の無線 LAN化の準備を行った．
平成 19年以降には主に新燃岳地震観測網の整備を行う予定である．また，新燃岳を中心とした全磁力連続観測点
（全７点）を設けて京都大学と共同研究を行っているが，現在の所，火山活動に伴うと考えられる顕著な磁場変化は
みられていない．

4. その他の研究活動

平成 14年から，火山センターおよび地球ダイナミクス部門は本学考古学チームと共同で，イタリア・ベスビオ火
山北麓にあるアウグストス皇帝の別荘とされる遺跡の埋没過程の解明研究を行っている．平成 16年度から特定領域
研究「火山噴火罹災地の文化・自然環境復元」（平成 16∼21年度）が開始し，この中で火山学的立場からより詳細
な埋没過程の分析を担当している．これまで，本遺跡を最初に埋没させた噴火は当初予想された西暦 79年噴火で
はなく西暦 472年噴火であったことを明らかしている（Geochemical Journalに発表）．平成 18年は，472年噴火の
推移と遺跡埋没との関係を明らかにするために，ベスビオ火山北側斜面の地質調査を行うと共に，得られた試料の
化学分析，岩石磁気測定などを行なった．また，遺跡掘削中の地質記載を行った．
生産技術研究所・ロンドン大学，および地球ダイナミクス部門と協力し，東アジア活火山の熱異常に関する衛星

データを用いた準リアルタイムモニタリングシステムの開発を進めている．平成 18年度は，Terra/Aqua MODIS夜
間赤外データによる観測ルーチンを完成しWebによる観測結果の発信を開始した．また，前年度所長裁量経費で導
入した「MTSATの直接受信システム」の内，受信・前処理部分の立ち上げを完了した．
無人ヘリコプターの噴火観測への適用に関する研究を，千葉大学環境リモートセンシング研究センターおよび地

球ダイナミクス部門と共同で進めており，平成 18年度は空中磁気測定装置の改良を行い，伊豆大島において計測試
験を約２週間にわたり実施した．
東海地方で発生する深部低周波微動を解明するため，名古屋大学と共同で 6∼11月にかけてアレイ観測などを実

施し，それらのデータ解明中である．さらに，四国西部・東部に発生する同微動の発生機構解明も継続している．
雲仙火道掘削で採取した試料の岩石学的解析研究を続けた．火道試料と地上試料の溶岩組織や鉱物の化学組成に

関する検討も行った．また，産業技術総合研究所と火道域の変質作用に伴う鉱物学的検討，富山大学と採取試料の
高圧下における流体移動度の検討を行った．

海半球観測研究センター

教授 川勝 均 (センター長), 歌田久司, 金澤敏彦 (併任)
助教授 塩原 肇, 山野 誠
助手 馬場聖至, 市原美恵, 清水久芳, 竹内 希, 綿田辰吾
COE特任助手 志藤あずさ
外国人客員教員 CHEN Qi-fu (中国地震局地球科学研究所), ISMAIL-ZADEH Alik T. (ロシア科学ア

カデミー), TARITS Pascal (UBO)
学術振興会外国人特別研究員

HARCOUET Virginie
技術支援員 横山景一
研究員 浅利晴紀, 濱元栄起
外来研究員 大木聖子, HAUTOT Sophie, 長尾大道,
大学院生 馬場祐太 (M2), 米田朝美 (M1)
研究生 溝口智信
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1. 地球の内部構造と内部過程の解明: 全国共同研究による海半球ネットワーク計画 (OHP) および科研費特定領域
研究「スタグナントスラブ」の推進

1-1 深海底を含む西太平洋地域への地震・電磁気・測地観測網（海半球観測ネットワーク）の展開

(a)海底孔内広帯域地震観測
国際深海掘削計画 (ODP)により，1999年に三陸沖 (JT-1,JT-2)，2000年に北西太平洋海盆 (WP-2)，2001年に西

フィリピン海盆 (WP-1)と海底孔内地球物理観測点を設置し，西太平洋域における約 1000kmスパンでの定点広帯域
地震観測網の展開が完了した．

JT-1観測点及び JT-2観測点は，1999年から 2001年にかけての無人探査機によるシステム保守を経て，2001年後
半から長期観測を開始し，連続記録ではないものの，現在までに JT-1及び JT-2観測点から合計してそれぞれ 15ヶ
月間以上と 19ヶ月間以上の地震記録と傾斜計記録が得られている．現在，傾斜観測を継続している．

WP-1観測点では 2002年 3月に無人探査機によりシステムが起動された．その後，2002年 10月および 2003年 5
月にデータの回収及び観測点保守作業を行った．その後，2006年 6月の新しい無人探査機による観測点保守作業で
はデータ回収は行うことができたが，無人探査機の制限から観測継続作業が実施されず，2006年 6月 16日をもっ
て，観測休止となった．WP-1観測点からはほぼ連続する 691日間の広帯域地震記録が得られている．
一方，WP-2観測点では，2001年 8月から長期連続観測を開始し，2002年 6月に無人探査機によるデータ回収を

行い，330日間にわたる海底孔内連続記録を得ることができた．2003年 5月の無人探査機「かいこう」の喪失によ
り，延期されていたデータ回収は，2005年 7月に新しい無人探査機により実施された．このデータ回収を最後に，
2005年 7月 15日以降，観測休止の状態となっている．WP-2観測点からは，合計して 436日間の広帯域地震記録が
得られている．

(b)次世代の観測システムの開発
機動的長期海底広帯域地震観測のために開発・運用している自己浮上型広帯域海底地震計のノイズモデルを評価

してみると，水平動の長周期側でノイズレベルが所謂NHNMよりも高くなってしまう．その時間変動を調べるとほ
ぼ潮汐に対応するレベル変動が見られ，潮汐に関連した底層流の揺らぎによる海底地震計本体の僅かな傾き変化が
この大きなノイズの主要因として考えられる．この対策として，高さの低いセンサー部をデータ記録部から独立さ
せて半ば海底面に埋没させてしまう構造の海底地震計を開発中で，3成分のセンサーを分離させたものを今年度に
なって入手した．この開発研究は所長裁量経費のサポート受け，陸上試験を進行中である．
また，長期観測用の自己浮上型海底地震計に用いているチタン板リリーサーに見られた不具合対策を，2005年に

開始した特定領域研究の観測で実施し，今年の回収時にその効果が確認された．

(c)海洋島地震観測網
ジャヤプラ（インドネシア）, パラパト（インドネシア）, デジャン（韓国）, ポナペ（マイクロネ シア）, 犬山

（日本）, 石垣（日本）, パラオ（パラオ）, バギオ（フィリッピン）, 父島（日本）, カメンスコエ（ロシア）の８ヶ
国１０定常観測点における観測を, 海洋研究開発機構と共同で継続した.

(d)海洋島電磁気観測網
ポナペ（ミクロネシア連邦ポンペイ）およびカンチャナブリ（タイ）観測点の全磁力計をオーバーハウザー磁力
計に更新した．これに伴い，これらの観測点では全磁力測定間隔を 5 秒とした．ポナペ観測点についてはテレメー
タによるデータ転送を再開した．これらに加えて，ワンカイヨ（ペルー），トンガ（トンガ王国），モンテンルパ
（フィリピン），南鳥島，マジュロ（マーシャル諸島共和国）における観測を継続した．一時中断されている長春（中
国）における観測は現地協力機関（中国国家地震局）と観測復帰に向けて調整中である．また，キリチマチ（キリ
バス共和国）観測点の観測復帰についてキリバス共和国との調整を試みたが，復帰は困難であるとの結論に至った．

(e)海底ケーブルネットワークによる電位差観測
1994年 4月より二宮-沖縄間の電位差観測を行ってきたが，3月に観測を終了した．その他のグアム-フィリピン，

グアム-二宮，沖縄-グアム，上海（海底）-苓北間については引き続き電位差観測を継続した．これらの電位差に含
まれる長期成分の解析を継続して行った．また，地球内部起源の長期電場変動の検出のためは海流による電磁誘導
効果の評価が不可欠であり，海陸分布と地下電気伝導度構造の両者を考慮した海流ダイナモモデリングも引き続き
行った．

38



1-2 海半球観測網を補完する長期アレー観測
海半球プロジェクトにより地震，電磁気，GPS，超伝導重力計等の定常観測網は整備され，そのデータが蓄積さ

れてきている．これらの観測網のデータを利用する一方で，より詳細な地球内部構造を推定するために，海陸の稠
密なアレー観測を行っている．

(a)海底地震観測
海洋研究開発機構の地球内部変動研究センター (IFREE)との共同研究として，仏領ポリネシアでの日仏合同の海

陸広帯域地震観測を 2003-2005年に実施した．この観測データをレシーバー関数解析したところでは，これまで陸
上観測データのみの解析で見出されていた大規模プルームは無さそうで，一部のホットスポットでのみマントル遷
移層での温度異常が見られた．

(b)海底電磁気観測

北西太平洋で発見された新種の火山プチスポットの成因解明のための地球物理・地球化学的総合観測計画の一環
として，海底電位磁力計を用いたマントル電気伝導度構造探査を行っている．2005年 5月に 6観測点を展開し，同
年 8月に 5観測点から測器および良好なデータを回収した．データ解析は現在進行中であるが，予備的な結果では
MTレスポンスは観測点間に大きな差がなく，プチスポット火山下に限定された異常な領域は認められず，どの観
測点下でも約 200kmより深部に高電気伝導度領域が存在する．新たに加わった岩石サンプルの年代分布は溶融場が
電磁気観測アレイを越える領域に広がっていることを示唆しており，得られた電気伝導度構造はこれと矛盾しない．
未回収の 1点については 2007年 1月の航海で回収予定である．
マリアナ海域において，太平洋プレートの沈みこみと島弧火山活動，背弧拡大のダイナミクス解明を目的とした

電気伝導度構造探査研究を 2001年より継続している．2005年 12月に，神戸大学，JAMSTEC，米国ウッズホール
海洋研究所，オーストラリア・フリンダース大学の各研究機関と共同して高密度アレイ観測を開始し，47台の海底
電位磁力計，海底電位差計，海底磁力計をマリアナトラフ・マリアナ海溝を横切る全長約 700kmの測線上の 40観測
点に展開した.2006年 9月の航海において，そのうちの 38観測点より，43台の機器を無事回収した．得られたデー
タは各研究機関がそれぞれ分担して解析中である．

(c)陸上地震観測

　ベトナムで，同国科学アカデミー地球物理研究所と６地点で広帯域地震観測を 2002年より実施してきた．大
きな地震を地球の反対側（対蹠点）で観測すると，内核を多重反射してくる通常は微弱で観測できない地震波が
focusing効果により観測でき，内核の構造に新たな知見を与える可能性がある．このように対蹠点で地震波を観測
することにより極めて貴重な観測データが得られるが，地震の発生する場所と陸地の分布から，対蹠点でＳＮ比の
良い地震波形を観測できる場所は極めて限られている．ベトナムは南米の深発地震帯の対蹠点に位置し，このよう
な観測を行うには最適なフィールドの一つである．２００６年９月の第一期の共同観測研究期間の終了にあわせ，
観測網を３点に縮小し，JAMSTEC/IFREEと共同で維持する体制に移行することとした．将来的には定常的な海
半球ネットワークの一部として，世界の地震研究コミュニティにデータを公開していく予定である．
中国東北部における日中米の国際共同観測計画（NECESSArray計画）を立案し，中国からの共同研究者の招聘，

国際会議（WPGM, AGU）に於ける研究推進者会議の開催を行った．本計画では，中国が設置する広帯域定点地震
観測約 140点と日米機動観測チームが 2-3年間展開する 120-140点をあわせて，260-280点のいまだかつてない稠密・
巨大な広帯域地震観測網を中国東北部に構築することを計画している．日本列島下に滞留しているスタグナント・
スラブの行方，マントル最深部，内核などの構造等に多大な新たな知見を与えることが期待される．

(d)陸上電磁気観測
1998年以来，中国地震局地質研究所の協力を得て中国東北部吉林省中部および遼寧省西部・中部においてネット

ワークMT観測を行ってきた．この領域では，マントル遷移層下部の深さで電気伝導度が他地域に比べて有意に高
くなる傾向が見られている．本年は，この異常の空間的な広がりを調べるために，遼寧省東部・丹東において地電
位差観測を実施し，解析を始めた．今後，異常域の空間的広がりを検証するとともに，地震波トモグラフィの結果
とあわせて，物質モデルを構築する予定である．

1-3 特定領域研究「スタグナントスラブ」の推進

(a)海底地震観測
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特定領域研究の中でも鍵となる長期海底地震観測を 2005年から開始したが，今年 11月に第 1期のデータ回収お
よび第 2期観測の機器を設置した．今後 3年間連続のデータ収集を行う．観測航海は海底電磁気観測と共同で，海
洋研究開発機構の深海調査研究公募により「かいれい」KR06-14航海で実施した．機器の回収は全点で問題なく行
われたが，データ回収率は過去の事例から比較し低調であった．データの質は，ほぼ予想通りであった．来年度は
第 2期観測の回収と最終回の観測を開始するため，民間傭船での観測航海を行う．

(b) 海底電磁気機動観測

スタグナントスラブに焦点を当てた電磁気トモグラフィー解析を行うため，3年間にわたる海底電位磁力計を用
いた機動観測を継続している．第 1次観測として，2005年 10月に 11台の海底電位磁力計をフィリピン海に設置し
たが，2006年 11 月にその全てを無事回収し，代替の 12台を展開して第 2次観測を開始した．回収されたデータは
いずれも良好で，今後の解析に期待がかかる．第 2次観測では，小笠原諸島沖の太平洋プレート上にも 2観測点を
展開した．また，西フィリピン海盆には，3観測点で構成する約 80km間隔の小アレイを展開し，上部マントルの電
気伝導度異方性を調査する．これは本特定領域の公募研究課題として認められた研究である．

(c) 滞留スラブの高分解能イメージング

昨年度に続き，日本列島下の不連続面の形状を詳細にマッピングした．データを増やした結果イメージがより鮮
明になった．特に，日本列島下に沈み込んだスラブがマントル遷移層に入り込むあたりで，410km不連続面は上方
に約 20km，660km不連続面は下方に約 40km程度変形していることがわかった．しかしながら 660km不連続面の
変形の幅は 500kmほどであり，平坦なスラブが遷移層をつき抜けていくとした場合の理論予測より広い幅となって
いるが，平坦に横たわったスラブがあるとするには狭い幅である．日本列島下でスラブが滞留（stagnate）している
ことの傍証であり，かつスタグナント・スラブがマントル遷移層内で何らかの変形を起こしていることの証拠でも
あると考えられる．
同様の解析を浅部の構造についても行った．結果として，東北日本で沈み込む太平洋プレートの上側のマントル

に低速度層を発見した．海洋地殻の含水鉱物から脱水した水がマントルウェッジを蛇紋岩化しプレートの沈み込み
に沿って低速度層を形成していると解釈される．マントル深部への水の供給を世界で始めて地震学的に実証した．
一方西南日本では，沈み込んだフィリピン海プレートの上面が，日本海側まで追跡出来た．今後地震トモグラフィ
の結果とつきあわせて解釈していく必要がある．

F-net波形データを用いた解析から, 沈み込む太平洋スラブの海側下に高減衰領域の存在が示唆された. その空間
分布は, 東北沖で沈み込むスラブの海側深さ 200-600 km, またその Qs値は 50-70程度と推定される. 第四の火山と
言われるぷちスポットに関係する可能性も考えられる.

(d) 総括班

特定領域「地球深部スラブ」の総括班事務局を担当した．総括班は，特定領域代表者と 8つの計画研究代表者，3
名の評価担当者，および事務局の総務・研究集会・広報の担当者で構成され，計画研究間の連携を進めつつ領域全
体の研究目標の達成をはかる役割をもつ．そのために，年 2回総括班会議と年 1回の全体研究集会を開催する他，
年 1回ニュースレターを発行している．
今年度は平成 18年 5月 15・16日に，地球惑星科学連合大会において国際セッションを主催した．海外からの招

待講演 8件を含め，合計 60件の口頭およびポスター発表があり，活発な議論が交わされた．また，計画の 3年目に
あたり，領域の中間評価が行なわれたが，研究項目間の連携の成果などが高い評価を得た．

1-4 海半球ネットワークデータの編集・公開

Boulder Real Time Technologies 社の Antelope というソフトウェアを用い, パラパト・ジャヤプラ（インドネシ
ア）,ポナペ（マイクロネシア）, テジャン（韓国）, 犬山・石垣（日本）, パラオ（パラオ）の 7 観測点より地震波
形データを収集している. 超伝導重力計データの公開を継続した. 海洋研究開発機構と共同で, 広帯域地震データ,
GPSデータ, 電磁気データの公開を継続した.

1-5データ解析に基づく地球の内部構造と内部過程の解明

これまでに得られた北太平洋域マントル３次元不均質電気伝導度構造の改訂を目的として,より長期の地磁気デー
タ（海半球地磁気観測点および地磁気観測所データ）を用いた地磁気変換関数の解析を実施した. 地磁気変換関数
は地球内部の電磁感応の情報を持つ量であり, これまでの電気伝導度構造推定に用いられている GDSレスポンス
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（鉛直水平成分比）の他に, 低緯度域においても感度が高いと期待される観測点間水平成分比も求めた. 長期データ
を用いたことにより, 周期 50日までの変換関数が安定して求められた. 我々の３次元電気伝導度モデルから推定さ
れる地磁気変換関数と観測値を比較したところ, 鉛直水平成分比は両者が調和的であったのに対し , 観測点間水平成
分比はそれらが大きく異なる観測点があることがわかった. 今後は，GDSレスポンスの電磁感応理論の構築と, イ
ンバージョンによる３次元電気伝導度構造の再決定を行う.
後続波情報の活用と高精度理論波形計算に特色のある波形インバージョン法を用い, 全マントルのＳＨ地震波速

度構造推定を実施した. 観測データ中の位相情報・振幅情報に対する重みづけ手法に工夫を加え, インバージョンの
安定化に成功した. アフリカ及び太平洋の下の二大マントル上昇流域の低速度異常構造間に明確な相違を検出した.
日本付近のスタグナントスラブの微細構造の地域性を検出した. これらの地域性はマントルダイナミクスの制約に
有効であると考えられる.
日本列島に展開された高密度観測網（Hi-net）のデータを解析し，内核・外核境界（ ICB）がシャープ（2km以内）

であること，内核内に固体鉄の相変化などに起因する速度の急激な変化があるとすれば ICBから 470kmの深さの
可能性があることなどを明らかにし公表した．

2004年スマトラ地震により励起された球対称地球自由振動モード（0S0）の振幅を, 世界各地に設置された高精度
に校正されている超伝導重力計記録から測定すると２％程度の地域性があった. 球対称性からのずれの原因は回転
楕円体形状や地球回転と共に地球深部の奇数次（ｌ＝５）の構造からの寄与であることが判明し , 既存の全地球内
部構造モデルから予測した振幅と比較すると南半球でずれが大きく. 南半球の地球深部に未知構造があると推定さ
れた.

2. 固体・液体複合系としての地殻の物理の解明

2-1 活火山体下の固体・流体複合過程の観測的研究

火山を固液複合現象の実験場としてとらえ，観測的・実験的研究をおこなっている：
(1) 今までのわれわれの研究から火口直下の構造および固液複合系振動システムが解明されつつある阿蘇火山で，

将来の噴火に伴う火山性流体の移動をとらえるべく京大・九大・東北大と共同で組織的観測研究を行っている. 今年
度は，(a) 阿蘇山での広帯域地震ネットワークを整備・維持し，基本周期 15秒の長周期微動源（火口直下の亀裂構
造内での熱水活動による）のモニタリングを行った．特に，観測・解析リアルタイム化のためのネットワーク・ソ
フトウェア整備を行った．(b) 来るべき噴火に備えて GPS観測を継続した．(c) 絶対重力を含む，重力観測をおこ
なった．(d) 噴気に伴う流体の移動を観測するため，火口周辺での短周期アレイ観測をおこなった．(e) 火山地震学
（“Volcano Seismology”）に関するレビュー論文を著した．

(2) 火山噴火の定量的モデル化のため，以下の研究を遂行した．
(a) 実験：昨年度に引き続き，マグマ模擬物質，及び，合成メルトを用いた破壊実験を行った．イスラエル工科大

学テクニオンの協力を受けて，合成メルトの高温での一軸圧縮試験，及び，３点支持破壊試験を行い，歪み速度の
小さい場合には粘性流動を，大きい場合には，ほとんどエネルギーの損失なく破壊することを確認した．また，所
内にマグマ破壊試験装置が完成し，減圧破壊試験を開始した．

(b) 理論： マグマ中の気泡の膨張について，マグマ溜まりの増圧過程と，マグマ破砕過程の２つの観点から，理
論的解析を行った．

(c) 観測： 火山からの大気の音波の放出を，固体・大気音響結合系として理解するため，京都防災研と共同で桜
島火山の噴火に付随する圧力変動を検出目的としてマイクロフォンを島内設置し，観測を開始した．

2-2 海溝付近に起こる固体・流体複合過程の観測的研究

海溝陸側に発達する付加体において，付加する堆積物から排出される間隙流体の流れによって熱・物質がどのよ
うに運ばれるかについての研究を，南海トラフを主な対象として実施している．2002年以後は，紀伊半島・熊野沖
海域を中心に，地下からの熱放出量（熱流量）の測定を行っている．熊野沖海域の前弧海盆である熊野トラフでは，
ほぼ一様な熱流量が測定される中で，1点のみ有意に高い値が得られている．2006年に行われた潜航調査により，
この点の近傍に活動的な泥火山があり，間隙流体の湧出を示唆する海底生物群集も存在することが判明した．観測
された高熱流量も，泥火山における堆積物・間隙流体の上昇にともなうものであると推定される．この泥火山の活
動についてより詳しく調べるため，泥火山上に長期温度計測装置を設置して堆積物中の温度プロファイルの連続観
測を実施するとともに，周辺地域における熱流量測定を進めている．
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一方，付加体の成長にともなう堆積物の流動，および排出される間隙流体の流れが，温度構造・表面熱流量に与
える影響について，モデル計算を行っている．これらの流動の影響については，従来，付加体のみを対象としたモ
デルにより評価がなされていた．今回，沈み込む海洋プレートも含めたモデルを用いて計算を行ったところ，これ
まで考えられていたよりも影響は小さく，南海トラフ海域の場合には無視できる程度であることが明らかになった．
今後，付加体中の断層やすべり面に沿った局所的な間隙流体の流動に関しても，温度構造への影響の評価を進める
予定である．

2-3 地球常時自由振動帯域での固体地球－海洋－大気の相互作用

震源から伝搬するレイリー波により大気側に発生する圧力変動を，同じ場所に設置した広帯域気圧計と微圧力計
で測定し，周期１０秒から５０秒の帯域で圧力と地動の周波数領域で伝達関数を求めた．密度成層大気下の，周波
数と波数の関数として拡張された理論的伝達関数を求めた．観測された伝達関数が，理論予測どおりの位相と振幅
であることを確かめた．
巨大地震の発生後に，GEONET観測網から衛星ーＧＰＳ受信機間の電波伝搬遅延量を求め，電離層内を伝わる

長周期音波を，全電子密度擾乱として検出した．空間と時間を含む４次元トモグラフィー法を開発し，電離層内を
伝わる全電子密度擾乱の空間分布の時間変動を電波遅延量から求めることに成功した．
微気圧連続観測用にデータ伝送装置を新たに開発し，これまで現地収録をしていた微気圧観測点に設置し始めた．

アウトリーチ推進室

教授 堀 宗朗 (併任), 纐纈一起 (併任), 中田節也 (室長 併任)，山岡耕春（併任）
助教授 新谷昌人（併任), 土井恵治（専任 平成 18年 3月まで), 古村孝志（併任), 辻 宏道（専

任 平成 18年 4月から)
助手 山中佳子（併任）
技術支援推進員 高橋麻依子

1. アウトリーチ推進室の概要

アウトリーチ (Public Outreach)とは「研究開発を行う組織・機関が一般社会に向けて教育・普及・啓発活動等の
働きかけを行うこと」を意味する．地震研究所は，地震・火山現象を主対象とした観測固体地球科学分野において，
世界をリードする先端的研究を推進し，これらの現象の新しい理解への道を切り開くことを目指している．同時に，
そこで得られた研究成果等を広く国民に還元していくことも本研究所の重要な使命と考えている．
地震研究所では，アウトリーチ活動を推進するために，教授会メンバーからなるアウトリーチ推進室を平成 15年

に発足させた．アウトリーチ推進室の基本的な役割は，研究成果の組織的かつ効率的な還元と社会からの地震・火
山研究への要望の的確な把握である．これらを実現するために，(1)ホームページや報道機関を通じての広報活動，
(2)公開講座や自治体との協力による市民講座等を通じた普及・啓発活動，(3)防災担当者や報道関係者等の専門家
教育，(4)防災関係省庁や自治体等との連携・技術移転の促進を実施している．

2. アウトリーチ推進室の活動状況

2-1. 所外対応

(1) 所外からの問合せ・協力依頼への一元的な対応
一般からの問合せや報道からの取材，学校関係者等からの見学依頼など，所外からの協力依頼については，各教

員への個別の自由な取材等の確保に配慮しながら，専任教員が事務部の協力の下にこれを一元的に受け付け，依頼
内容を判断した上で，専任教員自らが即座に対応するか，あるいは適切な教員に対応を依頼している．また，ホーム
ページ上に設けた問合わせ用のページには，平成 18年 1月から 12月までに，約 100件の問合せが寄せられている．
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(2) 報道発表
研究成果や研究計画についての所外への情報発信の手段としては，ホームページや書籍その他の出版物のほかに，

報道発表も重要な手段の一つである．報道発表についてもアウトリーチ推進室専任教員が窓口となり，事務部の支
援を得ながら一元的に対応した．

　　　発表日 　　　　　　　　　　　　発表内容

平成 18年 1月 13日 大都市圏地殻構造調査 北関東測線地下構造調査の実施について

平成 18年 8月 18日 大都市圏地殻構造調査 　「和泉測線」における中央構造線の地下構造調査の実施について

平成 18年 9月 9日 糸魚川―静岡構造線断層帯における重点的な調査観測について

平成 18年 10月 6日 2006年浅間山構造探査の実施について

平成 18年 10月 6日 大都市圏地殻構造調査 　「近江測線」における地殻構造調査の実施について

平成 18年 11月 2日 南海トラフ東南海地震震源域における海陸統合構造調査の実施について

(3) 新聞報道のモニター
商用クリッピングサービスを利用して，全国の主要紙を対象に，地震・火山に関する新聞記事のモニターを行っ

ている．調査した範囲では，平成 18年において地震研究所に関係する新聞記事は約 160件あった．

2-2. 地震火山防災関係者との懇談の場
地震や火山噴火の現象に関する知見を広く国民に解説することは地震や火山の研究に携わる者の重要な使命のひ

とつである．また，地震研究所が取り組んでいる研究活動について国民に知らせることもまた重要である．このよ
うな一般への情報提供については，これまでも地震研究所は，ホームページや書籍その他の出版物を通じて行って
きたが，地震研究所におけるさまざまな取組みを一般に伝えるためには仲介者である報道や行政機関との十分なコ
ミュニケーションが不可欠である．そこで地震研究所では，専門家が多用する用語の解説や地震研究所が取組む課
題などの話題提供を行う機会として「地震火山防災関係者との懇談の場」を用意している．「懇談の場」では話題提
供に併せて参加者間で自由に意見交換する時間を持ち，地震・火山現象についての専門的な内容をわかりやすく国
民に伝えるための具体的なノウハウなどについて，共通の認識を持つことを目指す．平成 18年に提供した話題は以
下のとおりである．

日 　時 話 　題 話題提供者

2月 23日 耐震設計について 壁谷澤寿海教授

3月 24日 新研究棟の特徴・機能について 土井恵治助教授

4月 28日 NPO「安全な社会研究会」の発足について 堀宗朗教授

これからの地震研究所のアウトリーチ活動 辻宏道助教授

5月 26日 浅くならなかった最近の伊豆半島東方沖の地震活動 酒井慎一助手

強震動観測で見た伊豆半島東方沖の地震 古村孝志助教授

火山現象として見た伊豆半島東方沖の群発地震活動 森田裕一助教授

6月 23日 IT強震計について 鷹野澄助教授

地震学”耳”講座第１回 辻宏道助教授

7月 21日 地球科学の進歩と「日本沈没 山岡耕春教授

9月 15日 地震研究所の地震観測データ流通システム 卜部卓助教授

10月 27日 いざというときに役立つWeb上の地震情報 辻宏道助教授

人工地震を用いた浅間山の構造探査 青木陽介助手

12月 22日 スタグナントスラブを「診る」ための海底地震・電磁気長期観測 塩原肇助教授

2-3．訪問・見学の受入れ
地震研究所の訪問・見学の希望については地震研究所の研究活動等に支障をきたさない限り，原則として全て受

け入れている．平成 18年の受入れ状況は以下のとおりである．
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(1)小中高校生の総合的な学習等

来訪者 日程 人員

福岡県立筑紫丘高等学校 3月 22日 47名（1年生） 研修旅行

愛知教育大学附属岡崎中学校 4月 13日 3名（3年生） 修学旅行

宮城県大和町立宮床中学校 5月 11日 7名 (3年生) 修学旅行

岐阜県安八郡安八町立登龍中学校 5月 11日 11名（3年生） 修学旅行

筑波大学附属駒場中学校 5月 29日 2名 修学旅行

早稲田実業中等部 7月 12日 1名（3年生） 卒業制作

岡山県立岡山朝日高校 7月 13日 20名（2年生） 修学旅行

鳥取県立鳥取東高等学校 7月 13日 20名（2年生） 研修旅行（SSH）

自修館中等教育学校 7月 18日 10名（2年生） 校外学習

長崎県立長崎北陽台高校 7月 25日 12名（1年生） 研修旅行

八王子市立恩方中学校 9月 21日 6名 (1年生) 校外学習

韓国・京畿科学高等学校 10月 10日 30名（1年生） 研修旅行

韓国・議政府科学高等学校 11月 8日 36名 研修旅行

湘南学園高等学校 11月 21日 5名（1年生） 校外学習

長崎県立西陵高等学校 11月 29日 5名（2年生） 研究室訪問

(2) 外国の機関，その他一般の訪問・見学

来訪者 日程 人員

パキスタン上院外交委員会関係者 1月 19日 9人 視察

建築研究所研修生 1月 20日 9人 JICA集団研修

中国地震局地震研究所関係者 3月 10日 3人 視察

ギリシア・日本友好議員連盟議員団 5月 16日 6名 視察

防災科学技術研究所職員 5月 29日 3名 アウトリーチに関する意見交換

日・韓 PFI推進交流会議委員 7月 25日 18名 視察

インドネシア報道関係者（外務省招聘) 8月 1日 1名 視察

インドネシア科学院関係者 8月 29日 3名 視察

米国地質調査所関係者 11月 7日 2名 視察

建築研究所研修生 12月 20日 15名 JICA集団研修

2-4．専門家教育 　実施状況

防災担当者等専門家に対する研修（研修生等受入れや講師派遣）への協力はアウトリーチ活動の主要な活動のひ
とつである．平成 18年の実施状況は以下のとおりである．

受講者 日程 講師

東京消防庁平成 18年度区市派遣職員 3月 28日 土井恵治助教授
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2-5．公開講座・一般公開等の企画
(1) 一般公開・公開講義
平成 18年 11月 24日，「知って，備える」をテーマに，一般公開・公開講義を開催した．平日にもかかわらず，新

棟披露を兼ねた 1号館の一般公開には約 400名，安田講堂で開かれた公開講義には約 500名の方々が来場し，最新
の地震学・火山学に関する展示や講義を堪能した．公開講義の前半は，「知って」に対応したもので，山岡耕春教授
が，『映画「日本沈没」に見る地球科学 30年の進歩』について講演した．この夏公開された「日本沈没」の科学監修
を担当した同教授は，日本が沈むという極端なシナリオの下で映画に科学的な正確さを与えるための苦労話を紹介
しつつ，最新の地球科学の成果をやさしく語った．講義の後半は，「備える」に対応したもので，昨今社会的にも関
心の高い『建築構造物の耐震性能と耐震補強』について，第一人者である壁谷澤寿海教授が，学問的な背景を踏ま
えて解説した．兵庫県三木市にある世界最大の振動台（防災科学技術研究所）を用いた実物大の建物破壊実験の話
は，会場の耳目を集めていた．地震研究所 1号館の一般公開では，建物を支える地下の免震構造の見学，地震研究
所が進めるプロジェクトの紹介の他，院生が中心となって企画した実験展示等を行った．中でも，空気圧で水槽の
底を上下させ，津波の押し・引き波を再現できる津波発生装置，浅間山火山観測所職員が 40年間撮り貯めてきた火
山の写真展が人気を集めていた．地震研究所の公開講義は，研究成果を広く社会・地域に知って頂くため 1992年よ
り毎年開催しており，今年で 15回目となる（一般公開は 14回目）．例年夏に実施しているが，今年は 1号館の竣工
や旧本館の耐震工事の関係もあり，11月の開催となった．夏休みではなかったことから，例年より若い世代の参加
者は少なかったが，それでも授業が終わって駆けつけた生徒さんもおり，会場は老若男女でにぎわった．一般公開・
公開講義の企画は，アウトリーチ推進室及び一般公開WG（委員長：新谷昌人助教授，メンバー：広報委員会）で
行った．

(2) 常設展示の企画
新築された地震研究所１号館のロビー，コミュニケーションラウンジを利用して，来訪者に地震研究所の活動を

説明するための常設展示を企画した．上記の一般公開とも連携させ，現在，津波発生装置，断層はぎ取り資料，鯰
絵，ハイライト研究ポスター等を常時展示している．

2-6．所外の企画への協力
(1) 地震講演会「地震研究は今」
神奈川県温泉地学研究所との共同企画として，一般市民向けの講演会を，平成 18年 8月 20日に横浜市で開催し

た．地震研究所及び温泉地学研究所からそれぞれ講師１名を立て，地震研究所からは古村孝志助教授が大地震とそ
の揺れについて解説した．250名を超える参加があった．温泉地学研究所との共同企画は昨年に引続き 2回目である．

(2) 日本に住む外国人のための地震防災セミナー
東京大学を始め首都圏域に多数いる海外からの留学生は必ずしも母国で地震を経験しているわけではなく，また，

大学・大学院においても地震や地震防災についての知識を得る機会が決して多いとは言えない．そこで，昨年に引続
き，東京大学留学生センターと協力して，「日本に住む外国人のための地震防災セミナー」を地震研究所で実施した．
本セミナーでは留学生の語学力を考慮し，英語コースと日本語コースを設定した．10月 21日には日本語コース

［講師：古村孝志（地震研究所），武村雅之（鹿島建設），木村玲欧（名古屋大学）］，10月 28日には英語コース［講
師：岡田義光（防災科学技術研究所），Mulyo Harris Pradono(京都大学)，山岡耕春（地震研究所］）を開き，地震や
津波のしくみ，地震に強い建物と首都圏の地震，地震に対する備え等について講義を行った．このセミナーには東
京大学だけでなく首都圏の他大学の留学生の参加があり，2日間で延べ 38名（英語コース 24名，日本語コース 14
名）が受講した．

(3) その他
上記のほか，所外からの要請に応じて，セミナー等へ講師を派遣した．

2-7. 映画を利用したアウトリーチ活動
社会へのアウトリーチを効率的に進める上で，間に立つマスコミとの連携は重要である．平成 18年 7月から公開

された映画「日本沈没」においても，その科学監修に地震研の教員が協力している．アウトリーチ推進室では，こ
の映画に触発されて地震や火山活動等について関心を抱いた一般の方々の疑問に答えるため，ホームページ上に，
「日本沈没」と地球科学に関する Q&Aコーナーを設置した．現在までに 300件を超える質問があり，これらの中か
ら約 100の質問を選んで回答している．新聞等で紹介されたのを機に多数のアクセスがあり，今までに約 10万人が
Q&Aコーナーを訪問している．
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名称（主催者） 日程 　 　講師

関東弁護士会連合会シンポジウム 2月 27日 古村孝志助教授

木造住宅教室 in東京（既存建物耐震補強研究会 4月 5日 平田直教授

東日本日商 LPG会研修会 6月 6日 山岡耕春教授

横須賀市教育研究所講演会 7月 26日 島崎邦彦教授

青少年のための科学の祭典（日本科学技術振興財団） 7月30日～8月1日 栗田敬教授，辻宏道助教授

第 1回世界医師会アジア－大洋州地域会議（日本医師会） 9月 11日 都司嘉宣助教授

東京恵比寿ロータリークラブ講演会 9月 12日 平田直教授

読売防災セミナー 9月 30日 纐纈一起教授

東京都大田区池上地区地震防災塾 10月 17日 辻宏道助教授

新潟県燕市吉田商工会講演会 10月 19日 堀宗朗教授

静岡県高等学校理科研究発表会 11月 25日 加藤愛太郎助手

かわさき市民アカデミー講座（川崎市生涯学習財団） 11月 30日 中田節也教授

小学校での”防災のための科学講座”（和歌山県紀美野町） 12月 11～12日 辻宏道助教授

国際地震・火山研究推進室

教授 平田 直，加藤照之 (室長)，栗田 敬，中田節也
助教授 森田裕一，孫 文科
技術職員 渡邊トキエ

1. 経緯と展望

地震研究所では，特別教育研究経費によって平成 17年 4月 1日から「地震・火山に関する国際的調査研究」事業
をスタートした．この事業を推進するために地震研究所内に「国際地震火山研究推進室」（略称：国際室）を同日開
設した．本事業では，先進諸国との連携を一層強化するために世界の一線級の研究者を客員教員・客員研究員とし
て招聘している．さらに今後は，全国共同利用の機能も用いながら，アジア太平洋地域に地震研究所の研究成果を
還元するなどの活動を積極的に推進し，同地域における地震火山研究の中核研究機関となることをめざしたいと考
えている．2004年暮れに発生したスマトラ島沖の巨大地震・津波を契機とした同地域の地震・津波災害からの復興
事業や，アジアに展開される地震・地殻変動観測網に対する教育的側面からの支援，同地域で発生する地震・火山
活動など迅速な対応が求められる国際的活動にも対応できる体制を作っていきたいと考えている．

2. 国際室の運営と業務

前記の事業を円滑に進めるため，国際室に教授 4名，助教授 2名と技術職員１名を置き，毎月 1回定例の国際室会
議を開催してその運営にあたっている．会議には大久保所長，中塚事務長，纐纈教授及び事務職員２名がオブザー
バーとして出席している．国際室では海外からの研究者招聘を主たる事業として実施しているほか，大学間協定や
部局間協定に基づく研究者の派遣も行っている．また，東京大学に国際連携本部が平成 17年 4月に創設されたこと
から，この本部の部局窓口もつとめ，平成 19年度開催予定の国際シンポジウムの準備にもあたっている．

2-1. 招聘事業
平成 18年度に招聘した外国人研究員のリストを表–国際室 1および表–国際室 2に示す．招聘候補者の選考につい

ては，平成 17年 5月末に EOSに公募を掲載するなど広く呼びかけ，応募のあった約 40名の候補者に基づき 8月に
選考会議を開催し，平成 18年度の招聘候補者を選定した．候補者のリストを表–国際室 3に示す．また，平成 18年
度には地震研が共同利用研であることの特性を生かすため，共同利用特別枠での招聘研究員の募集を開始した．
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表–国際室 1: 平成 18年度国際室による招聘研究者一覧（長期）

2007.3.19-7.13HOLTZMAN, 

Benjamin K.

2006.9.19-12.18McGUIRE, 

Jeffrey J.

2006.10.3-2007.3.31D’ALESSIO, 

Matthew A.

2006.04.01-07.31CHRISTOVA, 

Cenka. V.

2007.3.19-7.13HOLTZMAN, 

Benjamin K.

2006.9.19-12.18McGUIRE, 

Jeffrey J.

2006.10.3-2007.3.31D’ALESSIO, 

Matthew A.

2006.04.01-07.31CHRISTOVA, 

Cenka. V.

表–国際室 2: 平成 18年度国際室による招聘研究者一覧（短期）

2007.2.10-2.19

2007.2.10-2.19

2006.8.10-9.29

2006.7.30-31/8.21-10.1

2006.5.12-5.26

2006.5.12-5.17

2006.5.7-6.3/10.2-10.30

2006.4.16-5.20

2006.4.2-4.4

2006.4.1-4.30

2007.2.10-2.19

2007.2.10-2.19

2006.8.10-9.29

2006.7.30-31/8.21-10.1

2006.5.12-5.26

2006.5.12-5.17

2006.5.7-6.3/10.2-10.30

2006.4.16-5.20

2006.4.2-4.4

2006.4.1-4.30
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表–国際室 3: 平成 19年度招聘予定研究者一覧（長期）

2007.9.11-2008.3.11

2007.4.1-9.28Chien-Ping Lee

2007.4.1-9.28N. Purnachandra Rao

2007.4.1-7.30Jean-Piere Vilotte

2007.2.1-6.30Xuzhang Shen

2007.9.11-2008.3.11

2007.4.1-9.28Chien-Ping Lee

2007.4.1-9.28N. Purnachandra Rao

2007.4.1-7.30Jean-Piere Vilotte

2007.2.1-6.30Xuzhang Shen

2-2. 派遣事業
平成 17年 3月に締結した中国科学院研究生院との交流協定に基づき，研究交流を行っているが，昨年度に引き続

き平成 18年 4月に中国側から講師の派遣依頼があったため，所内で派遣教員を選考し，堀教授，山野助教授及び篠
原助教授の 3名を派遣し，講義を行った．

2-3. APRUへの対応
平成 19年度に開催される予定の第三回 APRU/AEARU学術シンポジウム開催は，東大とインドネシア大学がホ
スト大学となって行われる予定である．地震研究所は東京大学側の担当部局となっているため開催の準備を行った．
まず，平成 18年 4月 21－ 22日にサンフランシスコにおいて開催された第二回シンポジウムにおいて招致演説を
行った．さらに，東大国際連携本部と協力しつつ組織委員会，プログラム委員会を立ち上げ，平成 18年 9月 6日に
第一回プログラム委員会を地震研究所で開催した．この会議において，開催場所をジャカルタのホテルニッコーと
し，期間を平成 19年 6月 21－ 22日とするなどの概略が決められた．その後，会議のためのホームページを立ち上
げるなど，準備を進めている．

2-4. 国際共同研究の推進
平成 18年度にはインドネシアバンドン工科大学と大学間協定を結ぶ準備を進めているほか，既に協定を結んで

いる IPGPやヘルシンキ大学と具体的な共同研究に関する合意書の作成を行った．このほか，インドネシア科学院
LIPIからは日本学術振興会を通じて共同研究の打診があり，平成 18年 12月はじめにインドネシアジャカルタにお
いてワークショップを開催して平成 19年度から 2年間の共同研究の企画立案を行った．地震研究所からは纐纈教授
と加藤教授が共同研究に参加することになった．

2-5. 国際会議の開催
平成 18年度には表–国際室 4に示す 2件の国際シンポジウムが地震研究所主催で開催された．

表–国際室 4: 地震研究所が平成 18年に主催した国際会議

2-6. 表敬訪問の受入
アウトリーチ室とも連携して海外からの表敬訪問を受け入れている．平成 18年 5月 16日にギリシャから政府訪
問団の表敬訪問を受けたほか，8月 29日にはインドネシア科学院 LIPIからの代表団の表敬訪問を受けた．
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八ヶ岳地球電磁気観測所

施設長 歌田久司 (教授,併任)
技術職員 小山 茂 (技術開発室)

1. 日本列島中央部（関東・伊豆・東海・甲信越・伊豆小笠原を含む地域）の基準観測と東海地域の地球電磁気観測
（地震予知計画による）

八ヶ岳地球電磁気観測所における基準観測では機器の更新に伴う新旧機器の並行観測を開始するとともに，東海
地方の以下の各観測点における連続観測，および機器の更新を実施した．
a)富士宮観測点：プロトン磁力計による全磁力観測
b)奥山観測点：プロトン磁力計による全磁力観測
c)俵峰観測点：プロトン磁力計による全磁力観測，フラックスゲート 3成分磁力計による３成分磁場観測，電場観測
d)相良観測点：プロトン磁力計による全磁力観測，フラックスゲート 3成分磁力計による３成分磁場観測，電場観測
e)舟ヶ久保観測点：プロトン磁力計による全磁力観測
f)春野観測点：プロトン磁力計による全磁力観測

以上に加えて，伊豆半島伊東市周辺におけるプロトン磁力計による全磁力観測では，手石島観測点の復旧，初島，
浮橋，与望島の各観測点の機器更新を行い，従来から継続する網代，御石ヶ沢南，沢口，大崎，奥野，池，河津の各
観測点をあわせた計 11点における連続観測を実施した．同じく伊東市周辺における電話回線を用いた長基線地電位
差連続観測，同伊東市奥野における精密地殻比抵抗の連続観測を地震予知研究推進センターとの協力で実施した．

2. 日本列島におけるNetwork-MT法観測の推進（全国大学と共同）

第 7次地震予知計画および新地震予知研究計画において，日本列島の広域的地下電気伝導度構造と地震火山活動
との関連を調べるための Network-MT法の全国共同観測を，地震予知研究推進センターに協力して実施した．これ
までに，東北地方・中国・四国地方・九州地方・北海道・紀伊半島などにおける観測を行ない，平成 17年度からは，
中部地方（石川，富山，福井，岐阜，長野各県）での観測を開始し，平成 18年度も継続して実施した．データの解
析に，八ヶ岳の地磁気 3成分毎分値データおよび 3成分毎秒値データが利用された．

3. 地殻活動域の電磁気的地下精密探査（全国大学と共同）

地震予知計画などにもとづき，地震活動の分布と地下電気伝導度構造の不均質性との関連を調べるための全国共
同観測を，地震予知研究推進センターに協力して実施してきた．平成 15年には三宅島における電磁気観測を火山
噴火予知研究推進センターとも協力して実施した．平成 16年には新潟－神戸歪集中帯をターゲットにして，跡津川
断層周辺域，中越地震震源域における電磁気探査を実施した．平成 17－ 18年には，跡津川断層周辺域の補充観測，
ならびに，活断層重点観測にもとづく甲府盆地西縁域，諏訪湖周辺域での電磁気探査を実施した．

4. 海半球観測ネットワーク計画

本観測所は海半球計画における地球電磁気観測において重要な役割を分担している．八ヶ岳においては，地球磁
場成因論や地球深部（マントルおよび核）の構造およびダイナミクス研究に供するための精密な地磁気永年変化観
測を行っている．また，海半球計画において開発する地球電磁気観測装置の検定や調整等の場所を提供し，比較観
測等を実施した．技術官は海半球観測ネットワーク計画のための地磁気観測装置の開発の技術的サポートをすると
ともに，海洋島地磁気観測点の設置および観測点の保守，および高度な精密磁場観測の技術を活かして観測を支援
している．平成 18年度は，1月にカンチャナブリ観測点（タイ）の保守作業および絶対観測を実施する．

49



5. 所長裁量経費による観測システムの更新

平成 17年度および 18年度に，所長裁量経費によって本観測所の主力となる設備（地磁気全磁力および３成分観
測）の更新を行なった．新システムは，全磁力および３成分観測ともに磁力計は同一機種を２セットで構成する冗長
性をもたせ，収録装置を含む全システムの電源を太陽電池から供給することにより雷などの影響を制限するなどの
特徴がある．今後はデータの連続性を確保するために旧システムとの並行観測をおよそ 1年間実施する予定である．

情報処理室，技術開発室，総合観測室

下記の３室は，全国共同利用研究所としてより有機的な研究支援体制の確立を目的として，平成 13年４月１日付
けで各部門・センター等に所属する技術職員とそれを統括する担当教員で構成された組織（所内措置）である．

情報処理室

担当教員 島崎邦彦 (教授,併任)
技術職員 井本良子, 工藤和子, 松嶋信代, 野口和子, 荻野スミ子, 渡邊トキエ

情報処理室は，情報処理技術によって研究支援を行う技術職員の組織であり，部門・センターに配置されている
技術職員 6名で構成されている．所属の技術職員は，従来から引き続いて，部門・センターの研究経費管理や研究
庶務管理などの研究支援業務を行うとともに，情報処理技術を通して所のホームページに関わる管理業務，技術報
告編集委員会や自己点検委員会の編集業務，古地震・古津波委員会の記象管理業務を分担している．各技術職員は
委員会や研修などに参加して情報処理技術の向上に絶えず努めている．

技術開発室

担当教員 佐野 修 (教授,併任)
技術職員 松本滋夫, 望月裕峰, 坂上 実, 内田正之, 小山 茂 (八ヶ岳地球電磁気観測所)
技術支援員 松本繁樹

技術開発室は，観測・実験装置の開発にともなう機器の試作，実地試験，改良作業等により，観測技術開発研究
を技術的側面から支える組織である．所属の技術職員は，計画にもとづいて所内の各種委員会や研修などに参加し
て技術の向上にたえず努めるとともに，各部門・センターが実施する観測・実験研究活動に技術支援という形で協
力している．また技術開発室 (工作室)では，
a)ユーザが利用するための工作機械や電子計測機器の維持・保守，
b)ネジ・抵抗など ,ユーザにとって共通性の高い部品の常備，
c)金工・木工に関する依頼工作，
d)技術的コンサルティング，
e)工作機器利用法等の講習会の主催
などの研究支援を行った．
多数の工作例のなかから「海底観測機器用チタン合金部品の製作」を取り上げ，概説すると以下のとおりである．

海底観測機器の外周部品には耐腐食性からチタン合金が使用されるが，この合金は，その硬さや水素脆化特性のた
め機械工作が難しい材料である．そこで工作室では，非常に複雑な構造の部品を数ミクロンにも達する高い工作精
度で，しかも脆化を防ぎながら加工する手法を開発した．今年度も多数の部品を製作することにより海底観測研究
を支えた．
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総合観測室

担当教員 金沢敏彦 (教授,併任)
技術職員 橋本信一，平田安廣, 荻野 泉, 長田 昇, 坂 守, 芹澤正人, 八木健夫

田上貴代子 (和歌山地震観測所)
井上義弘,三浦勝美,三浦禮子 (広島地震観測所)
羽田敏夫,小林 勝 (信越地震観測所)
渡辺 茂 (富士川地殻変動観測所), 小山悦郎 (浅間火山観測所)
辻 浩 (小諸火山化学研究施設), 増谷文雄 (霧島火山観測所)

総合観測室は，総勢 17名（内 10名は観測所に勤務）の技術職員が所属しており，地震研究所のセンター・部門
の実施する観測研究の支援に加えて全国大学合同観測研究および全国共同利用の支援を実施している．

主要な活動：
(1)陸域における地震観測研究の支援
・広域地震観測網の保守，データ処理および高度化 　
・歪・応力蓄積・集中過程解明のための跡津川断層域観測網の構築・保守・データ処理 　
・房総半島における自然地震観測（大都市圏地殻構造調査研究） 　
・糸魚川-静岡構造線断層帯における構造探査・自然地震観測（重点的調査観測）
・紀伊半島東部における海陸共同構造探査における陸域部観測線の構築
・茨城沖地下深部構造探査における日立市周辺の陸域部観測線の構築
・紀伊半島中部（和歌山県地域）における稠密高精度微小地震観測 　
・硫黄鳥島（沖縄県）地震観測点の撤去 　
・八王子・筑波・鋸山の強震動基準観測点の維持・保守 　
・機動観測用 DATレコーダーの観測パラメータ設定ソフトウエアの開発 　
(2)地殻変動観測研究の支援
・地殻変動連続観測所およびボアホールを利用した傾斜・歪連続観測の保守・検定・高度化およびデータ処理 　
・検潮所の保守・検定・高度化 　
・宇佐美 24号泉観測井・手石観測点の撤去 　
・光波測距（伊東光波基線観測網，富士宮自動光波基線観測網）
・１周波 GPS連続観測（伊東周辺）
・岩手県釜石実験場における高精度弾性波測定 　
(3)海域における地震観測研究の支援
・茨城・福島沖における地下深部構造探査実験と稠密自然地震観測 　
・東南海・南海地震想定震源域，北海道南方沖，青森県東方沖，宮城沖（重点的調査観測）における長期海底地震
観測およびその海域の地下速度構造探査実験 　
・日向灘における稠密自然地震観測
・WP-1海底ボアホール地震観測所（フィリピン海盆）の保守と周辺における地下速度構造探査実験
・海底強震計の開発および観測 (4)火山体における観測研究の支援
・浅間山，霧島，伊豆大島，三宅島および富士山における地震・地殻変動・電磁気観測網の維持・管理・観測および
データ処理
・浅間山および伊豆大島における GPS連続観測の実施 　
・浅間山における重力観測，測量および観測支援
・プロトン磁力計（三宅島）の保守
・浅間山集中総合観測における自然地震稠密観測および人工地震による火山構造探査の支援
(5)その他総合観測室の運営等
・ホームページ，連絡・スケジュール管理システム等の整備と運用
・地震予知連絡会，火山噴火予知連絡会に関する連絡および資料準備等
・地震データ共同利用に関する受け付け等
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2.5 科学研究費採択状況（平成18年度）

表 2.2. 平成 18年度科学研究費採択状況

区分 種目 課題番号 研究代表者 研究課題 (千円) 　

継続 特定領域 14080204 小屋口 　剛博 (教授) 火山爆発とそれに伴う流動現象の機構解
明

20,300

継続 特定 16075203 金沢 　敏彦 (教授) 海底広帯域地震観測でスタグナントスラ
ブを診る

118,500

継続 特定 16075204 歌田 　久司 (教授) 海底電磁気機動観測でスタグナントスラ
ブを診る

18,000

継続 特定 16089204 藤井 　敏嗣 (教授) 火山噴火罹災地の埋没過程の復元と火山
噴火推移の解析に関する研究

34,400

継続 特定 17037007 馬場 　聖至 (助手) 電気伝導度異方性で見るフィリピン海上部
マントルダイナミクス

1,400

継続 基盤Ａ 　
一般

15204039 鶴岡 　弘 (助手) 地震環境としての日本列島：標準構造モデ
ル・基準波動場の構築

7,280

継続 基盤Ａ 　
一般

15204040 川勝 　均 (教授) 火山流体のモニタリングと深部マグマ上
昇メカニズムの解明

4,940

継続 基盤Ａ 　
一般

16201038 堀 　宗朗 (教授) 地殻変動モニタと地震情報を連成させた
列島確率モデルの構築

15,470

継続 基盤Ａ 　
一般

17201038 加藤 　照之 (教授) ＧＰＳブイを用いた津波・波浪防災システ
ムの総合的研究

13,910

新規 基盤 A 　
一般

18201034 金子 　隆之 (助手) 衛星データによる東アジア活火山観測・防
災ネットワークの構築

19,630

新規 基盤 A 　
一般

18204039 新谷 　昌人 (助教授) 量子標準に基づいた次世代長期地殻変動
観測手法の開発

18,330

新規 基盤 A 　
海外

18253003 中谷 　正生 (助手) 南アフリカ大深度鉱山における超高周波
までの地震学 - 1cmから 200mまで。

34,840

継続 基盤Ｂ 　
一般

16340124 渡辺 　秀文 (教授) 高精度重力・電磁気連続観測にもとづく火
道内マグマ上昇機構の解明

1,600

継続 基盤Ｂ 　
一般

16340125 吉田 　真吾 (教授) 高温高圧下における岩石の電気特性と力
学特性の同時測定

1,900

継続 基盤Ｂ 　
一般

16340126 山野 　誠 (助教授) 浅海域における熱流量測定による南海ト
ラフ地震発生帯の温度構造の研究

3,500

継続 基盤Ｂ 　
一般

16340166 中田 　節也 (教授) 三宅島２０００年噴火におけるマグマ水
蒸気爆発に関する地質岩石学的研究

2,100

継続 基盤Ｂ 　
一般

16360272 壁谷沢 　寿海 (教授) 地盤基礎構造物系の地震時非線形挙動に
関する実証的研究

2,000

継続 基盤Ｂ 　
一般

17310105 都司 　嘉宣 (助教授) 歴史地震の詳細震度分布図の作成と断層
パラメータの推定に関する研究

2,200

継続 基盤Ｂ 　
一般

17340128 森田 　裕一 (助教授) 火山噴火準備過程におけるマグマの移動
現象に関する研究

1,400

継続 基盤Ｂ 　
一般

17340129 山岡 　耕春 (教授) フエイズドアレイによる能動的地殻活動
モニタリングの研究 　

2,800

継続 基盤Ｂ 　
一般

17340167 中井 　俊一 (助教授) コアーマントル相互作用の地球化学的検
証 　

3,000

新規 基盤Ｂ 　
一般

18340130 小屋口 　剛博 (教授) 噴煙の人工衛星データ及び噴出物の岩石
学的データを再現する噴火モデルの開発

2,300

継続 基盤Ｂ 　
海外

17403006 飯高 　隆 (助教授) チリ海嶺沈み込み帯の深部構造と沈み込
み帯での諸現象の解明

3,400

新規 基盤Ｂ 　
海外

18403005 上嶋 　誠 (助教授) 大陸縁辺の広域深部電気伝導度構造の解
明

2,300
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継続 基盤Ｃ 　
一般

16540377 孫 　文科 (助教授) 衛星重力ミッションのコサイスミック重力
及びジオイド変化へ応用に関する研究

1,200

継続 基盤Ｃ 　
一般

17510145 古村 　孝志 (助教授) 広域震度分布の高精度シミュレーションに
基づく関東直下の被害地震の震源モデル
推定 　

1,100

継続 基盤Ｃ 　
一般

17510146 宮武 　隆 (助教授) 強震動シミュレーションのための震源物理
パラメータの推定の研究

900

継続 基盤Ｃ 　
一般

17540391 市原 　美恵 (助手) マグマ破壊特性の定量化と計測手法開発
を目指した模擬物質の破壊実験

1,000

継続 基盤Ｃ 　
一般

17540393 武井 　康子 (助教授) 固液共存系の動的ぬれ特性とその力学物
性への影響に関する研究

600

継続 基盤Ｃ 　
一般

17540394 加藤 　尚之 (助教授) プレート境界の摩擦パラメター推定に関
する研究

900

継続 基盤Ｃ 　
一般

17540395 島崎 　邦彦 (教授) 統計モデルによる地震活動監視システム
実用化への研究

2,800

継続 基盤Ｃ 　
一般

17540431 佐藤 　比呂志 (教授) 東北日本のインバージョンテクトニクス：
水平水歪の定量解析

1,400

新規 基盤Ｃ 　
一般

18540413 綿田 　辰吾 (助手) 地動と大気圧の同時観測による大気 　- 　
地球音響結合の研究

2,400

新規 基盤Ｃ 　
一般

18540414 山中 　佳子 (助手) 津波地震のメカニズムの解明 2,300

新規 基盤Ｃ 　
一般

18540415 篠原 　雅尚 (助教授) 海溝型地震観測のための複数センサーを
搭載する海底強震計の開発

2,300

新規 基盤Ｃ 　
一般

18540416 大湊 　隆雄 (助教授) 空振・地震波形の同時解析による噴火ダイ
ナミクスの研究

1,100

新規 基盤Ｃ 　
企画

18631006 纐纈 　一起 (教授) 環太平洋の長周期地震動とその都市災害
軽減のための国際共同研究の企画調査

3,200

継続 萌芽 17654086 清水 　久芳 (助手) 地球ダイナモモデルの計算法の開発：核―
マントル境界における境界条件の検討

500

継続 萌芽 17656145 堀 　宗朗 (教授) ＲＦＩＤタグを利用した地下構造物周辺
地盤の３次元地盤変形計測手法の考案

500

新規 萌芽 18656126 小國 　健二 (助教授) センサネットワークを用いた実空間シミュ
レーションのための高機能センサノードの
開発

500

継続 若手Ｂ 16740249 竹内 　希 (助手) 新世代地震計網データ解析手法開発によ
る次世代内部構造モデル推定

1,100

継続 若手Ｂ 16740252 西田 　究 (助手) 超長周期大気音波の分散測定 400

継続 若手Ｂ 16740260 小山 　崇夫 (助手) 電磁気トモグラフィー法による３次元全地
球マントル構造モニタリング

400

継続 若手Ｂ 17740285 加藤 　愛太郎 (助手) クラスター的微小地震活動の発生メカニ
ズムの解明－流体移動で地震は起きるの
か？

600

継続 若手Ｂ 17740286 宮崎 　真一 (助手) キネマティックＧＰＳを用いた余効すべり
加速過程の解明と断層面の摩擦特性の推
定

1,600

新規 若手Ｂ 18710151 三宅 　弘恵 (助手) 地震動パラドックス解明のための最適震源
モデルの構築

1,300

新規 促進費 18749003 野口 　聡 (研究機関研
究員)

結晶サイズ分布を用いた爆発的噴火から
非爆発的噴火の遷移条件の解明

800
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表 2.3. 特別研究員奨励費

区分 課題番号 研究代表者 研究課題 (千円) 　

新規 10239 生田 　領野 (SPD) 精密制御定常震源装置（ＡＣＲＯＳＳ）を
用いた地殻内部構造の能動的監視

2,300

新規 10242 田中 　宏幸 (PD) 宇宙線ミュオンラジオグラフィー／トモグラ
フィーによる火山噴火ダイナミクスの解明

1,200

新規 10249 飯塚 　毅 (SPD) アカスタ花崗岩のタングステン及びクロム
同位体分析－後期隕石重爆撃説の検証

3,000

新規 10762 鈴木 　絢子 (DC2) 火星クレーターの形成過程に関する実験的
アプローチ

1,000

継続 11020 行谷 　佑一 (DC2) 過去事例調査と流体力学的・地震学的考察
に基づく津波の研究とその防災事業への応
用

900

継続 11162 鈴木 　岳人 (DC2) 多孔質圧電媒質の破壊に伴う水力学的・熱
的及び電磁気学的現象の研究

900

継続 11763 市川 　浩樹 (DC1) 地球・惑星内部でのマントルや外核の対流
現象の数値計算による基礎的な研究。

900

継続 11788 桑野 　修 (DC1) 実験的手法による地震にともなう電磁気シ
グナル発生メカニズムの解明

900

継続 11814 中村 　祥 (DC1) 深部低周波微動の定量的モデル構築による
プレート境界における物理過程の解明

900

継続 11375 藤澤 　和浩 (DC1) 固液共存系における地震波減衰の定量的評
価手法の構築

900

継続 10492 門野 (三谷) 　典子 (PD) 爆発的噴火の機構解明のためのマグマ破砕
および混相流の数値的研究

326

継続 11333 小園 　誠史 (DC1) 噴火タイプの多様性に関する火道流の数値
的研究

900

継続 5801 HARCOUET, V. M. (山野 　誠) 南海トラフ沈み込み帯における，地震発生
帯の温度構造と力学的な性質についての研
究

900

継続 5318 SCHEU, B. E. (中田 　節也) マグマ破砕の多様性を生み出す原因と条件：
多角的視点からのアプローチ

1,200

継続 5062 SALAH, M. K. (瀬野 　徹三) プレート運動の決定と日本付近で起こる地
震のメカニズムの解明

800

継続 4811 ALI, A. (中井 　俊一) タングステン同位体トレーサーを用いたマ
ントル-コア相互作用の物質科学的検証

1,200
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2.6 奨学寄附金受入状況（平成18年度）

表 2.4. 平成 18年奨学寄附金受入状況

研究担当者名 寄附者の名称 寄附金額
(千円)

1 纐纈一起 スターツ CAM株式会社 600
2 島崎邦彦 東海旅客鉄道株式会社 1,000
3 壁谷澤寿海 ロングホーム株式会社 2,000
4 纐纈一起 (財)地震予知総合研究振興会 700
5 加藤尚之 (財)地震予知総合研究振興会 300
6 古村孝志 (財)地震予知総合研究振興会 300
7 加藤照之 日立造船株式会社事業・製品開発センター 500
8 岩崎貴哉 岩崎貴哉 (「第 12回大陸と縁辺域の深部地震探査に関する国

際シンポジウム」の開催経費)
335

9 岩崎貴哉 岩崎貴哉 (「第 12回大陸と縁辺域の深部地震探査に関する国
際シンポジウム」の開催経費)

3,218

10 前野 　深 前野 　深 (平成 18年度笹川科学研究助成金) 370
11 佐藤比呂志 白山工業株式会社 100
12 岩崎貴哉 岩崎貴哉 (「第 12回大陸と縁辺域の深部地震探査に関する国

際シンポジウム」の開催経費)
2,357

13 纐纈一起 株式会社ティ・エム・ラボラトリー 80

2.7 大学院生・研究員等受入状況（平成 18年度）

表 2.5. 平成 18年大学院生・研究員等の受入状況

身分 人数 内訳
大学院生 73名 理学系 55名：修士 25名，博士 29名，研究生 1名

工学系 17名：修士 10名，博士 6名，研究生 1名
新領域 1名：修士 0名 　博士 1名

地震研究所特別研究員 6名
地震研究所研究生 2名
地震研究所外来研究員 18名 (うち外国人 8名）
日本学術振興会特別研究員 9名 SPD:2名，PD:2名，外国人研究員:5名
外国人研究者 16名 (うち日本学術振興会招へい研究者 2名)
その他 5名
計 　 129名
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第3章 研究活動

3.1 各教員等の研究成果

各教員等が 2005年 1月 ∼2006年 12月の間に発表した論文等．なお (a)∼(d)の区分は以下のとおり．
(a) 雑誌等に掲載された査読を受けた論文
(b) 査読を受けていない論文および報告書
(c) 国内・国際学会のプロシーディングスに記載された論文
(d) 著書

地球流動破壊部門

堀 宗朗
(a) M. Hori, K. Oguni and H. Sakaguchi, Proposal of FEM implemented with particle discretization for analysis of

failure phenomena, Journal of the Mechanics and Physics of Solids, 53, 3, 681–703, 2005.
堀宗朗・井上純哉・市村強・中村光・若井明彦・海老澤健正・山口直也, 防災担当者の技術力向上のための耐震

設計の共通化と地震応答の統合的可視化, 土木学会論文集, 794, I-72, 171–188, 2005.
佐伯昌之・高坂朋寛・堀 宗朗, 1周波GPS受信機と無線 LANを用いた多点変位計測システムの開発, 応用力学

論文集, 8, 2005.
若井淳・Hom Nath GHARTI・小国健二・堀宗朗, 破壊問題に適した数値解析手法とその地震現象への適用, 応

用力学論文集, 2005.
T. Iinuma, T. Kato and M. Hori, Inversion of GPS velocity and seismicity data to yield changes in stress in the

Japanese Islands, Geophys. J. Int., 160, 417–434, 2005.
M. Saeki, J. Inoue, K.H. Khor, T. Kousaka, H. Honda, K. Oguni and M. Hori, Hierarchical localization algorithm

based on inverse Delaunay tessellation, Lecture Notes in Computer Science, 3868, 180–195, 2006.
M. Saeki and M. Hori, Development of an accurate positioning system using low-cost L1 GPS receivers, Computer-

Aided Civil and Infrastructure Engineering, 2006.
T. Ichimura and M. Hori, Macro-Micro Analysis Method for Wave Propagation in Stochastic Media, Earthquake

Engineering & Structural Dynamics, 2006.
T. Ichimura and M. Hori, Strong Ground Motion Prediction using Macro-Micro Analysis Method, Earthquake

Engineering & Structural Dynamics, 2006.
M. Hori, T. Ichimura and K. Oguni:, Development of integrated earthquake simulation for estimation of strong

ground motion, structural responses and human action in urban area, Asian Journal of Civil Engineering,
7, 4, 381–392, 2006.

高橋弘樹，小国健二，堀 宗朗, 構造物被害状況の自動抽出のための画像解析手法の開発, 応用力学論文集, 9,
735–744, 2006.

鈴木崇伸，堀 宗朗，壁谷澤寿海,ジャイロセンサを用いた地震観測の有効性に関する考察, 応用力学論文集, 9,
128–134, 2006.

(c) M.L.L. Wijerathne, K. Oguni, and M. Hori, Proposal of particle discretization scheme for solving boundarya
value problem of continuum, VIII Int. Conf. on Computational Plasticity, Barcelona, Spain, September 5-7,
2005.

M. Hori and K. Oguni, Spectral stochastic finite element method for estimation of surface earthquake fault
hazards, EURODYN, Paris, France, September 4-7, 2005.

T. Ichimura, T. Samo, M. Hori, H. Itami, On Integrated Earthquake Simulator to generate advanced earthquake
disaster information, The International Symposium on Management System for Disaster Prevention (ISMD
2006, Kochi, Japan, March 9-11, 2006.

Y. Ariga, Y. Fujinawa and M. Hori, Development of immediate evaluation method for earthquake safety of
existing dams, 8th U.S. National Conference on Earthquake Engineering, San Francisco, April 18-22, 1020–
1026, 2006.

S. Yasuda and M. Hori, Framework of design procedures of pipeline structures against surface earthquake faulting,
Japan-Taiwan Geotech. Workshop, Nagaoka, Japan, May 19-21, 101–110, 2006.
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M. Hori, T. Ichimura and K. Oguni, Development of integrated earthquake simulator for earthquake hazard and
disaster prediction, APRU/AEARU Research Symposium on Earthquake Hazards around the Pacific Rim,
Global Watch and Environmental Impact, San Francisco, USA, Mar. 21, 12–16, 2006.

M. Hori and K. Oguni, Inverse analysis methods for identifying crustal characteristics using GPS array data,
Problems in Solid Mechanics, A Symposium in Honor of H.D. Bui, Symi, Greece, July 23-28, 2006.

M. Hori, T. Ichimura and K. Oguni, Integrated earthquake simulation and its application to long-period ground
motion simulation, International Workshop on Long-Period Ground Motion Simulation and Velocity Struc-
tures, Tokyo, Japan, Nov. 14-15, 2006.

M. Hori and T. Ichimura, Integrated earthquake simulation of strong ground motion, structural responses and
evacuation processes in urban area, Integrated Predictive Simulation System for Earthquake and Tsunami
Disaster, Tokyo, Japan, Oct. 23-24, 2006.

堀宗朗，小国健二, マルチエージェントとＧＩＳを用いた群衆避難シミュレーション, 計算工学講演会, 大阪大
学，大阪, 2006/6/12-6/14, 計算工学会, 512–516, 2006.

堀宗朗，宮嶋宙，小国健二, マルチエージェントとＧＩＳを用いた群衆避難シミュレーション, 日本地震工学シ
ンポジウム, 東京工業大学，東京, Nov. 3-5, 日本地震工学会, 3102–3108, 2006.

(d) M. Hori, Introduction to computational earthquake engineering, Imperial College Press, 2006.

栗田 　敬
(a) 高嶋晋一郎・栗田敬, 部分溶融体の浸透率と電気伝導度, 地学雑誌, 114, 6, 871–884, 2005.

Ichikawa,H.,K.Kurita,Y.Yamagishi and T.Yanagisawa, Cell pattern of thermal convection induced by internal
heating, Physics of Fluid, 18, 03, 038101, 2006.

Harada,Y. and K.Kurita, The dependence of surface tidal stress on the internal structure of Europa, Planetary
Space Sciences, 54, 170–180, 2006.

木村淳・栗田敬, 氷衛星のテクトニクスと地殻の進化, 日本惑星科学会誌, 15, 1, 20–27, 2006.

島崎 邦彦
(a) Tsukakoshi, Y., and K. Shimazaki, Temporal behavior of the background seismicity rate in central Japan, 1998

to mid-2003, Tectonophysics, 417, 155–168, 2006.
(b) 島崎邦彦, 一巡した活断層評価, サイスモ, 103, 10–11, 2005.

入倉孝次郎・島崎邦彦・藤原広行・浜田和郎, 座談会：長期評価の実績と今後の課題, サイスモ, 107, 8–11, 2005.
島崎邦彦, 地震動予測：日本列島に安全な場所はない！, 戦略経営者, 226, 14–15, 2005.
島崎邦彦, 地震動予測地図は現実の処方せん, 文部科学時報, 1548, 16–17, 2005.
島崎邦彦, 地震と共存する住まいの文化を定着させられないか？, 不動産流通, 276, 8–9, 2005.
島崎邦彦・高松由紀子, 今から自分で大地震の備えを, インフォルモ, 45, 3–4, 2005.
島崎邦彦・吉村秀實・松永真理, 地震に備えて今すべきこと, 婦人公論, 1169, 146–151, 2005.
石辺岳男・島崎邦彦, 1596年慶長豊後地震に伴う津波の波源推定, 歴史地震, 20, 119–131, 2005.
岡村眞・松岡裕美・島崎邦彦・千田昇・中田高・平田和彦, 博多湾警固断層の地震履歴, 地震予知連絡会会報, 75,

2006.
島崎邦彦, 地震の怖さ, 地質と調査, 110, 1–1, 2006.
石辺岳男・島崎邦彦, 活断層周辺の地震活動からみた固有地震説, 歴史地震, 21, 137–152, 2006.
島崎邦彦, 会長就任にあたって「阪神・淡路大震災から１１年」, 日本地震学会広報誌なゐふる, 57, 8–8, 2006.
島崎邦彦, 会長就任にあたって, 日本地震学会ニュースレター, 18, 2, 1–1, 2006.
松岡裕美・岡村眞・島崎邦彦, 琵琶湖における湖底活断層音波探査, 大都市大震災軽減化特別プロジェクトＩ地

震動（強い揺れ）の予測「大都市圏地殻構造調査研究」（平成１７年度）成果報告書, 349–352, 2006.
松岡裕美・岡村眞・千田昇・島崎邦彦, 大分県佐伯市における津波堆積物調査, 大都市大震災軽減化特別プロ

ジェクトＩ地震動（強い揺れ）の予測「大都市圏地殻構造調査研究」（平成１７年度）成果報告書, 352–355,
2006.

島崎邦彦・金幸隆・山中佳子・岡村眞・松岡裕美・石辺岳男・室谷智子・行谷佑一, 神奈川県小網代湾における
津波堆積物調査, 大都市大震災軽減化特別プロジェクトＩ地震動（強い揺れ）の予測「大都市圏地殻構造
調査研究」（平成１７年度）成果報告書, 356–359, 2006.

原口強・鳥居和樹・藤原治・島崎邦彦・今泉俊文,東北地方三陸海岸、大槌湾の津波堆積物,月刊地球, 326, 539–545,
2006.

(c) Shimazaki, K., Long-term earthquake forecasts for the national probabilistic seismic hazard map in Japan, Hoku-
dan International Sympoisum on Active Faulting, Hokudan-cho, Awaji Island, Hyogo, Japan, Jan.17-24,
144–144, 2005.

Ishibe, T., and K. Shimazaki, Estimation of the source of tsunami accompanied by the 1596 Keicho-Bungo
earthquake, Hokudan International Symposium on Active Faulting, Hokudan-cho, Awaji Island, Hyogo,
Japan, Jan. 17-24, 55–56, 2005.

石辺武男・島崎邦彦・岡村眞・松岡裕美・千田昇, 慶長豊後地震の波源推定（続報）, 第 22回歴史地震研究会,
東京都墨田区江戸東京博物館, ９月 16-18日, 1–1, 2005.

中村亮一・島崎邦彦・Wahyu Triyoso, 歴史地震データを利用した地震危険度評価の検証手法, 第 22回歴史地震
研究会, 東京都墨田区江戸東京博物館, 9月 16-18日, 19–19, 2005.
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石辺岳男・島崎邦彦, 気象庁一元化カタログ及び活断層データを用いた地震活動評価, 第 22回歴史地震研究会,
東京都墨田区江戸東京博物館, 9月 16-18日, 27–27, 2005.

島崎邦彦, 主要 98活断層帯の評価を終えて, 2005年活断層調査成果および堆積平野地下構造調査成果報告会,
こまばエミナースホール, 11月 10-11日, 文部科学省, 113–115, 2005.

Shimazaki, K., H. Matsuoka, M. Okamura, and N. Chida, Nankai earthquake sequence: observation and inference,
Earthquakes in Urban Areas, Oxnard, Californi, USA, Jun. 1-3, 13–15, 2006.

Shimazaki, K., Long-term earthquake forecasts in Japan (1996-2005), The 4th International Workshop on Sta-
tistical Seismology, Hayama, Kanagawa, Japan, Jan. 9-13, Inst. Statistical Mathematics (ISM Report on
Res. Edu., No. 23), 222–223, 2006.

中村亮一・植竹富一・佐竹健治・遠田晋次・宇佐美龍夫・島崎邦彦・渡辺健, 関東地域の異常震域現象と三次元
減衰構造ー 1855年の安政江戸地震の震源深さの解釈ー, 第 23回歴史地震研究会, 岩手県大船渡市大船渡プ
ラザホテル, 9月 15-17日, 6–6, 2006.

石辺岳男・島崎邦彦,プレート間地震の活動から見た固有地震モデル, 第 23回歴史地震研究会, 岩手県大船渡市
大船渡プラザホテル, 9月 15-17日, 14–14, 2006.

(d) 島崎邦彦, 地震/火山，「イミダス 2006」, 集英社, 2005.
島崎邦彦, 地震列島の文化を育てよう，「巨大災害があなたを襲う！」，Gakken Mook Science, 3, 学習研究社,

2005.
島崎邦彦・中辻剛・納口恭明・三浦郁夫・宮嶋衛次・山里平・日本地震学会広報委員会, 自然災害を知る, 東京

書籍, 2005.
島崎邦彦, 地震/火山,「イミダス 2007], 集英社, 2006.

小国 健二
(a) M. Hori, K. Oguni and H. Sakaguchi, Proposal of FEM implemented with particle discretization for analysis of
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14-16, 2004, 2005.

Takeuchi, N., Evidence for two layered convection constrained by seismological heterogeneity spectra, Interna-
tional workshop on the post-perovskite phase transition in the earth’s deep mantle, Tokyo, Oct 3-4, 2005,
2005.

Kawai, K., Takeuchi,N. and Geller, R.J., Studying D”Structure Using Waveform Inversion, International Work-
shop on the Post-Perovskite Phase Transition in the Earth’s Deep Mantle, Tokyo, Oct 3-4, 2005, 2005.

竹内 希, 月震コーダ波形解析によるグローバル月震活動解析の提案, 第 27回太陽系シンポジウム, 神奈川, 2005
年 12月 12-13日, 41–44, 2006.

竹内 希, 月・惑星内部構造探査の展望と課題, 第 27回太陽系シンポジウム, 神奈川, 2005年 12月 12-13日, 53–56,
2006.

山田 竜平・山田 功夫・白石 浩章・小林 直樹・竹内 希・村上 英紀・田中 智・藤村 彰夫, 月探査用短周期地震計
を用いた月震観測, 第３９回月・惑星シンポジウム, 神奈川, 2006年 8月 7-9日, 2006.

綿田 辰吾
(a) Rameshi, D. S., H. Kawakatsu, S. Watada, and X. Yuan, Receiver function images of the central Chugoku region

in the Japanese island using Hi-net data, Earth Planets Space, 57, 4, 271–280, 2005.
Nishida, K., Y. Fukao, S. Watada, N. Kobayashi, M. Tahira, N. Suda, K. Nawa, T. Oi, and T. Kitajima, Array

observation of background atmospheric waves in the seismic band from 1 mHz to 0.5 Hz, Geophys. J. Int.,
162, 3, 824–840, 2005.

Watada S, T. Kunugi , K. Hirata , H. Sugioka , K. Nishida , S. Sekiguchi , J. Oikawa , Y. Tsuji , H. Kanamori ,
Atmospheric Pressure Change Associated with the 2003 Tokachi-Oki Earthquake, Geophys. Res. Lett., 33,
L24306, doi:10.102–2006GL0279, 2006.

(b) 綿田辰吾、及川純、八木原, 特定領域「火山爆発」研究報告書, 2005.
綿田辰吾,功刀卓, 日本列島傾斜計アレイからみた破壊継続時間, 月刊地球, 号外, 56, 95–99, 2006.
綿田辰吾,大湊隆雄, 振動台を用いた気圧測定装置の加速度応答, 地震研究所技術研究報告, 12, 19–23, 2006.
綿田辰吾,「微気圧・広帯域地震同時アレイ観測による長周期地震動例起源としての大気圧変動の研究」, 平成

１５年度～平成１６年度科学研究費補助金（基盤研究（C）（２））研究成果報告書, 2006.
(c) 綿田辰吾・及川純・井口正人・八木原寛, 諏訪之瀬島火山の空振観測, 特定領域「火山爆発のダイナミックス」

平成 16年度シンポジウム, 東京, 3月 2日～4日, 71–72, 2005.

アウトリーチ推進室

辻 宏道
(b) 辻宏道, 図説測地学の基礎（書評）, 測量 2006年 7月号, 56, 7, 27–27, 2006.

辻宏道, あっ!地震だ!!,ジュニアサイエンティスト 2006年 9月号, 21, 1, 4–9, 2006.
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3.2 各教員等の学会等での活動

各教員等が 2005年 1月 ∼2006年 12月の間に行った学会等での活動内容．なお (a)∼(e)の区分は以下のとおり．
(a) 国際研究集会発表
(b) 国内外委員会，雑誌エディタ等
(c) 受賞
(d) 発明特許
(e) 共同研究

地球流動破壊部門

堀 宗朗
(a) U.S.-Japan Workshop on utilization of earthquake shaking talbe, San Fransisco, USA, 20 Feb, 2005.

EURODYN 2005, Paris, France, 5 Sep, 2005.
VIII Int. Conf. on Computational Plasticity, Barcelona, Spain, 6 Sep, 2005.
The International Symposium on Management System for Disaster Prevention (ISMD 2006), Kochi, Japan, 10

Mar, 2006.
(b) 日本計算数理工学会, 理事, 2001.4–2010.3.

Japanese Association of Computational Mechanics, 運営委員, 2002.12–2010.3.
土木学会応用力学論文集, 英文論文編集者, 2003.4–2007.3.
土木学会地震工学研究発表会論文集, 英文論文編集者, 2003.4–2007.3.
土木学会調査研究企画委員会, 第 1部門委員, 2003.6–2005.6.
土木学会巨大災害への対応検討特別委員会, 副幹事長, 2003.11–2005.6.
土木学会応用力学委員会確率小委員会, 委員長, 2004.4–2007.3.
土木学会防災教育の対応特別委員会, 委員, 2005.4–2006.3.
土木学会調査企画研究部会, 幹事長, 2005.4–2007.3.

(c) 地盤工学会学会誌論文賞, 6月 1日, 2005.

栗田 　敬
(a) 25th Course of the International School of Geophysics, Erice, Italy, 12 Sep, 2005.

10th Symposium of SEDI, Praha, Czech Republic, 12 Jul, 2006.
(b) SEDI, Advisery Comittee member, 2000.8–2006.7.

eEarth by European Geosciences Union, Editorial Board, 2006.4–2008.4.

島崎 邦彦
(a) Hokudan International Symposiuim on Active Faulting, Hokudan-cho, AwajiI Island, Hyogo, Japan, 18 Jan, 2005.

4th International Tectonic Meeting, Tokyo, Japan, 24 Mar, 2005.
Earthquakes in Urban Areas, Oxnard, USA, 1 Jun, 2006.
4th International Workshop on Statistical Seismology, Hayama, Japan, 10 Jan, 2006.
Earthquake and Shaking Probabilities, Erice, Italy, 20 Oct, 2006.

(b) Pure and Applied Geophysics, 編集委員, 1993.1–2005.3.
（財）震災予防協会, 理事, 2001.6–2007.5.
日本測地学会, 評議員, 2003.4–2005.3.
（社）日本地震学会, 監事, 2004.5–2006.5.
（社）日本地震学会, 会長, 2006.5–2008.5.

小国 健二
(a) World Congress on Engineering Asset Management, Gold Coast, Australia, 11 Jul, 2006.

EWSN2006 (European Workshop on Sensor Network), Zurich, Switzerland, 14 Feb, 2006.
WCCM-VII (7th World Congress on Computational Mechanics), Los Angeles, USA, 19 Jul, 2006.
Asia-Pacific Workshop on Structural Health Monitoring, Yokohama, Japan, 5 Dec, 2006.

(b) 土木学会/固体の破壊現象に関する小委員会, 委員, 2001.4–2007.3.
土木学会/地下構造物の合理的な地震対策研究小委員会, 委員, 2003.7–2006.6.
土木学会/国民の防災意識向上に関する特別委員会, 幹事, 2004.7–2006.6.
土木学会/応用力学委員会 　計算力学小委員会, 委員, 2004.8–2006.6.
土木学会応用力学論文集編集委員会, 副査, 2007.2–2009.3.
土木学会/社会基盤センシング技術研究小委員会, 小委員長, 2007.4–2009.3.

武井（小屋口） 康子
(a) AGU fall meeting, San Francisco, USA, 7 Dec, 2005.

Interpreting Upper Mantle Images Workshop, Woods Hole, USA, 18 May, 2006.
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AGU fall meeting, San Francisco, USA, 12 Dec, 2006.
(b) 地震学会, 代議員, 2003.4–.

地球惑星連合, 情報局長, 2005.5–2006.5.
地震学会, 男女共同参画委員会コアメンバー, 2006.11–.

(c) 第１回日本学術振興会賞, 3月 22日, 2005.3.22.

山科 健一郎

平賀 岳彦

三浦 弥生
(a) 30th Synposium on Antarctic Meteorites, Tokyo, Japan, 6 Jun, 2006.
(b) 日本地球化学会, 和文誌「地球化学」編集委員会, 委員, 2006.1–2007.12.
(e) オーブライト隕石の酸素同位体比,代表,日下部実（岡山大学固体地球研究センター）, 2名, 千円, 2002.4–2006.3.

隕石母天体の角礫岩化にともなう物質分化過程の解明, 分担, 三澤啓司（国立極地研究所）, 38名, 1,475,000円,
2003.4–2008.3.

西田 究
(a) AGU, San francisco, USA, 7 Dec, 2005.
(b) 日本地震学会、広報委員, 2004.4–2007.3.

地惑連合合同大会運営委員会, 情報局員, 2006.6–2007.5.

山中 佳子
(b) 日本地震学会, 代議員, 2000.10–2007.3.

日本地震学会災害調査委員会, 委員, 2006.4–2007.3.
(c) NewHotPaper選定, 11月 0日, 2005.

地球ダイナミクス部門

本多 了
(a) 2005 AGU Fall Meeting, San Francisco, United States of America, 7 Dec, 2005.

2006 AGU Fall Meeting, San Francisco, United States of America, 11 Dec, 2006.
(b) 社団法人日本地震学会学会賞若手学術奨励賞選考委員会, 委員, 2004.7–2005.5.

社団法人日本地震学会学会賞若手学術奨励賞選考委員会, 委員, 2005.7–2006.7.
(e) 科学研究費（特定領域研究）マントル下降流による熱・物質輸送と地球進化過程の数値モデリング, 分担, 浜野

洋三（代表：東大・大学院理）・小河正基（東大・大学院総合）・岩森光（東大・大学院理）・柳澤孝寿（海
洋研究開発機構）・吉田晶樹（海洋研究開発機構）, 6名, 千円, 2004.4–2009.4.

小屋口 剛博
(a) International workshop on volcanic explosion ”Strategy for promoting researches on volcanic explosion”, Kobe,

Japan, 17 Jan, 2005.
AGU Fall meeting, San Francisco, U.S.A., 7 Dec, 2005.
AGU Fall meeting, San Francisco, U, 15 Dec, 2006.

(b) Journal of Volcanological and Geothermal Research, 編集委員, 2002.4–.
(e) 火山噴火のモデリングおよびその日本およびカムチャツカ地域の火山への応用, 代表, Oleg Melnik（モスクワ

大学）ほか, 10名, 4651千円, 2005.9–2007.8.
噴火様式の多様性についての基礎的研究, 分担, 寅丸敦志（金沢大理）, 名, 千円, .
変形に伴う部分溶融体の構造変化についての実験的研究, 分担, 渡邊了（富山大理）, 名, 千円, .
火山爆発と蒸気爆発, 分担, 谷口宏充（大阪府教育センター）, 名, 千円, .

瀬野 徹三
(a) Symposium Marine Geosiences, Yokohama, Japan, 7 Sep, 2005.

Asian Academic Seminar Great earthquakes in the plate subduction zones, Nagoya, Japan, 27 Sep, 2005.
(b) 地学雑誌, 編集委員, 2003.4–2006.3.

日本地震学会, 代議員, 2004.4–2005.3.
日本地震学会, 代議員, 2005.4–2006.3.

(e) 九州南部の地震の解析, 代表, 大倉敬宏（京大阿蘇）, 1名, 万円, 2003.4–2005.3.
日本列島の変形, 代表, 山崎雅（極地研）, 1名, 万円, 2003.4–2005.3.
プレート境界生成に関する研究, 代表, S. Kirby (U. S. Geol. Survey), 1名, 千円, 2005.1–2006.12.
スマトラ地震の津波に関する研究, 代表, 平田賢治 (JAMSTEC), 1名, 千円, 2005.12–2006.3.

中井 俊一
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(b) 日本地球化学会, 評議員，幹事, 2004.1–2006.12.
(e) 同位体分析に基づくマントル物質の化学的進化過程の解明, 分担, 巽好幸・羽生毅・佐藤佳子・田村肇・熊谷英

憲・西尾嘉朗・兼岡一郎・中井俊一・折橋裕二・三浦弥生, 10名, 万円千円, 2002.4–2006.3.
火成活動から見た西南日本弧の中新世テクトニクス,分担,新正裕尚（東京経済大）,名,万円千円, 2003.4–2005.3.
同位体分析に基づくマントル物質の化学的進化過程の解明, 代表, 巽好幸 (海洋科学技術センター固体地球統合

フロンティア研究システム), 12名, 千円, 2003.4–2005.3.
ウェッジマントル起原の捕獲岩に含まれる流体から沈み込み帯の物質循環系を探る, 分担, 山本順司 (京大院理),

3名, 319千円, 2004.4–2005.3.
海洋プレートの屈曲部で生じるマグマの活動源を探る, 分担, 山本順司 (京大・地球熱学研究施設), 2名, 千円,

2006.4–2007.3.
高感度XAFS法によるウランの状態分析法の開発～マグマの年代測定に利用される 238U/230Th放射非平衡の

起源の解明～, 分担, 高橋嘉夫 (広島大・院理), 3名, 千円, 2006.4–2007.3.

安田 　敦
(b) 日本火山学会, ホームページ委員, 2004.7–2008.3.

日本火山学会, 理事, 2004.7–2008.3.
(e) 衛星データによるグローバル火山監視, 分担, 金子隆之（代表：東大地震研）, 6名, 千円, 2003.4–2005.3.

火山噴火罹災地の埋没過程の復元と火山噴火推移の解析に関する研究, 分担, 藤井敏嗣（代表：東大地震研）, 5
名, 千円, 2004.4–2008.3.

マグマへのイオウの溶解度に及ぼす酸化還元状態の変動の影響に関する実験的研究, 分担, 高橋嘉夫（代表：広
島大・院理）他, ４名, 千円, 2004.4–2005.3.

スラブ融解メルトとマントルウエッジかんらん岩の反応にともなう元素分配, 分担, 新正裕尚（東経大・経営）
他, 3名, 千円, 2004.4–2006.3.

宇宙からのリアルタイム火山観測： 　東アジアへの適用とその高度化, 分担, 金子隆之（代表：東大・地震研，
Martin J. Wooster（ロンドン大学キングスカレッジ）, 3名, 千円, 2004.4–2006.3.

ケイ酸塩ガラス中の溶存水種の顕微赤外分光分析法の確立, 分担, 山下茂（代表：ISEI）, 2名, 312千円, 2005.4–
2006.3.

火口近傍の監視・計測プラットホームの開発, 分担, 本多嘉明（代表：千葉大学）他, 14名, 千円, 2006.4–2007.3.
衛星画像データによる火山の赤外観測, 分担, 金子隆之（東大地震研）他, 6名, 千円, 2006.4–2007.3.
衛星データによる東アジア活火山観測・防災ネットワークの構築, 分担, 金子隆之（東大地震研：代表）他, 3名,

千円, 2006.4–2010.3.

三部 賢治
(a) AGU Fall Meeting, San Francisco, USA, 7 Dec, 2005.

19th General Meeting of the International Mineralogical Association, Kobe, Japan, 26 Jul, 2006.

折橋 裕二
(a) The 16th Goldschmidt Conference, Melborune, Australia, 31 Aug, 2006.
(e) カルカッタ西方の原生代岩石とネパールの 17億年岩石の関連性に関する研究, 分担, 瀧上 　豊（関東学園大）代

表ほか, 3名, 2400千円, 2003.4–2006.3.
火成活動から見た西南日本弧の中新世テクトニクス, 分担, 新正裕尚（東京経大）代表・中井俊一（東大・地震

研）・他, 6名, 650千円, 2003.4–2006.3.
海嶺沈み込み帯の火成作用・テクトニクスと地下構造の解明, 分担, 岩森 　光（東大・理）代表・平田 　直・飯

高 　隆（東大・地震研）ほか, 6名, 1303千円, 2004.4–2005.3.
ハワイホットスポット・ロイヒ海山活動初期マグマの化学組成分析, 分担, 松本拓也（大阪大・理）代表, 2名,

385千円, 2004.4–2005.3.
スラブ溶融メルトとマントルウェッジかんらん岩の反応に伴う元素分配, 分担, 新正裕尚（東京経大・経）代表・

安田 　敦（東大・地震研）, 3名, 315千円, 2004.4–2005.3.
沈み込み帯における物質移動時定数の解明, 分担, 木村 　学（東大・理）, 2名, 391千円, 2005.4–2006.3.
スラブメルトとマントルかんらん岩の反応機構の解明：天然の岩石と高圧実験からの制約, 分担, 新正裕尚（東

京経大・経）代表・安田 　敦（東大・地震研）, 3名, 2400千円, 2005.4–2007.3.
島弧における大規模珪長質火成活動の継続時間と活動変遷：西南日本白亜紀花崗岩類の例, 分担, 中島 　隆（代

表：産総研）, 2名, 343千円, 2006.4–2007.3.
西南日本ー韓半島の中生代ー新生代花崗岩類の成因と大陸成長機構の解明, 分担, 岩森 　光（代表：東大・院

理）, 2名, 257千円, 2006.4–2007.3.
付加作用の時定数の解明と沈み込み帯の物質フラックス, 分担, 木村 　学（東大・院理）, 2名, 257千円, 2006.4–

2007.3.
超背弧地域における玄武岩質マグマの成因解明：第４のマグマ生成場として, 代表, 中井俊一・本多 　了・三部

賢治・飯高 　隆（地震研）, 5名, 2800千円, 2006.4–2007.3.
西南日本ー韓半島の白亜紀ー第三紀花崗岩類の成因と大陸成長機構, 分担, 岩森 　光（代表：東大・院理）, 2名,

千円, 2006.4–2009.3.
付加体形成のダイナミクスと沈み込み帯地震発生断層解剖, 分担, 木村 　学（代表：東大・院理）ほか, 名, 千円,

2006.4–2009.3.
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インド洋中央海嶺ロドリゲスセグメント地球科学総合探査（JAMSTEC白鳳丸 KH06-4次航海), 分担, 玉木賢
策（代表：東大・工）・浦 　環（東大・工）・蒲生俊敬（東大・海洋研）ほか, 約 40名, 千円, The Great Dodo
Cruise On-board Cruise Report, 2006.12–2007.1.

地球計測部門

大久保 　修平
(b) 国際測地学協会 (IAG)Sub-commission 2.1, Chair, 2003.9–2007.7.

学術会議地球物理学研究連絡委員会, 委員, 2003.10–2005.9.
学術会議固体地球物理学研究連絡委員会, 委員, 2003.11–2005.9.
学術会議固体地球物理学研究連絡委員会測地学専門委員会, 委員長, 2003.11–2005.9.
AGU Fall Meeting, Convenor, 2005.6–2005.12.
日本学術会議, 連携会員, 2006.8–2008.9.
日本学術会議 IUGG小委員会, 幹事, 2006.8–2008.9.
日本学術会議 IAG小委員会, 委員長, 2006.10–2008.9.

(e) 十勝沖地震にともなう重力観測, 分担, 大島弘光・小山順二（北大院理）, 6名, 78万円, 2003.9–2005.3.

山下 輝夫
(a) Workshop on New trends in seismic vulnerability and risk, Orleans, France, 1 Dec, 2005.

Journee scientifique en hommage a Keiiti Aki, Paris, France, 31 Mar, 2006.
EGU General Assembly, Vienna, Austria, 4 Apr, 2006.
Western Pacific Geophysicsl Meeting, Beijing, China, 26 Jul, 2006.

(b) Acta Geophysica Polonica, member of editorial board, 1994.1–2005.12.
Journal of Geophysical Research - Solid Earth, Associate Editor, 2000.1–2005.12.
日本地震学会, 代議員, 2001.1–2007.5.

(e) リソスフェアの短波長不均質構造の物理的解釈, 分担, 河原純, 名, 千円, 2004.4–2006.3.

新谷 昌人
(d) 特許, 微小距離投げ上げ式絶対重力計 (特許第 3689737号), 新谷昌人, 2005.6.24.

特許出願, 加速度計の物理振子の支持構造及び加速度計 (特願 2006-59449), 関谷健之・新藤雄吾・新谷昌人,
2006.3.6.

(e) レーザー干渉型歪み地震計の開発, 分担, 山田功夫 (名大・環境)、深尾良夫, 3名, 16,400千円, 2003.4–2005.3.
絶対ひずみ計測による跡津川断層クリープ活動の実時間モニター, 代表, 新谷昌人・高森昭光 (地震研)、大橋正

健・三代木伸二 (宇宙線研)、竹本修三・東敏博・百瀬秀夫 (京大院理)、伊藤潔・森井亙・赤松純平 (京大防
災研), 10名, 2,190千円, 2004.4–2006.3.

宮武 隆
(a) 2nd International Workshop: Strong ground motion prediction and earthquake tectonics in Urban areas, Tokyo,

Japan, 27 Oct, 2005.
AGU Fall meeting, San Francisco, U.S.A, 8 Dec, 2005.
AGU Fall meeting, San Francisco, U.S.A., 13 Dec, 2006.

(b) 日本地震学会, 代議員, 2003.4–2005.5.
(e) 2003年度～2004年度科学研究費（基盤 (C)(1))「断層摩擦構成則から生じる強震動の研究ー高精度震源近似式

の作成ー」, 代表, 工藤一嘉（東京大学地震研究所）吉見雅行（産業総合研究所）中村洋光（鉄道総合研究
所）, 4名, 3900千円,断層摩擦構成則から生じる強震動の研究ー高精度震源近似式の作成ー, 2003.4–2005.3.

孫 　文科
(a) Dynamic Planet 2005, Cairns, Australia, 23 Aug, 2005.

AGU 2006 Joint Assembly, Baltimore, Maryland, USA, 24 May, 2006.
Western Pacific Geophysics Meeting (WPGM), Beijing, China, 25 Jul, 2006.
AGU 2006 Fall Meeting, San Francisco, USA, 13 Dec, 2006.

(b) Journal of Geodesy and Geodynamics, Editor, 2001.12–2009.12.
IAG ICCT Work Group, member, 2003.4–2007.
IAG SSG, member, 2003.4–2007.

(e) 米国アラスカ州南部における後氷期地殻隆起の総合測地観測と粘弾性構造の推定, 分担, 三浦 哲（東北大学・大
学院理学研究科）, 10名, 19110千円, 2005.4–2009.12.

古屋 正人
(a) Americsicalal Geophysical Union Fall Meeting, San Francisco, USA, 9 Dec, 2005.

American Geophysical Union, Fall Meeting, San Francisco, USA, 14 Dec, 2006.
(b) 日本測地学会, 評議員, 2004.4–2006.3.

日本測地学会, 評議員, 2004.4–2006.3.
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European Space Agency FRINGE2005 Workshop Scientific Committee, member, 2005.4–2005.12.
日本火山学会「火山」, 編集委員, 2006.4–.
日本測地学会 測地学会誌, 編集委員, 2006.4–2009.3.
Envisat Symposium 2007 Scientific Committee, Member, 2006.7–2007.5.

(e) 宇宙測地・リモートセンシング技術による地殻変動研究の発展 (研究集会), 代表, 橋本学 (京都大学防災研究所)
ほか, 68名, 572千円, 宇宙測地・リモートセンシング技術による地殻変動研究の発展, 2007.1–2007.1.

高森 昭光
(e) 絶対ひずみ計測による跡津川断層クリープ活動の実時間モニター, 分担, 新谷昌人 (地震研)、大橋正健・三代木

伸二 (宇宙線研)、竹本修三・東敏博・百瀬秀夫 (京大院理)、伊藤潔・森井亙・赤松純平 (京大防災研), 10名,
2190千円, 2004.4–2006.3.

垂直型レーザー干渉計の基礎研究, 分担, 三代木伸二・内山隆・大橋正健・黒田和明 (宇宙線研)，新谷昌人 (地
震研)，寺田総一 (産総研)，辰巳大輔 (国立天文台), 8名, 36,400千円, 2004.4–2007.3.

低周波機械系の温度補償法の研究, 分担, 高橋竜太郎（自然科学研究機構国立天文台）, 2名, 416千円, 2005.4–
2006.3.

神岡での重力波観測（�）, 分担, 黒田和明・大橋正健・三代木伸二・内山隆・石塚秀喜・山本一広・早河秀章・
徳成正雄・阿久津朋美・鎌ヶ迫将悟・中川憲保・桐原裕之 (宇宙線研)，安東正樹 (東大理)，新谷昌人 (地震
研)，田越秀行・高橋広毅 (阪大理)，神田展行 (大阪市大)，辰巳大輔 (国立天文台)，新富孝和・春山富義・
鈴木敏一・佐藤伸明・都丸隆行 (高エネ研)，寺田総一 (産総研), 25名, 千円, 2005.4–2006.3.

能動防振用小型高感度加速度計の研究開発, 代表, 高橋竜太郎（自然科学研究機構国立天文台）, 2名, 1500千
円, 2006.4–2007.3.

地震火山災害部門

壁谷澤 寿海
(a) International Symposium on Earthquake Engineering (ISEE) Commemorating Tenth Anniversary of the 1995

Kobe Earthquake, Kobe/Awaji, Japan, 14 Jan, 2005.
2nd International Conference of Concrete & Development, Tehran, Iran, 1 May, 2005.
International Workshop on Retrofit of Conceret Buildings, Tehran, Iran, 4 May, 2005.
The First NEES/E-Defense Workshop on Collapse Simulation of Reinforced Concrete Building Structure, Berke-

ley, USA, 6 Jul, 2005.
100th Anniversary Earthquake Conference, San Francisco, USA, 20 Apr, 2006.
NEES/E-Defense Plenary Meeting, Kobe, Japan, 29 Sep, 2006.
The Second NEES-EDEFENSE Workshop on Collapse Simulation of Reinforced Concrete Building Structures

October 30 – November 1, Kobe and Miki, Japan, 1 Nov, 2006.
KOCED symposium on shake table, Pusan, Korea, 8 Dec, 2006.

(b) 日本コンクリ－ト工学協会 ISO/TC71対応国内委員会, 委員, 1995.4–2006.3.
日本建築学会構造委員会振動運営委員会地震荷重小委員会, 委員, 2002.4–2006.3.
日本建築学会構造委員会鉄筋コンクリ－ト構造運営委員会, 幹事, 2002.4–2006.3.
日本建築学会構造委員会耐震設計小委員会, 委員, 2002.4–2006.3.
大都市大震災特別軽減化研究プロジェクト RC建物委員会, 委員長, 2002.4–2007.3.
防災科学技術研究所大都市大災害軽減化特別プロジェクト耐震性向上 RC全体委員会, 主査, 2002.8–2007.3.
日本建築学会構造委員会鉄筋コンクリ－ト構造委員会耐震性能評価指針（英語版）作成小委員会, 主査, 2003.4–

2006.3.
コンクリ－ト工学協会関東支部, 理事, 2003.4–2005.3.
日本建築学会構造委員会鉄筋コンクリ－ト構造運営委員会RC基礎部材の構造性能評価小委員会, 委員, 2003.4–

2007.3.
日本地震工学会, 理事, 2003.6–2005.5.
日本学術会議メカニクス・構造研究連絡委員会地震工学専門委員会, 委員, 2003.10–2005.9.
阪神淡路 10周年地震工学シンポジウム組織委員会実行委員会, 幹事, 2003.12–2005.3.
日本建築学会東海地震等巨大災害への対応特別調査委員会建築構造物小委員会, 委員, 2004.4–2006.3.
防災科学技術研究所三次元震動破壊実験施設利用委員会, 委員, 2004.12–2006.11.
日本地震工学会地震災害対応委員会, 主査, 2005.10–2007.3.
日本建築学会構造委員会振動運営委員会地震荷重小委員会, 委員, 2006.4–2008.3.
日本建築学会構造委員会耐震設計小委員会, 委員, 2006.4–2008.3.
日本建築学会構造委員会鉄筋コンクリ－ト構造運営委員会鉄筋コンクリート構造計算規準改定小委員会, 委員,

2006.4–2009.3.
日本建築学会構造委員会鉄筋コンクリ－ト構造運営委員会鉄筋コンクリート構造計算規準改定小委員会耐震壁

WG, 主査, 2006.4–2009.3.
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日本地震工学会, 理事, 2006.6–2008.5.
(e) 大都市大震災軽減化特別プロジェクト�震動台活用による構造物の耐震性向上 (鉄筋コンクリ－ト建物実験),

代表, 松森泰造（防災科学技術研究所）・倉本洋（豊橋技術科学大学）・勅使川原正臣（建築研究所）・勝俣
英雄（大林組）・田中仁史（京都大学）・鈴木紀雄（鹿島建設）・長谷川俊昭（清水建設）他, 20名, 6400万
円, 鉄筋コンクリート建物の三次元動的破壊メカニズムの解明, 2002.4–2006.3.

大都市大震災軽減化特別プロジェクト� 　震動台活用による構造物の耐震性向上研究, 代表, 壁谷澤寿海 (地震
研),倉本洋 (豊橋技科大),松森泰造,陳少華 (防災科研),勝俣英雄・白井和貴 (大林組),田中仁史・河野進 (京
大),福山洋・斉藤大樹 (建研),五十嵐克哉・鈴木紀雄・田上淳 (鹿島)他, 20名, 5,500,000千円, 大都市大震
災軽減化特別プロジェクト� 　震動台活用による構造物の耐震性向上研究, 2002.4–2007.3.

地盤基礎構造物系の地震時非線形挙動に関する実証的研究, 代表, 工藤 一嘉, 真田 靖士, 3名, 2900千円, 地盤基
礎構造物系の地震時非線形挙動に関する実証的研究, 2004.4–2007.3.

普及型地震計による層間変形計測システムに関する研究, 代表, 青柳 隆之, 2名, 1000千円, 普及型地震計による
層間変形計測システムに関する研究, 2004.4–2005.3.

鉄筋コンクリ－ト壁の耐震補強に関する研究, 代表, 真田靖士, 五十嵐俊一（構造品質補強研究所株式会社）, 3
名, 4500千円, 鉄筋コンクリ－ト壁の耐震補強に関する研究, 2004.4–2006.3.

地盤基礎構造物系の地震時非線形挙動に関する実証的研究, 代表, 工藤一嘉, 真田靖士 (地震研), 3名, 9,900,000
千円, 地盤基礎構造物系の地震時非線形挙動に関する実証的研究, 2004.4–2007.3.

強度や剛性が低下する既存建物の耐震性能評価, 代表, Dihn Van Thuat, 2名, 1,200,000千円, 強度や剛性が低下
する既存建物の耐震性能評価, 2004.4–2005.3.

RC耐震壁および CB壁の補強方法の開発に関する研究, 代表, 真田靖士 (地震研), 五十嵐俊一 (構造品質保証研
究所), 10名, 4,800,000千円, RC耐震壁および CB壁の補強方法の開発に関する研究, 2004.4–2007.3.

纐纈 一起
(a) Japan-US Joint Symposium for Natural Disaster Mitigation, Kobe, Japan, 24 Jan, 2005.

International Symposium on Earthquake Engineering Commemorating Tenth Anniversary of the 1995 Kobe
Earthquake, Awaji, Japan, 15 Jan, 2005.

APRU/AEARU Research Symposium, Kyoto, Japan, 31 Aug, 2005.
2nd International Workshop on Strong Ground Motion Prediction and Earthquake Tectonics in Urban Areas,

Tokyo, Japan, 26 Oct, 2005.
APRU/AEARU Research Symposium, San Francisco, USA, 21 Apr, 2006.
Seismological Society of America Annual Meeting, San Frabcisco, USA, 20 Apr, 2006.
SCEC-ERI Joint Workshop, Oxnard, USA, 2 Jun, 2006.
International Workshop on Long-Period Ground Motion Simulation and Velocity Structures, Tokyo, Japan, 15

Nov, 2006.
AGU Fall Meeting, San Francisco, USA, 15 Dec, 2006.

(b) 日本地震学会強震動委員会, 委員, 1996.4–2008.4.
土木学会巨大地震災害への対応検討特別委員会, 地震動部会委員, 2004.2–2006.10.
(社)日本地震学会, 代議員, 2004.5–2008.4.
(社)日本地震学会論文賞選考委員会, 委員, 2004.5–2006.4.
土木学会原子力土木委員会, 活断層評価部会委員, 2005.10–2007.3.
Journal of Seismology, Associate Editor, 2005.11–2008.12.

(e) Seismic Kantoプロジェクト, 代表, 鷹野澄・山中佳子・翠川三郎（東工大）・他, 約 20名, 千円, 2000.1–2007.3.
大都市圏大震災軽減化特別プロジェクト「I. 地震動（強い揺れ）の予測」, 分担, 京大防災研・防災科技研, 約

50名, 千円, 2002.4–2007.3.
科研費基盤研究 (C)「三次元グリーン関数を用いた震源過程の高分解能解析」, 代表, 宮武隆・山中佳子, 3名,

千円, 2003.4–2005.3.
南海トラフの巨大地震に対するメタンハイドレート開発の地震時安全性評価, 代表, 海洋技術センター・CRC

ソリューションズ, 10名, 千円, 2003.8–2005.3.
糸魚川－静岡構造線断層帯における重点的調査観測, 分担, 三宅弘恵・泉谷恭男（信州大）・山中浩明（東工大）,

名, 千円, 2005.7–2010.3.
宮城県沖地震における重点的調査観測, 分担, 三宅弘恵・古村孝志・岡田知巳（東北大）・海野徳仁（東北大）,

名, 千円, 2005.11–2010.3.
科研費基盤研究 (C)「環太平洋の長周期地震動とその都市災害軽減のための国際共同研究の企画調査」, 代表,

古村孝志・三宅弘恵・翠川三郎 (東工大)・久田嘉章 (工学院大)・工藤一嘉 (日大)・藤原広行 (防災科技研)・
佐藤俊明 (大崎総研), 8名, 千円, 2006.4–2007.3.

科学技術振興調整費「統合化地下構造データベースの構築」,分担,三宅弘恵・引間和人,名,千円, 2006.7–2011.3.

古村 孝志
(a) 2nd International. Workshop on Strong Ground Motion Prediction and Earthquake Tectonics in Urban Areas,

Tokyo, Japan, 27 Oct, 2005.
APRU/AEARU Research Symposium 2005 Earthquake Hazards around the Pacific Rim, Kyoto, Japan, 31 Aug,

2005.
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COE Workshop on Predictability of the Evolution and Variation of the Multi-scale Earth System, Tokyo, Japan,
2 Sep, 2005.

20th Memorial Symposium on the Great Michoacan, Mexico Earthquake in 1985, Mexico City, Mexico, 6 Sep,
2005.

2006 IASPEI General Assembly, Santiago, Chili, 4 Oct, 2005.
250th Anniversary of the 1755 Lisbon Earthquake, Lisbon, Portugal, 3 Nov, 2005.
4th APEC Cooporation Earthquake Simulation Workshop, Maui, USA, 5 Apr, 2006.
CREST Workshop on Earthquake and Tsunami Simulation, Tokyo, Japan, 24 Oct, 2006.
International workshop on Long-period ground motion simulation and velocity structure, Tokyo, Japan, 14 Nov,

2006.
(b) (社)日本地震学会, 理事, 2004.4–2005.3.
（社)日本地震学会, 広報委員長, 2004.4–2005.3.
（社)日本地震学会強震動委員会, 幹事, 2004.4–2005.3.
（社)日本地震学会大会企画委員会, 委員, 2004.4–2005.3.
（社)日本地震学会, 広報委員長, 2005.4–2006.3.
（社)日本地震学会強震動委員会, 幹事, 2005.4–2006.3.
（社)日本地震学会大会企画委員会, 委員, 2005.4–2006.3.
日本地球惑星科学連合,プログラム副局長, 2005.10–2006.3.
日本地球惑星科学連合,プログラム局長, 2006.4–2007.3.
（社)日本地震学会, 理事, 2006.4–2008.3.
（社)日本地震学会強震動委員会, 幹事, 2006.4–2008.3.
（社)日本地震学会広報委員会, 委員, 2006.4–2008.3.
日本学術会議地球惑星科学委員会国際対応分科会 IASPEI小委員会, 委員, 2006.9–2008.9.
（社)日本地震学会 IASPEI委員会, 幹事, 2006.10–2008.3.

(e) 3 次元不均質場での波動伝播と強震動のシミュレーション, 代表, 20 名, 0 千円, Annual Report of the Earth
Sumulator Center April 2004-March 2005, 2004.4–2005.3.

都司 嘉宣
(a) APRU research symposium on ”EarthquakeHazards around the Pacific Rim - Prediction and Disaster Prevention”,

Kyoto, 日本、京都大学, 1 Sep, 2005.
(b) 歴史地震研究会, 会長, 2000.4–2008.3.

歴史地震研究会, 会長, 2006.4–2007.10.
(e) 2004年インドネシア国スマトラ島津波国際調査団による現地調査, 代表, 谷岡勇市郎（北大理）、榊山 　勉（電

中研）、松富英夫（秋田大）、Husni(インドネシア気象庁）, 17名, 15,000千円, 2005.1–2005.2.
2004年インドネシア国スマトラ島津波国際調査団による現地調査, 代表, 谷岡勇市郎（北大理）、榊山 　勉（電

中研）、松富英夫（秋田大）、Husni(インドネシア気象庁）, 17名, 15,000千円, 2005.1–2005.2.
2004年インド洋津波によるタイ国海岸調査, 代表, 行谷佑一（地震研学生）、松本浩幸（JAMSTEC)、岩崎伸一
（防災科研）,K.Wattana(タイ国気象庁）, ７名, 千円, 2005.2–2005.3.

平成 17年度科学研究費（基盤（B)（１））「歴史地震の詳細震度分布図の作成と断層パラメータの推定に関す
る研究, 代表, 纐纈一起（東大地震研）、佐藤孝之（東大史料編纂所）、中西一郎（京都大学理）、草野顕之
（大谷大学文学部日本史）, ５人名, 7,000千円, 2005.4–2007.3.

飯田昌弘

三宅 弘恵
(a) AGU Fall Meeting, San Francisco, USA, 05-09 Dec, 2005.

2nd International Workshop on Strong Ground Motion Prediction and Earthquake Tectonics in Urban Areas,
Tokyo, Japan, 25-27 Oct, 2005.

SSA Anuual Meeting, San Francisco, USA, 18-22 Apr, 2006.
SCEC-ERI Joint Workshop, Oxnard, USA, 01-03 Jun, 2006.
ESG2006, Grenoble, France, 29 Aug - 01 Sep, 2006.

(b) 日本地震学会選挙管理委員会, 委員, 2005.7–2006.5.
日本地震工学会会誌編集委員会, 委員, 2006.1–2007.5.
日本地震学会大会・企画委員会, 委員, 2006.4–2007.3.
日本地震学会, 代議員, 2006.5–2008.5.

(e) 平成 14年度原子力安全基盤調査研究「動力学的断層モデルに基づく強震動予測」, 分担, 入倉孝次郎（代表：京
大）・ほか, 5名, 8,960千円, 2004.4–2005.3.

文部科学省受託研究「大都市大震災軽減化特別プロジェクト I．地震動（強い揺れ）の予測「大都市圏地殻構
造調査研究」」, 分担, 平田直（代表）ほか・東大地震研・京大防災研・防災科研, 名, 千円, 2004.4–2007.3.

文部科学省受託研究「糸魚川－静岡構造線断層帯における重点的調査観測」, 分担, 岩崎貴哉（代表）ほか, 名,
千円, 2005.7–2010.3.

平成 17年度原子力安全基盤調査研究「長大断層で発生する地震の動力学的強震動予測に関する研究」, 分担,
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入倉孝次郎（代表：地域地盤環境研究所）・ほか, 15名, 19,000千円, 2005.9–2007.2.
平成 18年度科学研究費（基盤（A）（海外））「南アフリカ大深度鉱山における超高周波までの地震学―１ｃｍ

から２００ｍまで。」, 分担, 中谷正生（代表）ほか, 15名, 33,500千円, 2006.4–2009.3.
平成 18年度科学研究費（基盤（C）（企画））「環太平洋の長周期地震動とその都市災害軽減のための国際共同

研究の企画調査」, 分担, 纐纈一起（代表）ほか, 9名, 3,200千円, 2006.4–2007.3.
平成 18年度科学技術振興調整費（重点課題解決型研究）「統合化地下構造データベースの構築」, 分担, 藤原広

行 (代表：防災科研)ほか, 名, 千円, 2007.4–2010.3.

真田 靖士
(a) First NEES/E-Defense Workshop on Collapse Simulation of Reinforced Concrete Building Structures, Berkeley,

U.S.A., 7 Jul, 2005.
3rd Korea-Japan Workshop on New Direction for Enhancement of Structural Performance, Seoul, South Korea,

27 Oct, 2005.
(b) 日本建築学会，図書委員会，文献抄録小委員会，第 1部会, 幹事, 2003.4–2006.3.

日本建築学会関東支部，構造専門研究委員会, 委員, 2003.4–2006.3.
日本建築学会関東支部，構造専門研究委員会，鉄筋コンクリート WG, 委員, 2003.4–2006.3.
日本建築学会，構造委員会，鉄筋コンクリート構造運営委員会，新プレキャスト構造小委員会，構造実験に基

づくプレキャスト造建物の性能評価法WG, 委員, 2003.4–2005.3.
防災科学技術研究所，大都市大震災軽減化特別プロジェクト�耐震性の飛躍的向上「震動台活用による耐震性

向上研究」鉄筋コンクリート建物実験委員会, 委員, 2004.1–2006.3.
日本建築学会，イラン・バム地震被害調査団, 団員, 2004.1–2005.3.
日本地震工学会，イラン・バム地震被害調査団, 団員, 2004.1–2005.3.
日本建築学会，構造委員会，プレストレストコンクリート構造運営委員会，PC耐震設計小委員会,委員, 2005.4–

2006.3.
日本建築学会，パキスタン地震被害調査団, 団員, 2005.4–2006.3.

(e) 平成 15-17年度科学研究費（基盤 (B)(2)）「偏心を有する不整形建築物のねじれ地震応答性状の評価と予測に関
する研究」, 分担, 中埜良昭（代表：東大・生産研）, 2名, 千円, 2004.1–2006.3.

平成 16-17年度科学研究費（基盤 (B)(2)）「地盤基礎構造物系の地震時非線形挙動に関する実証的研究」, 分担,
壁谷澤寿海（代表：東大・地震研）ほか, 4名, 千円, 2004.4–2006.3.

平成 16-17年度科学研究費（基盤 (B)(2)）「巨大地震によるやや長周期（1-20秒）地震動の生成メカニズムの解
明と石油タンク・免震構造物等耐震安全性評価」, 分担, 工藤一嘉（代表：東大・地震研）ほか, 10名, 千
円, 2004.4–2006.3.

平成 16-17年度科学研究費（基盤 (C)(2)）「繊維補強セメント複合材料を用いた超小型模型試験体による簡易震
動実験手法の開発」, 分担, 境有紀（代表：筑波大・機能工学系）ほか, 4名, 千円, 2004.4–2006.3.

平成 17年度科学研究費（萌芽）「途上国支援を目的とする補強材を要さない組積造建築の高耐震化技術の開
発」, 代表, 中埜良昭（東大・生研）・中村友紀子（新潟大・工学部）, 3名, 千円, 2005.4–2006.3.

地震予知研究推進センター

平田 直
(a) 2005 Joint Assembly, New Orleans, USA, 27 May, 2005.

AGU, San Francisco, USA, 6 Dec, 2005.
Earthquakes in Urban Areas: Joint Workshop Southern California Earthquake Center & Earthquake Research

Institute, Oxnard, California, USA, 2 Jun, 2006.
Conference of Earthquake Early Warning System, Taipei, Taiwan, 15 Aug, 2006.
AGU, San Francisco, USA, 13 Dec, 2006.

(b) Earth, Planets and Space, Editor, 2002.4–2006.3.
日本地震学会欧文誌運営委員会, 委員, 2004.4–2005.3.
社団法人日本地震学会, 代議員, 2004.4–2006.3.
日本地震学会欧文誌運営委員会, 委員, 2005.4–2006.3.

(e) 産学連携経費「新世紀重点研究創生プラン（RR2002)」大規模大震災軽減化特別プロジェクト：大都市圏地殻
構造調査研究, 代表, 笠原啓司（防災科研）、梅田康弘 (防災研）、佐藤比呂志 (地震研）, 20名, 1,375百万
円, 2002.9–.

加藤 　照之
(a) 1st International Conference on Urban Disaster Reduction, Kobe, Japan, 18 Jan, 2005.

Indo-Japan Joint Workshop on Tsunami, Hyderabad, India, 18 Mar, 2005.
Dynamic Planet 2005, Cairns, Australia, 25 Aug, 2005.
STS Forum 2005, Kyoto, Japan, 12 Sep, 2005.
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International Workshop on the Restoration Program from Giant Earthquakes and Tsunamis, Tokyo, Japan, 14
Dec, 2005.

APRU/AEARU Research Symposium, San Francisco, USA, 21 Apr, 2006.
Symposium on Scientific Applications of GPS in Active Geosphere Investigations, Bangkok, Thailand, 14 Oct,

2006.
Workshop LIPI-JSPS on Earthquake Joint Project Indonesia-Japan, Jakarta, Indonesia, 5 Dec, 2006.
2006 AGU Fall Meeting, San Francisco, USA, 12 Dec, 2006.

(b) 日本測地学会誌, 編集委員, 2003.4–2005.3.
日本地震学会, 代議員, 2003.5–2005.5.
日本測地学会, 評議員, 2004.4–2006.3.
日本測地学会, 合同大会プログラム委員, 2004.4–2006.3.
日本測地学会, 合同大会連絡会委員, 2004.4–2006.3.
日本測地学会, 地球惑星科学関連学会連絡会委員, 2004.4–2005.5.
日本測地学会誌, 編集委員, 2005.4–2007.3.
日本測地学会, 合同大会プログラム委員, 2005.4–.
日本地球惑星科学連合, 国際委員会副委員長, 2005.10–.
日本学術会議地球惑星科学委員会 IAG小委員会, 委員, 2006.10–.

(c) 第３４回日本産業技術大賞・審査委員会特別賞, 4月 13日, 2005.4.13.
(e) 平成 12-14年度科学研究費補助金（基盤研究 B(2)）「GPS仮想基準点方式に基づく地殻変動実時間監視システ

ムの開発」, 代表, 宮崎真一（東大地震研），神崎政之（日本 GPSソリューションズ）, 3名, 1520万円千
円, 2002.4–2005.3.

科学研究費補助金（基盤研究 (B)）「GPSを用いたフィリピン海南東部のテクトニクスの研究」, 代表, 松島健
（九大理），宮崎真一（東大震），田部井隆雄（高知大理），小竹美子（東大震）, 約 10名, 1150万円千円,
2002.4–2005.3.

平成 12-14年度科学研究費補助金（基盤研究 B(2)）「中国鮮水河断層における地震活動数値モデルの構築」, 分
担, 加藤尚之（代表：東大震），雷興林（産総研），馬勝利（中国地震局）, 4名, 万円千円, 2002.4–2005.3.

科学研究費補助金（基盤研究 (B)）「西南日本横断地殻変動プロファイリング」, 分担, 田部井隆雄（代表：高知
大理）ほか, 約 10名, 万円千円, 2002.4–2005.3.

GPSを用いた東アジアのテクトニクスの研究, 代表, Pil-Ho Park（韓国国立天文台）Xiong Xiong（中国科学院
武漢測地地球物理学研究所）Xiong Xiong（中国科学院武漢測地地球物理学研究所）Xiong Xiong（中国
科学院武漢測地地球物理学研究所）Xu Houze（中国科学院武漢測地地球物理学研究所）Xiong Xiong（中
国科学院武漢測地地球物理学研究所）, 7名, 7,500（申請中）千円, 2005.2–2008.1.

平成 17-20年度科学研究費補助金「GPSブイを用いた津波・波浪防災システムの総合的研究」, 代表, 越村俊一
（東北大・工）・永井紀彦（港空研）・清水勝義（港空研）, 6名, 9,500(H17)千円, 2005.4–2009.3.

文部科学省科学技術振興調整費「スマトラ型巨大地震・津波被害の軽減策」, 代表, 佐竹健治（産総研）・山岡耕
春（東大震）・今村文彦（東北大・工）・家村浩和（京大・工）ほか, 約２０名, 150,000千円, 2005.4–2008.3.

文部科学省科学技術振興調整費「災害軽減科学技術の国際連携への提言」, 分担, 亀田弘行（防災科研）・藤田
英輔（防災科研）, 約２０名, 30,000千円, 2005.4–2006.3.

佐藤 比呂志
(a) IASPEI 2005, サンチアゴ , チリ, 4 Oct, 2005.

2nd International Workshop on Strong ground motion prediction and earthquake tectonics in urban areas, 東京,
日本, 25 Oct, 2005.

European Geoscience Union General Assembly 2006, Viena, Austria, 4 Apr, 2006.
Earthquakes in Urban Areas, Joint workshop Southern Californa Earthquake Center and Earthquake Research

Institute, Oxnard, California, USA, 1 Jun, 2006.
The 12th International Symposium on Deep Seismic Profiling of the continents and Their Margins, Hayama,

Japan, 29 Sep, 2006.
8th SEGJ International Symposium - Imaging and Interpretation-, Kyoto, Japan, 27 Nov, 2006.
American Geophysical Union Fall Meeting, San Fransico, USA, 13 Dec, 2006.

(b) 地質学雑誌, 編集委員, 1999.10–2005.10.
日本地震学会, 代議員, 2002.4–2005.3.

(c) 日本地理学会賞（特別賞）:活断層調査研究グループのメンバーとして, 3月 28日, 2005.3.28.
(e) 大都市圏地殻構造探査:大阪-鈴鹿測線, 代表, 平田 　直・岩崎貴哉・纐纈一起（震研）・伊藤谷生（千葉大）・笠原

敬司（防災科技研）・伊藤 　潔（京都大）など , 20名, 316,000千円, 2004.4–2005.3.
平成 16年（2004年）新潟県中越地震に関する緊急研究・テーマ３：地下構造調査等による震源断層・強震動生

成機構の解明, 代表, 小川康雄（東工大）・岩田知孝（京大）・横倉隆伸（産総研）・今給黎哲郎（国土地理
院）など , 20名, 55000千円, 2004.11–2005.3.

山岡 耕春
(a) APRU/AEARU Research Symposium on Earthquake Disaster Reduction, Kyoto, Japan, 31 Aug, 2005.

2nd International Symposium on Active Geophysical Monitoring of the Earth’s Lithosphere, Novosivirsk, Russia,
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12 Sep, 2005.
American Geophysical Union Fall meeting, San Francisco, USA, 7 Dec, 2005.
International workshop on the restoration Program from Giant Earthquakes and Tsunamis, Tokyo, Japan, 14

Dec, 2005.
International Symposium on Proposals toward international collaboration for disaster reduction, Tokyo, Japan,

16 Dec, 2005.
(b) 地震学会 　地震予知検討委員会, 委員, 2004.4–2006.3.

地震学会 　災害調査委員会, 委員, 2004.10–.

吉田 真吾
(a) APRU/AEARU Research Symposium, Kyoto, Japn, Aug.31, 2005.

AOGS 2006, Singapore, Singapore, 13 Jul, 2006.
(b) 社団法人日本地震学会, 代議員, 2003.4–2005.3.

社団法人日本地震学会，地震予知検討委員会, 委員, 2003.4–2007.3.
社団法人日本地震学会，「地震」編集委員会, 委員, 2004.4–2006.3.
日本地球惑星科学連合，企画委員会, 副委員長, 2005.4–2007.3.

(e) 研究集会「地震発生の素過程」, 代表, 吉岡直人 　他, 20名, 万円, 2003.4–.

飯高 隆
(a) American Geophysical Union, SanFrancisco, United State of America, 7 Dec, 2005.

12th International Symposium on Deep Structure of the Continents and their Margins, Hayama, Kanagawa,
Japan, 26 Sep, 2006.

American Geophysical Union, SanFrancisco, United State of America, 14 Dec, 2006.
(b) 社団法人 　日本地震学会 　, 代議員, 2003.4–2005.3.

社団法人 　日本地震学会 　, 代議員, 2005.4–2007.3.
(e) 島弧及びその周辺域の S波内部減衰構造に関する研究, 分担, 吉本和生 (横浜市立大・理), 2名, 269千円, 2005.4–

2006.3.

加藤 　尚之
(a) 4th Taiwan-Japan International Workshop on Hydrological and Geochemical Research for Earthquake Prediction,

Tainan, Taiwan, 13 Sep, 2005.
2nd Asia Oceania Geosciences Society, Singapore, Singapore, 21 Jun, 2005.
International Symposium Spatial and Temporal Fluctuations in the Solid Earth, Sendai, Japan, 23 Jul, 2005.
Asian Academic Seminar Great Earthquakes in the Plate Subduction Zones, Nagoya, Japan, 30 Sep, 2005.
2nd International Workshop Strong Ground Motion Prediction and Earthquake Tectonics in Urban Areas, Tokyo,

Japan, 25 Oct, 2005.
2nd Asia Oceania Geosciences Society, Singapore, Singapore, 13 Jul, 2006.

(b) 日本地震学会 　学会情報誌編集委員会, 委員長, 2004.4–2006.3.
日本地震学会, 理事, 2004.4–2006.3.
日本地震学会, 代議員, 2006.4–2008.3.

(e) 平成 14年度科学研究費（基盤（B）(2)）「中国鮮水河断層における地震活動数値モデルの構築」, 代表,加藤照之
（東大・地震研），雷興林（産業技術総合研究所），馬勝利（中国地震局）, 4名, 4,300千円, 2002.4–2005.3.

平成 17年度科学研究費（基盤（C））「プレート境界の摩擦パラメター推定に関する研究 -数値シミュレーショ
ンと観測データの融合による-」, 代表, 宮崎真一（東大・地震研），松澤暢（東北大・理）, 3名, 3,100千
円, 2005.4–2007.3.

上嶋 誠
(a) IAGA Scientific Assembly, Toulouse, France, 22 Jul, 2005.

7th China International Geo-Electromagnetic Workshop, Chengdu, China, 11 Oct, 2005.
18th workshop on Electromagnetic Induction in the Earth, El Vendrell, Spain, 21 Sep, 2006.

(b) Earth Planet Space, Editor, 2005.4–2009.3.
(e) NTT回線を用いた地電位差変化観測による地震予知・火山噴火予知の基礎研究, 代表, NTTアクセス網研究所，

各大学研究者, 20名, 千円, 1994.4–2009.3.
中国東北部における電磁気観測, 代表, 趙國澤・湯吉（中国国家地震局）・歌田久司（地震研）, 約 10名, 千円,

2004.4–2006.3.
歪集中帯における電磁気構造探査, 代表, 大志万直人・吉村令慧（京大）ほか, 約 30名, 千円, 2004.4–2009.3.
中越地震震源域における電磁気構造探査,分担,小川康雄・本蔵義守（東工大）ほか,約 20名,千円, 2004.11–2005.3.
糸魚川静岡構造線における電気伝導度構造の解明, 分担, 小川康雄 (東工大)・大志万直人・吉村令慧 (京大）ほ

か, 約 10名, 千円, 2005.4–2010.3.
大陸縁辺の広域深部電気伝導度構造の解明, 代表, 市來雅啓・長尾大道 (JAMSTEC)・山口覚 (神戸大)・藤浩明

(富山大)・超國澤・湯吉 (中国国家地震局), 6名, 2,300千円, 2006.4–2009.3.

波多野 恭弘
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加藤 愛太郎
(a) AGU, SanFrancisco, USA, 11 Dec, 2006.

蔵下 　英司
(a) 2005 AGU Fall Meeting, San Francisco, USA, 7 Dec, 2005.

IRIS 18th Annual workshop, Tucson, USA, 8 Jun, 2006.
12th International Symposium on Deep Seismic Profiling of the Continents and their Margins, Hayama, Japan,

25 Sep, 2006.
(b) 日本地震学会, 選挙管理委員, 2004.10–2005.5.

宮崎 真一
(a) MYRES 2, Varbania, Italy, 5 Jul, 2006.

Western Pacific Geophysical Meeting 2006, Beijing, China, 24 Jul, 2006.
AGU Fall Meeting 2006, San Francisco, USA, 13 Dec, 2006.

(c) 日本測地学会坪井賞, 4月 5日, 2006.4.5.
(e) Integrating space-geodetic data through spatio-temporal filtering: application in secular, episodic, and seasonal

deformation analysis, 分担, Danan Dong (ジェット推進研究所) 宗包浩志 (国土地理院) 松坂茂 (国土地理
院), 4名, 千円, 2005.9–2008.8.

中谷 正生
(a) 6th International Symposium on Rockburst and Seismicity in Mines, Perth, Australia, 11 Mar, 2005.

Chapman Conference on Radiated Energy and the Physics of Earthquake Faulting, Portland, Maine, USA, 17
Jun, 2005.

Japanese-German Frontiers of Science Symposium, 2005, Shonan, Japan, 3 Nov, 2005.
AGU, SanFrancisco, USA, 9 Dec, 2005.
Japanese -American Frontiers of Science Symposium, Shonan, Japan, 12 Dec, 2005.
Japan Geoscience Union Meeting, Chiba, Japan, 16 May, 2006.
AGU, SanFrancisco, USA, 11 Dec, 2006.
European Geosciences Union, Vienna, Austria, 6 Apr, 2006.
European Geosciences Union, Vienna, Austria, 7 Apr, 2006.
AOGS, Singapore, Singapore, 13 Jul, 2006.
AGU, SanFrancisco, USA, 13 Dec, 2006.
AGU, SanFrancisco, USA, 13 Dec, 2006.

(b) 地球惑星科学関連合同大会,レオロジーと物質移動コンビーナー, 2004.9–2005.3.
日本地球惑星科学連合大会,レオロジーと物質移動代表コンビーナー, 2005.4–2006.9.
日本地球惑星科学連合大会,レオロジーと物質移動コンビーナー, 2006.10–2007.9.

(c) 文部科学技術大臣表彰若手科学者賞「摩擦滑りの物理化学に関する実験的・理論的研究」, 4月 20日, 2005.4.20.
(e) 地震滑りによる摩擦発熱量の直接測定, 科研費基盤（B)・一般 1534014, 地震滑りによる摩擦発熱量の直接測定,

代表, 飯尾 　能久（京都大学・防災研究所）, 小笠原 　宏（立命館大学・理工学部）, 佐野 　修（東京大学・
地震研究所）, 山内 　常生（名古屋大学・環境科学研究科）, 5名, 1610万円, 2003.4–2006.3.

粘土鉱物剪断の微視的メカニズム, 分担, 西川 　治（金沢大学）, 2名, 2003.5–2005.3.
南アフリカ大深度鉱山における超高周波までの地震学 1cmから 200mまで, 代表, 吉田真吾（東大地震研）, 三

宅弘恵（東大地震研）, 五十嵐俊博（東大地震研）, 加藤愛太郎（東大地震研）, 佐野修（東大地震研）, 飯
尾能久（京大防災研）, 川方祐則（立命館大理工）, 小笠原宏（立命館大理工）, 井出哲（東大理）, 佐藤隆
司（産総研地質情報）, 矢部康夫（東北大理）, 雷興林（産総研地質情報）, 大槻憲四郎（東北大理）, 平松
良浩（金沢大自然科学）, 15名, 4154万円, 2006.4–2009.3.

小河 勉

地震地殻変動観測センター

岩崎 貴哉
(a) 12th Int. Symp. Deep Seismic Profiling of the Continents and Their Margins, Hayama, Japan, 26 Sep, 2006.
(b) 日本地震学会, 代議員, 2004.4–2006.3.

日本地震学会将来検討委員会, 委員, 2004.4–2006.3.
国立極地研究所地学専門委員会, 委員, 2004.9–2006.9.

(e) 総合集中観測による内陸域の歪・応力蓄積・集中過程の解明, 代表, 平田直（東大地震研），飯高隆（東大地震
研），勝俣啓（北大理），海野徳仁（東北大理），岡田智巳（東北大理），山崎文人（名大環），鷺谷威（名
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大環），飯尾能久（京大防災研），伊藤潔（京大防災研），松本聡（九大理），松島健（九大理），宮町宏樹
（鹿児島大理）, 50名, 26,470千円, 2004.4–2005.3.

総合集中観測による内陸域の歪・応力蓄積・集中過程の解明, 代表, 平田直（東大地震研），飯高隆（東大地震
研），勝俣啓（北大理），海野徳仁（東北大理），岡田智巳（東北大理），山崎文人（名大環），鷺谷威（名
大環），飯尾能久（京大防災研），伊藤潔（京大防災研），松本聡（九大理），松島健（九大理），宮町宏樹
（鹿児島大理）, 50名, 44,470千円, 2005.4–2006.3.

糸魚川-静岡構造線断層帯における重点的な調査観測, 代表, 池田安隆（東大・理），平田直・佐藤比呂志・纐纈
一起（東大・地震研），伊藤谷生（千葉大・理）・鈴木安宏（名大・環境），遠田晋二・桑原保人（産総研），
笠原啓司（防災科研）, 30名, 135,952（地震研分） 2005.4–2006.3.

紀伊半島東部における海陸共同構造探査，代表, 平田直（東大地震研），飯高隆（東大地震研），蔵下英司（東
大地震研），加藤愛太郎（東大地震研），金田義行（海洋技術開発機構），中山貴史（東北大理），長谷見
晶子（山形大），馬場久紀（東海大），山崎文人（名大環），伊藤潔（京大防災研），宮町宏樹（鹿児島大
理）, 30名, 38000千円, 2006.4–2008.3.

金沢 敏彦
(a) OCEANS ’06 IEEE Asia Pacific, Swissotel, The Stamford, Singapore, May 17, 2006.

SSC06（ International Workshop on Scientific Use of Submarine Cable and related Technologies), Dublin, Ireland,
Feb 9, 2006.

(b) 社団法人日本地震学会, 代議員, 2005.5–2007.5.
(c) 海洋調査技術学会技術賞, 11月 9日, 2006.11.9.
(e) 東南海・南海地震に関する調査研究－予測精度向上のための観測研究－, 代表, 金田義行（海洋研究開発機構）・

安藤雅孝（名大）・藤本博巳（東北大）他, 約 15名, 総額約 1,650,000千円, 2003.11–2008.3.
地震研究所特定共同研究 A「海域部総合観測によるプレート境界域におけるひずみ・応力集中機構の解明」,

代表, 北大・東北大・千葉大・九大・鹿児島大, 20名, 千円, 2004.4–2008.3.
平成 16年度科学研究費（特別研究促進費（２））「2004年紀伊半島南東沖の地震の余震に関する調査研究」,代表,

東京大学地震研究所・北海道大学・東北大学・九州大学・海洋研究開発機構, 12名, 14,000千円, 2004.9–2005.3.
科学研究費（特定領域研究 (2))「スタグナント・スラブ：マントルダイナミクスの新展開 　計画研究ウ：海底

広帯域地震観測でスタグナントスラブを診る」, 代表, 東京大学地震研究所、海洋研究開発機構, 10名, 総
額約 407,700千円, 2004.9–2008.3.

日本海溝・千島海溝周辺の海溝型地震に関する調査研究, 代表, 高波鐵夫（北大）、長谷川昭・海野徳仁（東北
大）、小原一成（防災科技研）ほか, 15名, 総額約 1,000,000千円, 2004.10–2009.3.

次世代インライン型システムの検討－海底ケーブル・インライン式海底地震計の開発, 代表, 佐野修・歌田久
司・森田裕一・塩原肇・篠原雅尚・酒井慎一・望月公廣・山田知明（地震研）, 8名, 総額約 74,000千円,
2006.7–2010.3.

佐野 　修
(b) 地学雑誌・岩石物性研究特集号編集委員会, 編集委員, 2005.4–2006.1.

地学雑誌・地盤岩盤と間隙水特集号編集委員会, 編集委員, 2005.4–2006.6.
IODP国内科学計画委員会 　技術開発専門部会, 技術開発専門部会委員, 2005.4–2007.3.
地震予知総合研究振興会, 運営委員会委員, 2005.4–.

酒井慎一
(a) AGU Fall Meeting, San Francisco, USA, 6 Dec, 2005.
(b) 日本地震学会，「地震」編集委員会，委員, 2005.4–2007.3.

篠原 雅尚
(a) AGU 2005 Fall Meeting, San Francisco, USA, 5 Dec, 2005.

AGU 2006 Fall Meeting, San Francisco, USA, 11 Dec, 2006.
(b) （社）日本地震学会, 選挙管理委員会委員長, 2005.7–2006.5.
（社）日本地震学会, 選挙管理委員会委員, 2006.8–2007.5.

(e) 2004年紀伊半島南東沖の地震の余震に関する調査研究, 分担, 金沢敏彦（代表：東大地震研）・金田義行（海洋
研究開発機構）ほか, 12名, 千円, 2004.9–2005.3.

佃 　為成
(b) 電気学会環境電磁界観測による地震前駆現象調査専門委員会, 委員, 2001.10–2006.3.
(e) 平成 16年度地震研究所特定研究 (A)「内陸直下地震の予知」, 代表, 佃 為成（東大地震研）・山崎晴雄（東京都

立大）・植木岳雪（産業総合研究所）塚原弘昭・角野由夫・秋山知生（信州大理）・竹内 章・渡邊 　了・笠
見弘昌・森谷辰輝（富山大理）長尾年恭・佐柳敬造（東海大）後藤恵之輔（長崎大）山中千博・江本 　豊
（大阪大）, 15名, 260千円, 平成 16年度地震研究所特定研究 (A)「内陸直下地震の予知」, 2004.4–2005.3.

平成 17年度地震研究所特定研究 (A)「内陸直下地震の予知」, 代表, 佃 為成（東大地震研）・山崎晴雄（東京
都立大）・植木岳雪（産業総合研究所）塚原弘昭・角野由夫・秋山知生（信州大理）・竹内 章・渡邊 　了・
前川拓也・道家涼介・高山典子（富山大理）長尾年恭・佐柳敬造（東海大）後藤恵之輔（長崎大）山中千
博・江本 　豊（大阪大）, 16名, 290千円, 平成 17年度地震研究所特定研究 (A)「内陸直下地震の予知」,
2005.4–2006.3.
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平成 18年度地震研究所特定研究 (A)「内陸直下地震の予知」, 代表, 佃 為成（東大地震研）・山崎晴雄（東京都
立大）・植木岳雪（産業総合研究所）塚原弘昭・角野由夫・小林 　亘・宮本達矢・渡辺創太（信州大理）・竹
内 章・渡邊 　了・道家涼介（富山大理）長尾年恭・佐柳敬造（東海大）後藤恵之輔（長崎大）山中千博・
江本 　豊（大阪大）, 15名, 31千円, 2006.4–2007.3.

萩原弘子
(a) AGU 2005 Fall Meeting, San Francisco, USA, 5 Dec, 2005.

American Geophysical Union Fall Meeting, San Francisco, USA, 13 Dec, 2006.

五十嵐 　俊博
(a) International Association of Seismology and Physics of the Earth’s Interior, Santiago, Chile, 3 Oct, 2005.

American Geophysical Union Fall Meeting, San Francisco , USA, 9 Dec, 2005.
American Geophysical Union Fall Meeting, San Francisco, USA, 15 Dec, 2006.

(b) 日本地震学会広報委員会, 委員, 2001.12–2007.3.

望月 　公廣

山田 知朗
(a) AGU 2005 Fall Meeting, San Francisco, USA, 6 Dec, 2005.
(b) （社）日本地震学会, 庶務委員, 2002.4–.

地震予知情報センター

阿部 勝征
(b) 日本学術会議海洋物理学研究連絡委員会津波小委員会 (1989.3-2005.3）, 委員,, 1989.3–2006.3.

日本災害情報学会理事会 (1999.4- ), 理事, 1999.4–2008.3.
日本地震学会代議員会（2000.10-2006.12）, 代議員, 2000.10–2006.12.
日本災害情報学会, 会長, 2005.6–2008.5.

(c) 防災功労者防災担当大臣表彰, 2005.9.6, 2005.

鷹野 澄
(b) 日本地震学会, 代議員, 2005.5–.
(e) ＩＴ強震計研究会, 代表, 玉置晴朗（株式会社数理設計研究所）ほか, 80名, 2006.6–2010.3.

中川 茂樹
(a) AGU, サンフランシスコ, 米国, 8 Dec, 2005.
(b) 地惑連合合同大会運営委員会, 情報局員, 2005.7–2006.5.

地球惑星科学連合大会運営委員会, 情報局長, 2006.6–2007.5.

鶴岡 弘
(a) The 4th International Workshop on Statistical Seismology, Shonan Village campus, JAPAN, 13 Jan, 2006.
(e) 2001年以前の低周波微動活動の解明, 分担, 須田直樹, 2名, 2005.4–2007.3.

日本列島標準三次元構造モデルの構築, 分担, 平原和朗（京大）, 26名, 7732千円, 2006.4–2007.3.
広帯域地震観測による阿蘇山火山性微動のリアルタイム・モニタリング, 分担, 山本希（東北大）, 2名, 2006.4–

2007.3.

火山噴火予知研究推進センター

藤井 　敏嗣
(a) The 4th International Symposium on ”Volcanoes of the World”, Jeju Stone Park, Bukjeju County, Korea, 2 Jun,

2006.
American Geophysical Union, Fall meeting, SanFrancisco, U.S,A., 14 Dec, 2006.

(b) 財団法人震災予防協会, 理事, 2001.6–2007.5.
International Association of Volcanology and Chemistry of the Earth’s Interior, Vice President, 2003.8–2007.7.
海洋研究開発機構地球内部変動研究センター外部評価委員会, 評価委員, 2006.4–2006.7.
東北大学理学研究科・理学部外部評価委員会, 評価委員, 2006.4–2007.3.
日本火山学会, 会長, 2006.7–2008.6.
日本火山学会, 理事, 2006.7–2008.6.
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中田節也
(a) Continental Scientific Drilling 2005: A decade of progress and opportunities for the future, Potsdam, Gemany,

30 Mar, 2005.
A George PL Walker symposium on Advances in Volcanology, Reykholt, Iceland, 16 Jun, 2006.
Cities on Volcanoes 4, Quito, Equador, 25 Jan, 2006.
Mutnovsky Volcano ICDP workshop, Petropavlovsk, Russia, 24 Sep, 2006.

(b) Award nomination committee, IAVCEI, member, 2003.7–2007.6.
財団法人震災予防協会, 評議員, 2004.6–2006.5.
特定非営利活動法人 　日本火山学会／理事会／理事, 副会長，各賞選考委員長, 2004.7–2006.6.
Bulletin of Volcanology, Associate editor, 2005.12–2008.11.
土木学会／地盤工学委員会火山工学研究賞委員会, 委員, 2006.4–2007.3.
Cities on Volcanoes 5 conference, 実行委員長, 2006.5–2007.11.
特定非営利活動法人日本火山学会, 副会長／理事, 2006.7–2008.6.
Science Committee of IAVCEI 2008, Member, 2006.11–2008.8.

(e) 科学技術振興調整費総合研究「雲仙火山．科学掘削による噴火機構とマグマ活動解明のための国際共同研究」,
分担, 宇都浩三（産業技術総合研究所），清水 　洋（九大・理），池田隆司（北大・理），佐久間澄夫（（株）
日重化）ほか, 約 70名, 千円, 1999.4–2005.3.

Unzen Scientific Drilling Project, Joint Research Venture with ICDP, 代表, J. Eichelberger (Univ. Alaska), D.
Dingwell (Univ. Munich), S. Hickman (USGS) and others, 約 70名, 万円千円, 2002.4–2005.3.

地震研特定共同研究（Ｂ）「高噴火ポテンシャル火山における噴火の規模・様式に関する研究」, 分担, 中川光
弘（北大），谷口宏充（東北大），三宅康幸（信州大），鎌田浩毅（京都大）ほか, 約 30 名, 千円, 同上,
2004.4–2005.3.

日本・ロシア共同研究「火山噴火のモデリングおよびその日本およびカムチャッカ地域の火山への応用」, 分
担, 小屋口剛博（地震研），O. Melnik (Moscow State University), O.Dirksen (IVS, Russian Academy of
Science)，安井真也（日大・文理）, 10名, 千円, 2005.12–2007.6.

地震研究所特定共同研究 B「長期的火山活動評価の定量化」, 分担, 中川光弘（北大・理）ほか, 25名, 千円,
2006.4–2007.3.

武尾 実
(a) AGU2002 Fall Meeting, San Francisco , USA, 6 Dec, 2005.

International Workshop: The Physics of Fluid Oscillations in Volcanic Systems, Lancaster, England, 7 Sep, 2006.
(b) 日本地震学会, 海外渡航旅費助成金審査委員, 2004.4–2006.3.

日本地震学会, 代議員, 2004.4–2006.3.
日本火山学会, 理事, 2004.4–2006.3.
日本地震学会, 男女共同参画委員会委員, 2006.4–2008.3.
日本地震学会, 代議員, 2006.4–2008.3.

(e) KM2O-Langevin方程式理論に基づく地震波動の解析手法の開発, 代表, 岡部靖憲（東大院・情報理工学系研究
科），松浦真也（東大院・情報理工学系研究科, 5名, 千円, 2002.4–.

渡辺 秀文
(b) 地球惑星科学関連学会連絡会, 会長, 2004.5–2005.5.

特定非営利活動法人 　日本火山学会, 会長, 2004.7–2006.6.
日本地球惑星科学連合, 評議員, 2005.5–2006.6.

(e) 富士山臨時稠密地震観測, 代表, 全国の関連研究者, 約 25名名, 千円, 2002.9–2005.4.
浅間山の構造探査, 分担, 全国の関連研究者, 約 50名名, 千円, 2006.10–2006.10.

森田 裕一
(b) 日本火山学会, 理事，庶務委員長, 2006.4–.

大湊 隆雄
(a) The Physics of Fluid Oscillation in Volcanic Systems, Lancaster, UK, 7 Sep, 2006.

AGU Fall Meeting, San Fransisco, USA, 14 Dec, 2006.
(b) 日本火山学会, 財務委員, 2006.7–2007.6.

卜部 卓
(b) 日本地震学会, 代議員, 2003.5–2005.5.

日本地震学会, 代議員, 2005.5–2007.5.

青木 陽介
(a) American Geophysical Union Fall Meeting, San Francisco, California, United States of America, 9 Dec, 2005.
(b) 日本火山学会, 大会委員, 2004.10–2006.12.

地球惑星科学合同大会運営機構, コンビーナー V055 活動的火山, 2004.10–2005.5.
日本地球惑星科学連合, コンビーナー 059 活動的火山, 2005.10–2006.12.
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金子 隆之
(b) 日本火山学会, 他学会連絡担当, 2004.4–.
(e) 宇宙からのリアルタイム火山観測： 　東アジアへの適用とその高度化, 代表, Martin J. Wooster（ロンドン大学

キングスカレッジ），安田敦（東大・地震研）, 3名名, 7400千円, 2002.4–2006.3.
衛星データによるグローバル火山監視：リアルタイムのデータ処理を目指して, 代表, Martin J. Wooster（ロ

ンドン大学キングスカレッジ），安田敦（東大・地震研），高木幹雄（芝浦工大），安川雅紀（東大・生産
研），丹波澄雄（弘前大）, 6名, 5000千円, 2003.4–2005.3.

小山 崇夫
(a) IAGA 2005, Toulouse, France, 20 Jul, 2005.

前野 深
(a) 17th International Sedimentological Congress, Fukuoka, Japan, 29 Aug, 2006.

及川 純
(a) AGU 2005 Fall Meeting, San Francisco, USA, 6 Dec, 2005.
(b) 日本地球惑星科学連合財務委員会, 委員, 2005.4–2007.3.
(e) 広帯域音波観測に基づく火山爆発に伴う空気振動の研究,分担,綿田辰吾（東大地震研）, 2名,千円, 2003.4–2006.3.

火山流体のモニタリングと深部マグマ上昇メカニズムの解明, 分担, 川勝 　均 (代表：東大・地震研)・大湊 　隆
雄 (東大・地震研)・須藤 　靖明（京大・理）・大倉 　敬宏（京大・理）・宇津木 　充（京大・理）・金嶋 　聰
（九大・理）・橋本 　武志（北大．理）・山本 　希（東北大．理）, 9名, 千円, 2003.4–2007.3.

浅間山における集中観測, 分担, 武尾 　実（東大地震研）・大湊隆雄（東大地震研）・青木陽介（東大地震研）・森
田裕一（東大地震研）・他, 12名, 千円, 2005.4–2006.3.

諏訪之瀬島人工地震探査, 分担, 井口正人（京大）・為栗 　健（京大）・他, 20名, 千円, 2005.10–2006.3.
広帯域高感度圧力計を用いた爆発的噴火に伴う長周期圧力変動発生機構の研究, 分担, 綿田辰吾 (代表：東大・

地震研)・井口正人 (京大・防災研)・為栗建 (京大・防災研), 4名, 千円, 2006.4–2007.3.

海半球観測研究センター

川勝 均
(a) European Geosciences Union, General Assembly 2005, Vienna, Austria, 25 Apr, 2005.

American Geophysical Union, Fall Meeting, San Francisco, USA, 8 Dec, 2005.
Japan Geoscience Union Meeting, Makuhari, Japan, 16 May, 2006.
Western Pacific Geophysical Meeting, Beijing, China, 27 Jul, 2006.
International Conference Montessus de Ballore, Santiago, Chile, 7 Nov, 2006.
American Geophysical Union, Fall Meeting, San Francisco, USA, 12 Dec, 2006.

(b) 日本地震学会, 代議員, 2002.4–2007.3.

歌田 久司
(a) IAGA General Assembly 2005, Toulouse, France, 20 Jul, 2005.

International symposium on marine sciences -new observation data and interpretation-, Yokohama, Japan, 6 Sep,
2005.

AGU 2005 Fall Meeting, San Francisco, USA, 8 Dec, 2005.
International session on ”Deep Mantle Slab” at Japan Geoscience Union Meeting, Chiba, Japan, 15 May, 2006.

(b) 日本学術会議地球電磁気学研究連絡委員会地磁気観測小委員会, 委員（副委員長）, 1999.4–2006.9.
日本学術会議地球物理学研究連絡委員会グローバル地球物理観測小委員会, 委員, 2002.4–2005.9.
日本学術会議地球物理学研究連絡委員会, 委員, 2003.10–2005.9.
日本学術会議地球電磁気学研究連絡委員会, 委員長, 2003.10–2005.9.
地球電磁気・地球惑星圏学会, 会計監査委員, 2004.4–2006.3.
日本学術会議地球物理学研究連絡委員会海底ケーブル観測小委員会, 委員長, 2004.4–2005.9.
Earth Planets Space, Guest Editor, 2005.1–2006.6.
地球電磁気・地球惑星圏学会, 副会長, 2005.4–2007.3.
海洋研究開発機構・深海調査計画委員会, 委員, 2005.4–2006.3.
International Ocean Network (ION), IAGA Liaison, 2005.8–2009.8.
Tectonophysics, Guest Editor, 2005.10–2006.9.
日本学術会議 IAGA小委員会, 委員, 2006.10–2008.9.

(e) 太平洋における海底ケーブルネットワークによる電位差観測, 代表, A.D. Chave（WoodsHole海洋研究所），A.
Flosadottir（NOAA PMEL）, 5, 1991.4–.

日本海ケーブルによる電位差観測, 代表, N. A. Palshin, and R.D. Medzhitov（P.P.Shirshov海洋研究所）, 6,
1994.4–.
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中国東北部における電磁気観測, 代表, 趙 　國澤（中国地震局地質研究所）, 5, 1998.4–.
ロシア沿海州における地球電磁気観測, 代表, V. Nikiforov (ウラジオストク太平洋海洋研究所）, 5, 2000.4–.
太平洋域ネットワーク観測による地球内部の構造とダイナミクスの解明, 代表, 末次大輔（海洋研究開発機構）,

１５名, 20,000千円, 2004.4–2008.3.
太平洋のマントル電気伝導度に関する研究, 代表, A.D. Chave (Woods Hole Oceanographic Institution), 5名,

2004.10–2006.9.

塩原 肇
(a) AGU, San Francisco, USA, 9 Dec, 2005.

AGU, San Francisco, USA, 15 Dec, 2006.

山野 誠
(a) RIHN International Symposium on ”Human Impacts on Urban Subsurface Environments”, Kyoto, Japan, 20

Oct, 2005.
6th International Workshop on Heat Flow and the Structure of the Lithosphere, Bykov, Czech Republic, 7 Jun,

2006.
(b) 地球惑星科学関連学会連絡会, 庶務渉外担当幹事, 2003.5–2005.4.

IODP国内科学計画委員会, 地球内部専門部会委員, 2003.6–2006.3.
日本地球惑星科学連合, 教育問題検討委員会委員, 2005.7–2007.5.
日本地球惑星科学連合, 男女共同参画委員会委員, 2006.5–2008.4.

(e) 科学研究費（基盤 (B)(2)）「浅海域における熱流量測定による南海トラフ地震発生帯の温度構造の研究」, 代
表, 日比谷紀之（東大・理）・芦寿一郎（東大・海洋研）・木下正高（JAMSTEC）・松林修（産総研）, 5名,
16,500千円, 2004.4–2007.3.

「都市の地下環境に残る人間活動の影響」, 分担, 谷口真人（代表：総合地球環境学研究所）ほか, 約 30 名,
2005.4–2010.3.

馬場 聖至
(e) 海底電位磁力計による沈みこみ・前弧・島弧・背弧系（中部マリアナ海域）の横断探査, 分担, 島伸和（代表：

神戸大）, 7名, 千円, 2003.4–2007.3.
1億 3千万年前の白亜紀太平洋プレート上で活動する新しい海底火山の形成過程解明, 分担, 阿部なつ江（代表：

IFREE/JAMSTEC）, 7名, 千円, 2005.4–2008.3.

市原 美恵
(a) International workshop ”strategy for promoting researches on volcanic explosion”, Kobe, Japan, 12 Jan, 2005.

International workshop ”the physics of fluid oscillations in volcanic systems”, Lancaster, UK, 8 Sep, 2006.
2006 Fall Meeting, American Geophygical Union, San Francisco, USA, 13 Dec, 2006.

清水 久芳
(a) IAGA Scientific Assembly, Toulouse, France, 19 Aug, 2005.

10th Symposium on Study of the Earth’s Deep Interior, Prague, Czech Repblic, 10 Jul, 2006.
(b) 地球電磁気・地球惑星圏学会, 2006年合同大会プログラム委員, 2005.8–2006.7.
(e) 月周回衛星 SELENEプロジェクト, 分担, 滝澤悦貞 (宇宙航空研究開発機構)・綱川秀夫（東工大）, 約 200名名,

千円, 1997.4–2010.3.

竹内 希
(a) EGU General Assembly, Vienna, Austria, 28 Apr, 2005.

AGU Fall Meeting, San Francisco, U.S.A., 8 Dec, 2005.
(b) 地球惑星科学合同大会運営機構, 情報局 　2003年担当責任者, 2001.7–2005.5.

日本地球惑星科学連合大会運営委員会, 委員, 2005.5–.
(c) 日本地震学会若手学術奨励賞, 3月 28日, 2005.3.28.
(e) 波形インバージョンによる地球内部不連続面凸凹構造の推定, 分担,ゲラーロバート（代表：東大・理）, 2名, 0

千円, 波形インバージョンによる地球内部不連続面凸凹構造の推定, 2002.4–2005.3.
地震環境としての日本列島：標準構造モデル・基準波動場の構築, 分担, 鶴岡弘 (代表：東大・地震研）ほか, 7

名, 0千円, 2003.4–2007.3.
スタグナントスラブ・マントルダイナミクスの新展開, 分担, 深尾良夫（代表：東大・地震研）ほか, 約 40名, 0

千円, 2004.4–2009.3.
広帯域地震波形データを用いた波形インバージョンによる異方性構造推定の詳細化, 分担,ゲラーロバート（代

表：東大理）, 2名, 0千円, 2005.4–2008.3.

綿田 辰吾
(a) 2005 American Geophysical Union Fall Meeting, San Francisco, USA, 5 Dec, 2005.
(b) Earth, Planets and Space/運営委員会, 委員, 2003.9–2006.3.

日本地震学会, 理事, 2004.4–2006.3.
日本地震学会／欧文誌運営委員会, 委員長, 2004.4–2006.3.
合同大会運営機構, 情報局長, 2004.7–2005.6.
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日本地球惑星科学連合大会運営委員会, 委員, 2005.7–2006.6.
日本地震学会, 代議員, 2006.5–2008.4.

(e) 高地における連続微気圧観測, 代表, 木挽俊彦（国立天文台）, 2名, ４０千円, 2004.4–2005.3.
高地における連続微気圧観測, 代表, 瀧田（東大・宇宙線研究所）ほか, ３名, 0千円, 2004.4–2005.3.
微気圧アレー観測の新展開による常時大気自由振動の検出, 分担, 深尾良夫（代表：海洋開発機構）、西田究、

小林直樹（東工大・理）, ４名, 0千円, 2005.4–2007.3.
神岡山頂における気圧観測ー 3次元気圧データによる精密重力補正, 分担, 今西祐一（代表：海洋研）、森井亙
（京大防災研）, ３名, 0千円, 2006.4–2008.3.

広帯域高感度圧力計を用いた爆発的噴火に伴う長周期圧力変動発生機構の研究, 代表, 及川純、井口正人（京
大・防災研）、為栗健（京大・防災研）, ４名, 884千円, 2006.4–2007.2.

アウトリーチ推進室

辻 宏道
(a) Geophysical Information for Teachers (GIFT) Workshop: Earthquakes And Tsunamis, San Francisco, USA, 14

Dec, 2006.
American Geophysical Union Fall Meeting 2006, San Francisco, USA, 14 Dec, 2006.

(b) 日本地震学会, 普及行事委員会委員, 2006.4–.
日本測地学会, 評議員, 2006.4–2008.3.
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第4章 業務活動・研究支援活動

4.1 各教員（助手）の業務活動

各教員（助手）が 2005年 1月 ∼2006年 12月の間に行った業務活動等の内容．なお (a)∼(c)の区分は以下のとおり．
(a) 学内委員会
(b) 所内委員会
(c) 所内活動

地球流動破壊部門

平賀 岳彦

三浦 弥生
(b) ハラスメント相談員, 2001.4–.

技術報告編集委員会, 2002.4–.
苦情処理委員会, 2005.12–.

西田 究
(b) CERT委員会, 2002.4–2004.3.

山中 佳子
(b) 古地震記象委員会, 2001.4–2004.3.

CERT委員会, 2001.4–2005.3.
古地震・古津波委員会, 2004.4–2005.3.

地球ダイナミクス部門

三部 賢治
(b) CERT委員会, 2004.4–2005.3.

折橋 裕二
(b) 図書委員会, 2001.4–2006.3.

環境安全委員会, 2002.4–2004.3.
一般公開実行委員会, 2003.4–2004.3.
広報委員会, 2005.4–.

地球計測部門

古屋 正人
(b) 学術報告委員会, 2001.4–2004.3.

CERT委員会, 2003.4-.

高森 昭光
(b) 自己点検委員会, 2003.10–2006.3.

広報委員会, 2005.4–2006.3.
一般公開実施ワーキンググループ , 2005.4–2005.7.

地震火山災害部門

飯田 昌弘
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三宅 弘恵
(b) 広報委員会, 2005.4–2007.3.

学術報告委員会, 2005.4–2007.3.
アカデミック・ハラスメント相談員，2006.4–2008.3

真田 靖士
(b) 談話会委員会, 2004.4–2006.3.

地震予知研究推進センター

波多野 恭弘

加藤 愛太郎

蔵下 英司
(b) CERT委員会, 2001.4–2005.3.

宮崎真一
(b) 広報委員会, 2005.4–2007.3.

中谷 正生
(b) 談話会委員会, 2002.4–2006.3.

安全衛生管理室，室員，12日/年，2006.4–2007.3.
(c) 金曜セミナー世話人, 全所業務, 単独, 延べ 30日/年, 2002.4–2004.3.

地震発生の素過程グループ雑務, 推進センター業務, 推進センター職員３名, 延べ 5日/年, 2003.4–2007.3.
共同利用岩石破壊実験設備管理・保守，地震予知研究推進センター業務，30日/年，2002.2–2007.3.
共同利用岩石破壊実験補助，地震予知研究推進センター業務，20日/年，2002.2–2007.3.
玉掛けクレーン技能取得，延べ 4日，2005.12.
第 1種圧力容器取扱主任資格取得，延べ 2日，2005.12.

小河 勉

地震地殻変動観測センター

萩原弘子
(c) 地震予知連絡会への資料作成, 地震地殻変動観測センター業務, 地震地殻変動観測センター職員 1名, 36[時間/

回]*４回, 1986.11–2007.3.
地震予知連絡会会報への原稿作成, 地震地殻変動観測センター業務, 地震地殻変動観測センター職員 1名, 延べ

10日, 1991.11–2007.3.
地震観測システムの維持, 地震地殻変動観測センター業務, 地震地殻変動観測センター職員 3名、委託業者 2名,

延べ 20日, 1993.4–2007.3.
地震データの検測, 地震地殻変動観測センター業務, 地震地殻変動観測センター職員 1名、総合観測室職員 9名,

4[時間／日]*240日, 1993.11–2007.3.
地震予知連絡会への資料作成, 地震地殻変動観測センター業務, 地震地殻変動観測センター職員 1名, 36[時間/

回]*４回, 2005.4–2007.3.
地震データの検測, 地震地殻変動観測センター業務, 地震地殻変動観測センター職員 1名、総合観測室職員 9名,

[時間／日]*240日, 2005.4–2007.3.

五十嵐 俊博
(b) 談話会委員会, 2002.4–2006.3.

望月 公廣
(b) 広報委員会, 2002.4–2004.3.

山田 知朗
(b) CERT委員会, 2001.4–.

地震予知情報センター
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中川 茂樹
(b) 所内 CERT委員会, 2005.10–.

鶴岡 弘
(b) 所内 CERT委員会, 2004.4–2005.3.

所内 CERT委員会, 2005.4–2006.3.
古地震・古津波委員会, 2005.4–2006.3.

火山噴火予知研究推進センター

青木 陽介
(b) OA化委員会, 2004.4–2007.3.

談話会委員会, 2004.4–2006.3.
学術報告委員会, 2004.4–2007.3.

金子 隆之

小山 崇夫

前野 深
(b) 広報委員会, 2006.7–

及川 純
(b) 一般公開実行委員会, 2003.4–2004.3.
(c) 火山体構造探査での観測点設置・データ処理, 火山噴火予知研究推進センター業務, 火山噴火予知研究推進セン

ター職員 10名, 10日/年, 1994.4–2004.3.
浅間火山の地震観測網の整備, 火山噴火予知研究推進センター業務, 火山噴火予知研究推進センター職員 2名,

3週間/年, 1996.4–2004.3.
富士山人工地震探査の実施準備および実施, 火山噴火予知研究推進センター業務, 火山センター職員 9名，技術

部 9名，他大学職員 35名, のべ 25日, 2002.1–2004.3.
霧島火山群における地震観測網整備, 火山噴火予知研究推進センター業務, 火山センター職員３名, 延べ 40日,

2004.4–2006.3.
浅間山GPS観測網整備, 火山噴火予知研究推進センター業務, 火山センター職員３名, 延べ 20日, 2004.4–2006.3.

海半球観測研究センター

馬場 聖至

市原 美恵

清水 久芳
(b) 図書委員会, 1999.4–.

学術報告委員会, 2001.4–.
ホームページ委員会, 2002.4–.

竹内 希
(b) 自己点検委員会, 2002.4–2004.3.

部屋割検討委員会, 2005.4–.
(c) 海半球データの編集・公開, 海半球センター業務, 海半球センター職員２名、非常勤職員１名, 延べ３６５日,

1999.7–.

綿田 辰吾
(b) CERT委員会, 2003.4–2006.3.

退官者の送別会実行委員会, 2004.1–2004.3.
(c) 海半球データセンターの管理, 海半球観測研究センター業務, 海半球観測研究センター職員２名, １時間/日,

2001.9–.
, 2004.4–.
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4.2 各技術職員の業務活動等

各技術職員が 2005年 1月 ∼2006年 12月の間に行った業務活動等の内容．なお (a)∼(i)の区分は以下のとおり．
(a) 業務活動
(b) 受賞
(c) 発明特許
(d) 国家資格
(e) 取得単位
(f) 終了認定を受けた研修
(g) 公表出版物
(h) 学会講演（自身による発表）
(i) 研修講師

情報処理室

井本 　良子
(a) 火山噴火予知研究推進センター共同研究事務, 火山噴火予知研究推進センター業務, １人, 2006.1–2006.12.
「技術研究報告」編集, 技術研究報告編集委員会業務, ３人, 2006.1–2006.12.
火山噴火予知研究推進センター校費管理・出張事務, 火山噴火予知研究推進センター業務,１人, 2006.1–2006.12.
火山噴火予知連絡会資料とりまとめ, 火山噴火予知推進研究センター業務, １人, ３日/年, 2006.1–2006.12.
火山噴火予知研究推進センター科研費管理（10件）,火山噴火予知研究推進センター業務,１人, 2006.1–2006.12.

工藤 和子
(a) 災害部門ＨＰ更新・災害部門研究会・災害部門会議支援, 部門業務, 単独, 1994.4–2007.3.

科学研究費（12件）・共同研究費（1件）・受託研究費（3件）・特定事業費（1件）の出張事務経理事務等支援,
部門業務, 単独, 1994.4–2007.3.

災害部門 (10件)の出張事務・物品購入備品管理, 部門業務, 単独, 1994.4–2007.3.
地震研究所技術研究報告の編集, 地震研究所技術研究報告編集委員会業務, 10名, 2006.4–2007.3.

(f) 平成１６年度地震研究所職員研修会, 地震研究所, 2005.1.26.
平成１７年度地震研究所職員研修会, 地震研究所, 2006.1.25.

松嶋 信代
(a) 海半球観測研究センターの研究支援, 海半球観測研究センター業務, 単独, 1997.4–2006.12.

海半球観測研究センター観測点管理, 海半球観測研究センター業務, 単独, 1997.4–2006.12.
海半球観測研究センター経費管理, 海半球観測研究センター業務, 単独, 1997.4–2006.12.
海半球観測研究センター共同利用・共同研究支援, 海半球観測研究センター業務, 単独, 1997.4–2006.12.
海半球観測研究センター科研費管理, 海半球観測研究センター業務, 単独, 1997.4–2006.12.
海半球観測研究センター二国間協力事業支援, 海半球観測研究センター業務, 単独, 2004.4–2006.9.
特定領域「スタグナント・スラブ」事務局業務, 歌田久司教授関連業務, 単独, 2時間/日, 2004.4–2006.12.

野口 和子
(a) 所内ホームページ担当, HPWG委員会業務, 単独, NA, 2006.4–2007.3.

古地震気象の整理,データベース化,管理,貸出.WWSSNフィルムの管理,データベース化貸出.資料室管理., 古
地震・古津波記録委員会業務, 単独, NA, 2006.4–2007.3.

計算機環境の整備，計算機消耗品の管理・補充.地震予知情報センター運営支援・経理・出張事務・物品の購入・
管理, 地震予知情報センター業務, 単独, NA, 2006.4–2007.3.

(f) 平成 16年度地震研究所職員研修会, 地震研究所, 2005.1.26.

荻野 スミ子
(a) 反射法地震探査のホームページ作成, 研究室業務, 2002.1–.

地震研究所ホームページ作成 　新着情報・セミナー地震研について、共同利用, 全所業務, 情報処理室, 2002.4–.
反射法地震探査 　香川県及び徳島県西部, 研究室業務, 合同観測, 8日間, 2002.8–.
糸-静構造線 　地殻構造探査探査 　, 研究室業務, 2日間, 2002.10–.
房総半島縦断 　地殻構造探査探査 　, 大都市大震災軽減化特別プロジェクト, 2日間, 2002.11–.
地質調査, 佐藤研業務, 2003.2.12-2003.2.14, 2003.2–.
反射法地震探査 　秋田県大曲市, 佐藤研業務, 2003.9.2-2003.9.5, 2003.4–.
反射法地震探査 　宮城県 　河南町, 佐藤研業務, 2003.10.14-200310.17, 2003.4–.
大都市圏地殻構造調査小田原ー山梨測線測量, 推進センター業務, ３名, 2/10-2/13, 2006.2–2007.3.
山下研究室事務支援, 単独, 2006.4–2007.3.
加藤（尚）研究室事務支援, 単独, 2006.4–2007.3.
宮武研究室事務支援業務, 単独, 2006.4–2007.3.
地震研究所ホームページ作成, 2006.4–2007.
佐藤研究室ホームページ作成, 推進センター業務, 単独, 2006.4–2007.3.
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(g) 木村治夫・佐藤比呂志・伊藤谷生・宮内祟裕・松多信尚・河村知徳・石山達也・岡田真介・加藤直子・楮原京子・
小田晋・野田克也・井川猛, 国府津ー松田断層帯松田北断層における浅層反射法地震探査, 活断層研究 　,
25, 85–92, 2005.

Naoko Kato,To,oo Echigo,Hiroshi Sato,Masaaki Tateishi,Sumiko Ogino,Shin’ichi Sakai,Shigeru Toda Shin Koshiya
Tanio Ito Tsuyoshi Toyoshima Toshifumi Imaizumi Hajime Kato and Shintaro Abe, Geologic fault model
based on the hight-resolution seismic reflection profile and aftershock distribution associated with the 2004
Mid-Niigata Prefecture earthquake(M6.8),central Japan, Earth Planets Space, 57, 447–452, 2005.

佐藤比呂志・児島悠司・村上明広・伊藤谷生・金田行・大西正純・岩崎隆哉・於保幸正・荻野スミ子・, 西南日本
外帯の地殻構造：2002年四国ー瀬戸内海横断地殻構造探査の成果, 地震研究所彙報, ８０,５３–７１, 2006.

渡邊 　トキエ
(a) 地震予知計画経費及び地震研特定共同研究 (A)「古地震」関係 actifプロジェクト実施事務局業務, 地球流動破

壊部門島崎邦彦教授関連業務, 単独, 1時間/日, 1994.4–2006.12.
「日本全国空中写真」整備・管理・貸出，HPデータ更新，空中写真室・地震地質資料室管理, 全所（共同利用）

業務, 単独, 1時間/日, 1994.4–2006.12.
「国際地震・火山研究推進室」運営事務，客員招聘・派遣事務，APRU/AEARU国際シンポジウム関連業務, 地

震研究所業務, 単独, 6時間/日, 2006.4–2006.12.
文科省科学技術振興調整費補助金「スマトラ型巨大地震・津波被害の軽減策」事務局業務・国際会議準備, 地

震研究所業務, 3名, 1時間/日, 2006.4–2006.12.
技術職員研修運営委員会の準備，委員会業務，研修運営委員 6名，延べ 10日間，2006.1–2006.12.

(f) 平成 16年度地震研究所技術職員研修会, 地震研究所, 2005.1.26.
平成 17年度地震研究所技術職員研修会, 地震研究所, 2006.1.25.

(g) 渡邊トキエ・岡田真介, 地震研究所「地震地質資料室」所蔵の空中写真の整理作業および空中写真一覧表 　－
　その (1)4万分の 1空中写真一覧 　－, 地震研究所技術研究報告, 12, 51–174, 2006.

技術開発室

松本 滋夫
(a) 絶対重力測定のための調査と準備（伊豆大島）, 地球計測部門, 単独, 延べ 3日, 2005.1–2005.2.

初期応力測定のための測定装置埋設の技術指導（土岐市定林寺）, 技術開発室＋東濃地震科学研究所, 単独, 2
日, 2005.2–2005.2.

重力測定のための下見調査（京大宮崎観測所）, 地球計測部門, ３名, １日, 2005.2–2005.2.
初期応力測定のためのオーバーコアリング作業及び ASR測定の技術指導,技術開発室,単独, 2日, 2005.3–2005.3.
絶対重力・相対測定（熊本県阿蘇山）, 地球計測部門, 2名, 6日, 2005.3–2005.3.
絶対重力計比較観測（つくば）, 地球計測部門＋国土地理院＋京大大学院理学研究科＋産業技術総合研究所, 3

名＋ 7名, 5日, 2005.4–2005.4.
地殻活動総合観測装置埋設・設置技術指導（土岐市定林寺）, 技術開発室, 単独, 3日, 2005.4–2005.4.
絶対重力・相対重力測定（伊豆大島）, 地球計測部門, 3名, 延べ 10日, 2005.5–2005.6.
岩盤多機能試験機の説明会（大林組技術研究所）, 技術開発室, 6名, 1日, 2005.6–2005.6.
絶対重力・相対重力測定（御前崎周辺と豊橋）, 地球計測部門, 2名, 7日, 2005.7–2005.7.
絶対重力測定（浅間火山観測所）, 地球計測部門, 2名, 延べ 3日, 2005.7–2005.11.
FRPロッド送り込み装置の説明発表会（長野県伊那）, 技術開発室, 単独, 1日, 2005.7–2005.7.
絶対重力・相対重力測定（宮崎県京大宮崎観測所・熊本県京大阿蘇火山研究所）, 地球計測部門, 3 名, 8 日,

2005.11–2005.11.
初期応力測定の新機種設置の打ち合せ（名古屋大学）, 技術開発室, 単独, 1日, 2005.12–2005.12.
絶対重力測定のための下見調査（宮城県女川）, 地球計測部門, 2名, 2日, 2005.12–2005.12.
初期応力測定のための測定装置埋設およびオーバーコアリングの指導（神岡鉱山）, 技術開発室＋防災科学技

術研究所, 単独, 延べ 5日, 2006.1–2006.2.
絶対重力測定（静岡県伊東市）, 地球計測部門, 2名, 3日, 2006.1–2006.2.
絶対重力測定（長野県松代市）, 地球計測部門, 2名, 3日, 2006.2–2006.2.
歪計埋設・設置（岩手県釜石鉱山）, 地震地殻変動観測センター, 3名, 4日, 2006.2–2006.3.
歪計埋設・設置（滋賀県大津市逢坂山）, 技術開発室＋京都大学防災研究所, 単独, 3日, 2006.3–2006.3.
土壌水分計の設置（浅間火山観測所）, 地球計測部門, 2名, 1日, 2006.4–2006.4.
絶対重力・相対重力測定（静岡県伊東市）, 地球計測部門, 2名, 4日, 2006.4–2006.4.
絶対重力・相対重力測定（宮城県石巻市女川と仙台市東北大学青葉山センター）, 地球計測部門, 2 名, 6 日,

2006.5–2006.5.
絶対重力・相対重力測定，北海道（有珠，えりも，厚岸）, 地球計測部門＋北海道大学有珠火山観測所＋防災

科学技術研究所, 2名＋ 6名, 12日, 2006.6–2006.6.
絶対重力計 FG5# 212の調整（浅間火山観測所）, 地球計測部門, 2名, 1日, 2006.8–2006.8.
絶対重力・相対重力測定（伊豆大島）, 地球計測部門, 3名, 6日, 2006.9–2006.9.
絶対重力・相対重力測定（三宅島）, 地球計測, 2名, 5日, 2006.9–2006.10.
絶対重力計 FG5# 212の撤収（浅間火山観測所）, 地球計測部門, 2名, 1日, 2006.10–2006.10.
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初期応力測定のため深度 400mと 500mへの測定装置埋設・設置およびオーバーコアリングの技術指導（静岡県
菊川市，内田小学校）,技術開発室＋名古屋大学地震火山・防災センター, 単独, 延べ 13日, 2006.10–2006.12.

デジタル式地殻活動総合観測装置 400m中空用と 500m孔底部用の検査立会い（長野県伊那市）, 技術開発室＋
名古屋大学地震火山・防災センター, 単独, 延べ 4日, 2006.12–2006.12.

(g) 菅野貴之・孫 　文科・松本滋夫・大久保修平・渡辺秀文, 伊豆大島における絶対重力観測－ネットワークによる
遠隔監視－, 日本測地学会第 104回講演会予稿集, 97–98, 2005.

平岡喜文・本田昌樹・大久保修平・孫 　文科・松本滋夫・菅野貴之・福田洋一・東 　敏博・杉原光彦・上田和永・
水島茂喜, 絶対重力計 FG5の相互比較, 日本測地学会第 104回講演会予稿集, 165–166, 2005.

植木真人・大久保修平・大島弘光・前川徳光・孫 　文科・松本滋夫・小山悦郎, 浅間火山 2004年 9月 1日噴火前
後の重力変化, 火山, 50, 5, 377–386, 2005.

風間卓仁・菅野貴之・小山悦郎・松本滋夫・孫 　文科・大久保修平, 地下水流動にともなう重力変化：観測・理
論・数値計算, 日本測地学会第 106回講演会予稿集, 35–36, 2006.

望月 裕峰
(a) 富士川地殻変動データ処理, 地震地殻変動観測センター業務富士川地殻変動データ補正, 地震地殻変動観測セ

ンター 1名、計 2名, 5時間/日, 2004.12–2005.10.
岩石高温高圧実験装置の運転・保守, 地震予知研究推進センター業務, 地震予知研究推進センター職員 3-4名,

延べ 20日, 2005.4–2005.12.
二軸圧縮試験機の実験補助,地震予知研究推進センター業務,大学院生 1名、職員 1名, 延べ 5日, 2005.4–2005.12.
共同利用・岩石高温高圧実験補助, 地震予知研究推進センター業務, 地震予知研究推進センター職員 2-3名、他

大学等 2-3名, 延べ 5日, 2005.4–2005.12.
岩石高温高圧実験装置の修理・点検立会い・補助, 地震予知研究推進センター業務, 地震予知研究推進センター

職員 3名、業者 2名, 延べ 2日, 2005.12–2005.12.
岩石高温高圧実験装置の運転・保守, 地震予知研究推進センター業務, 地震予知研究推進センター職員 1-2名，

大学院生 1名, 延べ 38日, 2006.4–2006.12.
共同利用・岩石高温高圧実験補助, 地震予知研究推進センター業務, 地震予知研究推進センター職員 1-2名，大

学院生 1名，他大学等 2-3名, 延べ 4日, 2006.4–2006.12.
岩石高温高圧実験装置の修理・点検立会い・補助, 地震予知研究推進センター業務, 地震予知研究推進センター

職員 3名，業者 2名, 延べ 2日, 2006.11–2006.12.

坂上 　実
(a) 下多賀観測点の整備立会い及び打ち合わせ, 強震計観測業務, 強震計観測室職員 1名, 1日, 2004.5–2005.5.

大阪地区・名古屋地区の強震観測点のデータ回収および保守点検と機器交換の打合せ, 強震観測業務, 強震観測
室職員 1名, 3日, 2005.1–2005.1.

足柄平野強震観測網の保守点検,他, 強震観測業務, 強震観測室職員１名, 2日, 2005.2–2005.2.
三宅島臨時強震観測点（5ヵ所）のデータ回収及び強震計の撤去,他, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名他 2名,

4日, 2005.2–2005.2.
小田原市集中局の地中地震計 2ヵ所（10ｍ・100ｍ）の交換作業,他, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名他 1名

業者 5名, 4日, 2005.3–2005.3.
新潟県川口町の臨時強震観測点のデータ回収及び強震計撤去,他, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名他 1名, 2

日, 2005.3–2005.3.
名古屋地区強震観測点のデータ回収と機器交換の打合せ,強震観測業務,強震観測室職員 1名, 3日, 2005.3–2005.3.
福岡県西方沖地震での福岡市内 3ヵ所及び玄海島 5ヵ所の臨時余震観測点設営と余震観測, 強震観測業務, 強震

観測室職員 1名他 3名, 4日, 2005.3–2005.3.
福岡県西方沖地震での福岡市内 3ヵ所及び玄海島 5ヵ所の臨時余震観測点のデータ回収と保守点検, 強震観測業

務, 強震観測室職員 1名他 1名, 4日, 2005.4–2005.4.
糸静観測点設営計画の観測点候補地の予備調査, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名他 3名, 2日, 2005.5–2005.5.
小千谷市学校建築の水平加力実験, 実験装置の建屋への取付けと実験業務, 強震観測室職員 1名他 5名, 4日,

2005.5–2005.5.
新潟市及び周辺地域の平野部の微動観測, 強震観測室職員 1名他 18名, 微動観測業務, 7日, 2005.6–2005.6.
福岡県西方沖地震の福岡市及び玄海島での臨時観測点 8ヵ所のデータ回収，強震計の撤去，他, 強震観測業務,

強震観測室職員 1名他 1名, 4日, 2005.6–2005.6.
松本市における糸静観測点設営計画の現地調査, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名他 1名, 2日, 2005.7–2005.7.
三宅島建築学会研修所の観測機材・資材の撤去作業,強震観測業務,強震観測室職員1名他 1名, 3日, 2005.7–2005.7.
松本市糸静観測点設営計画の土地借用申請手続,他,強震観測業務,強震観測室職員 1名他 1名, 2日, 2005.8–2005.8.
宮城県沖地震の現地被害及び震度計設置場所の調査, 被害調査と強震観測業務, 強震観測室職員 1名他 2名, 2

日, 2005.8–2005.8.
三宅島建築学会研修所施設の返却立会と観測資材の撤去,強震観測業務,強震観測室職員１名, 3日, 2005.9–2005.9.
松本市糸静観測点設営計画のボーリング掘削の現場説明及び掘削近隣住宅への挨拶, 強震観測業務, 強震観測

室職員１名他１名, 3日, 2005.10–2005.10.
伊豆大島強震観測点の移設問題への現地説明,他, 強震観測業務, 強震観測室職員１名他１名, 2 日, 2005.10–

2005.10.
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松本市糸静観測点設営のボーリング掘削の現地立会,他,強震観測業務,強震観測室職員１名他１名, 3日, 2005.10–
2005.10.

松本市糸静観測点設営のボーリング掘削の現地立会及び検層立会，他, 強震観測業務, 強震観測室職員１名他１
名, 延べ 10日, 2005.11–2005.11.

北大弟子屈観測所の強震計撤去及び北大厚岸観測施設への強震計設置場所調査，他, 強震観測業務, 強震観測室
職員１名他北大 2名, 3日, 2005.11–2005.11.

松本市糸静観測点設営計画の地震計埋設及び強震計設置作業（2ヵ所：100ｍ.200ｍ），現地竣工検査．, 強震観
測業務, 強震観測室職員 1名他業者 6名, 延べ 10日, 2005.12–2005.12.

実大 6層の三次元震動破壊実験の実験準備，試験加振．本加振及び加振後のひび割れ調査作業他, 震動破壊実
験業務, 強震観測室職員 1名と他 7機関 30名ほど , 17日, 2006.1–2006.1.

既存強震観測点の保守点検作業, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名, 3日, 2006.1–2006.1.
既存焼津及び伊豆半島地域観測点の保守点検作業, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名, 4日, 2006.2–2006.2.
既存足柄平野観測網の保守点検及び観測打合せ作業, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名, 3日, 2006.3–2006.3.
松本市内地中埋設を含む 2ヵ所の観測点設営作業, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名他業者 6名, 6日, 2006.3–

2006.3.
伊東市宇佐美地区 2ヵ所の臨時強震観測点の保守点検とデータ回収作業,他, 強震観測業務, 強震観測室職員 1

名, 2日, 2006.4–2006.4.
臨時強震観測点のデータ回収と既存観測点の保守点検作業, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名, 3日, 2006.5–

2006.5.
既存西湘総合観測点の保守点検作業,他, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名, 2日, 2006.6–2006.6.
福井平野での共同強震観測点の器機交換作業（福大・東工大・地震研）, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名他

業者 2名, 5日, 2006.6–2006.6.
既存御前崎・焼津観測点の台風大雨時における観測点被害の復旧と観測点整備作業, 強震観測業務, 強震観測室

職員 1名, 5日, 2006.7–2006.7.
既存強震観測点の落雷破損による復旧作業, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名, 3日, 2006.8–2006.8.
既存足柄平野 7観測点の器機交換作業, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名他業者 3名, 5日, 2006.9–2006.9.
実大 3層の三次元震動破壊実験の実験準備，試験加振．本加振及び加振後のひび割れ調査作業他, 震動破壊実

験業務, 強震観測室職員 1名他 5機関 20名, 14日, 2006.9–2006.10.
実大 3層の三次元震動破壊実験の実験準備，試験加振．本加振及び加振後のひび割れ調査作業他, 震動破壊実

験業務, 強震観測室職員 1名他 4機関 17名, 16日, 2006.10–2006.11.
新潟県小千谷市立小千谷小学校での微動観測作業, 強震観測業務, 強震観測室職員 1 名他 3 機関 8 名, 2 日,

2006.11–2006.11.
既存駿河湾及び伊豆半島強震観測点の落雷破損の復旧と保守点検作業, 強震観測業務, 強震観測室職員 1名, 延

べ 6日, 2006.11–2006.11.
諏訪盆地内での強震観測点設営打合せ作業,強震観測業務,強震観測室職員 1名他機関 1名, 2日, 2006.12–2006.12.

(f) 東京大学地震研究所技術職員研修会, 東京大学地震研究所, 2006.1.25.
(g) 坂上 　実, 東京大学地震研究所における強震観測の変遷と現状, 記念シンポジウム「日本の強震観測 50年」－

歴史と展望-講演集, 第 265号, 　21–28, 2005.
坂上 　実・田中康久・行谷裕一, 2004年新潟県中越地震の直後における臨時余震観測および被害調査の概要に

ついて, 地震研究所技術研究報告, 2005.
三宅弘恵・田中康久・坂上実・纐纈一起・石垣祐三, 2005年福岡県西方沖地震による玄界島の強震動再現：経験

的グリーン関数法による広帯域強震動ミュレーション, 日本地震学会 2005年度秋季大会予稿集,B009, 2005.
田中康久・三宅弘恵・坂上実・纐纈一起, 2005年福岡県西方沖地震の余震観測と界島の強震動再現, 日本地球惑

星科学連合 2005年大会予稿集,X113-P021, 2005.
工藤一嘉・松島信一・畑山健・福喜多輝・早川崇・神原浩・坂上実, 2004年新潟県中越地震の震源域における余

震・微動観測とその記録を用いた分析 (その 1)余震・微動観測の概要, 日本地球惑星科学連合 2005年大会
予稿集, S079-002, 2005.

松島信一・工藤一嘉・畑山健・神原浩・早川崇・福喜多輝・坂上実，, 2004年新潟県中越地震の震源域における
余震・微動観測とその記録を用いた分析（その２）余震記録に基づく本震時の強震動の推定, 日本地球惑
星科学連合 2005年大会予稿集, S079-002., 2005.

畑山健・工藤一嘉・松島信一・神原浩・早川崇・福喜多輝・坂上実 , 2005，2004年新潟県中越地震の震源域にお
ける余震・微動観測とその記録を用いた分析 (その 3)余震記録を用いたサイト増幅特性の評価, 日本地球
惑星科学連合 2005年大会予稿集, S079-P002., 2005.

早川崇・福喜多輝・神原浩・松島信一・畑山健・工藤一嘉・坂上実, 2005，2004年新潟県中越地震の震源域にお
ける余震・微動観測とその記録を用いた分析（その４）微動記録に基づく地盤震動特性の考察, 日本地球
惑星科学連合 2005年大会予稿集, S079-P003, 2005.

坂上 　実, 松本市牛伏寺断層周辺および松本盆地における強震観測点の設置計画について, 地震研究所技術研
究報告, 4–7, 2006.

田中康久・三宅弘恵・坂上実・壁谷澤寿海・纐纈一起, 2004年新潟県中越地震の小千谷市・川口町における余震
強震観測, 日本地球惑星科学連合 2006年大会予稿集,S111-P003, 2006.

三宅弘恵・坂上実・纐纈一起・泉谷恭男, 糸魚川－静岡構造線断層帯におけるボアホール強震観測, 日本地球惑
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星科学連合 2006年大会予稿集，S111-P004, 2006.
(i) 坂上 　実, 2004年新潟県中越地震直後における臨時余震観測および被害調査の概要, 東京大学地震研究所職員

技術研修会（1/24-26）, 2005.1.24.
坂上 　実, 松本市牛伏寺断層周辺および松本盆地における強震観測点の設置計画について, 東京大学地震研究

所職員技術研修会（1/22-24）, 2006.1.22.

内田 正之
(a) 三角基台用ネジ製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 5日, 2003.5–2005.5.

U軸バイト取付治具製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 15日, 2004.5–2005.6.
ウェーブガイド部品製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 2日, 2005.4–2005.4.
チタン球上部アダプター製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 15日, 2005.4–2005.5.
松本市糸静観測点の神田地区観測点及び島立地区観測点の看板製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 2005.4–.
ポータブル地震計固定用冶具製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 2日, 2005.5–2005.5.
工作講習会, 技術開発室業務, 職員 1名, 2日, 2005.5–2005.5.
ウェーブガイド・発信子端・電極の製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 6日, 2005.6–2005.6.
プロトン磁力計センサー用ポール・架台製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 4日, 2005.6–2005.6.
チタン球上部アダプター製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 10日, 2005.6–2005.6.
GPS台座・GPSピラー台座製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 4日, 2005.7–2005.7.
試験片用型枠の製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 10日, 2005.7–2005.7.
工作講習会, 技術開発室業務, 職員 1名, 2日, 2005.7–2005.7.
合成マグマ破壊実験試料型の製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 2日, 2005.8–2008.8.
U軸加工用工具ホルダーの製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 10日, 2005.8–2005.9.
ガラスサンプル磨き用型の製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 3日, 2005.9–2005.9.
ガラス角サンプル磨きホルダー製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 3日, 2005.10–2005.10.
Oリング溝付冶具製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 2日, 2005.10–2005.10.
超音波探触子用フレームの製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 8日, 2005.10–2005.10.
乾式一面破壊応力測定プローブ改造加工, 技術開発室業務, 職員 1名, 10日, 2005.11–2005.12.
高感度ビデオホルダーの製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 3日, 2005.11–2005.11.
低周波変形実験用冶具の製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 10日, 2005.11–2005.12.
松本市糸静観測点の神田地区観測点及び島立地区観測点の看板製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 5日, 2005.12–

2005.12.
学生実験用地震計部品製作, 技術開発室業務, 職員 2名, 延べ 10日, 2006.1–2006.1.
Oリング溝付冶具製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 3日, 2006.1–2006.1.
部分溶融試料端バッファ製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 3日, 2006.1–2006.1.
変形装置部品製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 3日, 2006.1–2006.1.
ボアホール内三軸受信子サポート部品他製作, 技術開発室業務, 職員 2名, 延べ 10日, 2006.1–2006.2.
傾斜計設置台製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 2日, 2006.1–2006.1.
変位計固定冶具製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 5日, 2006.3–2006.3.
破砕実験装置部品製作, 技術開発室業務, 職員 2名, 延べ 20日, 2006.3–2006.4.
低周波変形試験用模擬試料部品製作, 技術開発室業務, 職員 2名, 延べ 12日, 2006.3–2006.3.
チタン球上部アダプター製作, 技術開発室業務, 職員 2名, 延べ 15日, 2006.4–2006.5.
地震計ケース台座製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 7日, 2006.5–2006.5.
センサーホルダー製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 6日, 2006.5–2006.5.
磁気センサー用三脚部品製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 5日, 2006.6–2006.6.
変位計取付冶具製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 6日, 2006.6–2006.6.
車載用 GPSアンテナ取付冶具製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 1日, 2006.7–2006.7.
鉛直ステージ部品製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 10日, 2006.7–2006.7.
変形試験試料断面観察用冶具の製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 10日, 2006.7–2006.7.
管用ネジ変換ジョイント, 技術開発室業務, 職員 1名, 3日, 2006.7–2006.7.
GPS用アンテナポール製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 2日, 2006.8–2006.8.
チェンバー設置用架台製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 4日, 2006.8–2006.8.
低周波変形試験装置冶具製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 2日, 2006.8–2006.8.
微小穴径アクリルパイプ製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 3日, 2006.9–2006.9.
GPSアンテナ取付部品製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 2日, 2006.9–2006.9.
チタン球上部アダプター製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 20日, 2006.9–2006.10.
テーパーネジ変換コネクター製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 2日, 2006.10–2006.10.
チェンバー設置架台製作, 技術開発室業務, 職員 1名, 3日, 2006.11–2006.11.
坑内 AE観測センサーカップリング装置製作, 技術開発室業務, 職員 2名, 延べ 50日, 2006.11–2006.12.

小山 茂
(a) 富士山MT観測, 地震予知推進センター業務, 国内大学２名, 延べ５日, 2003.5–.

地磁気絶対観測, 八ヶ岳地球電磁気観測所業務, 地震予知推進センター職員１名, 延べ３日, 2003.10–.
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三宅島MT観測, 地震予知推進センター業務, 国内大学３名, 延べ９日, 2003.10–.
地磁気東海・伊豆観測点の保守（記録ＲＯＭ交換・器械の修理）, 地震予知研究推進センター業務, 単独及び地

震予知研究推進センター職員１名, 延べ３６日, 2005.1–2005.12.
八ヶ岳地球電磁気観測所の庁舎管理 ,八ヶ岳地球電磁気観測所業務 ,単独 ,３（時間/月）×１２, 2005.1–2005.12.
八ヶ岳地球電磁気観測所の公用車の管理 , 八ヶ岳地球電磁気観測所業務 , 単独 , １（時間/月）×１２, 2005.1–

2005.12.
八ヶ岳地球電磁気観測所のデータ処理・伊豆・東海記録用ＲＯＭデータ処理, 八ヶ岳地球電磁気観測所業務 , 単

独 , ５（時間/月）×１２, 2005.1–2005.12.
地磁気絶対観測, 八ヶ岳地球電磁気観測所業務, 地震予知研究推進センター職員１名, 延べ４日, 2005.3–2005.3.
紀伊半島広帯域ＭＴ観測, 地震予知研究推進センター業務, 京都大学８名, 延べ５日, 2005.9–2005.9.
歪集中帯での広帯域ＭＴ観測（富山・岐阜・長野県）, 地震予知研究推進センター業務, 地震予知研究推進セン

ター職員１名・富山大学２名, 延べ５日, 2005.10–2005.10.
磁力計設置（大鹿村）, 地震予知研究推進センター業務, 地震予知研究推進センター職員１名・京都大学１名,

延べ２日, 2005.11–2005.11.
糸静線活断層重点観測（広帯域ＭＴ）, 地震予知研究推進センター業務, 東工大（小川）他数名・地震予知研究

推進センター職員１名, 延べ４日, 2005.11–2005.11.
電磁気ＣＡ研究会準備・進行手伝い, 地震予知研究推進センター業務, 地震予知研究推進センター職員３名, 延

べ３日, 2005.12–2005.12.
地磁気東海・伊豆観測点の保守（記録ＲＯＭ交換・器械の修理） , 地震予知研究推進センター業務 , 単独及び

地震予知研究推進センター職員１名 , 延べ３６日, 2006.1–2006.12.
八ヶ岳地球電磁気観測所の庁舎管理 , 八ヶ岳地球電磁気観測所業務 ,単独, ３（時間/月）×１２, 2006.1–2006.12.
八ヶ岳地球電磁気観測所の公用車の管理 , 八ヶ岳地球電磁気観測所業務 , 単独 , １（時間/月）×１２, 2006.1–

2006.12.
八ヶ岳地球電磁気観測所のデータ処理・伊豆・東海記録用ＲＯＭデータ処理 , 八ヶ岳地球電磁気観測所業務, 単

独, ５（時間/月）×１, 2006.1–2006.12.
ポナペ島（ミクロネシア連邦）地磁気観測, 海半球観測研究センター業務, ＪＡＭＳＴＥＣ職員２名, 延べ９日,

2006.3–2006.3.
地磁気絶対観測 , 八ヶ岳地球電磁気観測所業務, 地震予知研究推進センター 職員１名, 延べ４日, 2006.3–2006.3.
手石島（伊東市）磁力計整備, 地震予知研究推進センター 業務, 地震予知研究推進センター職員１名, 延べ４日,

2006.7–2006.10.
歪集中帯での広帯域ＭＴ観測（白川村磁力計設置・ネットワークＭＴ）, 地震予知研究推進センター 業務, 地

震予知研究推進センター職員１名, 延べ５日, 2006.10–2006.10.
糸静線活断層重点観測（広帯域ＭＴ） , 地震予知研究推進センター 業務, 東工大（小川）他数名・地震予知研

究推進センター職員１名 , 延べ６日, 2006.11–2006.11.
福島県鹿島地磁気観測点の撤収, 地震予知研究推進センター業務, 地震予知研究推進センター職員２名, 延べ３

日, 2006.12–2006.12.
(f) 平成１６年度地震研究所職員研修会, 東京大学地震研究所, 2005.1.26.

平成１７年度地震研究所職員研修会, 東京大学地震研究所, 2006.1.25.

総合観測室

橋本 　信一
(a) 海底地震計の組み立て作業, 地震地殻変動観測センター業務, 地震地殻変動観測センター職員数名，総合観測室

職員数名, 延 120日, 2005.1–2005.12.
海底地震計の分解, 地震地殻変動観測センター業務 　, 地震地殻変動観測センター職員数名，総合観測室職員数

名，業者数名 　　　, 延 15日, 2005.1–2005.12.
海底地震計用電源電池の廃棄処理に係る処置作業,地震地殻変動観測センター業務,単独,延 25日, 2005.1–2005.12.
青森沖における海底地震計の設置作業, 地震地殻変動観測センター業務, 教員 3名，総合観測室職員 2名，他大

学教員・学生数名, 延 2日, 2005.3–2005.3.
福岡沖における海底地震計の組立及び設置作業の補助, 地震地殻変動観測センター業務 　, 教員 3名，総合観測

室職員 2名，他大学教員・学生数名, 2.0日, 2005.3–2005.3.
フォークリフト取扱いに関する講習の受講, 地震地殻変動観測センター業務 　　, 単独, 延 2日, 2005.7–2005.7.
大都市大災害軽減化特別プロジェクトにおけるテレメータ観測点 1点の新設, 大都市圏地殻構造調査研究推進

室業務, 教員 1名，総合観測室職員 1名, 1.0日, 2005.7–2005.7.
鋸山観測所における地殻変動観測機器の点検整備, 地震地殻変動観測センター業務 　, 総合観測室職員 2名, 1.0

日, 2005.8–2005.8.
根室沖における海底地震の設置作業, 地震地殻変動観測センター業務 　, 教員 2名，総合観測室職員 2名，他大

学教員・学生数名, 延 3日, 2005.12–2005.12.
海底地震計用電源電池の溶接，組立及びパーツの製作, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 延 110日, 2006.1–

2006.12.
海底地震計の組立及び分解, 地震地殻変動観測センター業務, 観測センター職員数名，総合観測室職員 2名, 延
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35日, 2006.1–2006.12.
使用済み海底地震計用電源電池の廃棄に係る処理作業, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 延 40日, 2006.1–

2006.12.
クレーン特別教育講習会, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 2日, 2006.2–2006.2.
玉掛け技能特別講習, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 3日, 2006.3–2006.3.
広島地震観測所に設置された OBS用電源電池溶接機のテスト及び電池組立，製作の講習, 地震地殻変動観測セ

ンター業務, 総合観測室職員 4名, 3日, 2006.3–2006.3.
ヘリコプターによる東南海，南海の長期型海底地震計設置, 地震地殻変動観測センター業務, 教員 3名，総合観

測室職員 1名，研究員 2名, 2日, 2006.8–2006.8.
茨城沖海中発破, 地震地殻変動観測センター業務, 教員 2名，総合観測室職員 2名，他大学教員 1名，学生 2名,

9日, 2006.10–2006.10.
北海道，青森沖海底地震計設置, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室 1名，研究員 2名，他大学研究員

1名, 5日, 2006.10–2006.10.

平田 安廣
(a) 地殻変動観測所・観測点・総合観測井の観測計器・機器等の感度検定，修理・保守・点検作業, 地震地殻変動観

測センター業務, 単独, 延べ 38日間, 2005.1–2005.12.
地殻変動連続観測データ（220CH)の収集状況の確認・保守作業 , 地震地殻変動観測センター業務, 単独または

総合観測室職員 2名, １時間*190日, 2005.1–2005.12.
観測点工事の業者発注，物品の手配と事務的諸手続き（観測点関係機関・地主との連絡・調整と書類の整備な

ど）, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 2時間*30日間, 2005.1–2005.12.
伊豆伊東市周辺光波測量, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 4名, 延べ 6日, 2005.3–2005.3.
技術報告編集委員, 委員会業務, 3時間*4日間, 2005.3–2005.5.
地殻変動連続観測データの 1次処理と資料作成, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 4時間*20日, 2005.6–

2005.11.
衛星テレメータ観測点の設置・保守, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 3名, 延べ 9日, 2005.7–

2005.8.
観測機器の校正・点検および電子回路の製作,地震地殻変動観測センター業務,単独, 5時間*10日, 2005.8–2005.12.
地殻変動連続観測データ（200CH)の収集状況の確認とデータファイルの整理 , 地震地殻変動観測センター業

務, 単独または総合観測室職員 2名, １.5時間*220日, 2006.1–2006.12.
地殻変動連続観測データ収集システムの整備と維持管理および保守, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, １

時間*30日, 2006.1–2006.12.
地殻変動連続観測データの 1次処理と資料作成, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 4時間*20日, 2006.1–

2006.12.
地殻変動連続観測点・総合観測井の観測計器・機器等の整備・修理・保守作業, 地震地殻変動観測センター業務,

単独または総合観測室職員 2名, 延べ 18日間, 2006.1–2006.12.
地殻変動連続観測点工事の業者発注，物品の手配と事務的諸手続き（観測点関係機関・地主との連絡・調整と

書類の整備など) , 地震地殻変動観測センター業務, 単独, １時間*30日間, 2006.1–2006.12.
釜石鉱山内への歪計設置作業, 地震地殻変動観測センター業務, 観測センター教員 1名、総合観測室職員 2名,

4日, 2006.2–2006.3.
技術研究報告編集委員会ホームページ更新ほか, 委員会業務, 3時間*3日, 2006.5–2006.6.
初島光波反射点および手石島・宇佐美地殻変動連続観測点廃止に伴う計器等の撤収作業と関係機関への報告,

地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 2名, 3日, 2006.7–2006.7.
紀伊半島沖における OBS設置とエアガン発震および回収作業, 地震地殻変動観測センター業務, 地震地殻変動

観測センター教員 1名・研究員 3名、総合観測室職員 1名、他 1名, 8日, 2006.7–2006.7.
跡津川断層自然地震観測機材の撤収作業, 地震地殻変動観測センター・地震予知研究推進センター業務, 総合観

測室職員 2名、地震予知研究推進センター教職員 3名、他大学教員・院生２名, 4日, 2006.8–2006.8.
茨城県沖 OBS回収作業, 地震地殻変動観測センター業務, 地震地殻変動観測センター教員・院生各 2名、総合

観測室職員 3名、他大学教員・院生各 1名, 7日, 2006.10–2006.10.
(f) 平成 16年度地震研究所職員研修会, 東京大学地震研究所, 2005.1.26.

平成 17年度地震研究所職員研修会, 東京大学地震研究所, 2006.1.25.
(g) 中尾 　茂・平田安廣・渡辺 　茂, ボードマイコンを用いた光波観測テレメタ装置, 測地学会誌, 51, 3, 159–164,

2005.
井口正人・平田安廣他 39名, 口永良部島火山における人口地震探査－探査の概要と初動の走時について－, 京

都大学防災研究所年報, 48, 2005.
竹田豊太郎・小山悦郎・平田安廣, 岩手火山周辺における傾斜観測と水準測量, 1999年岩手火山集中総合観測報

告, 47–59, 2006.

荻野 　泉
(a) 衛星テレメータ観測点の保守・点検・修復工事・高度化．, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 延べ 90日,

2005.1–2005.12.
堂平地震観測所，筑波地震観測所の維持（保守・点検等，局舎改修工事等の打ち合わせ，立会い，完成検査等）,
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地震地殻変動観測センター業務, 単独, 延べ 20日, 2005.1–2005.12.
釜石観測点保守，工事立会い等, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 延べ 15日, 2005.1–2005.12.
跡津川大学合同観測点調査，設置，保守等, 地震地殻変動観測センター業務,総合観測室 4名,延べ 50日, 2005.1–

2005.12.
和歌山地震観測所及び観測点維持・管理, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室 2名, 延べ 30日, 2005.1–

2005.12.
広島地震観測所維持, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室 3名, 延べ 3日, 2005.1–2005.12.
観測機器整備・点検・維持,地震地殻変動観測センター業務,単独または総合観測室数名,延べ 20日, 2005.1–2005.12.
2004 年度職員研修会発表「ヘリコプターによる新潟県中越地震の余震観測」, 総合観測室業務, 単独, 1 日,

2005.1–.
衛星テレメータ取り扱い講習, 地震地殻変動観測センター業務, 観測センター 3名，推進センター 2名, 延べ 2

日, 2005.5–.

長田 昇
(a) 富士山稠密地震観測網の維持・管理, 火山噴火予知研究推進センター業務, センター職員 3 名, 延べ 10 日間,

2005.1–2005.4.
富士山稠密地震観測網の地震波形読み取り, 火山噴火予知研究推進センター業務,センター職員２名, ４（時間/

日）＊１８０日, 2005.1–2005.12.
富士山臨時地震観測点の撤収,火山噴火予知研究推進センター業務,センター職員５名,延べ７日, 2005.4–2005.5.
浅間山西麓の水準測量, 火山噴火予知研究推進センター業務, センター職員２名、他大学 2 名, 延べ６日間,

2005.5–2005.6.
草津白根山地震観測設備の変更工事, 火山噴火予知研究推進センター業務, センター職員１名, 延べ６日間,

2005.7–2005.10.
浅間山山頂臨時地震観測網の撤去, 火山噴火予知研究推進センター業務, センター職員１０名, 延べ５日間,

2005.8–2005.8.
浅間山南麓に地震観測点を新設, 火山噴火予知研究推進センター業務,センター職員５名, 延べ５日間, 2005.10–

2005.11.
浅間山稠密地震観測網の地震波形読み取り, 火山噴火予知研究推進センター業務,センター職員２名, ４（時間/

日）＊１５０日, 2006.1–2006.12.
霧島観測所の研究資料整理・保管, 火山噴火予知研究推進センター業務,センター職員２名, 延べ３日間, 2006.2–.
富士山地震観測網の維持・管理, 火山噴火予知研究推進センター業務,センター職員２名, 延べ１０日間, 2006.4–

2006.11.
浅間山中腹の地震観測点改修, 火山噴火予知研究推進センター業務, センター職員５名, 延べ５日間, 2006.9–.
センター内の地震観測計器維持・管理, 火山噴火予知研究推進センター業務, センター職員１名, 延べ２０日間,

2006.9–2006.10.
浅間山における人工地震探査, 火山噴火予知研究推進センター業務, 国内大学６０名, 延べ７日間, 2006.10–.

(f) 平成 17年度メンタルヘルスケア講習会, 東京大学, 2005.12.5.
平成 17年度地震研究所職員研修会, 東大地震研究所, 2006.1.23.

(g) 山本眞紀・武尾 　実・大湊隆雄・及川 　純・青木陽介・植田寛子・中村 　祥・辻 　浩・小山悦郎・長田 　昇・卜
部 　卓, 2004年浅間山噴火に先行する特異な長周期地震活動, 火山, 50, 5, 393–400, 2005.

浅間火山における 2004年水準測量の結果と上下変動にもとづく圧力源の推定, 小野幸治・村瀬雅之・木股文昭・
宮島力雄・太田雄策・仮屋新一・西前健一・柏木雅生・森 　済・青山 　裕・寺田暁彦・小山悦郎・竹田豊太
郎・長田 　昇・渡辺秀文, 2004年浅間火山の噴火に関する総合調査, 37–40, 2005.

坂 守
(a) 職員研修運営及び連絡業務, 職員研修委員会業務, 職員研修委員全員, 1[時間/日]*4日+3日間, 2005.1–2005.3.

地震予知観測点一覧のデータ編集と製本および地方発送, 地震予知研究推進センター業務, 単独, 20 日／年,
2005.1–2005.12.

共同利用・共同研究の支援（観測機器の整備，貸出し）,全所業務,単独,共同実験1件・貸出し 12件, 2005.1–2005.12.
糸魚川-静岡構造線周辺域の一元化データ収録及びメンテナンス, 地震予知研究推進センター業務, 単独, 0.5[時

間/回]*48週, 2005.1–2005.12.
地震観測用衛星システム立ち上げ及び実習, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測室職員 4名+地震予知研

究推進センター職員 4名, 3日間, 2005.5–2005.5.
総合集中観測による内陸域の歪・応力蓄積・集中過程の解明・DAT及び LS8200観測点設置・維持管理及び撤収,

地震地殻変動観測センター・地震予知研究推進センター業務, 総合観測室職員 5名+地震観測センター・推
進センター等職員 5名+学生 2名・他大学 1名・他研究所 1名, 延べ 17日, 2005.7–2005.9.

跡津川観測データ再生処理（東大，京大分）, 地震予知研究推進センター業務, 単独及び総合観測室職員 2名+
地震予知研究推進センター職員 1名, 延べ 19日, 2005.9–2005.11.

2005年新潟県中越地震余震観測 DAT観測点及び LS8200設置・回収, 地震予知研究推進センター業務, 総合観
測室職員 3名+地震予知研究推進センター職員 4名, 延べ 6日, 2005.10–2005.11.

和歌山自然地震の臨時観測（DATレコーダーの設置）, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測室職員 2名+
地震予知研究推進センター職員 2名+地震地殻変動観測センター職員 1名, 延べ 4日, 2006.1–2006.1.
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共同利用・共同研究の支援（観測機器の整備，貸出し）,全所業務,単独,共同実験 1件・貸出し 12件, 2006.1–2006.12.
地震予知観測点一覧のデータ編集と製本および地方発送, 地震予知研究推進センター業務, 単独, 20 日／年,

2006.1–2006.12.
和歌山自然地震の臨時観測（HDD＆電池交換）, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測室職員 3名+地震予

知研究推進センター職員 1名, 延べ 3日, 2006.2–2006.2.
和歌山自然地震の臨時観測（DAT一部撤収・HDD＆電池交換・新規設置）, 地震予知研究推進センター業務,

総合観測室職員 3名+地震予知研究推進センター職員 1名+地震地殻変動観測センター職員 1名, 延べ 4日,
2006.3–2006.3.

跡津川断層における自然地震の臨時観測（DATレコーダーの設置）, 地震予知研究推進センター業務, 総合観
測室職員 3名+地震予知研究推進センター職員 3名+外国研究員 1名+学生 1名, 延べ 4日, 2006.6–2006.6.

跡津川断層における自然地震の臨時観測（HDD＆電池交換）, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測室職
員 2名+地震予知研究推進センター職員 2名, 延べ 4日, 2006.7–2006.7.

茨城県沖海底地震探査に伴う陸上発破・DAT5臨時観測点の調査, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室
職員 1名+地震地殻変動観測センター職員 1名, 延べ 2日, 2006.8–2006.8.

跡津川断層における自然地震の臨時観測（DATレコーダーの撤収）, 地震予知研究推進センター業務, 総合観
測室職員 3名+地震予知研究推進センター職員 2名+地震地殻変動観測センター職員 1名+他大学（職員+
学生）3名, 延べ 4日, 2006.8–2006.8.

茨城県沖海底地震探査に伴う陸上発破・DAT5の臨時観測（レコーダーの設置）, 地震地殻変動観測センター
業務, 総合観測室職員 4名, 延べ 3日, 2006.9–2006.9.

茨城県沖海底地震探査に伴う陸上発破・DAT5の臨時観測（HDD＆電池交換）, 地震地殻変動観測センター業
務, 総合観測室職員 2名, 延べ 2日, 2006.9–2006.9.

茨城県沖海底地震探査に伴う陸上発破・DAT5の臨時観測（レコーダーの撤収）, 地震地殻変動観測センター
業務, 総合観測室職員 4名+地震地殻変動観測センター職員 1名, 延べ 3日, 2006.10–2006.10.

2006紀伊半島東部海陸合同探査実験（観測測線地図作製）, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員
1名+地震地殻変動観測センター職員 1名, 延べ 3日, 2006.11–2006.11.

2006紀伊半島東部海陸合同探査実験（LS8200レコーダーの設置・回収）, 地震地殻変動観測センター業務, 総
合観測室職員 2名+地震地殻変動観測センター職員 1名+地震予知研究推進センター職員 4名+他研究機関
職員 4名, 延べ 5日, 2006.11–2006.11.

茨城県沖海底地震探査に伴う陸上発破・DAT5観測データの再生処理, 地震地殻変動観測センター業務, 単独,
延べ 7日, 2006.11–2006.12.

(f) 地震研究所全体研修, 東京大学地震研究所, 2005.1.26.

芹澤 　正人
(a) 海底地震計組立, 地震地殻変動観測センター業務, 観測センター職員複数名＋総合観測室職員複数名, 延べ 30

日, 2003.4–.
海底地震計組立, 地震地殻変動観測センター業務, 観測センター職員複数名＋総合観測室職員複数名, 延べ 30

日, 2003.4–.
鋸山観測所観測データ回収, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 1名, 1[日/月]*4回, 2003.4–.
大大特観測点保守, 大大特推進室業務, 単独, 15分/日（通年）＋延べ２日間, 2005.4–2006.3.
地震予知連絡会事務, 全所業務, 技術職員 2名, 1週間*年 4回, 2005.4–2006.3.
データ共同利用受付, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 1時間/月（通年）, 2005.4–2006.3.
総合観測室サーバ管理, 総合観測室業務, 単独, 30分/日（通年）, 2005.4–2006.3.
跡津川観測点監視システム開発, 地震予知推進センター, 単独, 1時間/日（通年）, 2005.6–2006.3.
跡津川 DAT観測, 地震予知推進センター業務, 技術職員 4名＋教員 2名, 4日間, 2005.9–2005.9.
新潟県中越地震余震域臨時観測, 地震予知推進センター, 技術職員 3名＋教員 3名, 延べ 6日間, 2005.10–2005.11.
和歌山自然地震の臨時観測（HDD＆電池交換）, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測室職員 3名+地震予

知研究推進センター職員 1名, 延べ 3日, 2006.2–2006.2.
和歌山自然地震の臨時観測（DAT一部撤収・HDD＆電池交換・新規設置）, 地震予知研究推進センター業務,

総合観測室職員 3名+地震予知研究推進センター職員 1名+地震地殻変動観測センター職員 1名, 延べ 4日,
2006.3–2006.3.

地殻変動観測点保守, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 3名, 延べ 4日 (担当分), 2006.4–2007.3.
地震予知連絡会事務担当, 地震予知連絡会事務局業務, 総合観測室職員 1名+情報処理室職員 1名, 1週間*年 4

回, 2006.4–2007.3.
大都市大震災軽減化特別プロジェクト房総半島自然地震観測点保守, 大大特推進室業務, 総合観測室職員 3名＋

地震地殻変動観測センター教員 1名, 延べ 6日, 2006.4–2007.3.
大都市大震災軽減化特別プロジェクト房総半島自然地震観測ネットワーク監視, 大大特推進室業務, 総合観測室

職員 1名＋地震地殻変動観測センター教員 1名, 5[時間/月]*12ヶ月, 2006.4–2007.3.
総合観測室サーバ管理, 総合観測室業務, 総合観測室職員 1名, 1[時間/日], 2006.4–2007.3.
常設地震観測点保守, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 1名, 延べ 4日, 2006.4–2007.3.
データ共同利用受付, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 1名, 1時間/月（通年）, 2006.4–2007.3.
DATレコーダー用 PC制御ソフトウェア開発, 総合観測室業務, 総合観測室職員 1名, 3[時間/日]*5ヶ月, 2006.8–

2006.12.

119



茨城県沖海底地震探査に伴う陸上発破・DAT5の臨時観測（HDD＆電池交換）, 地震地殻変動観測センター業
務, 総合観測室職員 2名, 延べ 2日, 2006.9–2006.9.

茨城県沖海底地震探査に伴う陸上発破・DAT5の臨時観測（レコーダーの設置）, 地震地殻変動観測センター
業務, 総合観測室職員 4名, 延べ 3日, 2006.9–2006.9.

茨城県沖海底地震探査に伴う陸上発破・DAT5の臨時観測（レコーダーの撤収）, 地震地殻変動観測センター
業務, 総合観測室職員 4名+地震地殻変動観測センター職員 1名, 延べ 3日, 2006.10–2006.10.

八木 健夫
(a) 海底地震計の組立作業, 地震地殻変動観測センター業務, 教員数名＋地震地殻変動観測センター職員数名＋総

合観測室職員数名, 延べ 200日間, 2006.1–2006.11.
海底地震計の分解整備と観測データの取出し , 地震地殻変動観測センター業務, 地震地殻変動観測センター数

名＋総合観測室職員数名, 延べ 40日間, 2006.1–2006.12.
地震研究所職員研修会の準備, 委員会業務, 研修運営委員 6名, 延べ 10日間, 2006.1–2006.12.
初島観測点の観測機器整備,地震地殻変動観測センター業務,教員 1名＋総合観測室職員 3名, 1日, 2006.2–2006.2.
海底地震観測機器整備の立会い, 地震地殻変動観測センター業務, 教員数名＋総合観測室職員数名, 延べ 6日間,

2006.4–2006.11.
茨城沖構造探査のための白鳳丸出航前準備作業, 地震地殻変動観測センター業務, 教員数名＋総合観測室職員 1

名＋他大学教員数名, 延べ 2日間, 2006.9–2006.9.
茨城沖の海底地震計回収作業, 地震地殻変動観測センター業務, 教員 2名＋総合観測室職員 3名＋他大学教員・

学生数名, 7日間, 2006.10–2006.10.
えりも沖の海底地震計設置作業, 地震地殻変動観測センター業務, 教員 4名＋総合観測室職員 1名＋他大学教

員・学生数名, 4日間, 2006.11–2006.11.
(f) クレーン運転業務特別教育, 石川島技術教習所, 2006.1.20.

玉掛け特別教育, 石川島技術教習所, 2006.2.23.

田上 貴代子
(a) 和歌山観測所データ収録システムの保守、記録の整理、保管, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 2時間/週

× 52週, 2005.1–2005.12.
和歌山地震観測所観測点保守、点検, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 2名及び単独, 延べ 20日,

2005.1–2005.12.
地震波形読取、収録、保管, 地震地殻変動観測センター業務, 和歌山観測所職員 2名及び単独, 4時間/日× 220

日, 2005.1–2005.12.
和歌山地震観測所ホームページ更新, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 3時間/回× 18回, 2005.1–2005.12.
和歌山地震観測所事務全般、物品管理, 地震地殻変動観測センター業務,単独, 2時間/週× 52週, 2005.1–2005.12.
和歌山地震観測所施設見学者への説明、応対等, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 2時間/回× 5回, 2005.1–

2005.12.
職員研修会, 全所業務, 技術職員全員, 3日, 2005.1–2005.1.
無線局再免許申請及び廃局申請, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 2時間/回× 5回, 2005.1–2005.12.
ＤＡＴ記録再生（跡津川前半，後半）, 地震予知推進センター業務, 総合観測室職員３名, 延べ 10日, 2005.1–

2005.10.
跡津川断層域を中心とする合同自然地震観測地震記録読取り, 地震予知推進センター業務, 総合観測室職員３

名+地震予知推進センター職員 3名, 延べ 7日, 2005.2–2005.2.
平成 17年度電波の利用状況調査, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 4時間, 2005.7–2005.7.
2005年跡津川断層構造探査ＤＡＴ観測点バッテリー交換及び回収、LS8200設置及び回収,地震予知推進センター

業務, 総合観測室職員 4名+地震予知推進センター職員、他機関職員、学生 5名, 延べ 11日, 2005.8–2005.9.
和歌山自然地震の臨時観測（DATレコーダー設置）, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測室職員 2名+地

震予知研究推進センター職員 2名＋地震地殻変動観測センター職員 1名, 延べ 4日, 2006.1–2006.1.
和歌山地震観測所のデータ収録システムの保守，記録の整理，保管, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 2

時間/週× 52週, 2006.1–2006.12.
和歌山地震観測所観測点の保守, 地震地殻変動観測センター業務, 地震地殻変動観測センター職員 2名又は単

独, 延べ 21日, 2006.1–2006.12.
地震波形データ読取, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 5時間/日× 200日, 2006.1–2006.12.
和歌山地震観測所ホームページ更新, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 3時間/回× 18回, 2006.1–2006.12.
和歌山地震観測所事務全般及び物品管理,地震地殻変動観測センター業務,単独,週/2時間× 52週, 2006.1–2006.12.
和歌山地震観測所来所者の応対,説明, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 2時間/回× 3回, 2006.1–2006.12.
無線局再免許申請業務（関東総合通信局,近畿総合通信局）, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 延べ 3日,

2006.1–2006.1.
無線局廃局業務, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 1時間/回× 4回, 2006.1–2006.12.
技術職員研修会, 全所業務, 技術職員全員, 延べ 3日, 2006.1–2006.1.
和歌山自然地震の臨時観測（HDD＆電池交換）, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測室職員 3名＋地震

予知研究推進センター職員 1名, 延べ 3日, 2006.2–2006.2.
和歌山自然地震の臨時観測（DAT一部撤収，HDD＆電池交換，新規設置）, 地震予知研究推進センター業務,
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総合観測室職員 3名＋地震予知研究推進センター職員 1名+地震地殻変動観測センター職員 1名, 延べ 4
日, 2006.3–2006.3.

地震地殻変動観測センター会議, 地震地殻変動観測センター業務, 地震地殻変動観測センター職員全員, 延べ 2
日, 2006.5–2006.5.

和歌山自然地震の臨時観測（データ再生処理）, 地震予知研究推進センター業務, 単独, 延べ 6日, 2006.6–2006.6.
跡津川断層における自然地震の臨時観測（DATデータの再生処理，前半+後半）, 地震予知研究推進センター

業務, 総合観測室職員 3名, 延べ 11日, 2006.9–2006.12.
茨城県沖海底地震探査に伴う陸上発破の DAT5臨時観測（レコーダーの設置）, 地震地殻変動観測センター業

務, 総合観測室職員 4名, 延べ 3日, 2006.9–2006.9.
茨城県沖海底地震探査に伴う陸上発破の DAT5臨時観測（レコーダーの撤収）, 地震地殻変動観測センター業

務, 総合観測室職員 4名+地震地殻変動観測センター職員 1名, 延べ 3日, 2006.10–2006.10.
2006紀伊半島東部海陸合同探査実験（LS8200レコーダーの設置及び回収）, 地震地殻変動観測センター業務,

総合観測室職員 2名+地震地殻変動観測センター職員 1名+地震予知研究推進センター職員 4名+他研究機
関食 8印 4名, 延べ 5日, 2006.11–2006.11.

井上 義弘
(a) 総合観測室全体会議, 総合観測室業務, 全員, ２日, 2003.4–.

広島観測所地震波形読み取り, 観測センター業務, 職員 2名, /年間, 2005.1–2005.12.
広島観測所観測点保守, 観測センター業務, 単独 1名, 延べ 6日, 2005.1–2005.12.
海底地震計用電池製作（2直 3直合せて 1644組製作）, 観測センター業務, 単独 1名, 延べ 150日/年, 2005.1–

2005.12.
海底地震計用電池製作（2直、3直合わせて 1830組製作）,観測センター業務,単独,延べ 200日/年, 2006.1–1996.12.
広島観測所観測点保守, 観測センター業務, 総合観測室職員単独～3名, 延べ 7日, 2006.1–2006.12.
広島観測所地震波形読み取り, 観測センター業務, 総合観測室職員, 2名/年間, 2006.1–2006.12.

三浦 勝美
(a) 東海沖から南海沖にかけて設置された海底地震計データ解析のための広域地震観測網 128点の読み取り処理．,

観測センター業務, 単独, 6[時間/日]*180日, 2005.1–2005.12.
観測所のテレメータおよび処理システムの保守・管理.,観測センター業務, 2人, 4[時間/月]*12月, 2005.1–2005.12.
事務処理，庁舎内外の清掃などの雑務．, 観測センター業務, 単独, 6[時間/月]*12月, 2005.1–2005.12.
両子山観測点撤去に伴う現地での調整作業．, 観測センター業務, 2人, 延べ 2日, 2005.1–2005.1.
両子山観測点撤去に伴う事務処理等の付随作業．, 観測センター業務, 2人, 延べ 24時間, 2005.1–2005.1.
権現山観測点の無線局検査に伴うデータ取得および事務処理．, 観測センター業務, 2人, 延べ 12時間, 2005.2–

2005.2.
観測センター会議, 観測センター業務, 観測センター職員全員, 延べ 6日, 2005.3–2005.9.
中野原観測点撤去に伴う現地での調整作業．, 観測センター業務, 2人, 延べ 2日, 2005.10–2005.12.
中野原・権現山・三崎の 3観測点の撤去に伴う事務処理等の付随作業．, 観測センター業務 2 , 2人, 延べ 60時

間, 2005.10–2005.12.
東海沖から南海沖にかけて設置された海底地震計データ解析のための広域地震観測網 128点の読み取り処理,

観測センター業務, 単独, 6[時間/日]*219日, 2006.1–2006.12.
観測所のテレメータおよび処理システムの保守・管理.,観測センター業務, 2人, 4[時間/月]*12月, 2006.1–2006.12.
事務処理，庁舎内外の清掃などの雑務．, 観測センター業務, 単独, 6[時間/月]*12月, 2006.1–2006.1.
北条観測点撤去（予定）に伴う事務処理作業．, 観測センター業務, 2人, 2[時間/日]*3日, 2006.4–2006.4.
嘉納山観測点テレメータの有線化（予定）に伴う事務処理作業．, 観測センター業務, 2 人, 2[時間/日]*3 日,

2006.8–2006.8.
嘉納山観測点撤去に伴う事務処理作業．, 観測センター業務, 2人, 2[時間/日]*7日, 2006.9–2006.12.
北条観測点テレメータの有線化に伴う事務処理作業．,観測センター業務, 2人, 2[時間/日]*5日, 2006.10–2006.10.
白木観測点テレメータの有線化に伴う事務処理作業．,観測センター業務, 2人, 2[時間/日]*3日, 2006.10–2006.10.

三浦 禮子
(a) 跡津川観測データの DAT記録再生, 地震地殻変動観測センター業務、地震予知研究推進センター業務, 総合観

測室職員 3名、地震予知研究推進センター職員１名, 単独延べ 10日, 2005.1–2005.11.
職員研修会, 全所業務, 技術職員全員, 延べ 3日, 2005.1–2005.1.
広島観測所データ処理システムの保守、記録の監視と保管 　　, 地震地殻変動観測センター業務, 広島観測所職

員 2名、総合観測室職員 1名, 1[時間/日]*200日, 2005.1–2005.12.
広島観測所観測データ処理, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 2名, 3[時間/日]*120日, 2005.1–

2005.12.
広島地震観測所のホームページ更新, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 3[時間/月]*12回, 2005.1–2005.12.
地震地殻変動観測センター会議、事務講習会, 地震地殻変動観測センター, 関係者全員, 延べ 7日, 2005.1–2005.9.
2004年新潟県中越地震の地震波形処理, 地震地殻変動観測センター、地震予知研究推進センター, 単独及び総

合観測室 2名他, 延べ 10日, 2005.1–2005.1.
広島地震観測所の事務, 物品管理, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 3 名, 1[時間/月]*12 回,

2005.1–2005.12.
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職員研修会, 全所業務, 技術職員全員, 延べ 3日, 2006.1–2006.1.
広島観測所データ処理システムの保守、記録の監視と保管, 地震地殻変動観測センター業務, 広島観測所職員 2

名, 1[時間/日]*100日, 2006.1–2006.12.
広島観測所のホームページ更新, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 3[時間/月]*12回, 2006.1–2006.12.
広島観測所観測データ処理, 地震地殻変動観測センター業務, 広島観測所職員 2名, 3[時間/日]*120日, 2006.1–

2006.12.
広島衛星テレメータ観測点保守、点検, 地震地殻変動観測センター業務, 広島観測所職員 2名、総合観測室 1名,

延べ 4日, 2006.2–2006.12.
地震地殻変動観測センター会議,地震地殻変動観測センター業務,観測センター職員全員,延べ 2日, 2006.5–2006.5.
広島観測所のペン書き可視記録（古記録）の験測値をデータベース化, 地震地殻変動観測センター業務, 単独,

3[時間/日]*80日, 2006.6–2006.12.
跡津川観測データの DAT記録再生, 地震地殻変動観測センター業務、地震予知研究推進センター業務, 総合観

測室 3名, 延べ 10日, 2006.9–2006.10.
茨城県沖海底地震探査に伴う陸上発破の DAT5観測点撤収, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室 4名、

地震地殻変動観測センター職員 1名, 延べ 3日, 2006.10–2006.10.

羽田敏夫
(a) 台湾南部臨時自然地震観測 　DAT観測点設置, 地震予知研究推進センター業務, 学生 1名+民間業者（台湾含

む）7名, 延べ 8日, 2005.1–2005.3.
地震地殻変動観測センター会議 観測計画打合せ 事務講習会など , 地震地殻変動観測センター業務, 関係者全員,

延べ 6日, 2005.1–2005.9.
DAT記録コピー及び再生処理（跡津川観測 中越観測）, 地震予知研究推進センター業務, 単独及び総合観測室

職員 2名+地震予知研究推進センター職員 1名, 延べ 60日, 2005.1–2005.11.
衛星テレメータ観測点の保守 既設観測点廃止に伴う機器撤収 施設撤去手続き, 地震地殻変動観測センター業

務, 単独及び総合観測室職員 1名, 延べ 23日, 2005.1–2005.12.
信越観測所データ収録システムの保守 計算機環境の整備 記録の監視 整理 保管, 地震地殻変動観測センター業

務, 単独及び総合観測室職員 1名, 年間平均 1時間/日× 240日, 2005.1–2005.12.
DATレコーダー点検 関連機材の整備 管理, 地震予知研究推進センター業務, 単独, 延べ 30日, 2005.1–2005.12.
職員研修会, 研修運営委員会業務, 技術職員全員, 延べ 3日, 2005.1–2005.1.
伊豆伊東市周辺光波測量, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 3名, 延べ 6日, 2005.3–2005.3.
房総半島構造探査（大都市圏調査）自然地震観測点新設及び既設点保守, 地震予知研究推進センター業務, 単独

及び総合観測室職員 1名, 延べ 5日, 2005.4–2005.5.
長野県白馬村近傍での臨時地震観測, 地震地殻変動観測センター業務, 単独及び総合観測室職員 1名, 延べ 2日,

2005.4–2005.4.
新潟県柏崎近傍での臨時地震観測, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 延べ 2日, 2005.6–2005.7.
跡津川断層域を中心とする合同地震観測 衛星テレメータ観測点設置場所選定 土地貸借交渉, 地震予知研究推進

センター業務, 地震予知研究推進センター職員 1名, 延べ 4日, 2005.6–2005.6.
跡津川断層域を中心とする合同自然地震観測 土地貸借契約事務手続き, 地震予知研究推進センター業務, 単独,

延べ 10日, 2005.6–2005.10.
2005年跡津川断層構造探査 DAT観測点及び LS8200設置 交換, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測室職

員 3名+地震予知研究推進センター職員，他大学職員，学生 8名, 延べ 10日, 2005.7–2005.8.
跡津川断層域を中心とする合同自然地震観測 地震記録読み取り, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測室

職員 2名+地震予知研究推進センター職員 3名, 延べ 30日, 2005.7–2005.10.
跡津川断層域を中心とする合同自然地震観測 衛星テレメータ観測点設置, 地震予知研究推進センター業務, 総

合観測室職員 2名+民間業者 1or2名, 延べ 11日, 2005.8–2005.10.
2005年新潟県中越地震余震観測 DAT観測点及び LS8200設置 回収, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測

室職員 2名+地震予知研究推進センター職員 4名, 延べ 6日, 2005.10–2005.11.
DATレコーダー点検 関連機材の整備 管理, 地震予知研究推進センター業務, 単独, 延べ 30日, 2006.1–2006.12.
職員研修会, 研修運営委員会業務, 技術職員全員, 延べ 3日, 2006.1–2006.1.
信越観測所データ収録システムの保守 計算機環境の整備 記録の読取り 監視 整理 保管, 地震地殻変動観測セン

ター業務, 単独及び総合観測室職員 1名, 年間平均 2時間/日× 240日, 2006.1–2006.12.
衛星テレメータの IP化機器交換及び廃止観測点の機器回収 整備, 地震地殻変動観測センター業務, 単独及び総

合観測室職員 1名, 延べ 60日, 2006.5–2006.12.
跡津川断層域を中心とする合同自然地震観測 地震記録読み取り, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測室

職員 2名, 延べ 10日, 2006.5–2006.7.
地震地殻変動観測センター会議, 地震地殻変動観測センター業務, 関係者全員, 延べ 2日, 2006.5–2006.5.
2006年跡津川断層構造探査 DAT観測点設置 交換 　回収, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測室職員 5

名+地震予知研究推進センター職員，他大学職員，学生 7名他, のべ 11日, 2006.6–2006.8.
跡津川観測 DAT記録コピー及び再生処理, 地震予知研究推進センター業務, 単独及び総合観測室職員 2名+地

震予知研究推進センター職員 1名, 延べ 30日, 2006.7–2006.9.
房総半島構造探査（大都市圏調査）自然地震観測点保守, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測室職員 2名,

延べ 3日, 2006.8–2006.8.
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茨城沖 DAT観測機材準備 機器設置, 地震予知研究推進センター業務, 単独及び総合観測室職員 3名, 延べ 5日,
2006.9–2006.9.

茨城沖海底地震計回収, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 3名+地震地殻変動観測センター職員，
他大学職員，学生 6名＋乗組員, 延べ 7日, 2006.10–2006.10.

跡津川断層域を中心とする合同自然地震観測 衛星テレメータ観測点保守, 地震予知研究推進センター業務, 総
合観測室職員 2名, 延べ 3日, 2006.12–2006.12.

小林 　勝
(a) 衛星観測点の保守, 観測機材の整備, 地震地殻変動観測センター, 単独及び総合観測室職員２名, 延べ 25 日,

2005.1–2005.12.
技術職員研修,研修運営委員会, 地震研究所, 関係職員全員, 延べ 4日, 2005.1–2005.6.
信越観測所データ収録システムの保守,波形監視,データ処理, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員

2名, 2時間× 170日, 2005.1–2005.12.
地殻変動データ処理 (弥彦,寺泊,鋸山), 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 1時間× 20日, 2005.1–2005.12.
地震地殻変動観測センター会議,観測計画打合せ,事務打合せなど , 地震地殻変動観測センター, 関係職員全員,

延べ 6日, 2005.3–2005.9.
房総半島構造探査（大都市圏調査）自然地震観測点場所捜し ,観測点点検, 地震予知観測センター業務, 総合観

測室職員 2名, 延べ 3日, 2005.4–2005.4.
総合集中観測による内陸域の歪・応力蓄積・集中課程解明 　観測点設置・点検, 地震地殻変動観測センター業

務,地震予知推進センター業務, 総合観測室職員 4名, 延べ 29日, 2005.6–2005.11.
佐和田・川上観測点の撤収, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 2名, 延べ 3日, 2005.10–2005.10.
総合集中観測による内陸地域の歪・応力蓄積・集中課程の解明 　波形監視,データ処理, 地震地殻変動観測セン

ター業務,地震予知推進センター業務, 総合観測室職員 2名, 5時間× 20日, 2005.11–2005.12.
職員研修会、研修運営委員会及び研修に関わる作業, 地震研究所, 関係職員, 延べ１０日, 2006.1–2006.12.
跡津川断層を中心とする合同地震観測の波形監視及びデータ処理, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測

室職員２名, ５時間×１７０日, 2006.1–2006.12.
信越地震観測所データ収録システムの保守、波形監視、データ処理, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測

室職員２名, １時間×１８０日, 2006.1–2006.12.
跡津川断層地域を中心とする合同自然地震観測衛星テレメータ観測点保守, 地震予知研究推進センター, 総合

観測室職員３名, 延べ２１日, 2006.3–2006.12.
地震地殻変動観測センター会議, 地震地殻変動観測センター業, 関係者全員, 延べ２日, 2006.5–2006.5.
衛星テレメータＩＰ化機器交換、観測点保守及び観測器材の整備, 地震地殻変動観測センター業務, 単独及び総

合観測室職員１名, 延べ２５日, 2006.5–2006.12.
房総半島構造探査（大都市圏調査）自然地震観測点保守, 地震予知研究推進センター業務, 総合観測室職員２

名, 延べ３日, 2006.8–2006.8.

渡辺 茂
(a) 富士川観測所事務処理, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 2日/年, 2000.1–2006.12.

富士川観測所庁舎管理・観測機器維持・管理, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 年間, 2000.1–2006.12.
富士川観測所地殻変動観測データーの処理, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 年間, 2000.1–2006.12.
富士川観測所担当エリアの地震データーの読み取り,地震地殻変動観測センター業務,単独,年間, 2000.1–2006.12.
富士川観測所官用車維持・管理, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 年間, 2000.1–2006.12.
鋸山観測所観測計器維持・管理, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室 2名, 延べ 6名, 2005.1–2005.6.
網代・河津・内浦観測点観測機器維持・管理,地震地殻変動観測センター業務,総合観測室 2名, 2日, 2005.1–2005.1.
網代・内浦・伊東観測点観測機器維持・管理, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 延べ 10日, 2005.2–2005.12.
地震予知連絡会所内検討会, 地震地殻変動観測センター業務, 関係者, 1日, 2005.2–2005.2.
伊東周辺光波測量, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室 4人, 6日, 2005.3–2005.3.
地震地殻変動観測センター会議, 地震地殻変動観測センター業務, 観測センター全員, 延べ 5日, 2005.3–2005.9.
相良・御前崎観測点計器維持・管理, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 2日, 2005.4–2005.8.
衛星装置設置・立ち上げ実習, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室 3名, 2日, 2005.4–2005.4.
富士山周辺 GPS 観測点撤収, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室・火山センター職員等３名, 1 日,

2005.5–2005.5.
総合集中観測による内陸域の歪・応力蓄積・集中過程の解明 　観測点設置・維持管理及び撤収, 地震地殻変動

観測センター，地震予知推進センター業務, 総合観測室職員 5名+地震観測センター・推進センター等職
員 5名+学生 2名・他大学 1名・他研究所 1名, 延べ 17日, 2005.7–2005.9.

小田原観測点計器維持・管理, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 1日, 2005.9–2005.9.
事務処理説明会, 所内, 関係者, 2日, 2005.9–2005.9.
和歌山観測所観測計器維持・管理, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 3日, 2005.10–2005.10.
油壷観測所点計器維持・管理, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 2日, 2005.11–2005.11.
地殻変動連続観測データの収集状況及び観測計器動作状況の確認, 地震地殻変動観測センター業務, 単独・総合

観測室職員 2人, 年間, 2006.1–2006.12.
地震観測点移転に関しての打合せ, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 延べ 4日, 2006.1–2006.6.
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伊豆地震観測点維持・管理・設置, 地震地殻変動観測センター業務, 単独・総合観測室職員 2人・観測センター
1人, 延べ 4日, 2006.1–2006.2.

網代・内浦・伊東観測点観測機器維持・管理, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 延べ 7日, 2006.2–2006.12.
相良・御前崎観測点計器維持・管理, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 1日, 2006.3–2006.3.
地震地殻変動観測センター会議, 地震地殻変動観測センター業務, 観測センター全員, 2日, 2006.5–2006.5.
跡津川断層自然地震観測, 地震地殻変動観測センター，地震予知推進センター業務, 総合観測室職員 2名+地震

観測センター・推進センター等職員 4名, 5日, 2006.6–2006.6.
秋山地殻変動観測計器撤収, 地震地殻変動センター業務, 単独, 1日, 2006.7–2006.7.
自動光波基線網・初島反射点機材撤収,地震地殻変動観測センター業務,総合観測室職員 2名, 1日, 2006.7–2006.7.
手石島地殻変動観測点・計器撤収, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 2名, 1日, 2006.7–2006.7.
新規地震観測点調査・設置・借地等事務処理, 地震地殻変動観測センター業務, 単独, 延べ 8日, 2006.8–2006.12.
鋸山観測所観測計器維持・管理, 地震地殻変動観測センター業務, 総合観測室職員 2名, 3日, 2006.9–2006.9.
深部地震波構造探査のための茨城県沖海中発破作業（観測航海乗船）, 地震地殻変動観測センター業務（地震

予知のための新たな観測研究計画第２次）, 観測センター職員２名，他大学職員１名，大学院生２名，火
薬取扱者３名，甲板作業員数名, 延べ 10日, 2006.9–2006.10.

(f) 平成 16年度地震研究所職員研修会, 東京大学地震研究所, 2006.1.25.
(g) 中尾 　茂・平田安廣・渡辺 　茂, ボードマイコンを用いた光波観測テレメタ装置, 測地学会誌, 51, 3, 159–164,

2005.

小山 悦郎
(a) 雲仙普賢岳地電位観測点立ち上げ , 火山センター業務, 火山センター教官１名地震予知センター助手１名, ２日

間, 2003.1–.
浅間火山観測所日常業務、観測機器維持管理、建物維持管理、これらに関わる事務処理, 火山センター業務、観

測所業務, 単独、火山センター教官と職員、事務職員, 適時, 2005.1–2005.12.
三宅島地磁気観測点保守, 火山センター業務, 火山センター教官２名, 延べ６日間, 2005.2–2005.11.
伊東光波測量, 地震地殻変動センター業務, 総合観測室職員４名, ６日間, 2005.3–2005.3.
浅間山周辺臨時地震観測点作り、土地選定、借地交渉、借地書類作成、観測機器設置, 火山センター業務, 単独、

総合観測室職員１名, 延べ２０日間, 2005.3–2005.12.
浅間山水準測量, 浅間山集中観測, 他大学教官、技術職員９名, ４日間, 2005.5–2005.5.
浅間山重力観測, 浅間山集中観測, 地震研教官、総合観測室職員、他大学教官、他大学技術職員、６名, 延べ１

０日間, 2005.6–2005.6.
浅間山地磁気観測手伝い, 浅間山集中観測, 地震研教官、他大学教官、技術職員６名, 延べ１０日間, 2005.6–

2005.10.
地震研究所職員研修会、準備・実行, 地震研究所職員研修委員会業務, 単独・地震研教官２名・地震研究所職員

５名, 延べ１０日間, 2005.6–2006.1.
無人ヘリ実験観測の手伝い, 火山センター業務, 火山センター教官５名、他大学教官他８名、ヘリオペレーター

２名, 延べ６日間, 2005.9–2005.10.
広報活動、軽井沢町にて講演, 観測所業務, 単独, １時間, 2005.9–2005.9.
旧観測装置撤去, 観測所業務, 職員・解体業者３名, １０日間, 2006.1–2006.1.
三宅島地磁気観測点保守, 火山センター業務, 地震研究所教官２名, ７日間, 2006.1–2006.12.
浅間火山観測所日常業務、観測機器維持管理、建物維持管理、これらに関わる事務処理, 火山センター業務, 単

独・火山センター教官。総合観測室職員・事務職員, 適時, 2006.1–2006.12.
ヘリによる浅間山火口観測, 火山センター業務, 職員・気象庁職員３名, ４時間, 2006.2–2006.2.
霧島火山観測所旧観測装置撤去, 火山センター業務, 総合観測室職員３名, ３日間, 2006.2–2006.2.
浅間山火口観測, 火山センター業務, 火山センター教官・多機関職員, 延べ４日間, 2006.2–2006.9.
浅間山構造探査前準備、借地測量、関係機関へ書類作成、宿交渉など , 火山センター業務, 単独・総合観測室職

員, 延べ１５日間, 2006.3–2006.10.
浅間火山観測所見学者の対応, 観測所業務, 単独, 延べ２０日, 2006.4–2006.12.
浅間山重力観測手伝い, 観測所業務, 単独・地震研教官２名・地震研技術職員・学生, 適時, 2006.6–2006.10.
岩手山臨時観測機器撤収手伝い, 火山センター業務, 単独・地震研教官１名, 延べ５日間, 2006.6–2006.6.
浅間山構造探査, 火山センター業務, 地震研教官、技術職員、学生・他大学教官、技術職員・気象庁職員約８０

名, 延べ８日, 2006.10–2006.10.
地震研究所一般公開手伝い, 地震研究所業務, 地震研究所教職員, 延べ５日, 2006.11–2006.11.

(f) 地震研究所職員研修会, 東京大学地震研究所, 2005.1.26.
東京大学地震研究所職員研修会, 地震研究所, 2006.1.25.

辻 浩
(a) 浅間山火山性地震の波形の読み取り・波形データの収録・保存, 火山センター業務, 単独, 20時間/月, 1994.6–

2006.12.
小諸火山化学研究施設の公用車・備品・消耗品の維持・管理・補充, 火山センター業務, 単独・又は小諸教員 1

名, 4時間/月, 1998.4–2006.12.
小諸火山化学研究施設の維持・管理・営繕・清掃, 火山センター業務, 単独・又は小諸教員 1 名, 4 時間/月,
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1998.4–2006.12.
火山噴火予知連資料作成, 火山センター業務, 火山センター教員と総合観測室職員数名, 8時間～3日/年, 2000.1–

2006.11.
浅間山地震観測点 TKAの復旧（ケーブル修理，電源保守，ケーブル張り替え，地震計交換）, 火山センター業

務, 単独・又は火山センター教員 2名，小諸教員 1名, 延べ 7.5日, 2000.6–2005.6.
小諸火山化学研究施設でテスト運用（最大 7台）されている VSAT(Nanometrics)の設置・維持・管理・撤収・

発送等, 総合観測室業務, 単独・又は火山センター職員 1名，総合観測室職員 2名，小諸教員 1名, 1回～数
回/月, 2001.9–2006.12.

小諸火山化学研究施設における Nanometrics衛星地震観測システム HUB局の新設・開局・運営・維持・管理,
火山センター・総合観測室業務, 単独・又は小諸職員 1名（新設時は観測センター職員 4 名）, 数回/日,
2001.11–2006.12.

浅間山 GPS観測の実施と保守, 火山センター業務, 火山センター教員 2名, 延べ 5日, 2002.8–2006.7.
富士山臨時地震観測の VSAT設置・保守・撤収等, 火山センター業務, 火山センター教員 4名と総合観測室職員

3名と COE1名, 延べ 34日, 2002.9–2005.4.
浅間山地震観測点MAE，FJM，SAN，KURの雷害保守

, 火山センター業務, 火山センター教員 3名，総合観測室 1名，小諸教員 1名, 延べ 22日, 2004.8–2006.10.
浅間山山頂アレイ観測の設置・撤収, 火山センター業務, 火山センター教員 5名，総合観測室職員 2名，情報処

理室職員 1名，小諸教員 1名，学生 2名, 延べ 4日, 2004.8–2005.8.
浅間山臨時地震観測点 AVO2，HOT2，ASS2，ONI2のデータ回収・ジャイロによる方位測定・撤収, 火山セン

ター業務, 火山センター教員 2名, 延べ 5日, 2004.11–2005.7.
浅間山集中総合観測における自然地震観測臨時点 17点の新設・保守．, 火山センター業務, 単独・又は総合観

測室職員 1名，火山センター教員 3名，小諸教員 1名, 延べ 75日, 2005.3–2006.12.
霧島地震観測点霧島南の ISDN化にともなう高千穂西地震観測点のリーチ DSL化．, 火山センター業務, 火山

センター教員 1名，総合観測室職員 1名, 延べ 2日, 2005.8–2005.9.
浅間山中域地震観測点 ISHのテレメータ方式を ISDN化する．, 火山センター業務, 小諸教員 1名，火山セン

ター教員 1名, 延べ 3日, 2005.9–2005.11.
浅間山気象庁地震観測点 B点に無線 LANによる地震観測点を新設．, 火山センター業務, 火山センター教員 2

名，小諸教員 1名, 延べ 4日, 2005.9–2005.11.
浅間山構造探査発破点の選定．, 火山センター業務, 単独・又は火山センター教員 2名, 延べ 5日, 2005.9–2005.11.
霧島地震観測点高千穂南の VSAT準備と地震観測設備の新設, 火山センター業務, 火山センター教員 1名，総合

観測室職員 1名, 延べ 5日, 2006.1–2006.2.
浅間山人工地震構造探査の準備と参加と後処理．, 火山センター業務, 単独・又は地震研教職員と学生と他大

学・他機関の教職員および関係業者 　80名, 延べ 72日, 2006.2–2006.11.
浅間山地震観測点 TKAのテレメータ変更テストと移設の準備．, 火山センター業務, 火山センター教員 1名，

総合観測室職員 1名，小諸教員 1名, 延べ 8日, 2006.4–2006.12.
浅間山東山腹における電気比抵抗観測, 火山センター業務, 他大学教員 3名, 延べ 1日, 2006.6–2006.6.
浅間山火山灰収集のため設置してあった容器の撤収, 火山センター業務, 火山センター教員 1名，地震研研究員

1名, 延べ 1日, 2006.6–2006.6.
職員研修運営委員会の会議, 研修運営委員会業務, 研修運営委員 8名, 延べ 1日, 2006.6–2006.9.
沖縄県硫黄鳥島に設置されていた地震観測設備の撤去, 総合観測室業務, 総合観測室職員 1名，他機関職員 1名,

延べ 1日, 2006.7–2006.7.
浅間山地震観測点MAEにミュオンを新設．, 火山センター業務, 地震研教職員 5名，学生 2名，他大学教職員

4名, 延べ 1日, 2006.8–2006.8.
浅間山地震観測点MAE，SANのテレメータ方式を無線 LAN化する．, 火山センター業務, 火山センター教員

3名，総合観測室職員 2名，小諸教員 1名，学生 2名, 延べ 8日, 2006.9–2006.10.
VSAT衛星移行における講習と立会, 総合観測室業務, 小諸教員 1名，総合観測室職員 1名，関係業者数名, 延

べ 2日, 2006.10–2006.10.
(f) 平成 16年度地震研究所職員研修会, 東京大学地震研究所, 2005.1.26.

平成 17年度地震研究所職員研修会, 東京大学地震研究所, 2006.1.25.
労働安全衛生法による不整地運搬車技能講習, コマツ教習所, 2006.6.17.

(i) 辻 　浩・小山悦郎, 浅間山集中総合観測における臨時自然地震観測点の設置, 平成 17年度地震研究所職員研修
会, 2006.1.23.

増谷 文雄
(a) 霧島火山観測所の衛星地震観測システムの維持管理, 霧島火山観測所，地震センター，火山センター, 単独又は

地震，火山観測センター数名, 5日/年, 2006.1–2006.12.
霧島火山観測所官用車の維持管理車検，定期点検等含む, 霧島火山観測所, 単独, 5時間/月, 2006.1–2006.12.
浅間山の噴火,浅間山火山体構造探査,電磁気観測の観測機材の後方支援，諏訪瀬島の機材等支援, 霧島火山観

測所，火山センター, 単独, １０件/年 　１件/２日程度, 2006.1–2006.12.
霧島火山観測所に微気圧計１台維持管理, 火山センター・霧島火山観測所, 火山センター・数名, 延べ５日,

2006.1–2006.12.
観測所の物品購入, 火山センター, 数名, 年ー１５件, 2006.1–2006.12.
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第5章 教育・社会活動

5.1 各教員の教育・社会活動

各教員が 2005年 1月 ∼2006年 12月の間に行った教育・社会活動の内容．なお (a)∼(f)の区分は以下のとおり．
(a) 講義
(b) 非常勤講師等
(c) 留学生等受け入れ
(d) 学位論文
(e) 政府役員等
(f) 一般セミナー等

地球流動破壊部門

堀 宗朗
(b) 東京水産大学, 非常勤講師, 構造力学 I＆ II, 2002.4–2005.3.

中央大学大学院土木工学科, 非常勤講師, 地震防災工学, 2004.4–2007.3.
中央大学大学院土木工学科, 非常勤講師, 計算応用力学, 2006.4–2010.3.

(c) Hom Nath Gharti, 東京大学工学系研究科社会基盤工学専攻, 修士, ネパール, 2003.10–2005.9.
(e) 実大三次元震動破壊実験橋梁分科会, 委員, 2004.4–2007.3.

沖縄地震防災検討委員会, 委員, 2005.10–2006.3.
(f) 文京区区民セミナー, 文京区区役所, 11.23, 2005.

目黒区区民セミナー, 目黒区区役所, 12.10, 2005.
国土セイフティネットワーク, 横浜, 02.07, 2006.

栗田 　敬
(a) 東京大学・理学部・地球惑星物理学科, 地球惑星科学実験, 2000.10–2007.3.

東京大学・理学部・地学科, 惑星地質学, 2002.4–2005.9.
(b) 上智大学・理工学部・物理学科, 非常勤講師, 地球物理学, 2004.4–2006.9.

京都大学・理学系研究科・地球科学, 地球惑星科学集中講義, 2006.1–2006.2.
(d) 鈴木絢子, Experimental study on the formation process of Martian craters, 理学系研究科, 修士, 指導, 2003.4–

2005.3.
佐藤広幸, Chaotic terrain formation in relation Chaotic terrain formation in relation to the ground water discharge

on Mars, 理学系研究科, 修士, 指導, 2003.4–2005.3.
市川浩樹, Cell pattern of thermal convection induced by internal heating, 理学系研究科, 修士, 指導, 2003.4–

2005.3.
伊藤紗葵, Morphology of Martian lava flows, 理学系研究科, 修士, 指導, 2004.4–2006.3.
石川悠, Subsurface structure of Mars deduced by the crater degradation,理学系研究科,修士,指導, 2004.4–2006.3.
大島智洋, A new class of aeolian structure on Mars, 理学系研究科, 修士, 指導, 2004.4–2006.3.

島崎 邦彦
(a) 教養学部, 全学自由研究ゼミナール「地震学概説」, 1999.10–2007.3.
(b) 早稲田大学理工学部社会環境工学科, 非常勤講師, 地震学概論, 1996.4–2007.3.

大学評価・学位授与機構, 学位審査会専門委員, 理学専門委員会, 2001.4–2006.3.
早稲田大学理工学研究科建築学専攻, 非常勤講師, 地震学特論, 2004.4–2007.3.
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工学系研究科・社会基盤学専攻,土木工学の非線型解析 (Nonlinear Analysis in Civil Engineering), 2005.10–2008.2.
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許国豪, 情報の移流拡散に関する基礎的研究, 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻, 修士, 指導, 2005.4–
2007.3.

(f) パキスタン地震被害の概要–復興支援への科学技術–, 東京大学生産技術研究所, 12.14, 2005.

武井（小屋口） 康子
(a) 教養過程, 全学ゼミ、地震火山観測入門, 2000.4–.

理学部地球惑星科学, ３年実験演習, 2001.4–.
地球惑星科学, 固液共存系物理化学, 2005.10–2005.12.
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(e) 科学技術・学術審議会, 専門委員、測地学分科会, 2005.3–2007.3.

山科 健一郎

127



(a) 理学系研究科, 火山科学 3, 2005.4–2005.9.
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指導, 2004.4–2007.3.

瀬野 徹三
(a) 理学系研究科, 物理地質学基礎論, 2005.4–2005.5.
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(e) 三宅島火山活動検討委員会, 委員長, 2000.10–2006.3.

公共工事活用技術評価委員会, 委員, 2001.6–2005.3.
科学技術・学術審議会測地学分科会, 専門委員, 2001.8–2007.1.
地震防災対策強化地域判定会, 委員, 2004.4–2005.3.
地殻活動研究委員会, 委員, 2004.5–2006.3.
深海調査研究推進委員会, 委員, 2005.4–2007.3.

129



三宅村安全確保対策専門家会議, 委員, 2005.4–2007.3.
地震調査推進本部政策委員会, 委員, 2005.5–2007.5.
地球科学技術総合推進機構, 評議員, 2005.6–2007.3.
火山都市国際会議島原大会実行委員会, 顧問, 2006.4–2007.12.

(f) 重力でさぐる宇宙と地球, 日本科学未来館, 02.19, 2006.

山下 輝夫
(a) 理学系研究科地球惑星科学専攻, 固体地球科学特論 I, 2006.9–2006.12.
(b) 茨城大学・理学部・地球生命環境科学科, 非常勤講師, 固体地球物理学特論 VI, 2005.7–2005.7.
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日本学術会議固体地球物理学研究連絡委員会, 委員, 2004.4–2006.11.
科学技術・学術審議会測地分科会地震部会, 臨時委員, 2005.10–.
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（独）建築研究所国際地震工学研修コ－ス, 講師, Structural Analysis, 2003.9–2007.3.
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古村 孝志
(a) 理学系研究科, 先端計算地球科学, 2005.4–2005.7.
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地震そのとき, 読売新聞社労働組合, 07.22, 2005.
首都圏直下地震とその揺れ, 江東区市民講座, 01.19, 2006.
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インドネシアスマトラ島沖地震にみる津波の集落被害, 岩手大学, 12.03, 2005.
高知県を襲ってきた南海地震津波の特徴, 高知市, 12.21, 2005.
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江戸・東京を襲った過去の地震について, 東京日比谷・帝国ホテル・光の間, 11.15, 2006.
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飯田 昌弘

三宅 弘恵
(a) 理学系研究科・地球惑星科学専攻, 地球惑星物理学特別演習, 2005.4–2005.9.
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(f) Seminar on Restoration of the Afflicted Areas by Earthquake in Pakistan on 8th October 2005, Convention

Centre, Islamabad, 11.26, 2005.
パキスタン地震調査報告会, 日本建築学会, 02.03, 2006.

地震予知研究推進センター

平田 直
(a) 理学系研究科・地球惑星科学専攻, 不均質構造セミナー, 2004.4–2005.3.

理学系研究科・地球惑星科学専攻, 地震波解析セミナー, 2004.4–2005.3.
(c) Yannis Panayotopoulos, 理学系研究科, 修士課程,ギリシャ, 2003.4–2005.3.

Yannis Panayotopoulos, 理学系研究科, 博士,ギリシャ, 2005.4–2008.3.
(d) 永井 　悟, Aftershocks of the 1999 Chi-Chi, Taiwan, earthquake, 理学系研究科地球惑星科学専攻, 博士, 指導,

2002.4–2005.3.
ヤニス 　パナヨトプロス, Crustal Dynamics in the Itoigwa-Shizuoka Tectonic Line area, 理学研究科地球惑星科

学学専攻, 修士, 指導, 2003.4–2005.3.
(e) 地震調査研究推進本部 　政策委員会 　データ流通ワーキンググループ , 専門委員, 1998.3–.

地震調査研究推進本部政策委員会調査観測計画部会, 委員, 2001.3–.
「宮城県沖地震」重点的調査観測推進委員会, 委員, 2002.4–.
「糸魚川ー静岡構造線断層帯」重点的調査観測推進委員会, 委員, 2002.4–.
科学技術・学術審議会 測地学分科会, 専門委員, 2003.2–2005.1.
地震予知連絡会第１８期, 委員, 2003.4–2005.3.
日本学術会議・固体地球物理学研究連絡委員会, 委員, 2003.11–2006.11.
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地震調査研究推進本部政策委員会調査観測計画部会・活断層を対象とした重点的調査観測手法等検討専門員会,
主査, 2003.12–2006.3.

地震調査研究推進本部政策委員会調査観測計画部会・海溝型地震を対象とした重点的調査観測手法検討専門員
会, 委員, 2003.12–2006.3.

地震調査研究推進本部政策委員会調査観測計画部会・調査観測データ流通・公開促進専門員会, 委員, 2003.12–.
防災科学技術研究所, 客員研究員, 2004.4–2005.3.
測地学分科会地震部会観測研究推進委員会, 主査, 2004.4–2005.1.
京都大学防災研究所附属地震予知研究センター, 運営協議会委員, 2004.4–2006.3.
原子力安全委員会原子炉安全専門委員会, 審査委員, 2004.9–2006.9.
防災科学技術研究所開発課題外部評価委員会, 委員（評価対象課題：リアルタイム地震情報伝達・利用に関す

る研究, 2004.11–2008.10.
科学技術・学術審議会・測地学分科会, 専門委員, 2005.3–2007.1.
測地学分科会地震部会観測研究推進委員会, 主査, 2005.3–2007.1.
防災科学技術研究所, 客員研究員, 2005.4–2006.3.
地震防災対策強化地域判定会, 委員, 2005.4–2007.3.
地震予知連絡会第１ 9期, 委員, 2005.4–2007.3.
総合科学技術会議基本政策専門調査会社会基盤分野推進戦略 PT, 招聘専門家, 2005.12–2008.3.
地震調査研究推進本部, 政策委員会委員, 2006.4–2008.4.
技術アドバイザリー委員会, 専門員, 2006.10–2007.9.
科学技術・学術審議会・測地学分科会, 臨時委員, 2007.2–2008.1.

(f) 2003年十勝沖地震は予想された地震だったか, 東京文京区, 03.14, 2005.

加藤 　照之
(a) 東京大学大学院理学系研究科, 地球テクトニクス II, 2004.10–2005.3.

東京大学大学院理学系研究科, 地球システム観測論, 2004.10–2005.3.
東京大学大学院理学系研究科, 地球テクトニクス II, 2005.10–2006.3.
東京大学大学院理学系研究科, 変動帯テクトニクス, 2006.4–2006.7.

(c) Amarjargal Sharav, Research Center for Astronomy and Geophysics, Mongolian Academy of Sciences, その他,
Mongol, 2006.10–.

(d) 飯沼卓史, Application of the inversion methods of stress and constitutive relation to the Japanese Islands, 東京
大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻, 博士, 指導, 2002.4–2005.9.

福田淳一, Geodetic inversion for space-time distribution of fault slip based on a hierarchical Baysian time series
model, 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻, 博士, 指導, 2003.4–2006.3.

(e) 地震予知連絡会, 委員, 2003.4–2005.3.
地震防災対策強化地域判定会, 委員, 2004.4–2007.3.
神奈川県温泉地学研究所, 客員研究員, 2004.9–2005.3.
地震予知連絡会, 委員, 2005.4–2007.3.
地震調査研究推進本部長期評価部会, 委員, 2005.4–.
神奈川県温泉地学研究所, 客員研究員, 2005.4–2006.3.

(f) 2005年度測地サマースクール「GPSが開く新しい地球科学の扉」, 京大防災研究所, 08.01, 2005.
人と防災未来センター災害対策専門研修「地震発生のメカニズム」, 兵庫県神戸市, 6月 7日, 2005.
人と防災未来センター災害対策専門研修「地震発生のメカニズム」, 兵庫県神戸市, 10.14, 2005.
地震予知の科学, 小田原市中央公民館ホール, 11.30, 2005.
千葉宅建南総支部研修会「地震が起きる原因と影響及びその対応」, 千葉県木更津市, 01.30, 2006.
神奈川県庁講演「地震予知の科学的戦略 」, 神奈川県横浜市, 02.10, 2006.
非破壊検査協会関西支部総会特別講演「地震予知の現状と将来」, 大阪府大阪市, 04.28, 2006.
国土交通大学校講義「測地学の現状と課題」, 東京都国立市, 11.27, 2006.

佐藤 比呂志
(a) 理学系研究科・地球惑星科学専攻, 地形形成論, 2005.10–2006.3.
(b) 千葉大学大学院自然科学研究科, 非常勤講師, 反射法地震探査, 2005.4–2006.3.
(d) 加藤直子, Tectonic evolution and active tectonics in the eastern part of the Miocene northern Honshu rift system,

Japan, 東京大学大学院理学系研究科, 博士, 指導, 2002.4–2005.9.
木村治夫, Active tectonics of a collision zone between island arcs: a case study of the Izu peninsula in cetral,

Japan, 東京大学大学院理学系研究科, 博士, 指導, 2002.4–2005.3.
(e) 地震調査研究推進本部・地震調査委員会・長期評価部会・西日本活断層分科会, 主査, 2001.9–2005.3.

秋田県地域活断層調査委員会, 委員, 2002.4–2005.3.
地震調査研究推進本部・政策委員会・調査観測計画部会, 委員, 2002.4–2007.3.
独立行政法人産業技術総合研究所（地球科学情報研究部門地殻構造研究グループ）,主任研究員（併任）, 2002.4–

2007.3.
IODP国内科学計画委員会事前調査検討専門部会, 委員, 2002.9–2006.3.
IOPD Site Survey Panel, 委員, 2004.2–2006.3.
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地震調査研究推進本部活断層を対象とした重点的調査観測手法等検討専門委員会, 委員, 2004.4–2005.3.
地震調査研究推進本部地震調査委員会強震動評価部会地下構造モデル検討分科会, 委員, 2005.4–2007.3.
地震調査研究推進本部 地震調査委員会長期評価部会 活断層評価手法等検討分科会, 委員, 2005.4–2007.3.
日本地球掘削科学コンソーシアム陸上掘削部会・執行部会, 委員, 2006.4–2007.3.

(f) 活断層と内陸の地震活動, 小田原市民ホール, 08.01, 2005.
切迫している?首都圏の地震, 私学会館ホール（東京）, 05.13, 2006.

山岡 耕春
(e) 火山噴火予知連絡会, 臨時委員, 2001.4–.

国土地理院研究評価委員会, 委員, 2003.4–.
リアルタイム総合プロジェクト 　, 全体委員会委員、および分科会主査, 2003.4–2006.3.
災害教訓継承に関する小委員会（濃尾地震分科会）, 委員（分科会主査）, 2004.4–.
科学技術・学術審議会 　測地学分科会, 専門委員, 2004.4–.
原子力安全委員会・核燃料安全専門審査会, 委員, 2005.1–.
国土交通技術会議, 委員, 2005.4–2006.3.
交通政策審議会, 臨時委員, 2005.10–2007.3.
社会資本整備審議会, 臨時委員, 2005.10–2007.2.
地震調査研究推進本部, 専門委員, 2005.11–.
災害被害を軽減する国民運動の推進に関する専門調査会, 委員, 2005.12–.

吉田 真吾
(a) 理学部・地球惑星科学専攻, 弾性体力学・固体地球力学 I, 2004.4–2005.9.

地球惑星科学専攻, 地震発生物理学 I, 2005.4–2005.9.

飯高 隆
(a) 理学研究科・地球惑星科学専攻, 地球観測実習, 2005.4–2005.9.

理学研究科・地球惑星科学専攻, 地球観測実習, 2006.4–2006.9.

加藤 　尚之
(a) 理学系研究科・地球惑星科学専攻, 地震発生物理学 I, 2005.4–2005.9.

理学系研究科・地球惑星科学専攻, 地震発生物理学 IV, 2005.4–2005.9.
理学系研究科・地球惑星科学専攻, 地震学セミナー, 2005.4–2006.3.

(b) 九州大学大学院理学研究院, 非常勤講師, 地球惑星科学特別講義, 2006.7–2006.7.

上嶋 誠
(a) 理学研究科・地球惑星物理学専攻, 地球内部電磁気学セミナー, 1991.6–2007.3.

理学研究科・地球惑星物理学専攻, 地球電磁気学 I, 2004.4–2005.3.
理学研究科・地球惑星物理学専攻, 地球観測論, 2005.4–2005.9.
教養学部, 駒場全学ゼミナール・地球観測実習, 2005.4–2005.9.
理学研究科・地球惑星物理学専攻, 地球電磁気学 I, 2005.4–2006.3.
理学研究科・地球惑星物理学専攻, 固体地球観測論, 2006.4–2006.9.
理学研究科・地球惑星物理学専攻, 地球観測実習, 2006.4–2006.9.
教養学部, 駒場全学ゼミナール・地球観測実習, 2006.4–2006.9.

(e) 火山噴火予知連絡会, 委員, 2005.4–2007.3.
火山噴火予知連絡会, 伊豆部会, 委員, 2005.4–2007.3.

波多野 恭弘

加藤 愛太郎

蔵下 　英司

宮崎 真一
(a) 理学研究科・地球惑星科学専攻, 地球観測実習, 2005.4–2005.9.

理学研究科・地球惑星科学専攻, 地球ダイナミクス (補助), 2005.12–2006.1.
理学研究科・地球惑星科学専攻, 変動帯テクトニクス (補助), 2006.6–2006.7.
理学研究科・地球惑星科学専攻, 地球観測実習, 2006.7–2006.9.

(c) Dr. Sigrjon Jonsson, ETH Zurich, その他, Swiss, 2005.9–2005.10.
Dr. Kaj Johnson, Indiana University, その他, USA, 2006.4–2006.4.
Prof. Kristine Larson, Colorado University, その他, USA, 2006.10–2006.11.

中谷 正生
(a) 理学系研究科・地球惑星科学専攻，物性実験セミナー，2004.4–2007.3.
(b) 九州大学大学院理学府地球惑星物理, 九大 FrontResearcher招聘, 2006.12–2006.12.
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小河 勉

地震地殻変動観測センター

岩崎 貴哉
(a) 理学系研究科地球惑星科学専攻, 地殻不均質構造セミナー, 1996.4–2006.3.

理学系研究科地球惑星科学専攻, 地震波セミナー, 2000.4–2006.3.
(b) 建設省建築研究所国際地震工学部, 非常勤講師, Crustal and Upper Mantle Structure, 1991.10–2006.3.

茨城大学, 非常勤講師, 固体地球物理学特論 V, 2004.4–2005.3.
首都大学, 非常勤講師, 地震学, 2005.10–2006.3.

(e) 「糸魚川ー静岡構造線断層帯」パイロット的な重点的調査観測推進委員会, 主査, 2002.4–2005.3.
地震調査研究推進本部, 専門委員, 2003.12–.
文部科学省研究開発局地震調査推進本部政策委員会調査観測計画部会活断層を対象とした重点的調査観測手法

等検討専門委員会, 委員, 2004.4–2005.3.
糸魚川ー静岡構造線断層帯における重点的な調査観測, 主査, 2005.4–2007.3.
糸魚川ー静岡構造線断層帯における重点的な調査観測運営委員会, 委員, 2005.4–2006.3.
地下構造データベースの構築に関する運営委員会, 委員, 2006.8–2007.3.

(f) 地震と津波に関するセミナー, 富山県富山市, 01.20, 2006.
地震防災セミナー, 長野県松本市, 01.31, 2006.

金沢 敏彦
(b) 九州大学大学院理学研究院附属地震火山観測研究センター, 教授（併任）, 2003.4–2005.3.

九州大学大学院理学研究院附属地震火山観測研究センター, 教授（併任）, 2006.4–2007.3.
(e) 地震予知連絡会（第 18期）, 委員, 2003.4–2005.3.

地震予知連絡会強化地域部会（第 18期）, 委員, 2003.4–2005.3.
科学技術・学術審議会（測地学分科会）, 専門委員, 2003.4–2006.3.
日本学術会議社会環境工学研究連絡委員会 (第 19期) , 委員, 2003.11–2005.3.
海洋研究開発機構「リアルタイム海底変動観測システム」計画検討委員会, 委員長, 2004.4–2005.3.
地震調査研究推進本部, 専門委員, 2004.4–2007.3.
地震予知連絡会（第 19期）, 委員, 2005.4–2007.3.
地震予知連絡会強化地域部会（第 19期）, 委員, 2005.4–2007.3.
海洋研究開発機構「リアルタイム海底変動観測システム」計画検討委員会, 委員長, 2005.4–2006.3.
過去地震基礎データの DB化検討委員会, 委員, 2005.7–2007.3.
深地層研究施設整備促進補助事業中間評価委員会, 委員, 2005.8–2006.3.
科学技術・学術審議会（測地学分科会）, 専門委員, 2006.4–2007.3.
「地震・津波観測監視システム構築」研究推進委員会, 委員, 2006.7–2007.3.

佐野 　修
(f) 地殻モニタリングのフロンティア, 熊本市, 01.12, 2006.

アスペリティ, 熊本市, 01.13, 2006.
日本の地震予知研究の現状, 東京都, 12.12, 2006.

酒井慎一

篠原 雅尚
(a) 地球惑星科学専攻, 地球物理数学, 2005.4–2005.9.

地球惑星科学専攻, 地球観測実習, 2005.4–2005.9.
地球惑星科学専攻, 海洋底地球科学�, 2005.10–2006.3.
地球惑星科学専攻, 地球物理数学, 2006.4–2006.9.
地球惑星科学専攻, 地球観測実習, 2006.4–2006.9.

(d) 中東和夫, 長期広帯域海底地震観測による日本海東部下のマントルウェッジ構造に関する研究, 理学系研究科,
博士, 指導, 2001.4–2005.3.

渡邉いづみ, 爆破震源と海底地震計・陸上観測点を用いた構造探査による宮城県沖地震想定震源域付近の地震
波速度構造, 理学系研究科, 修士, 指導, 2004.4–2006.3.

(e) 文部科学省研究開発局, 学術調査官, 2004.4–2006.3.
IODP国内科学計画委員会孔内計測ワーキンググループ ,グループ長, 2004.4–2005.3.
IODP国内科学計画委員会技術開発推進専門部会, 委員, 2004.4–2005.3.
IODP国内科学計画委員会技術開発推進専門部会, 委員, 2005.4–2006.3.
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IODP国内科学計画委員会孔内計測ワーキンググループ , 委員, 2005.4–2006.3.
IODP国内科学計画委員会技術開発推進専門部会, 委員, 2006.4–2007.3.
IODP国内科学計画委員会孔内計測ワーキンググループ , 委員, 2006.4–2007.3.

佃 　為成
(a) 東京大学大学院理学系研究科・地球惑星科学専攻, 地震学特論 IV, 2005.4–2005.9.
(b) 日本女子大学理学部, 非常勤講師, 地学および地学実験, 1996.4–2008.3.
(e) 地震調査研究推進本部地震調査委員会長期部会中日本活断層分科会, 委員, 1998.3–2005.3.

文部科学省科学技術動向センター, 専門調査委員, 2001.8–2007.3.
(f) 地震発生率と的中率の考察, 大阪市, 01.17, 2005.

地震とは何だろう？ 　- 南海地震に備えて -, 和歌山県那智勝浦町, 01.21, 2005.
地震発生率と的中率, 東京都千代田区, 07.01, 2005.
地下からのサインを読みとる - 地震に備える心構え -, 横浜市, 02.03, 2006.

萩原弘子

五十嵐 　俊博
(a) 理学系研究科地球惑星科学専攻, 地震学セミナー, 2002.4–2007.3.

望月 　公廣

山田 知朗

地震予知情報センター

阿部 勝征
(a) 東京大学理学系研究科地球惑星科学専攻, 地震発生物理学�, 2005.4–2005.9.
(e) 地震予知連絡会（国土地理院, 1975.4-84.7,1991.4- ）, 委員, 1975.4–2007.3.

日本学術会議海洋物理学研究連絡委員会津波小委員会 (1989.3- ), 委員, 1989.3–2006.3.
地震予知研究協議会（地震研究所, 1990.9-97.8,01.4- ）, 委員, 1990.9–2007.3.
財団法人東京防災指導協会調査研究専門委員会 (1992.7- ), 委員, 1992.7–2006.6.
地震防災対策強化地域判定会（気象庁, 1995.4- ）, 会長代理, 1995.4–2007.3.
地震調査研究推進本部地震調査委員会（総理府,文部科学省， 1995.8- ）, 委員長代理, 1995.8–2007.3.
東濃地震科学研究所運営委員会（財団法人地震予知総合研究振興会，1997.4-）, 委員, 1997.4–2006.3.
財団法人地震予知総合研究振興会評議員会 (1997.6- ), 評議員, 1997.6–2007.5.
国会等移転審議会専門委員会 (総理府，内閣府，1999.4- ), 委員, 1999.4–2007.3.
地震調査研究推進本部政策委員会成果を社会に活かす部会 (総理府，文部科学省，1999.11- ),委員, 1999.11–2007.3.
地震被害に関する検討委員会（国土庁，内閣府，2000.12-）, 委員, 2000.12–2006.3.
総合資源エネルギー調査会（経済産業省，2001.1.6- ）, 委員, 2001.1–2007.3.
原子力安全・保安部会地盤・構造設計小委員会（経済産業省，2001.1.6- ), 委員長, 2001.1–2007.3.
地震調査委員会長期評価部会海溝型分科会（文部科学省，2001.4- ）, 委員, 2001.4–2006.3.
中央防災会議東南海・南海地震等に関する専門調査会（内閣府）, 委員, 2001.9–2006.3.
中央防災会議首都直下地震対策専門調査会（内閣府）, 委員, 2003.9–2006.3.
中央防災会議日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に関する専門調査会（内閣府）, 委員, 2003.10–2006.3.
中央防災会議首都直下地震対策専門調査会地震ワーキンググループ（内閣府）, 委員, 2003.10–2006.3.
環境防災総合政策研究機構（特定非営利活動法人）, 副理事長, 2004.2–2006.3.
緊急地震速報検討委員会（気象庁）, 委員長, 2004.4–2007.3.
自然科学基盤調査研究検討会（独立行政法人原子力安全基盤機構）, 委員, 2004.4–2006.3.
地震調査研究推進本部政策委員会予算小委員会（文部科学省）, 委員, 2004.4–2007.3.
集中豪雨時等における情報伝達及び高齢者等の避難支援に関する検討会（内閣府）, 委員, 2004.4–2005.3.
津波避難ビル等に係わるガイドライン検討委員会（内閣府）, 委員, 2004.10–2005.9.
航空・鉄道事故調査委員会（国土交通省）, 委員, 2004.11–2006.11.
緊急地震速報の本運用開始に係る検討会（気象庁）, 委員, 2005.4–2007.3.
中央防災会議, 委員, 2007.1–2009.1.

(f) 防災講演会, 東京, 01.11, 2005.
市民フォーラム講演, 埼玉, 01.29, 2005.
害救援ボランティア推進委員会上級講座, 東京, 03.06, 2005.
座談会講演, 東京, 06.02, 2005.
懇話会講演, 東京, 06.08, 2005.
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講演, 東京, 06.20, 2005.
講演, 東京, 11.17, 2005.
災害救援ボランティア推進委員会東大講座, 東京, 11.20, 2005.

鷹野 澄
(b) お茶の水女子大学理学部情報科学科, 非常勤講師, コンピュータネットワーク, 1991.4–2006.3.
(e) 高度即時的地震情報伝達網実用化プロジェクト運営委員会, 委員, 2003.4–2006.3.

地震調査研究推進本部調査観測データ流通・公開推進専門委員会, 委員, 2004.3–.
(f) 高速広域Ｌ２網によるリアルタイム地震観測波形データ交換システムの構築, 仙台, 01.18, 2006.

IT強震計でみた震度 1の揺れ, 東京, 06.17, 2006.
利用者が必要とする緊急地震速報利活用システムとは？, 東京, 12.08, 2006.

中川 茂樹
(b) 共立女子大学, 非常勤講師, 情報処理 I・II, 2006.4–2007.3.

鶴岡 弘
(b) 東京工業大学, 非常勤講師, 宇宙地球物理学実験, 2004.4–2005.3.

東京工業大学, 非常勤講師, 宇宙地球物理学実験, 2005.4–2006.3.
東京工業大学, 非常勤講師, 宇宙地球物理学実験, 2006.4–2007.3.

火山噴火予知研究推進センター

藤井 　敏嗣
(c) Marco Magnani, 理学系研究科, D3, イタリア, 2001.4–2005.9.
(d) 長島理香，流紋岩質噴出物の含水融解実験 —神津島火山マグマ溜りの物理条件に関する制約に向けて—，理

学系研究科, 修士, 指導, 2004.4–2006.3.
(e) 文部科学省学術・科学技術審議会（測地学分科会）, 臨時委員, 2001.2–2007.1.

東京都防災顧問, 2001.4–2007.3.
科学技術・学術審議会, 専門委員（研究計画・評価分科会）, 2001.9–2006.1.
気象庁火山噴火予知連絡会, 会長, 2003.5–2007.4.
内閣府中央防災会議, 専門委員, 2003.7–2007.3.
日本学術会議, 連携会員, 2006.9–2010.9.

(f) 第２３回震災予防協会主催講演会「富士山、その生い立ちと未来―火山の地下の様子を理解する―」, パシフィ
コ横浜・アネックスホール, 02.03, 2005.

持続可能な社会の実現と理科教育, 茅ヶ崎市民文化会館, 08.26, 2005.
地震．火山研究の最前線, 岩手県立水沢高等学校, 11.01, 2005.

中田節也
(a) 理学系研究科・地球惑星科学専攻, 火山科学 I, 2004.10–2005.3.

理学系研究科, 火山科学１, 2005.10–2006.3.
理学系研究科・地球惑星科学専攻, 火山科学１, 2006.4–2006.9.

(d) 黒川 　将, Magma history of Unzen volcano, investigated using conduit drilling sample (USDP-4), 理学系研究科,
修士, 指導, 2003.4–2006.3.

野中美雪, Emplacement process of the 1991-1995 lava dome at Unzen volcano, Japan, 理学系研究科, 修士, 指導,
2003.4–2006.3.

(e) 火山噴火予知連絡会, 委員, 2003.5–2005.4.
日本学術会議地球物理学研究連絡会, 委員, 2003.11–2005.3.
三宅島火山活動検討委員会, 委員, 2004.4–2006.7.
火山噴火予知連絡会, 委員, 2005.4–2007.3.
日本学術会議地球物理学研究連絡会, 委員, 2005.4–2005.9.
科学技術・学術審議会測地学分科会火山部会, 委員, 2005.4–2007.3.
JICA火山砂防研修コースカリキュラム委員会, 委員, 2005.4–2007.3.
長野県防災会議, 専門委員, 2005.4–2006.3.
宮崎県防災会議専門部会, 専門委員, 2005.8–2006.7.
Committee for Safety Guide on Volcanic Hazards for Nuclear Power Plants, consultant, 2006.3–2008.12.
長野県防災会議, 専門委員, 2006.6–2007.3.
原子力規格委員会耐震設計分科会, 委員, 2006.6–2007.3.
日本学術会議地球惑星科学委員会国際対応分科会委員, 連携会員, 2006.10–2010.9.

(f) 火山活動の経緯と特徴, 三宅島, 11.09, 2006.
火山と災害, 川崎市, 11.30, 2006.

武尾 実
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(a) 理学系研究科・地球惑星科学専攻, 地震学セミナー, 1988.4–2006.3.
教養学部, 全学自由研究ゼミナール, 2002.4–2006.3.
理学部・地球惑星物理学科,データ解析法 I, 2002.10–2005.3.
理学系研究科・地球惑星科学専攻,データ解析法 I, 2002.10–2005.3.
理学部・地球惑星物理学科, 地球物理実験, 2002.10–2006.3.
理学部・地球惑星科学科, 特別演習 IＩ, 2005.4–2005.9.
理学系研究科・地球惑星科学専攻, 時系列データ解析, 2005.10–2006.3.
教養学部, 全学体験ゼミナール, 2006.4–2006.9.
理学系研究科・地球惑星科学専攻, 地震学セミナー, 2006.4–2007.3.
理学系研究科・地球惑星科学専攻, 時系列データ解析, 2006.10–2007.3.
理学部・地球惑星科学科, 地球惑星物理学特別研究, 2006.10–2007.3.

(d) 松澤孝紀, Numerical Simulations of the Interaction between Seismic Slip and Frictional Melting, 東京大学大学
院・理学系研究科・地球惑星科学専攻, 博士, 指導, 2001.4–2005.3.

中村 　祥, The frequency structure and characteristics of the deep low frequency termor occurring in Western
Shikoku, 東京大学大学院・理学系研究科・地球惑星科学専攻, 修士, 指導, 2003.4–2005.3.

山本眞紀, A unique seismic activity preceding the eruption at Asama volcano in 2004, 東京大学大学院・理学系
研究科・地球惑星科学専攻, 修士, 指導, 2003.4–2005.3.

(e) 火山噴火予知連絡会, 委員, 2002.4–2008.3.
火山噴火予知連絡会, 委員, 2002.4–2008.3.

渡辺 秀文
(a) 地球惑星科学専攻, 火山科学３, 2005.6–2005.7.

地球惑星科学専攻, 火山科学１, 2005.12–2006.1.
地球惑星科学専攻, 火山学基礎論, 2006.7–2006.7.

(b) JICA「火山学・総合土砂災害対策コース」, 講師, 噴火予測, 2005.5–2005.5.
JICA「火山学・総合土砂災害対策コース」, 講師, 噴火予測, 2006.5–2006.5.

(e) 火山噴火予知連絡会, 委員, 1987.4–2007.3.
火山噴火予知連絡会, 幹事・伊豆部会長, 1994.6–2007.3.
震災予防協会評議員会, 評議員, 1995.6–2007.5.
科学技術・学術審議会（測地学分科会火山部会）, 専門委員, 2001.4–2005.1.
気象研究所評議委員会, 委員, 2002.1–2007.3.
長野県防災会議, 専門委員, 2002.5–2005.3.
国際協力事業団「火山学・砂防工学集団研修コース」カリキュラム委員会, 委員, 2004.4–2005.3.
科学技術・学術審議会（測地学分科会）, 臨時委員, 2005.3–2009.1.
国際協力事業団「火山学・総合土砂災害対策コース」カリキュラム委員会, 委員, 2005.4–2007.10.
火山活動評価ワーキンググループ , 委員, 2007.1–2007.3.

(f) 火山活動とその予測，平成 17年度専攻課程講習会「地震・津波・火山」, 東京都千代田区, 02.17, 2006.
火山活動と噴火予測，平成 18年度江東区文化センター講座「なぜなに地震科学研究所」, 江東区文化センター,

09.28, 2006.

森田 裕一
(a) 理学系大学院地球惑星物理学専攻, 地球観測実習, 2000.4–2005.3.

理学部地球惑星物理学科, 地球物理学実験（地震観測）, 2002.9–2006.3.
大学院地球惑星物理専攻, 地球観測論, 2006.4–2007.3.

(b) JICA[火山・砂防防災コース」, 講師, Geophysical observations around volcanoes, 2005.5–2005.5.
JICA[火山・砂防防災コース」, 講師, Geophysical observations around volcanoes, 2006.4–2006.4.

大湊 隆雄

卜部 卓
(a) 理学系研究科地球惑星科学専攻, 情報処理実習, 2005.4–2005.9.

青木 陽介
(b) 国土交通大学校, 非常勤講師, 地球変形力学, 2005.5–2005.6.

国土交通大学校, 非常勤講師, 地球変形力学, 2006.5–2006.6.

金子 隆之

小山 崇夫

前野 深

及川 純
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海半球観測研究センター

川勝 均
(a) 理学系大学院・地球惑星科学専攻, 地球内部システム観測論, 2004.10–2005.3.

理学部・地球惑星物理学科, ４年演習, 2004.10–2005.3.
理学系大学院・地球惑星科学専攻, 固液共存物理化学, 2005.10–2006.3.
理学系大学院・地球惑星科学専攻, 地震波波動論 I, 2006.4–2006.9.

(b) 東北大学大学院理学研究科地球物理学専攻, 非常勤講師, 集中講義, 2004.4–2005.3.
名古屋大学大学院環境学研究科地球環境科学専攻, 非常勤講師, 集中講義, 2005.4–2005.9.

(d) 山本 　希, Volcanic fluid system inferred from broadband seismic signals, 海半球観測センター, 博士, 指導,
2004.4–2005.3.

川上慶高, 地震脈動のアレイ解析, 海半球観測研究センター, 修士, 指導, 2004.4–2006.3.

歌田 久司
(a) 理学系研究科・地球惑星科学専攻, 地球内部システム観測論, 2004.10–2005.3.

理学系研究科・地球惑星科学専攻, 地球電磁気学 I, 2004.10–2005.3.
地球惑星科学専攻, 地球電磁気学 I, 2005.9–2006.3.

(b) 国際火山学・火山砂防工学研修コース（JICA）, 講師, 地球電磁気学と演習, 2000.4–2009.3.
国土交通省国土交通大学校, 講師, 地磁気観測とその応用, 2004.4–2009.3.
岡山大学地球物質科学研究センター, 客員教授, 2006.4–2007.3.

(c) Shi, Xue-Ming, 海半球観測研究センター, 国費特別研究員, 中国, 2003.10–2005.9.
(d) 高橋優志, Controlled Source Electromagnetic Monitoring of an Active Volcano, 理学系研究科地球惑星科学専攻,

博士, 指導, 2001.4–2006.3.
浅利晴起, Geomagnetic Observations and Decadal Core Dynamics, 理学系研究科地球惑星科学専攻, 博士, 指導,

2002.4–2006.3.
大木聖子, Whole Mantle Vp/Vs Tomography, 理学系研究科地球惑星科学専攻, 博士, 指導, 2003.4–2006.3.

(e) アジア・太平洋国際地震・火山観測網運営協議会, 委員, 2005.4–2006.3.
海洋研究開発機構・深海調査研究実施計画調整部会, 部会長, 2006.4–2007.3.

(f) スーパーサイエンスハイスクール 　秋の学校 in陸別, 北海道陸別町, 10.21, 2006.

塩原 肇
(a) 理学系研究科地球惑星科学専攻, 地球内部システム観測論, 2004.10–2005.3.

理学系研究科地球惑星科学専攻, 地球観測実習, 2005.4–2005.9.
理学系研究科地球惑星科学専攻, 海洋底地球科学 I, 2005.10–2006.3.

山野 誠
(a) 理学系研究科・地球惑星科学専攻, 地球物理数学, 2005.4–2006.9.
(b) 早稲田大学・教育学部・理学科, 非常勤講師, 地球テクトニクス, 1999.9–2007.2.
(c) Harcouet, Virginie, 日本学術振興会外国人特別研究員, その他, フランス, 2005.11–2007.6.
(d) 濱元栄起, 長期温度計測による浅海域における地殻熱流量測定 　ー南海トラフ沈み込み帯への適用ー, 理学系

研究科, 博士, 指導, 2002.4–2006.3.

馬場 聖至

市原 美恵

清水 久芳
(a) 理学研究科地球惑星物理学専攻, 地球内部電磁気学セミナー, 2005.4–2006.3.

理学研究科・地球惑星物理学専攻, 地球電磁気学 I (講義補助), 2005.10–2006.3.
(d) 浅利晴紀, Geomagnetic observations and decadal core dynamics, 地震研究所, 博士, 補助, 2002.4–2006.3.

竹内 希
(b) 建築研究所 　国際地震工学部, 講師, Mathematics for Seismology, 1999.10–2006.11.
(d) 河合研志, Waveform inversion for localized seismic structure and preliminary application to the D” layer, 理学

系研究科地球惑星物理学専攻, 博士, 補助, 2003.4–2005.3.

綿田 辰吾
(b) 国土交通大学校, 非常勤講師, 地球物理学, 2005.1–2005.1.

国土交通大学校, 非常勤講師, 地球物理学, 2006.1–2006.1.
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国土交通大学校, 非常勤講師, 地球物理学, 2007.1–2007.2.
(e) 防災科学技術研究所, 客員研究員, 2004.4–2005.3.

アウトリーチ推進室

辻 宏道
(b) 国土交通大学, 非常勤講師, GPS測量概論及び詳論, 2006.7–2006.7.
(e) 温泉地学研究所普及書作成委員会, 委員, 2006.4–2007.3.
(f) 青少年のための科学の祭典 　地震メカニズムの解説, 東京, 07.30, 2006.

地震研究所におけるアウトリーチの現状と課題, 山上会館, 09.25, 2006.
大田区池上地区地震防災塾, 東京都大田区, 10.17, 2006.
地図と地震と地球の話, 和歌山県紀美野町 　野上小学校、毛原小学校他, 12.05, 2006.
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第6章 平成18年度の共同利用・COE関連の研究実施
状況

6.1 平成18年度の共同利用関連の研究実施状況

表 6.1. 客員教授

課題番号 氏名 所属・職名 担当教員 研究課題 消耗品費 旅費
2006-V-01 谷岡勇市

郎
北海道大学・助教授 山岡耕春 津波解析による関東地震

発生過程の研究
専任教授並 500

2006-V-02 長尾年恭 東海大学・教授 上嶋誠 電磁気学的観測量と地殻
変動・微小地震活動との相
互関係の研究

専任教授並 500

2006-V-03 三田彰 慶應義塾大学・教授 堀宗朗 構造物の地震応答モニタ
リング用センサネットワー
クの開発に関する基礎的
研究

専任教授並 200

2006-V-04 鵜川元雄 防災科学技術研究
所固体地球研究部
門長

武尾実 富士山の低周波地震発生
機構の研究

専任教授並 200

2006-V-05 筒井智樹 秋田大学・助教授 森田裕一 地震学的な活火山構造探
査手法の高精度化に関す
る研究

専任教授並 500

2006-V-06 野上健治 東京工業大学・助教
授

藤井敏嗣 地球化学的手法による火
山活動度評価に関する研
究

専任教授並 100

2006-V-07 宮町宏樹 鹿児島大学南西島
弧地震火山観測所
長

藤井敏嗣 全国連携による火山噴火
予知基礎研究としての活
火山の構造探査と観測手
法の研究

専任教授並 500

2006-V-08 TARITS
Pascal

西ブルターニュ大
学・教授

歌田久司 マントル電気伝導度に関
する研究

専任教授並 100

2006-V-09 Qi-fu 　
CHEN

中国国家地震局地
球科学研究所・教授

川勝均 中国東北部の地殻構造に
関する研究

専任教授並 100

2006-V-10 ISMAIL–
ZADEH
Alik T.

ロシア科学アカデ
ミー・教授

本多了 マントル対流の数値計算
法の研究

専任教授並 100

計 2,800

単位：千円
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表 6.2. 客員教授（日本人）の研究概要

課題番号 代表者名 研究概要（所内セミナー等の題目）
2006-V-01 谷岡勇市

郎
地震予知研究推進センターにおいて開催される企画部会議に出席し，地震予知に関係
する研究課題の実現方法，成果の評価方法、将来の地震予知研究の方向性等について
議論を重ねた。昭和関東地震の震源モデルについて津波波形解析を行い、測地・強震
波形データから得られた震源モデルとの整合性を評価した。(金曜日セミナー：津波か
らみる大地震の発生様式 　10月 6日)

2006-V-02 長尾年恭 電磁気学的地震前兆現象の研究．特に従来，前駆的に観測されたと主張されている電
磁気異常が真に地震前兆と言えるかの検証および，各種地電流・地磁気データからの
異常の抽出をフラクタル次元解析や主成分解析等を中心に実施した．さらに抽出され
た前駆的異常と地殻変動を始めとする力学的現象との比較研究を実施した．(談話会，
前駆的電磁気異常は真に地震前兆なのか？ 　2007年 1月 26日)

2006-V-03 三田彰 MEMSセンサと情報・通信機器の技術開発により，航空をはじめさまざまな分野で，
多数のセンサノードで計測されたデータを自律的に処理・伝送するセンサネットワー
クが開発研究されている．建築構造物や都市基盤施設の地震応答のモニタも，このよ
うなセンサネットワークの計測に適しており，従来に比べ，格段に安価で高精度・高分
解能のモニタリングが期待される．しかし，構造物が巨大であり，計測環境が屋外，ま
た，電源の限界等，実用は難しい．一つの解決策が機動的モニタリングである．使い
捨てのセンサを開発し，適宜構造物に撒くことで上記の課題を一挙に解決する．常時
のモニタリングには限界があろうが，巨大地震発生後，起こりうる余震に対しての構
造物の安全性を確保するためには，機動的モニタリングは重要である．機動的モニタ
リングの実現には，極めて自律性の高いセンサネットワーク技術を開発する必要があ
る．次世代の地震工学の課題に計測技術の革新が挙げられており，センサネットワーク
技術はその一つの候補である．しかし，センサ工学や情報工学と伝統的地震工学には
壁があり，他分野で開発された計測技術を転用するだけに留まっている感もある．こ
の現状を打破するには，独自の計測技術を研究開発する必要があり，機動的モニタリ
ングを実現するセンサネットワーク技術はその第一歩として格好の課題である．地震
研究所で行われる地震や火山噴火の機動的観測の手順やシステムは，機動的モニタリ
ングを実現する上で，極めて参考になる．また，ネットワークの自律性はセンサの位
置を高精度で決定することが必要であり，建築構造物や都市基盤施設が屋外にあるこ
とを考慮すると，GPSやレーザ等の地球観測技術の利用は期待できる．上記を背景と
し，建築構造物や都市基盤施設の地震応答を機動的にモニタリングするための，セン
サネットワークの開発の考案を試みる．基礎的研究として，極めて自律性の高いセンサ
ネットワーク技術の考案と実証を行う．(構造物のモニタリング－基礎から応用まで－
6/14，21，28 　10:15～12:15 　3回の集中講義)

2006-V-04 鵜川元雄 富士山の低周波地震の発生機構を推定するため、低周波地震の波形をコンパイルし、
そのスペクトル分析を進めた。2006年 4月 2日に発生した富士山の深部低周波地震に
ついて、これまでにない良好な記録を得ることが出来、この解析を進め、その発生機
構を検討を行っている。また、2003年までの臨時観測で得られた走時データを整理し、
富士山直下の地震波速度構造の検討も進めている。

2006-V-05 筒井智樹 火山噴火予知のための基礎データとして，火山体の地震波速度および地震波反射面の
解明を系統的に行っている．2003年に富士山で実施した人工地震探査で取得したデー
タを反射法解析し，山体内部 �深部の構造を推定した．山体内部ではかつて噴火を起
こした古い山体に対応する反射面を見いだし、深部ではマグマと関連する低周波地震
発生域に対応する反射面を見いだした（合同学会で発表）．また，2006年 10月に実施
した浅間山人工地震探査では観測点間隔 50mの稠密アレー観測を実施し，2004年噴火
前のマグマ貫入域の解明を目指した解析を行っている．
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2006-V-06 野上健治 火山灰には水溶性の形でフッ素，塩素，硫酸が含まれており，これらはマグマ から放
出される火山ガス起源である．これらの成分の量比は火山活動の消長に応じて変化す
ることから，水溶性成分 の分析による火山活動の化学的観測が多くの火山で行われて
きた．しかし，火山ガスを構成する酸性ガスの化学的性質，特 に水に対する溶解度は
大きく異なるため，火山の地下の熱水系もまた水溶性成分に影響を及ぼす因子の一つ
である．この観点から，水溶性成分に対する地下の水環境等の影響を 2000年の三宅島
噴火や 2006年の桜島昭和火口噴火の火山灰の水溶性成分の量比 の変化などから検討
した．

2006-V-07 宮町宏樹 2006年 10月 13日に実施された浅間火山構造探査ではデータ の取得に従事し、得られ
た波形データの初動部分の片振幅分布を明らかにした。その結果、以下のことが推定
された：（1）火山体を通過する地震波の初動 振幅は急激に小さくなる傾向が見られた、
（2）爆破震源の薬量（250kg と 300kg）による初動振幅の差は見られない、また、距離
8 �10kmの初動振 幅は爆破点近傍の振幅の 1/1000程度まで小さくなる、（3）す べて
の測線で、明瞭な初動振幅は少なくとも距離 15kmまで確認できた。初動振幅の減衰の
原因については、走時解析から推定される速度構造との対比によって明らかにされる
であろう。2004年に実施された口永良部島構造探査では、薬量 100kgで距離 12kmま
で明瞭な初動が観測でき、また、薬量 10 �20kgの小発破でも、地震計の設置条件が良
ければ、距離 8kmまで観測されている。今回の浅間山構造探査では、山体裾野での薬
量 250kg以上の中発 破が実施されたが、山体直上での小薬量発破が山体東側測線には
有効であった可能性がある。（浅間火山構造探査による初動振幅の分布、［発表予定］）
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表 6.3. 特定共同研究 (A)

課題番号 代表者名 所属機関 担当教員 Project名 旅費
2006-A-01 深尾良夫 海洋研究開

発機構
歌田久司 地球深部の構造とダイナミクス 300

2006-A-02 歌田久司 地震研 歌田久司 海底ケーブルネットワークによる地球
物理学的研究

0

2006-A-03 加藤照之 地震研 加藤照之 GPSによる総合的観測研究 240

2006-A-04 飯尾能久 京大防災研 加藤尚之 日本列島周辺域の応力場・ひずみ場に
関する研究

140

2006-A-05 大久保修平 地震研 大久保修平 サブダクション・ゾーン陸側の重力変
化の追跡

0

2006-A-06 金沢敏彦 地震研 金沢敏彦,篠原雅
尚

海域部総合観測によるプレート境界域
におけるひずみ・応力集中機構の解明

0

2006-A-07 上嶋 　誠 地震研 上嶋誠 マルチスケール比抵抗構造探査 500

2006-A-08 岩 崎 貴 哉,
飯高隆

地震研 岩崎貴哉,飯高隆 総合集中観測による内陸域の歪・応力
蓄積集中過程の解明

500

2006-A-09 佐藤比呂志 地震研 佐藤比呂志 反射法地震探査による活断層の地下構
造と長期間地殻変動

270

2006-A-10 佃 　爲成 地震研 佃爲成, 加藤照
之, 大久保修平,
中井俊一

内陸直下地震の予知 310

2006-A-11 茂木 　透 北大院理 上嶋誠 地殻活動に関連する電磁気観測 210

2006-A-12 島崎邦彦 地震研 島崎邦彦,佐藤比
呂志, 都司嘉宣

古地震 410

2006-A-13 纐纈一起 地震研 古村孝志,山中佳
子

地震破壊過程と強震動 0

2006-A-14 吉田真吾 地震研 吉田真吾 地震発生の素過程 480

2006-A-15 加藤尚之 地震研 加藤尚之,加藤照
之, 堀宗朗, 山下
輝夫

地殻活動予測シミュレーション 140

2006-A-16 笠原敬司 防災科研 ト部卓, 鷹野澄 地殻活動モニタリング手法の高度化 290

2006-A-17 海野徳仁 東北大院理 鷹野澄, 佃爲成 地殻活動総合データベースの開発 0

2006-A-18 藤本博巳 東北大院理 佐野修 新たな観測・実験技術の開発 190

2006-A-19 渡辺秀文 地震研 森田裕一 火山体構造探査 180

2006-A-20 渡辺秀文 地震研 渡辺秀文 特定火山集中総合観測 140

2006-A-22 梅田康弘 京大防災研 佐藤比呂志 大都市圏地殻構造調査研究・大深度弾
性波探査（１）制御震源探査

0

2006-A-23 笠原敬司 防災科研 平田直 大都市圏地殻構造調査研究・大深度弾
性波探査（２）自然地震探査

0

2006-A-24 伊藤谷生 千葉大理 佐藤比呂志 大都市圏地殻構造調査研究・断層モデ
ル等の構築（１）内陸活断層モデル化
の研究

0

2006-A-25 纐纈一起 地震研 纐纈一起 大都市圏地殻構造調査研究・断層モデ
ル等の構築（２）プレート間地震モデ
ル化の研究

0

2006-A-26 井出 　哲 東大院理 宮武隆 大都市圏地殻構造調査研究・断層モデ
ル等の構築（３）動的モデルパラメー
タの研究

0

2006-A-27 山中浩明 東工大総合
理工

古村孝志 大都市圏地殻構造調査研究・断層モデ
ル等の構築（４）地下構造モデル化の
研究

0

計 4,300
単位：千円
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表 6.4. 特定共同研究 (B)

課題番号 代表者名 所属機関 担当教員 Project名 消耗品費 旅費
2005-B-01 鍵山恒臣 京大・院理 森田裕一 カルデラの構造と活動そ

して現在－ Out of range
への挑戦

0 900

2006-B-01 大島弘光 北大・院理 森田裕一 新世代無線通信データ伝
送システムの開発

1,063 845

2006-B-03 平原和朗 京大・院理 川勝均, 鶴岡
弘

日本列島標準三次元構造
モデルの構築

191 541

2006-B-04 新谷昌人 地震研 新谷昌人 地下深部における高精度
観測・精密計測

585 666

2006-B-05 田部井隆雄 高知大・理学 大久保修平 フィリピン海プレート北端
部の運動モデルの構築

621 815

2006-B-06 金子隆之 地震研 青木陽介, 古
屋正人

衛星リモートセンシング
による火山活動の解析

820 1,139

2006-B-07 本多嘉明 千葉大・環境
リモートセ
ンシング

安田敦 火口近傍の監視・計測プラ
ットホームの開発

967 339

2006-B-08 中川光弘 北大・院理 中田節也, 吉
本充宏

長期的火山活動評価の定
量化

729 757

2006-B-09 佐野雅己 東大・理学系 栗田敬 地球現象における不均質
構造形成原理の探究

540 189

2006-B-10 翠川三郎 東工大・総合
理工

纐纈一起, 鷹
野澄

Seismic Kantoプロジェク
トによる強震動総合研究
の新展開

114 162

小計 5,630 6,353
合計 11,983

単位：千円
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表 6.5. 一般共同研究

課題番号 代表者名 所属機関 担当教員 Project名 消耗品費 旅費
2006-G-01 三尾典克 東大新領域

創成科学研
究科物質系
専攻

新谷昌人 地殻変動観測機器用の
光ファイバーリンク式
レーザー光源の絶対波
長安定化の研究

336 0

2006-G-02 山本 　希 東北大・院
理

鶴岡 　弘 広帯域地震観測による
阿蘇山火山性微動のリ
アルタイム・モニタリン
グ

272 194

2006-G-03 金嶋 　聰 九州大・院
理

川勝 　均 短周期地震アレイ連続
観測による阿蘇山火山
性微動の発生機構と火
山ガス流の解明

165 204

2006-G-04 大倉敬宏 京大・院理
附属地球熱
学研究施設

及川 　純 阿 蘇 火 山 に お け る
1HZGPS観測

219 110

2006-G-05 杉本 　健 京大・院理
附属地球熱
学研究施設

中田節也 USDP-3 コアを用いた
雲仙火山の噴火史の解
明

96 152

2006-G-06 佐伯昌之 東 京 理 科
大・理 工・
土木工学科

小国健二 １周波GPS受信機と無
線ネットワークによる
変位計測システムの高
度化

256 95

2006-G-07 藤 　浩明 富山大・理 歌田久司 永年変化を含む太平洋
広域地球磁場参照モデ
ルの作成

187 155

2006-G-08 里村幹夫 静岡大・理 加藤照之 東海地震想定震源域に
おける稠密GPS観測に
基づくスローイベント
の詳細解明

127 182

2006-G-09 山本順司 京大・地球
熱学研究施
設

中井俊一 海洋プレートの屈曲部
で生じるマグマの活動
源を探る

156 153

2006-G-10 中島 　隆 産業技術総
合研究所・
地質情報研
究部門

折橋裕二 島弧における大規模珪
長質火成活動の継続時
間と活動の変遷：西南日
本白亜紀花崗岩類の例

343 0

2006-G-11 松島 　健 九州大・院
理・地震火
山観測研究
センター

渡 辺 秀 文,
及川 　純

伊豆鳥島火山の噴火ポ
テンシャルの研究

75 302

2006-G-12 藤井郁子 気象庁地磁
気観測所調
査課

歌田久司 電磁気学的にみたフィ
リピン海の上部マント
ル大規模構造

118 32

2006-G-13 小林茂樹 九 州 東 海
大・工 学
部・リモー
トセンシン
グ学科

大久保修平 重力測定による日奈久
断層周辺の地下構造の
推定

105 117
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2006-G-14 山本圭吾 京大防災研
究所附属火
山活動研究
センター

及川 　純 稠密地震観測データを
用いた三宅島火山の地
震学的構造解析

44 128

2006-G-15 佐藤博明 神戸大・理 藤井敏嗣 新富士火山 3000ybp以
降の噴火機構

175 70

2006-G-16 須田直樹 広島大・院
理

鶴岡 　弘 2001年以前の低周波微
動活動の解明

32 167

2006-G-17 高橋嘉夫 広島大・院
理

中井俊一 高感度 XAFS 法によ
るウランの状態分析
法の開発～マグマの
年代測定に利用される
238U/230Th 放射非平
衡の起源の解明～

114 135

2006-G-18 岩森 　光 東大・院理
　

折橋裕二 西南日本－韓半島の中
生代－新生代花崗岩類
の成因と大陸成長機構
の解明

257 0

2006-G-19 鈴木康弘 名 大 大 学
院・環境学
研究科

岩崎貴哉 地形学的手法による糸
魚川-静岡構造線断層帯
の活動性の検討

46 220

2006-G-20 木村 　学 東大・院理・
地球惑星科
学専攻

折橋裕二 付加作用の時定数の解
明と沈み込み帯の物質
フラックス

257 0

2006-G-21 小川康雄 東工大・火
山流体研究
センター

上嶋 　誠 伊豆大島火山の繰り返
し比抵抗構造探査

54 153

小計 3,434 2,569
合計 6,003

単位：千円
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表 6.6. 研究集会

課題 代表者名 所属機関 担当教官 研究集会名 (開催場所） 開催予定日 旅費
2006-W-01 川崎一朗 京都大学防

災研究所
加藤照之 地殻変動連続観測の未来 H18.6 月中

旬
777

2006-W-02 大村 　誠 高知女子大・
生活科学部・
環境理学科

古屋正人 新世代の干渉 SAR H18.9 月下
旬の 2日間

714

2006-W-03 佐野 　修 東京大学地
震研究所

佐野 　修 地殻応力の絶対量計測に
関する研究集会

H19.3月 8-9 619

2006-W-04 熊澤峰夫 名古屋大学、
静岡大学・理
学部

佐野 　修 地殻深部の能動的監視観
測の実用戦略とその基礎
研究

H18.8-H19.2
の間 1-2 日
間の集会を
2回予定

735

2006-W-05 千田 　昇 大分大学教
育福祉学部

島崎邦彦 地震・津波の地形地質学的
研究の最前線

H19.1.13 439

2006-W-06 西上欽也 京都大学防
災研究所 　
地震防災研
究部門

山下輝夫 リソスフェアにおける短波
長不均質構造の解明-地震
発生場の構造特性の解明
に向けて-

H18.12 月
後半または
19.1 月前半
の 2日間

676

計 3,960

単位：千円

6.2 平成18年度のCOE関連の研究実施状況

◎研究機関研究員・産学連携研究員・学術研究支援員
1. 石瀬素子 (地震火山災害部門)

任用期間 2006年 5月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:「深部反射法地震探査等の大深度弾性波探査と断層モデル等の構築」に関わる研究

2. 加藤直子 (地震予知研究推進センター)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:「深部反射法地震探査等の大深度弾性波探査と断層モデル等の構築」に関わる研究

3. 金幸隆 (地震予知研究推進センター)
任用期間 2006年 10月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:「糸魚川－静岡構造線断層帯における重点的な調査観測」に関わる研究

4. 木村治夫 (地震予知研究推進センター)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:「深部反射法地震探査等の大深度弾性波探査と断層モデル等の構築」に関わる研究

5. 齊藤竜彦 (地震火山災害部門)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:「地震波動伝播と津波発生伝播のシミュレーション」に関わる研究

6. 高橋徹 (地震火山災害部門)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:「深部反射法地震探査等の大深度弾性波探査と断層モデル等の構築」に関わる研究

7. 田力正好 (地震予知研究推進センター)
任用期間 2006年 4月 1日～2006年 6月 29日
研究内容:「糸魚川－静岡構造線断層帯における重点的な調査観測」に関わる研究

8. 中東和夫 (地震地殻変動観測センター)
任用期間 2006年 1月 16日～2007年 3月 31日
研究内容:「東南海・南海地震等海溝型地震に関する調査研究」における紀伊半島沖及び日本海溝付近の長期
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観測型海底地震計アレーのデータ解析
9. 田尻清太郎 (地震火山災害部門)

任用期間 2006年 4月 1日～2006年 5月 31日
研究内容:「新工法壁式構造の耐震性能の検証」遂行のための実験補助及び解析補助

10. 木村淳 (地震予知研究推進センター)
任用期間 2006年 9月 20日～2007年 3月 31日
研究内容:科学技術振興調整費「スマトラ型巨大地震・津波被害の軽減策」における各分担研究に関するイン
ターネットを用いたデータの収集・整理・解析と分析

11. 浅利晴紀 (海半球観測研究センター)
任用期間 2006年 4月 1日～2006年 11月 14日
研究内容:科学研究費補助金「海底電磁気機動観測でスタグナントスラブを診る」における３次元グローバル
電磁気トモグラフィーコードの高度化及び周辺解析プログラム開発支援

12. 金裕錫 (地震火山災害部門)
任用期間 2005年 9月 1日～2006年 3月 31日
研究内容:科学研究費補助金「地盤基礎構造物系の地震時非線形挙動に関する実証的研究」遂行のための実験
補助および解析補助

13. SAHOO, Yu Vin (地球ダイナミクス部門)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:タングステンと銀の化学的精製法の開発、実試料への適用

14. 津野靖士 (地震火山災害部門)
任用期間 2005年 10月 1日～2006年 3月 31日
研究内容:アレー微動データの整理・解析し、地下構造モデル作成の共同作業及び地震動シミュレーションを
行う

15. 中西無我 (地球ダイナミクス部門)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:科学研究費補助金「火山爆発とそれに伴う流動現象の機構解明」における非定常１次元火道モデル
の開発及びデータベースの構築

16. 新堀賢志 (火山噴火予知研究推進センター)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:ヴェスヴィオ火山における野外調査、試料採取、各種化学分析およびこれらの情報を基にした研究

17. 新村裕昭 (地球ダイナミクス部門)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:火山爆発とそれに伴う流動現象の機構解明

18. 濱元栄起 (海半球観測研究センター)
任用期間 2006年 4月 1日～2006年 8月 20日
研究内容:科学研究費補助金「浅海域における熱流量測定による南海トラフ地震発生帯の温度構造の研究」に
おいて、海域における地殻熱流量測定・長期温度計測及びデータの収集・整理と解析に従事

19. 前野深 (地球ダイナミクス部門)
任用期間 2006年 4月 1日～2006年 6月 30日
研究内容:特定領域「火山爆発のダイナミックス」における伊豆大島火山観測実験の事前準備のための調査、
資料作成、機器調整、データ整理等

20. 菅野貴之 (地球計測部門)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:「重力観測における地震・火山活動の研究」における重力観測、データ解析

21. 高崎健二 (火山噴火予知研究推進センター)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:衛星赤外画像データを利用しての火山の熱異常などの解析研究、研究に必要な衛星データの処理解
析システムやアーカイブシステム、受信設備のセットアップを行う

22. 高嶋晋一郎 (地球流動破壊部門)
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任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:低周波地震発生の物理的メカニズム解明のための現象整理・モデル実験・シミュレ－ションの遂行、
所内での低周波地震研究セミナーグループの立ち上げ・運営

23. 野口聡 (火山噴火予知研究推進センター)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:噴出物に関するデータ収集を行い、噴火の規模や特徴などの地質学的解析研究を行う

24. 山崎健一 (地震予知研究推進センター)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:伊豆半島、東海地方、伊豆諸島などにおける電磁気連続観測データの解析

25. 飯沼卓史 (地球流動破壊部門)
任用期間 2005年 10月 1日～2006年 3月 31日
研究内容:大大特委託業務：総合避難シミュレーションシステムのための数値解析プログラム開発

26. 岩國真紀子 (地震予知研究推進センター)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:「東アジアにおけるＧＰＳを用いたテクトニクスの研究」における日本、韓国、中国の GPSデータ
を総合的に解析し、アムールプレートの形状と周囲のプレートとの相対運動を精密に推定する

27. 加藤直子 (地震予知研究推進センター)
任用期間 2005年 10月 12日～2006年 3月 31日
研究内容:「大都市圏地殻構造調査研究」及び「断層モデル等の構築」に関わる研究
1)反射法データの解析とその地質学的解釈 2)既存反射法データの再解析とその地質学的解釈 3)大都市地殻
構造探査に関わる成果のコンパイル及び地質構造モデルの構築

28. 金幸隆 (地震予知研究推進センター)
任用期間 2005年 12月 1日～2006年 3月 31日
研究内容:大都市圏地殻構造探査研究及び断層モデル等の構築の共同研究に従事する

29. 金裕錫 (地震火山災害部門)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 15日
研究内容:大大特研究題目：「学校校舎の耐震補強と SR基礎に関する実大振動実験の計画と予備解析」遂行の
ための実験補助及び解析補助

30. 木村淳 (地震予知研究推進センター)
任用期間 2005年 12月 1日～2006年 3月 31日
研究内容:大都市圏地殻構造探査研究及び断層モデル等の構築の共同研究に従事する

31. 桑野亜佐子 (地震地殻変動観測センター)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
研究内容:文科省委託研究「東南海・南海地震等海溝型地震に関する調査研究」における南海トラフ及び日本
海溝付近の長期観測型海底地震計アレーのデータ解析

32. 小林励司 (地震火山災害部門)
任用期間 2005年 4月 1日～2006年 3月 31日
研究内容:大都市圏地殻構造調査研究計画において、地殻構造探査研究及び断層モデル等の構築の共同研究に
従事する

33. 田力正好 (地震地殻変動観測センター)
任用期間 2005年 7月 15日～2006年 3月 31日
研究内容:「糸魚川－静岡構造線断層帯における重点的調査観測」における反射法・重力探査データの解析と
その地質学的解釈、本調査観測に関わる成果のコンパイルおよび地質構造モデルの構築等

34. 中東和夫 (地震地殻変動観測センター)
任用期間 2005年 4月 1日～2006年 1月 15日
研究内容:「東南海・南海地震等海溝型地震に関する調査研究」における紀伊半島沖及び日本海溝付近の長期
観測型海底地震計アレーのデータ解析

◎研究支援推進員
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1. 中西香苗 (火山噴火予知研究推進センター)
任用期間 2006年 2月 1日～2006年 3月 5日
職務内容:ＥＭＰＭ、蛍光Ｘ線分析装置による火山岩試料の分析、岩石試料の整理・調整及びデータベース管理

2. 木田みゆき (地震予知情報センター)
任用期間 2005年 6月 1日～2006年 3月 31日
職務内容:ＳＥ業務補助、利用者への対応・通知作成・ＨＰ掲載、資料作成・更新等

3. 玄蕃教代 (火山噴火予知研究推進センター)
任用期間 2006年 7月 1日～2007年 3月 31日
職務内容:ＥＭＰＭ、蛍光Ｘ線分析装置による火山岩試料の分析、岩石試料の整理・調整及びデータベース管理

4. 加藤君子 (地球ダイナミクス部門)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
職務内容:ICP質量分析計、XRFの試料準備、装置のメンテナンス

5. 佐藤摩紀 (地震予知情報センター)
任用期間 2006年 4月 1日～2007年 3月 31日
職務内容:ＳＥ業務補助、利用者への対応・通知作成・ＨＰ掲載、資料作成・更新等

6. 高橋麻依子 (アウトリーチ推進室)
任用期間 2006年 1月 1日～2007年 3月 31日
職務内容:アウトリーチ業務に係る資料作成補助及び訪問者（見学者）対応等

7. 中尾綾子 (アウトリーチ推進室)
任用期間 2005年 4月 1日～2005年 12月 31日
職務内容:研究事務及びホームページに関する技術支援

8. 松本繁樹 (技術開発室)
任用期間 2006年 1月 1日～2007年 3月 31日
職務内容:技術開発室における観測・実験用器具等の設計・製作業務支援等

◎外国人招へい研究員
1. シュー・ユアンザ (客員助教授)

周 元沢 (中国 　中国科学院 　助教授)
2006.1.10～2006.9.9
下部マントル最上部構造のアレイ地震学的研究

2. ラヴァレー・ダニエル (外国人研究員)
Lavallée Daniel(米国 　カリフォルニア大学サンタバーバラ校 　研究員)
2006.1.23～2006.4.22
震源の複雑性と強震動

3. アルバレード・フランシス・チャールズ (客員教授)
Albaréde Francis Charles(フランス 　リヨン高等師範学校 　教授)
2006.3.20～2006.6.20
自然界における非放射壊変起源の同位体変動の理論的実験的検討

4. タリス・パスカル (客員教授)
Tarits Pascal(フランス 　西ブルターニュ大学 　教授)
2006.4.01～2006.7.31
マントルの電気伝導度に関する研究

5. クリストワ・チェンカ・ベルコワ (客員助教授)
Christova Cenka Velkova (ブルガリア 　ブルガリア科学アカデミー 　助教授)
2006.4.06～2006.7.31
2004年新潟県中越地震の震源断層域における応力解析

6. チェン・キフ (客員教授)
陳 　棋福 (中国 　中国地震局予知解析センター 　教授)
2006.8.31～2006.11.30
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中国北東部の地殻構造の研究
7. マクガイア・ジェフリー・ジョセフ (客員助教授)

McGuire Jeffrey Joseph (米国 　ウッズホール海洋研究所 　アソシエイト研究員)
2006.9.19～2006.12.18
地震の破壊と地殻の変形の研究

8. ダレシオ・マシューアダム (外国人研究員)
d’Alessio Matthew Adam (米国 　地質調査所 　博士研究員)
2006.10.3～2007.3.31
日本の沈み込み域の繰り返し地震を用いた摩擦の解明

9. イスマイル－ザディ・アリ (客員教授)
Ismail-Zade Ali(ロシア 　ロシア科学アカデミー 　研究部門長)
2006.12.1～2007.2.28
マントル対流の数値計算法の研究
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第7章 資料

7.1 平成18年に行われた地震研究所談話会

第 835回平成 18年 1月 27日 (金)
1. 火山噴火のモデル化におけるマグマ破壊実験の意義について（2005年度日本火山学会賞研究奨励賞受賞講

演）, ○市原美恵
2. 2004年浅間山噴火の解釈－地震振幅, 空振振幅, 噴出物量の関係について－, ○大湊隆雄
3. 対話型検測システム winの機能強化（１）, ○中川茂樹・針生義勝（防災科研）・卜部卓・鶴岡弘・酒井慎一
4. パキスタン北部地震による建築物被害の概要, ○真田靖士
5. 波形インバージョンによる３次元速度構造モデルの構築, 引間和人・○纐纈一起
6. 粉体高速すべりのレオロジー, ○波多野恭弘

第 836回平成 18年 2月 24日 (金)
＊＊＊通常講演＊＊＊＊
1. 堆積物に残された過去 6000年間の三陸海岸大槌地域の津波と地殻変動の履歴, ○原口強（大阪市立大学大学

院理学研究科）・島崎邦彦
2. 強震動計算のための動力学破壊伝播シミュレーション, ○青地秀雄（BRGM）・井出哲（東大理）・宮武隆
3. 再考?1944年東南海地震?, ○山中佳子
＊＊＊ H17年度所長裁量経費報告＊＊＊
4. 信頼性の高い地殻応力測定法の開発について, ○佐野修・中谷正生
5. 衛星データによる火山の赤外観測システムの開発, ○金子隆之・安田敦・高崎健二・青木陽介・古屋正人
6. 次世代の海底ケーブル地震観測研究のためのシステム開発, ○金沢敏彦・歌田久司・佐野修・塩原肇・篠原雅

尚・森田裕一・酒井慎一・山田知朗
7. 地震観測網の高度化および最適化, ○金沢敏彦・観測センター
8. 建物用 IT強震計システムの開発と今後の展望, ○鷹野澄・伊藤貴盛（応用地震計測（株））
9. 跡津川断層における応力集中過程の解明を めざして, ○飯高隆・加藤愛太郎・蔵下英司・岩崎貴哉・平田直

10. 神岡レーザー伸縮計の長期連続観測のための施設整備, ○新谷昌人・高森昭光・大橋正健・三代木伸二・内山
隆（宇宙線研究所）

11. 防災研究フォーラムの活動, ○山岡耕春・藤田英輔（防災科研）
12. SMAC・DC型強震計記録のフィルム化と画像化, ○工藤一嘉，古地震・古津波記録委員会
13. 海半球センターの外部評価と将来計画について，○川勝均

第 837回平成 18年 3月 24日 (金)
＊＊＊最終講演＊＊＊
1. 強震動研究の４要素に携ることが出来て，○工藤一嘉
＊＊＊お別れ記念講演＊＊＊
2. 地震研究所におけるアウトリーチ活動，○土井恵治
＊＊＊通常講演＊＊＊
3. 大分県南部沿岸域の湖沼堆積物に記録された過去 3000年間の巨大津波，○松岡裕美（高知大学理学部）・岡

村眞（高知大学理学部）・千田昇（大分大学教育福祉科学部）・島崎邦彦
4. 溶岩流試料に基づく富士火山，古富士-新富士期のマグマ分化システムの検討，○安田敦・金子隆之・吉本充

宏・藤井敏嗣・中田節也・嶋野岳人（東北大学）
5. 水平動成分を利用した海底地震計の位置・方位同時インバージョン決定法，○望月公廣・米島慎二 (シュルン
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ベルジェ株式会社)
6. 2004年スマトラ地震時の Hi-Net傾斜計記録の長周期成分の地域性について，○綿田辰吾・功刀卓（防災科研）
7. 2004年スマトラ地震の長周期歪地震波形の解析，○中西一郎・池上裕（京大理）・小久保一哉（気象庁精密地

震観測室）・露木貴裕・中村浩二（気象庁地震火山部）・堀川晴夫（AIST）・森井亙（京大防災研）・新谷昌人・
高森昭光（東大震研）・坪川恒也（国立天文台水沢）・高波鐵夫（北大理）・綿田辰吾（東大震研）・坪井誠司
（JAMSTEC）

8. 貞観十年（868）、応永廿年（1413）播磨地震の震央位置，○中西一郎（京大理）・都司嘉宣
9. 隠岐（島根県）の歴史地震史料：宝永地震（1707），寛保津波（1741），○中西一郎（京大理）・都司嘉宣・榊

原信也（隠岐郡海士町教育委員会）＊＊平成 17年度所長裁量経費報告＊＊
10. 断層帯における微小破壊現象の検出，○中谷正生・吉田真吾・佐野修・三宅弘恵（地震研）・井出哲（東大理・

S. Stanchits・G. Dresen (GFZ Potsdam)・柳谷俊・當眞正智・飯尾能久（京大防災研）・小笠原宏（立命館理
工）・矢部康男（東北大理）

第 838回平成 18年 4月 21日 (金)
＊＊＊通常講演＊＊＊
1. Stress field in subduction zone by inversion of earthquake focal mechanisms - the Vanuatu and Izu-Bonin

Wadati-Benioff zones as examples，○ Cenka Christova
2. GPS-音響結合方式による海底地殻変動計測手法の開発，○生田領野・安藤雅孝・田所敬一・奥田隆・杉本慎

吾（名古屋大）
3. 折りたたみ振り子傾斜計の開発，○高森昭光・新谷昌人・Alessandro Bertolini(ピサ大学)・Riccardo DeSalvo(カ

リフォルニア工科大学)
4. 負の応力降下量と破壊伝播，○宮武隆・木村武志・安田拓美
5, LaCoste型広帯域地震計の試作～学部３年生学生実験より～，○新谷昌人・武尾実・森田裕一・中村翔・井出

哲 (地球惑星)
6. 富士火山のマグマ供給システム，○藤井敏嗣・安田敦
＊＊平成 17年度所長裁量経費報告＊＊
7. 小型オーバーハウザー磁力計を用いたベクトル磁力計の作製と性能評価，○清水久芳・歌田久司
8. 八ヶ岳地球電磁気観測所地磁気観測システム，○歌田久司・清水久芳・小山茂・小山崇夫・上嶋誠・小河勉・

馬場聖至
9. 地震研究所火山観測網の整備，○森田裕一・火山噴火予知研究推進センター

10. プレート間結合推定高度化のためのＧＰＳと小繰り返し地震の同時インバージョン手法の開発，○五十嵐俊
博・宮崎真一

11. 高速すべりの摩擦法則：離散要素法シミュレーションによるアプローチ，○波多野恭弘

第 839回平成 18年 5月 26日 (金)
1. 地震発生予測のための局所的不均一体モデルのモンテカルロシミュレーション，○若井淳・堀宗朗・小国健二
2. 浅くならなかった最近の伊豆半島東方沖の地震活動，○酒井慎一
3. 海溝付近で起きる謎の超長周期微動，○山中佳子
4. Scaling laws for mantle plumes; from a point source to Rayleigh-Benard convection，○熊谷一郎・J.Vatteville・

A.Davaille（ IPGP,France）・岩田心・栗田敬
5. 中部地方におけるネットワークMT法観測（序報），○上嶋誠・小河勉・ 小山茂・山口覚（神戸大理）・村上

英記（高知大理）・藤浩明（富山大理工）・吉村令慧・ 大志万直人（京大防災研）・丹保俊哉（立山カルデラ砂
防博物館）・歪集中帯地殻比抵抗研究グループ

＊＊平成 17年度所長裁量経費報告＊＊
6. 新館免震建屋地盤系の強震観測計画，○壁谷澤寿海・坂上実・纐纈一起・古村孝志・壁谷澤寿一

第 840回平成 18年 6月 23日 (金)
＊＊＊受賞記念講演＊＊＊
1. GPS観測データを用いた長基線キネマティック測位の高度化と震源過程の研究に対する新たな展開，（日本測

地学会賞坪井賞受賞講演）○宮崎真一

155



＊＊＊通常講演＊＊＊
2. マリアナでの長期海底地震観測：二重深発面の確認と深部構造のイメージング，○塩原 　肇・望月公廣・金沢

敏彦・杉岡裕子・大木聖子・深尾良夫・末広 　潔（海洋研究開発機構）
3. Fault slip in a bimaterial poroelastic medium，○山下輝夫
4. 沈み込むプレートから地殻が引き剥がされる条件，○瀬野徹三
5. 衝突の 2類型（ヒマラヤ型とアルプス型）と伊豆の衝突，○瀬野徹三
6. 八ヶ岳地磁気観測所内磁気異常の時間変化：雷誘導磁化の影響，○清水久芳・小山崇夫・小山茂・歌田久司
7. 核－マントル電磁結合と数十年スケールコア流体運動，○浅利晴紀・清水久芳・歌田久司
8. IT強震計でみた地震研建物の震度１の揺れ，○鷹野澄・伊藤貴盛（応用地震計測）
9. 新館免震建屋と旧館建屋の揺れモニタリング計画，○鷹野澄・伊藤貴盛（応用地震計測）・壁谷澤寿海・坂上

実・纐纈一起・古村孝志

第 841回平成 18年 7月 21日 (金)
1. 伊豆ーボニン弧の火山活動の時空間分布と斜め沈み込みの数値モデル，○本多 　了・吉田武義（東北大院）・

青池 　寛（JAMSTEC）
2. 波形インバージョンによるグローバル内部構造モデルから示唆される６７０ｋｍ不連続面の性質，○竹内 　希
3. ３．14：00- 常時地球自由振動の励起源の空間分布推定，○西田究
4. 含水条件におけるマントル遷移層構成鉱物と超塩基性メルト間の元素分配，三部賢治・○折橋裕二・中井俊

一・藤井敏嗣
5. ７月１７日ジャワ地震の震源過程速報，○山中佳子・行谷 佑一

第 842回平成 18年 9月 15日 (金)
1. IT強震計でみた建物の揺れ（その２），○鷹野澄・伊藤貴盛（応用地震計測）
2. インドネシア・ジャワ島中部地震による建築物被害の概要，○真田靖士
3. 応力テンソル逆解析によって推定した千島弧・東北弧会合部付近の大平洋スラブ内応力場：十勝スラブ断裂

の可能性，○平田直・Cenka Christva・加藤愛太郎
4. 地殻応力測定機器開発の現状と今後の可能性，○佐野修
5. トラップ波を用いた跡津川断層破砕帯構造の抽出（序報），○加藤愛太郎・飯高隆・新井隆太・平田直・岩崎

貴哉

第 843回平成 18年 10月 27日 (金)
1. 日本海溝海側斜面における高熱流量，○山野誠・木下正高（海洋研究開発機構）・後藤秀作（産業技術総合研

究所）
2. チャネル情報管理システムの開発～スタンドアロン版～，○中川茂樹・鷹野澄・鶴岡弘・酒井慎一
3. 1944年東南海地震の津波，○山中佳子
4. 屈折法・広角反射法地震探査によるマリアナ島弧の地殻構造，○蔵下英司・Simon Klemperer (Stanford Uni-

versity)・Andrew Calvert (Simon Fraser University)・高橋成実（JAMSTEC）
5. WINシステム用リアルタイムモニターツールの開発および地震研における即時的地震情報の受信について，

○鶴岡弘
6. 利用者指向の緊急地震速報利活用システム（１）利用レベル別にみた２次情報の種類と精度，○鷹野澄
7. 利用者指向の緊急地震速報利活用システム（２）被害予測の高精度化に必要なものは何か？，○鷹野澄

第 844回平成 18年 11月 17日 (金)
1. AE measurements in South African Gold Mines - Designs for sensor-borehole coupling，○ Masao Nakatani

(ERI)・Yasuo Yabe (Tohoku Univ.)・J oachim philipp (GMuG mbh, Germany)・Sergei Stanchits (GFZ potsdam,
Germany)・南アフリカ金鉱山における半制御地震発生実験国際共同グループ

2. 高粘性マグマの破砕基準：Griffith理論に基づく衝撃波管実験の解釈，○小屋口剛博・Bettina Scheu・三谷典子
3. 房総半島直下の 3次元速度構造：新しいフィリピン海プレートの形状，○萩原弘子・五十嵐俊博・平田直・酒

井慎一
4. 房総半島におけるレシーバ関数解析，○五十嵐俊博・萩原弘子・平田直
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第 845回平成 18年 12月 22日 (金)
1. スタグナントスラブを「診る」ための海底地震・電磁気長期観測：第 1期観測の速報，○塩原 　肇・馬場聖

至・志藤あずさ・川勝 　均・金沢敏彦・歌田久司・後藤忠徳・杉岡裕子・笠谷貴史・伊藤亜妃・Adam Claudia
（海洋研究開発機構）・一北岳夫（テラテクニカ）

2. タングステン同位体トレーサーを用いたコア－マントル相互作用の検証，○中井俊一・賞雅朝子・Ali Arshad・
Sahoo YuVin、羽生 　毅（海洋研究開発機構）

3. 東海スロースリップイベントに対応する地磁気全磁力の変化について，○山崎健一・上嶋誠・小河勉・小山茂
4. GEONET4次元電離層トモグラフィーによる地震起源の電離層擾乱伝播の時空間構造：２００３十勝沖地震

の場合，○綿田辰吾・大林政行（海洋開発機構）・小沢慎三郎（国土地理院）
5. JERS SARによる伊豆大島火山の地殻変動と数値地図の同時推定と ALOS SARによる検証，○古屋正人
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7.2 平成18年に行われた「金曜日セミナー」

1月 20日 古屋 正人（地震研，地球計測）干渉 SARによる塩テクトニクスの実測 -キャニオンランズ国立公園-
2月 3日 五十嵐 俊博（地震研，観測センター）相似地震・レシーバー関数で見た日本列島の地震発生場

2月 10日 O. Melnik (Moscow State University) Mathematical modelling of conduit flows during lava dome
building eruptions

2月 17日 鵜川 元雄（防災科研・地震研客員）硫黄島カルデラの大規模地殻変動
2月 24日 Daniel Lavallee On The Random Nature Of Earthquake: From The Source To The Ground Motion
3月 3日 吉田 真吾（着任セミナー）地震発生予測

3月 10日 金嶋 聡（九大）マントル深部の対流に伴う変形はどのように診えるか？ - 下部マントルの小規模不
均質観測からの考察 ー

4月 14日 Dr. Ben Holtzman (Lamont-Doherty Earth Observatory of Columbia University) Creeping towards an
observational view of plate boundary dynamics,coupling rheology and seismic anisotropy in partially
molten upper mantle

4月 28日 Steve Tait (IPGP) A Physical Model for why only some eruptions form collapse calderas
5月 12日 Francis Albarede (Universite Claude Bernard - Ecole Normale Superieure de Lyon) The contrasting

record of mantle geochemical heterogeneities by mid-ocean ridges and hot spot basalts
5月 19日 Gillaume Richard（Yale University）Deep mantle slabs and the deep Earth ’s water cycle
6月 2日 Philippe Herre Leloup (Universite Claude Bernard - Ecole Normale Superieure de Lyon) What do we

know on the rate of deformation and stresses in deep fault zones? The example of the Ailao Shan -
Red River shear zone (Southeast Asia).

6月 9日 大湊 　隆雄 　（着任セミナー）火山の地震から、何が見えたか、何が見えるか
6月 16日 佐伯 和人（大阪大学）分光地質探査で開く新世代の月の科学
7月 7日 辻 　宏道 　（アウトリーチ推進室）アウトリーチは誰のもの？―これからの地震研究所のアウトリー

チ活動‐
7月 28日 Gerd Manthei (Gesellschaft fur Materialprufung und Geophysik) Determination of wave attenuation

in rock salt in the frequency range 1-100 kHz using located acoustic emission events
9月 29日 George Helffrich (University of Bristol) A depleted swell root under the Cape Verde hot spot
10月 6日 谷岡 勇市郎（北大・地震研客員）津波からみる大地震の発生様式

10月 13日 平賀岳彦（着任セミナー） Grain boundaries in rocks: The most active zones in the polycrystalline
Earth

10月 20日 Kristine Larson (University of Colorado) High-Rate GPS: What Have We Learned Since Denali?
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東京大学地震研究所年報 2006について

　東京大学地震研究所年報 2006は，2006年の地震研究所の活動概要，2005年 1月～2006年 12月の教員等の教育・
研究活動，教員の社会活動，教員（助手）の業務活動，技術員の研究支援活動等を掲載したものです．なお，2006
年度に地震研究所に在籍していた教員，技術員等を対象に情報を掲載しています．

　東京大学地震研究所年報 2006

　　2007年（平成 19年）3月発行

　　東京大学地震研究所 　自己点検委員会

　　　［堀宗朗 (委員長），小國健二 (副委員長），西田究］
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